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1-1 調査の目的 
 

 財務省が作成しているパンフレットには「これからの日本のために財政を考える」がある。

これらで説明している内容がどの程度国民に理解されているかを調べ、今後の広報コンテン

ツの向上に活かす。 

 
 
 
 
 
 

1-2 調査の設計 

 地域  全国 47都道府県 

 調査方法   インターネットによるアンケート調査 

 調査内容  ・パンフレットや新聞で使われる財政関連用語の理解度 

          ・税や保険料についての意識 

                   ・受益と負担についての認識や実感 

                   ・税の投入を望む公的サービス、投入の必要性をあまり感じない 

    公的サービス 

                   ・社会保障費と財政の関係についての知識と意識 

 調査対象  18歳～74歳の男女個人、6000サンプル。 

     性年齢別、地域別の割り付けと回収は以下の通り。 

 

目標回収サンプル割り付け 

 

 

 

18～
24歳

25～
34歳

35～
44歳

45～
54歳

55～
64歳

65～
74歳

計
18～
24歳

25～
34歳

35～
44歳

45～
54歳

55～
64歳

65～
74歳

計

1
北海道財務局
（北海道）

11 18 24 22 24 24 123 11 18 25 24 26 29 133 256

2
東北財務局
（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県）

18 30 39 37 44 39 207 17 29 37 37 44 43 207 414

3
関東財務局
（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県、新潟県、山梨県、長野県）

115 190 249 228 193 204 1,179 108 180 237 215 191 220 1,151 2,330

4
北陸財務局
（富山県、石川県、福井県）

6 10 14 12 13 14 69 6 9 13 12 14 15 69 138

5
東海財務局
（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）

34 57 74 68 60 65 358 32 53 70 64 61 70 350 708

6
近畿財務局
（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）

48 72 97 89 79 92 477 47 74 100 93 85 104 503 980

7
中国財務局
（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）

16 25 33 29 31 34 168 15 24 33 30 32 38 172 340

8
四国財務局
（徳島県、香川県、愛媛県、高知県）

7 12 16 15 17 18 85 7 12 16 16 18 20 89 174

9
福岡財務支局
（福岡県、佐賀県、長崎県）

16 25 32 28 32 30 163 16 27 33 31 34 35 176 339

10
九州財務局+沖縄総合事務局
（熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）

14 24 30 27 32 29 156 14 25 31 29 34 32 165 321

285 463 608 555 525 549 2,985 273 451 595 551 539 606 3,015 6,000

地域

男性 女性

総計

計
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回収サンプル数 

 

※登録数全国 220万人の WEBアンケートモニターにアンケートを配信、調査条件に適合

する対象者から回答を収集。 
 

 実施期間  2019年 12月 26日～2020年 1月 8日 

 実施機関  株式会社サーベイリサーチセンター 

 

1-3 分析方法 

 全調査質問に対する回答を集計した。 

 性別・年齢別を基本ブレークダウンとし、所得、学歴、世帯の子どもの有無、社会保障費の

知識水準、地域別の分析視点（ブレークダウン）を加えてクロス集計と有意差検定を行った。 

 報告書は全質問における総サンプルの結果（ＧＴ）と、各種のブレークダウンから有意差が

明らかで分析視点として有効、且つ今後の広報コンテンツ制作の参考になるブレークダウン

として性・年齢別のクロス集計結果を採用した。また、過去３年分の時系列結果を示すチャ

ートとコメントを加え、冒頭に要約を入れている。 

 

  

18～
24歳

25～
34歳

35～
44歳

45～
54歳

55～
64歳

65～
74歳

計
18～
24歳

25～
34歳
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（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県、新潟県、山梨県、長野県）

115 190 249 228 193 204 1,179 108 180 237 215 191 220 1,151 2,330
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（富山県、石川県、福井県）

6 10 14 12 13 14 69 6 9 13 12 14 15 69 138
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（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）
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6
近畿財務局
（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）

48 72 97 89 79 92 477 47 74 100 93 85 104 503 980

7
中国財務局
（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）

16 25 33 29 31 34 168 15 24 33 30 32 38 172 340

8
四国財務局
（徳島県、香川県、愛媛県、高知県）
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9
福岡財務支局
（福岡県、佐賀県、長崎県）

16 25 32 28 32 30 163 16 27 33 31 34 35 176 339
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九州財務局+沖縄総合事務局
（熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）
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男性 女性

総計

計
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1-4 アンケート調査票 
※性と年齢は調査票以外から別にデータを取得 

あなたご自身について質問します。
Q1.あなたのお住まいの都道府県をお答えください。（シングル回答）

1 北海道
2 青森県
3 岩手県
4 宮城県
5 秋田県
6 山形県
7 福島県
8 茨城県
9 栃木県

10 群馬県
11 埼玉県
12 千葉県
13 東京都
14 神奈川県
15 新潟県
16 富山県
17 石川県
18 福井県
19 山梨県
20 長野県
21 岐阜県
22 静岡県
23 愛知県
24 三重県
25 滋賀県
26 京都府
27 大阪府
28 兵庫県
29 奈良県
30 和歌山県
31 鳥取県
32 島根県
33 岡山県
34 広島県
35 山口県
36 徳島県
37 香川県
38 愛媛県
39 高知県
40 福岡県
41 佐賀県
42 長崎県
43 熊本県
44 大分県
45 宮崎県
46 鹿児島県
47 沖縄県

Q2.あなたの現在のご職業をお答えください。（シングル回答）
1 会社員（正社員）
2 会社員（契約／嘱託／派遣社員）
3 公務員（正規職員）
4 公務員（非正規職員）
5 自営業／自由業
6 高校生
7 大学生／大学院生
8 パート／アルバイト
9 主婦・主夫

10 年金生活者・無職
11 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　）（自由記入必須）

Q2　で　1-5,8　選択の方のみ
Q3.あなたの現在の職種をお答えください。※職種が多岐にわたる場合は、あなたが従事する役割が最も大きいものをお選びください。（シングル回答）

1 経営・管理職
2 専門・技術職
3 事務職
4 営業職
5 販売職
6 労務・技能職
7 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　）（自由記入必須）
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Q2　で　1-5,8-11　選択の方のみ
Q4.あなたの最終学歴をお答えください。（シングル回答）

1 大学院
2 大学
3 専修学校専門課程・短期大学、高等専門学校
4 高等学校
5 小中学校
6 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　）（自由記入必須）

Q5.あなたの婚姻状況をお答えください。（シングル回答）
1 未婚
2 既婚（配偶者あり）
3 既婚（配偶者死別・離婚）

Q6.あなたと同居しているご家族をすべてお答えください。（複数選択可）（マルチ回答）
1 同居の家族はいない（一人暮らし）
2 配偶者
3 子ども
4 父親（配偶者の父親を含む）
5 母親（配偶者の母親を含む）
6 祖父母
7 孫
8 兄弟姉妹
9 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　）（自由記入必須）

Q6　で　3　選択の方のみ
Q7.あなたが同居している子どもの年齢をすべてお答えください。（複数選択可）（マルチ回答）

1 ０～２歳
2 ３～５歳
3 小学校低学年（１~３年）
4 小学校高学年（４~６年）
5 中学生
6 高校生
7 大学生
8 社会人年齢以上（18歳以上）

Q8.あなたご自身の個人年収をお答えください。（シングル回答）
1 所得無し
2 100万円未満
3 100～200万円未満
4 200～300万円未満
5 300～400万円未満
6 400～500万円未満
7 500～600万円未満
8 600～800万円未満
9 800～1,000万円未満

10 1,000～1,500万円未満
11 1,500～2,000万円未満
12 2,000万円以上

Q9.あなたの世帯の年収をお答えください。（シングル回答）
1 所得無し
2 100万円未満
3 100～200万円未満
4 200～300万円未満
5 300～400万円未満
6 400～500万円未満
7 500～600万円未満
8 600～800万円未満
9 800～1,000万円未満

10 1,000～1,500万円未満
11 1,500～2,000万円未満
12 2,000万円以上
13 世帯年収はわからない
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日本の財政について質問します。

（質問アイテム）
1 財政
2 一般会計
3 特別会計
4 歳入と歳出
5 国債
6 長期債務残高
7 財政健全化目標
8 プライマリーバランス
9 社会保障と税の一体改革

10 消費税率引上げ分の使い道
11 全世代型社会保障
12 将来世代への負担の先送り
13 少子高齢化に伴う社会保障費増大
14 受益と負担
15 公共サービス
16 国民負担率
17 軽減税率
18 幼児教育・保育の無償化
19 高等教育の無償化
20 人生100年時代

（選択肢）
1 言葉自体を知らない
2 言葉を聞いたことがある程度
3 内容をまあ知っている
4 内容を人に説明できるくらい詳しい

Q11.国の収入と支出のバランスを「財政」と言います。あなたは現在の日本の財政状況について、どう感じていますか。あてはまるものをお選びください。（シングル回答）
1 とても安心している
2 安心している
3 やや安心している
4 どちらともいえない
5 やや不安を感じている
6 不安を感じている
7 とても不安を感じている

Q11　で　5-7　選択の方のみ
Q12.現在の財政状況に不安を感じている理由をお選びください。（複数選択可）（マルチ回答）

1 財政赤字が続いているから
2 このままでは借金を返せず財政破綻しそうだから
3 国の社会保障費が増大しているから
4 国の予算の使い方に無駄が多そうだから
5 子供や孫などの将来世代に国の借金の負担を先送りしているから
6 経済成長しておらず、税収が増えてなさそうだから
7 政策による税収の増加が見込めなさそうだから
8 人口における現役世代の割合が減っているから
9 わかりやすい情報が不足しているから

10 国が何か隠していそうだから
11 社会のセーフティネット（最低限の保障）を維持できなさそうだから
12 教育や治安対策等、生活に直接影響する予算が減りそうだから
13 医療費の自己負担が増加しそうだから
14 自分の年金が減額される／受け取れない可能性がありそうだから
15 今後も消費税率引き上げなど、増税がありそうだから
16 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入必須）

Q13.あなたは10年後の日本の財政はどうなっていると思いますか。あてはまるものをお選びください。（シングル回答）
1 今よりとても良い状態になっている
2 今より良い状態になっている
3 今よりやや良い状態になっている
4 今と変わらない
5 今よりやや厳しい状態になっている
6 今より厳しい状態になっている
7 今よりとても厳しい状態になっている

Q13　で　5-7　選択の方のみ
Q14.厳しい状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可）（マルチ回答）

1 国の収入（税収）が減りそうだから
2 国の支出（歳出）が増えそうだから
3 日本経済は良くならなさそうだから
4 少子高齢化で働く人の数が減って税収も減りそうだから
5 安定的な税収を得るための税制改革が進まなさそうだから
6 無駄な支出（歳出）を削減できなさそうだから
7 高齢者の増加が様々な影響を与えそうだから
8 社会保障費の増加を抑える政策が進まなさそうだから
9 国の借金が増えそうだから

10 金利が上昇して経済に悪影響が出そうだから
11 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入必須）

Q10.日本の財政に関する以下の言葉について、それぞれ「言葉自体を知らない」から「内容を人に説明できるくらい詳しい」まで、どの程度ご存知ですか。あてはまるものを
お選びください。（シングル回答マトリックス）
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Q13　で　1-4　選択の方のみ
Q15.今と変わらない／良い状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可）（マルチ回答）

1 国の収入（税収）が増えそうだから
2 国の支出（歳出）が減りそうだから
3 日本経済が良くなりそうだから
4 働き方改革や技術革新などで生産性が向上しそうだから
5 安定的な税収を得る税制改革が進みそうだから
6 無駄な支出（歳出）の削減が進みそうだから
7 社会保障費の増加を抑えたり、減らしたりする政策が進みそうだから
8 金利が低く維持され、経済に好影響を与えそうだから
9 借金（国債）は日本国内で消化されていて、財政破綻の懸念は少なそうだから

10 国には有価証券や国有財産等の資産があって、そもそも借金は小さそうだから
11 日銀が買い取る国債には利息も返済義務もなく、そもそも借金は小さそうだから
12 日本は世界有数の経済大国であり続けそうだから
13 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入必須）

Q2　で　1-5,8-11　選択の方のみ
税の負担と受益について質問します。

（質問アイテム）
1 所得税
2 住民税
3 健康保険料
4 年金保険料
5 介護保険料
6 雇用保険料
7 消費税
8 相続税
9 酒税

10 たばこ税
11 法人税
12 国際観光旅客税

（選択肢）
1 名前自体を知らない
2 名前を聞いたことがある程度
3 内容をまあ知っている（誰にかかる税か、等）
4 内容を人に説明できるくらい詳しい（誰にどのくらいかかるか、等）

Q2　で　1-5,8-11　選択の方のみ

（質問アイテム）
1 所得税
2 住民税
3 健康保険料
4 年金保険料
5 介護保険料
6 雇用保険料
7 消費税
8 相続税
9 酒税

10 たばこ税
（選択肢）

1 とても圧迫する
2 圧迫する
3 まあ圧迫する
4 あまり圧迫しない
5 圧迫しない
6 全く圧迫しない
7 自分と関係ない／わからない

Q2　で　1-4,8-11　選択の方のみ

（質問アイテム）
1 総支給額
2 差引支給額（銀行振り込み金額、手取り金額）
3 控除合計額
4 個別の税や保険料の金額

（選択肢）
1 見ている
2 見ていない

Q16.あなたは次の税と保険料の名称や納税の対象者、税率などの制度の内容をどの程度ご存知ですか。それぞれの税および保険料についてあてはまるものをお選びく
ださい。（シングル回答マトリックス）

Q17.あなたは、あなたご自身または世帯にかかる税と保険料についてどの程度、負担に感じていますか。それぞれの税と保険料について、生活費を「とても圧迫する」から
「全く圧迫しない」までの中であてはまるものをお選びください。※未成年の方は酒税、たばこ税について「7.自分と関係ない／わからない」をお選びください。（シングル回
答マトリックス）

Q18.あなたは毎月の給与明細について、次の金額項目を見ていますか。それぞれについて確認しているかどうかをお選びください。※「4.個別の税や保険料の金額」は、
何か一つでも見ていたら「1.見ている」を選択してください。（シングル回答マトリックス）



10 
 

 
  

Q18_4　で　1　選択　または　Q2　で　5　選択の方のみ
Q19.毎月の税と保険料について、どの程度金額をご存知ですか。それぞれの税および保険料についてあてはまるものをお選びください。（シングル回答マトリックス）

（質問アイテム）
1 所得税
2 住民税
3 健康保険料
4 年金保険料
5 介護保険料
6 雇用保険料

（選択肢）
1 確認していない（金額を答えることができない）
2 ある程度把握している（金額を答えることができる）
3 詳細に把握している（具体的に金額を答えることができる）

Q20.あなたは国に納める税と保険料について、どんなイメージを持っていますか。あてはまるものをすべてお答えください。(複数回答可）（マルチ回答マトリックス）
（質問アイテム）

1 税
2 保険料

（選択肢）
1 国や社会づくりのためのもの
2 相互に助け合う仕組み
3 国がとりたてる
4 国が使い方を決める
5 払う意義はわかる
6 払う意義がわからない
7 自分に利益が還元される
8 弱者に利益が還元される
9 払えるなら払う

10 なるべく払いたくない
11 この中には一つもない

（質問アイテム）
1 税が生活に活かされていると実感するもの（いくつでも）
2 強く実感するもの（3つまで）

（選択肢）
1 年金
2 医療
3 救急医療
4 介護
5 保育サービス等、子育て支援
6 生活保護（障害や困窮時の生活支援）
7 地方への補助金
8 公共事業（道路、ダム等国土基盤整備）
9 防衛

10 警察
11 消防
12 防災
13 文化振興
14 スポーツ振興
15 教育
16 科学技術研究
17 公衆衛生（ゴミ対策・感染症予防等）
18 食料安定供給・農業の発展
19 エネルギー対策（石油ガス等の安定供給、研究等）
20 国際協力ODA（途上国への経済・技術協力）

1 払う税に比べて、公共サービスをとても受けている
2 払う税に比べて、公共サービスを受けている
3 払う税に比べて、公共サービスをまあ受けている
4 払う税と受ける公共サービスのバランスは同じ
5 払う税に比べて、公共サービスをあまり受けていない
6 払う税に比べて、公共サービスを受けていない
7 払う税に比べて、公共サービスを全く受けていない

Q21.次の1～20の中から、税が自分の生活に還元されていると感じる公共サービスをすべてお選びください。また、そのなかからあなたが強く実感するものを３つまでお選
びください。（マルチ回答マトリックス）

Q22.支払われた税により、Q21の公共サービスは賄われています。あなたの感覚に近いものをお選びください。（シングル回答）
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（質問アイテム）
1 国にもっと税を使って欲しい（いくつでも）
2 税を使うのは減らして欲しい（いくつでも）

（選択肢）
1 年金
2 医療
3 救急医療
4 介護
5 保育サービス等、子育て支援
6 生活保護（障害や困窮時の生活支援）
7 地方への補助金
8 公共事業（道路、ダム等国土基盤整備）
9 防衛

10 警察
11 消防
12 防災
13 文化振興
14 スポーツ振興
15 教育
16 科学技術研究
17 公衆衛生（ゴミ対策・感染症予防等）
18 食料安定供給・農業の発展
19 エネルギー対策（石油ガス等の安定供給、研究等）
20 国際協力ODA（途上国への経済・技術協力）

（質問アイテム）
1 日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで国債を発行して、主に日本国内から資金を調達し補填しています。

2
地方政府等を含めた借金の総額は約1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。日本以外の主要先進7カ国（Ｇ７）の地方政府等を含めた借金はGDPの約
1.4倍未満です。日本の借金のGDP比率は先進国中最大です。

3 国民一人当たりの借金は約710万円と計算されます。
4 借金が増える最大の理由は社会保障費の増加です。寿命が延び高齢者人口が増えた結果、年金・医療・介護の支出が急速に増えています。

5
現在の社会保障費のための借金は長期間かけて返していきます。子や孫の世代の税収も返済に充てられるので、将来世代に借金の付け回しをすることになりま
す。

6 近年、日本は年間予算の30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てています。その結果、教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です。
7 2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者（75才以上）になります。社会保障に必要なお金が更に増える見込みです。
8 2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の35％超が65才以上の高齢者になる見込みです。
9 65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政府データによれば後期高齢者の医療費は前期高齢者の5倍、介護費は10倍になります。

10 現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成を目指す「社会保障と税の一体改革」を行っています。
（選択肢）

1 知らない／聞いたことが無い
2 聞いたことがある
3 よく知っている／よく聞く

（質問アイテム）
1 インパクトが強い情報（いくつでも）
2 インパクトが弱い情報（いくつでも）

（選択肢）
1 日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで国債を発行して、主に日本国内から資金を調達し補填しています。

2
地方政府等を含めた借金の総額は約1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。日本以外の主要先進7カ国（Ｇ７）の地方政府等を含めた借金はGDPの約
1.4倍未満です。日本の借金のGDP比率は先進国中最大です。

3 国民一人当たりの借金は約710万円と計算されます。
4 借金が増える最大の理由は社会保障費の増加です。寿命が延び高齢者人口が増えた結果、年金・医療・介護の支出が急速に増えています。

5
現在の社会保障費のための借金は長期間かけて返していきます。子や孫の世代の税収も返済に充てられるので、将来世代に借金の付け回しをすることになりま
す。

6 近年、日本は年間予算の30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てています。その結果、教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です。
7 2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者（75才以上）になります。社会保障に必要なお金が更に増える見込みです。
8 2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の35％超が65才以上の高齢者になる見込みです。
9 65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政府データによれば後期高齢者の医療費は前期高齢者の5倍、介護費は10倍になります。

10 現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成を目指す「社会保障と税の一体改革」を行っています。

Q26.以下の5つの記述について、あなたの意見に近いものを選んでください。（2極選択マトリックス）
（質問アイテム）

1 日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加である　　-　　日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加ではない。
2 社会保障制度の充実を望む　　-　　社会保障制度に必ずしも充実を望まない
3 社会保障に使われるなら、私は税や保険料を今より多く払っても良い　　-　　社会保障に使われるとはいえ、私は税や保険料を今より多く払いたくない
4 今後、経済成長によって税収は増えると思う　　-　　今後、経済成長によって税収は増えないと思う
5 財源を補うために、国は借金をしても良い　　-　　財源を補うためとはいえ、国は借金をすべきでない

（選択肢）
1 とても左に賛成
2 左に賛成
3 やや左に賛成
4 どちらともいえない
5 やや右に賛成
6 右に賛成
7 とても右に賛成

Q24.次の文章は、日本の財政と社会保障制度に関するものです。それぞれ、どの程度ご存知かお聞かせください。社会保障制度とは、国民からの税や保険料による収入
を使って、国が医療費や介護費の大半を負担する制度です。退職後の年金の支給や、子どもの出産・保育の支援なども行います。（シングル回答マトリックス）

Q25.前述の日本の財政と社会保障費に関する記述について、これらの記述を読んだときのインパクト感が高かった情報（「へぇ」「なるほど」「そうなんだ」と言うような驚き、
発見、関心の度合いが高かった情報）をいくつでも選んでください。また、インパクトが弱いと感じた情報（驚き、発見、関心の度合いが低かった情報）があれば、いくつでも
選んでください。（マルチ回答マトリックス）

Q23.次の1～20のリストを見て、あなたがもっと国に税を投入して強化して欲しい公共サービス、逆に減らしても良いと思う公共サービスをそれぞれいくつでもお選びくださ
い。（マルチ回答マトリックス）
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ご協力ありがとうございました 

 

  

1 経済成長によって、自然に税収を増やすのが良いと思う
2 歳出改革によって、支出を減らすのが良いと思う
3 税制改革によって、税収を増やすのが良いと思う

Q28.あなたは、Q24にあった10個の日本の財政と社会保障費に関する記述のような情報を、今後も知っておきたいと思いますか。（シングル回答）
1 大いに知っておきたい
2 知っておきたい
3 まあ知っておきたい
4 どちらともいえない
5 あまり知りたいと思わない
6 知りたいと思わない
7 全く知りたいと思わない

（質問アイテム）
1 日ごろの情報源
2 「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源

（選択肢）
1 テレビ
2 ラジオ
3 新聞
4 雑誌
5 交通広告（電車やバス、タクシーなどのスペースを利用した広告）
6 屋外広告（電柱広告、広告塔、ネオン、電気看板など）
7 インターネット広告（Yahoo！JAPANのような検索サイトのトップページに掲載されたり、キーワード検索に連動して配信される広告、また動画広告など）
8 フリーペーパー
9 パンフレット、リーフレット、ポスターなど（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入任意）

10 官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌
11 ニュース・情報サイト、ニュースアプリ（東洋経済オンライン、Yahoo!ニュース、LINE NEWSなどのパソコンやスマートフォンから閲覧可能なニュース）
12 該当する分野のホームページ
13 官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）のホームページ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入任意）
14 LINE、Twitter、Facebook等のSNSからの情報
15 官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）が発信しているSNS（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入任意）
16 該当する分野の専門書
17 専門家による講演・講座など
18 家族・親せきの話
19 友人・知人の話
20 町内会・自治会などのイベントや集会
21 勤務先のイベントや会議
22 その他のイベント
23 学校の授業
24 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入必須）
25 入手していない

1 テレビ
2 ラジオ
3 新聞
4 雑誌
5 交通広告（電車やバス、タクシーなどのスペースを利用した広告）
6 屋外広告（電柱広告、広告塔、ネオン、電気看板など）
7 インターネット広告（Yahoo！JAPANのような検索サイトのトップページに掲載されたり、キーワード検索に連動して配信される広告、また動画広告など）
8 フリーペーパー
9 パンフレット、リーフレット、ポスターなど（機関または名称）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入任意）

10 官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌
11 ニュース・情報サイト、ニュースアプリ（東洋経済オンライン、Yahoo!ニュース、LINE NEWSなどのパソコンやスマートフォンから閲覧可能なニュース）
12 該当する分野のホームページ
13 官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）のホームページ（機関またはホームページの名称)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入任意）
14 LINE、Twitter、Facebook等のSNSからの情報
15 官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）が発信しているSNS（機関またはSNSの名称)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入任意）
16 該当する分野の専門書
17 専門家による講演・講座など
18 家族・親せきの話
19 友人・知人の話
20 町内会・自治会などのイベントや集会
21 勤務先のイベントや会議
22 その他のイベント
23 学校の授業
24 その他（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（自由記入必須）
25 取り組み（広報活動）は必要ない

Q29.あなたの日ごろの情報源をすべてお選びください。また、「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源も同様にすべてお選びください。（マルチ回答マトリック
ス）

Q30.あなたは、日本の財政、予算、税のしくみ、税の使い道等を理解してもらうために、どのような機会を利用しての取り組み（広報活動）が必要だと思いますか。（複数選
択可）（マルチ回答）

Q27.財政状況を改善するには、「経済成長によって税収を増やしながら、支出の無駄の削減や効率化を行い（歳出改革）、必要な増税を実施する（税制改革）」この３つを
同時に行っていく必要があります。その中で、もし一つ選ぶとしたら、 あなたはどれが現実的な策だと思いますか。（シングル回答）
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２ 全体の結果 
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2-1 結果の要約 

  6000サンプルの回答結果は以下の通り。（小数点以下、割愛している） 

 

■ 財政関連用語の理解度 

 

 「公共サービス」「財政」等、20の財政関連用語について「内容を人に説明できるくらい詳しい」との回答は

各用語とも 4～17％程度。「内容をまあ知っている」が 16～50％程度。「言葉を聞いたことがある程度」か「言

葉自体を知らない」が 30～80％と回答範囲が広い。 

 最も理解度が高い用語は「軽減税率」で、「人に説明できるくらい詳しい」が17％、「内容をまあ知っている」

が 50％、「言葉を聞いたことがある程度」が 28％、「言葉自体を知らない」が 5％だった。 

 最も理解度が低い用語は「プライマリーバランス」で、「人に説明できるくらい詳しい」が 4％、「内容をまあ

知っている」が 16％、「言葉を聞いたことがある程度」37％、「言葉自体を知らない」が 43％。 

 

■ 日本の財政に対する認識 

 

 現在の日本の財政状況について「とても安心している」～「とても不安を感じている」の 7段階で意識を聞い

たところ、「安心している」という肯定的回答は総合で 7％、「不安を感じている」の否定的回答は総合で 77％、

「どちらとも言えない」は 16％と、４人に３人が否定的な回答をしている。 

最も否定的な回答である「とても不安を感じている」は 25％と、４人に１人が最も否定的な回答をしている。 

 「不安を感じている理由」としては、「国の予算の使い方に無駄が多そうだから」が58％で最多、次いで 

「財政赤字が続いているから」が 55％、「子供や孫などの将来世代に国の借金の負担を先送りしているから」

が 54％、「自分の年金が減額される／受け取れない可能性がありそうだから」が 53％、「人口における現役世

代の割合が減っているから」が 52％。 

 10年後の日本の財政について、「今よりとても良い状態になっている」～「今よりとても厳しい状態になって

いる」の 7段階で意識を聞いたところ、「今より良い状態になっている」の肯定的回答は総合で 5％、「今より

厳しい状態になっている」の否定的回答は総合で 79％、「今と変わらない」が 16％。現状を不安視する者が多

いが、将来については５人に４人が厳しいとみている。 

 「今より厳しい状態になっている」と感じる理由は、「少子高齢化で働く人の数が減って税収も減りそうだか

ら」が 67％で最多。次いで、「高齢者の増加が様々な影響を与えそうだから」が 61％。現役で働ける人口が減

少していくことが、前回に引き続き不安の大きな理由となっている。 

 10年後の日本の財政は「今と変わらない、あるいは良い状態になる」と感じる理由としては、「借金（国債）

は日本国内で消化されていて、財政破綻の懸念は少なそうだから」が 19％で最多。次いで「働き方改革や技術

革新などで生産性が向上しそうだから」「社会保障費の増加を抑えたり、減らしたりする政策が進みそうだか

ら」が 17％。全体に回答率が低く分散しており、こちらも引き続き強い理由は見られない。 

 

■ 税と保険料についての理解度と認識 

 

 「所得税」「住民税」等の 12の税と保険料の名称に関する認知理解度は、全体的に財政関連用語の認知理解度

より高かった。 

 「消費税」が最も理解度が高く、「内容を人に説明できるぐらい詳しい」が 28％、「内容をまあ知っている」が

60％、「名前を聞いたことがある程度」10％、「名前自体を知らない」2％であった。 

 「国際観光旅客税」が最も理解度が低く、「内容を人に説明できるぐらい詳しい」が 5％、「内容をまあ知って

いる」が 25％、「名前を聞いたことがある程度」38％、「名前自体を知らない」33％と、３人に１人はまだ名前

自体を知らない。 

これらの税や保険料の内、生活圧迫感が最も強く感じられていたのは「消費税」で、「生活を圧迫する」が 83％ 

あった。 
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 給与明細項目の「個別の税や保険料の金額」について、「1つ以上を見る」と答えた人は 70％。約 30％はこれ

らを見ていない。 

 毎月の税や保険料の支払い金額の把握に関して、どの税や保険料についても「詳細に金額を把握している」は

20％かそれ以下で、「確認していない」が 20～30％あった。「ある程度把握している」が 50～60％。 

 「税と保険料の各々のイメージ」については、「保険料」は「払う意義はわかる」50％、「相互に助け合う仕組

み」44％、「なるべく払いたくない」「払えるなら払う」29％。対して「税」は「払う意義はわかる」54％、「国

や社会づくりのためのもの」52％、「国が使い方を決める」48％、「国がとりたてる」46％と続き、「なるべく

払いたくない」44％、「払えるなら払う」29％。 

「保険料」は個人レベルの負担と受益の関係が認識されているのに対して、「税」は「国が中心的に扱ってい

るもの」というイメージで、「払う意義はわかる」としながらも、払う意欲は低め。 

 

■ 税の負担と受益の認識 

 

 「受益を感じる公共サービス」は「医療」が他より高い。 

 税の負担と公共サービスの受益に関して、「払う税以上に公共サービスを受けていると感じる」は 22％。   

「払う税に反して公共サービスを受けていないと感じる」は 63％。「受益と負担はバランスがとれている」 

は 15％。 

 「今後も税の投入で強化してほしい公共サービス」は「医療」「年金」「教育」「保育サービス」「介護」「防災」

「救急医療」等。 

 「減らしても良い公共サービスは」は「国際協力 ODA」「生活保護」「防衛」「スポーツ振興」等。 

 

■ 社会保障費と財政の関係の理解度 

 

 社会保障と財政に関する 10のセンテンスを提示して「よく知っている/よく聞く」「聞いたことがある」「知ら

ない」の 3段階で聞いたところ、認知が高かったセンテンスは、「2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者

になり、社会保障に必要なお金が更に増える見込み」「借金が増える最大の理由は社会保障費の増加。寿命が

延び高齢者人口が増えた結果、年金・医療・介護の支出が急速に増えている」「国の運営に必要なお金に対し

て収入が不足しているため、国債を発行し、主に日本国内から資金を調達し補填している」で、「よく知って

いる/よく聞く」が各 25％超。 

 「知らない」が最も多かったのは、「年間予算の 30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てているため、

教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況」で 45％。次いで「借金の総額は約1,300兆円で、GDPの

2.4倍。日本の借金の GDP比率は先進国中最大」で 43％。 

 「発見や驚きなどのインパクトを感じたセンテンス」は、高い順に「後期高齢者になると医療費、介護費が前

期高齢者の 5～10倍に増加」が 49％、「一人あたりの借金は約 710万円」が 46％。これらは、まだ良く知られ

ていないセンテンスでもある。 

 日本の財政に対する回答者の意見は、 

「社会保障費の増加が原因」に対して       「理解できる」   37％ ⇔「理解できない」     27％ 

「社会保障の充実」に対して               「望む」         56％ ⇔「必ずしも望まない」 14％ 

「社会保障の為に税や保険料を今より多く」 「払っても良い」 24％ ⇔「払いたくない」     38％ 

「今後、経済成長によって税収は」     「増えると思う」 23％ ⇔「増えないと思う」   45％ 

「国は借金をしても良い」に対して         「そう思う」     19％ ⇔「すべきでない」     44％ 

  引き続き「社会保障は望むが負担はしたくない、借金も良くない」という傾向は変わっていない。 

 財政健全化の為に、経済成長による自然の税収増、歳出改革、税制改革の中で敢えて一つ選ぶとしたら、歳出

改革による歳出削減が 57％、経済成長による自然税収増が32％、税制改革による税収増は 12％だった。 

 日本の財政状況を知る必要性については、72％が「知っておく必要を感じる」と回答。 
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■ 情報源（日頃・財政関係）／広報活動への取り組みについて 

 

 日頃の情報源は、「テレビ」が最も高く 84％。次いで「インターネット広告」が 45％、「ニュース・情報サイ

ト、ニュースアプリ」が 44％、「新聞」が 40％。 

 対して、「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源は、「テレビ」が最も高く 69％。次いで「新聞」が

34％、「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ」が 32％、「インターネット広告」が 25％。 

 必要な広報活動への取り組み方は、「テレビ」が最も高く 77％。次いで「新聞」が 36％、「インターネット広

告」「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ」が 31％で、ここまでが３割超。 
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2-2 回答者のプロフィール 

 
 有効回答総数は 6000サンプル、回答者のデモグラフィックプロフィールは以下の通り。 

 

 

■ 性別 

 

 

 

 

■ 年齢 

 

 

 

 

 

 

49.8 50.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性

9.3 15.2 20.1 18.4 17.7 19.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳

・当初の割り付けは： 

「18～24歳」9.3%、「25～34歳」15.2%、「35～44歳」20.1%、 

 「45～54歳」18.4%、「55～64歳」17.7%、「65～74歳」19.3%であった。 

・回収結果はこの割り付けと同じ比率になっており、日本の年齢別構成比を反映している。 

 

 

N=6000s 

・回収総数 6000サンプルの内、「男性」が 49.8%で「女性」は 50.3%。（小数点第 2位は四捨五入

している） 

N=6000s 
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■ 都道府県 （Q1. あなたのお住まいの都道府県をお答えください。（回答はひとつ）） 

 

%

全体 6000

北海道 4.3

青森県 1.0

岩手県 0.9

宮城県 1.9

秋田県 0.8

山形県 0.9

福島県 1.5

茨城県 2.3

栃木県 1.6

群馬県 1.6

埼玉県 5.9

千葉県 5.0

東京都 11.1

神奈川県 7.4

新潟県 1.8

富山県 0.8

石川県 0.9

福井県 0.6

山梨県 0.7

長野県 1.6

岐阜県 1.6

静岡県 2.9

愛知県 5.8

三重県 1.5

滋賀県 1.1

京都府 2.1

大阪府 7.0

兵庫県 4.3

奈良県 1.1

和歌山県 0.8

鳥取県 0.4

島根県 0.5

岡山県 1.5

広島県 2.2

山口県 1.1

徳島県 0.6

香川県 0.7

愛媛県 1.1

高知県 0.5

福岡県 4.0

佐賀県 0.6

長崎県 1.1

熊本県 1.3

大分県 0.9

宮崎県 0.8

鹿児島県 1.2

沖縄県 1.1

4.3
1.0
0.9

1.9
0.8
0.9

1.5
2.3

1.6
1.6

5.9
5.0

11.1
7.4

1.8
0.8
0.9

0.6
0.7

1.6
1.6

2.9
5.8

1.5
1.1

2.1
7.0

4.3
1.1

0.8
0.4
0.5

1.5
2.2

1.1
0.6
0.7
1.1

0.5
4.0

0.6
1.1
1.3

0.9
0.8

1.2
1.1

0% 5% 10% 15% 20%

N=6000s 
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■ 地域（財務局・財務支局の管轄区分による割り付け地域） 

 

%

全体 6000

北海道財務局
（北海道）

4.3

東北財務局
（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県）

6.9

関東財務局
（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県、新潟県、山梨県、長野県）

38.8

北陸財務局
（富山県、石川県、福井県）

2.3

東海財務局
（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）

11.8

近畿財務局
（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）

16.3

中国財務局
（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）

5.7

四国財務局
（徳島県、香川県、愛媛県、高知県）

2.9

福岡財務支局
（福岡県、佐賀県、長崎県）

5.7

九州財務局+沖縄総合事務局
（熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）

5.4

4.3

6.9

38.8

2.3

11.8

16.3

5.7

2.9

5.7

5.4

0% 20% 40% 60%

・当初の割り付けは： 

「北海道財務局」4.3%、「東北財務局」6.9%、「関東財務局」38.8%、 

 「北陸財務局」2.3%、「東海財務局」11.8%、「近畿財務局」16.3%、 

 「中国財務局」5.7%、「四国財務局」2.9%、「福岡財務支局」5.7%、 

 「九州財務局＋沖縄総合事務局」5.4%であった。 

・回収結果もこの割り付けと同様になっており、日本の地域別構成比を反映している。 

N=6000s 
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■ 職業 （Q2. あなたの現在のご職業をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 職種 （Q3. あなたの現在の職種をお答えください。（回答はひとつ）） 
※職種が多岐にわたる場合は、あなたが従事する役割が最も大きいものをお選びください。 

 
 
 

  

35.1 5.6 5.1

0.7

6.3

0.3

4.2 13.7 15.7 12.9

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員

（正社員）

会社員

（契約／嘱託／

派遣社員）

公務員

（正規職員）

公務員

（非正規職員）

自営業／

自由業

高校生

大学生／

大学院生

パート／

アルバイト

主婦・主夫 年金生活

者・無職

その他

10.3 29.6 25.8 9.1 9.1 12.0 4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経営・管理職 専門・技術職 事務職 営業職 販売職 労務・技能職 その他

・「会社員（正社員）」が 35.1%で最も高い。「会社員（契約/嘱託/派遣社員）」5.6%、「公務員（正

規職員）」5.1%、「公務員（非正規職員）」0.7%、「自営業/自由業」6.3%、「パート／アルバイト」

13.7%。現役の生産労働人口に相当する人々は 66.5%。 

・「主婦・主夫(15.7%)」「年金生活者・無職(12.9%)」。これに「現役の高校生・大学生／大学院

生」（4.5%）を加えて合計 33.1%がいわゆる非生産労働人口となっている。 

・有職者が従事する職種は「専門・技術職」が 29.6%で最も多く、次いで「事務職」が25.8%。 

N=6000s 

n=3992s（※現役の生産労働人口に相当する人） 
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■ 最終学歴 （Q4. あなたの最終学歴をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 
 
 
 
■ 未既婚 （Q5. あなたの婚姻状況をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 
 
 
 
■ 同居の家族 （Q6. あなたと同居しているご家族をすべてお答えください。（複数選択可）） 

 
 
 
 
 
 
 

5.0 40.1 23.5 29.3 2.1 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院 大学 専修学校専門課程・短期大学、高等専門学校 高等学校 小中学校 その他

28.8 62.1 9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

未婚 既婚（配偶者あり） 既婚（配偶者死別・離婚）

%

全体 6000

同居の家族はいない（一人暮らし） 18.2

配偶者 60.2

子ども 38.4

父親（配偶者の父親を含む） 14.1

母親（配偶者の母親を含む） 20.3

祖父母 2.2

孫 1.4

兄弟姉妹 6.6

その他 0.9

18.2

60.2

38.4

14.1

20.3

2.2

1.4

6.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

・「配偶者」が 60.2%で最も高い。次いで「子ども(38.4%)」。 

・「父親（配偶者の父親を含む）（14.1%）」に対して「母親（配偶者の母親を含む）（20.3%）」の

方が高い。 

N=6000s 

・「大学卒」が 40.1%で最も多く、次いで「高等学校卒」が 29.3%、「専修学校専門課程・短期大

学卒、高等専門学校卒」が 23.5%。 

・「既婚（配偶者あり）」が 62.1%で最も高い。 

・「未婚」が 28.8%、「既婚（配偶者死別・離婚）」が 9.1%。 

n=5729s（※職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

N=6000s 
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■ 同居の子供の年齢（Q7. あなたが同居している子どもの年齢をすべてお答えください。（複数選択可）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
参考として、以下に未既婚別の年齢内訳を示す。 
 
※既婚者年齢（配偶者死別・離婚を含む） 

 
 
※未婚者年齢 

 

%

全体 2303

０～２歳 19.6

３～５歳 20.1

小学校低学年（１～３年） 15.5

小学校高学年（４～６年） 13.9

中学生 13.7

高校生 13.8

大学生 10.0

社会人年齢以上（18歳以上） 34.5

19.6

20.1

15.5

13.9

13.7

13.8

10.0

34.5

0% 10% 20% 30% 40%

1.6 11.8 19.8 19.8 21.6 25.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳

28.4 23.7 20.6 15.0 8.2 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳

n=1729s（※未婚者） 

・「社会人年齢以上（18 歳以上）」が 34.5%で最も多く、次いで「３～５歳(20.1%)」「０～２歳

(19.6%)」。 

・「社会人年齢以上（18歳以上）」の子どもとの同居が多い事から既婚者の年齢分布を見てみた。

下のように、55歳以上が 47.0%となっている。（未婚者の 55歳以上は 12.2%） 

 

n=2303s 

(※子どもと同居の人) 

n=4271s（※既婚者） 
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■ 個人年収（Q8. あなたご自身の個人年収をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 
 
 
 
 
■ 世帯年収 （Q9. あなたの世帯の年収をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 
 
 
 
 
 

%

全体 6000

所得無し 11.8

100万円未満 15.9

100～200万円未満 14.0

200～300万円未満 13.6

300～400万円未満 11.9

400～500万円未満 10.0

500～600万円未満 6.9

600～800万円未満 7.9

800～1,000万円未満 4.2

1,000～1,500万円未満 2.9

1,500～2,000万円未満 0.5

2,000万円以上 0.7

11.8

15.9

14.0

13.6

11.9

10.0

6.9

7.9

4.2

2.9

0.5

0.7

0% 5% 10% 15% 20%

%

全体 6000

所得無し 1.0

100万円未満 2.9

100～200万円未満 5.3

200～300万円未満 8.8

300～400万円未満 11.7

400～500万円未満 11.3

500～600万円未満 9.9

600～800万円未満 13.7

800～1,000万円未満 10.2

1,000～1,500万円未満 8.2

1,500～2,000万円未満 1.9

2,000万円以上 1.3

世帯年収はわからない 13.0

世帯年収回答拒否 1.0

1.0

2.9

5.3

8.8

11.7

11.3

9.9

13.7

10.2

8.2

1.9

1.3

13.0

1.0

0% 5% 10% 15% 20%

・「600～800万円未満」が 13.7%で最も多く、次いで「300～400万円未満(11.7%)」「400～500万

円未満(11.3%)」が高い。 

 

※「世帯年収はわからない(13.0％)」は学生などその場で答えられなかった者で、調査ではやむ

を得ず一定の割合で発生する。 

 

N=6000s 

※「所得無し」は「学生×一人暮らし」の様な勤労所得を得ていない方や「無職×一人暮らし」を含む 

・「所得無し」が 11.8%。この中には学生も含む。 

・「100万円未満（15.9%）」「100～200万円未満（14.0%）」「200～300万円未満(13.6%)」。 

 「所得無し」と「有所得者で個人年収 300万円未満まで」で 55.3%を占めている。 

 

N=6000s 
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2-3  全体結果の詳細 
■ 財政関連用語の理解度 
  
Q10. 日本の財政に関する以下の言葉について、それぞれ「言葉自体を知らない」から「内容を人に説明で

きるくらい詳しい」まで、どの程度ご存知ですか。あてはまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

言葉自体を知らない

8.0

14.4

21.5

13.5

6.8

31.8

34.5

42.6

25.3

15.4

35.7

17.4

13.5

31.3

6.5

24.9

5.3

7.3

11.1

11.2

言葉を聞いたことが

ある程度

45.7

51.2

50.9

38.9

35.7

42.2

41.7

37.2

45.7

45.2

41.4

37.1

35.5

40.5

34.3

48.2

27.8

29.6

35.3

38.4

内容をまあ知っている

38.9

28.7

22.8

38.4

44.8

21.6

19.8

16.1

24.5

34.0

19.0

36.8

40.9

23.3

48.4

22.7

49.7

50.1

44.0

40.0

内容を人に説明できる

くらい詳しい

7.3

5.8

4.9

9.2

12.8

4.4

4.0

4.2

4.6

5.4

4.0

8.7

10.1

4.9

10.8

4.2

17.3

13.0

9.6

10.4

1.財政(N=6000)

2.一般会計(N=6000)

3.特別会計(N=6000)

4.歳入と歳出(N=6000)

5.国債(N=6000)

6.長期債務残高(N=6000)

7.財政健全化目標(N=6000)

8.プライマリーバランス(N=6000)

9.社会保障と税の一体改革(N=6000)

10.消費税率引上げ分の使い道(N=6000)

11.全世代型社会保障(N=6000)

12.将来世代への負担の先送り(N=6000)

13.少子高齢化に伴う社会保障費増大(N=6000)

14.受益と負担(N=6000)

15.公共サービス(N=6000)

16.国民負担率(N=6000)

17.軽減税率(N=6000)

18.幼児教育・保育の無償化(N=6000)

19.高等教育の無償化(N=6000)

20.人生100年時代(N=6000)

・全体的に「内容を人に説明できるぐらい詳しい」と答えた人は低い。 

・「言葉を聞いたことがある程度」が最も高い。この部類に入るのは「1.財政」「2.一般会計」「3.

特別会計」「4.歳入と歳出」「6.長期債務残高」「7.財政健全化目標」「9.社会保障と税の一体改

革」「10.消費税率引上げ分の使い道」「11.全世代型社会保障」「12.将来世代への負担の先送り」

「14.受益と負担」「16.国民負担率」。 

・平均ポイントでは「17.軽減税率（2.79ポイント）」が最も高く、この言葉の認知・理解度は相

対的に高いといえる。平均ポイントが 2.00以下と低かったのは「8.プライマリーバランス（1.82

ポイント）」、「11.全世代型社会保障（1.91ポイント）」、「7.財政健全化目標（1.93ポイント）」、

「6.長期債務残高（1.99ポイント）」である。 

2.45 

2.26 

2.11 

2.43 

2.63 

1.99 

1.93 

1.82 

2.08 

2.29 

1.91 

2.37 

2.48 

2.02 

2.63 

2.06 

2.79 

2.69 

2.52 

2.50 

各回答に付与する点数           1点        2点         3点         4点      平均点 
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■日本の財政の現状認識 
 
Q11. 国の収入と支出のバランスを「財政」と言います。あなたは現在の日本の財政状況について、どう感

じていますか。あてはまるものをお選びください。（回答はひとつ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
Q12. 現在の財政状況に不安を感じている理由をお選びください。（複数選択可） 

 
 
 
 
 

1.1

1.7

3.8 16.1 25.3 27.4 24.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても安心

している

安心

している

やや安心

している

どちらとも

いえない

やや不安

を感じている

不安

を感じている

とても不安

を感じている

%

全体 4639

国の予算の使い方に無駄が多そうだから 58.4

財政赤字が続いているから 55.0

子供や孫などの将来世代に国の借金の負担を先送りしているから 54.3

自分の年金が減額される／受け取れない可能性がありそうだから 52.9

人口における現役世代の割合が減っているから 52.0

今後も消費税率引き上げなど、増税がありそうだから 45.2

医療費の自己負担が増加しそうだから 43.1

国の社会保障費が増大しているから 40.3

このままでは借金を返せず財政破綻しそうだから 36.0

経済成長しておらず、税収が増えてなさそうだから 34.0

国が何か隠していそうだから 31.1

社会のセーフティネット（最低限の保障）を維持できなさそうだから 26.7

政策による税収の増加が見込めなさそうだから 25.0

わかりやすい情報が不足しているから 23.9

教育や治安対策等、生活に直接影響する予算が減りそうだから 16.8

その他 1.7

一人あたりの平均回答項目数 5.96

58.4

55.0

54.3

52.9

52.0

45.2

43.1

40.3

36.0

34.0

31.1

26.7

25.0

23.9

16.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

・「不安を感じている人(全体で 77.3%)」の理由は、「国の予算の使い方に無駄が多そうだから」 

が 58.4%で最も高く、次いで「財政赤字が続いているから(55.0%)」「子供や孫などの将来世代

に国の借金の負担を先送りしているから(54.3%)」「自分の年金が減額される／受け取れない 

可能性がありそうだから（52.9%）」。 

n=4639s 

（※Q11で「やや不安を感じてい

る」「不安を感じている」「とても

不安を感じている」を選択の人） 

・全体に「安心している」という肯定的意見は総合で 6.6%。「不安を感じている」が総合で 77.3%、「どちら

ともいえない」が 16.1%。 

・7段階評価で最も高いのは「不安を感じている(27.4%)」、次に高いのは「やや不安を感じている(25.3%)」。 

N=6000s 
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Q13. あなたは 10 年後の日本の財政はどうなっていると思いますか。あてはまるものをお選びください。

（回答はひとつ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Q14. 厳しい状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可） 

 

 
 
 
 
 
 
 

0.6

1.1

3.0 16.4 31.1 29.0 18.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今よりとても良い

状態になっている

今より良い

状態になっている

今よりやや良い

状態になっている

今と変わらない 今よりやや厳しい

状態になっている

今より厳しい

状態になっている

今よりとても厳しい

状態になっている

%

全体 4736

少子高齢化で働く人の数が減って税収も減りそうだから 67.1

高齢者の増加が様々な影響を与えそうだから 60.9

国の借金が増えそうだから 55.0

無駄な支出（歳出）を削減できなさそうだから 48.7

日本経済は良くならなさそうだから 42.3

社会保障費の増加を抑える政策が進まなさそうだから 38.7

国の支出（歳出）が増えそうだから 38.4

国の収入（税収）が減りそうだから 37.6

安定的な税収を得るための税制改革が進まなさそうだから 24.5

金利が上昇して経済に悪影響が出そうだから 13.6

その他 1.6

一人あたりの平均回答項目数 4.29

67.1

60.9

55.0

48.7

42.3

38.7

38.4

37.6

24.5

13.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

・「今より厳しい状態になっている(全体で 79.0%)」の理由は、「少子高齢化で働く人の数が減っ

て税収も減りそうだから」が 67.1%で最も高い。次いで「高齢者の増加が様々な影響を与えそ

うだから(60.9%)」「国の借金が増えそうだから(55.0%)」。 

n=4736s 

（※Q13で「今よりやや厳

しい状態になっている」

「今より厳しい状態にな

っている」「今よりとても

厳しい状態になっている」

を選択の人） 

・7 段階で「今より良い状態になっている」の肯定的な回答の総合は 4.7%、「今より厳しい状態

になっている」の否定的な回答の総合は 79.0%。「今と変わらない」が 16.4%。 

・最も高いのは「今よりやや厳しい状態になっている（31.1%）」。次いで「今より厳しい状態に

なっている（29.0%）」が続く。 

N=6000s 
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Q15. 今と変わらない／良い状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可） 
 

 
 
 
 
 

%

全体 1264

借金（国債）は日本国内で消化されていて、財政破綻の懸念は少なそうだから 18.8

働き方改革や技術革新などで生産性が向上しそうだから 17.1

社会保障費の増加を抑えたり、減らしたりする政策が進みそうだから 16.6

日本経済が良くなりそうだから 14.6

日本は世界有数の経済大国であり続けそうだから 14.4

無駄な支出（歳出）の削減が進みそうだから 13.9

金利が低く維持され、経済に好影響を与えそうだから 12.3

国の収入（税収）が増えそうだから 11.7

国には有価証券や国有財産等の資産があって、そもそも借金は小さそうだから 10.0

日銀が買い取る国債には利息も返済義務もなく、そもそも借金は小さそうだから 10.0

安定的な税収を得る税制改革が進みそうだから 8.9

国の支出（歳出）が減りそうだから 7.4

その他 6.6

一人あたりの平均回答項目数 1.62

18.8

17.1

16.6

14.6

14.4

13.9

12.3

11.7

10.0

10.0

8.9

7.4

6.6

0% 10% 20% 30% 40%

・「今より良い状態になっている」「今と変わらない」(併せて全体で 21.1%)の理由は、「借金（国

債）は日本国内で消化されていて、財政破綻の懸念は少なそうだから」が 18.8%で最も高く、

次いで「働き方改革や技術革新などで生産性が向上しそうだから(17.1%)」「社会保障費の増加

を抑えたり、減らしたりする政策が進みそうだから (16.6%)」「日本経済が良くなりそうだから 

(14.6%)」「日本は世界有数の経済大国であり続けそうだから (14.4%)」「無駄な支出（歳出）の

削減が進みそうだから(13.9%)」。 

n=1264s 

（※Q13で「今よりとても良い状

態になっている」「今より良い状

態になっている」「今よりやや良

い状態になっている」「今と変わ

らない」を選択の人） 
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■税の負担と受益 
 
Q16. あなたは次の税と保険料の名称や納税の対象者、税率などの制度の内容をどの程度ご存知ですか。そ

れぞれの税および保険料についてあてはまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
 
 

  

名前自体を知らない

1.7

1.8

2.1

2.9

3.1

3.0

1.6

2.1

2.4

2.3

2.8

33.1

名前を聞いたことがある

程度

13.3

13.7

13.6

17.9

20.7

21.4

10.2

20.3

19.4

20.5

26.4

38.0

内容をまあ知っている

（誰にかかる税か、等）

63.0

63.8

63.4

62.0

60.7

59.3

60.3

61.3

61.8

60.8

57.0

24.5

内容を人に説明できるくら

い詳しい（誰にどのくらい

かかるか、等）

22.0

20.7

20.9

17.1

15.5

16.3

28.0

16.4

16.4

16.4

13.8

4.5

1.所得税(n=5729)

2.住民税(n=5729)

3.健康保険料(n=5729)

4.年金保険料(n=5729)

5.介護保険料(n=5729)

6.雇用保険料(n=5729)

7.消費税(n=5729)

8.相続税(n=5729)

9.酒税(n=5729)

10.たばこ税(n=5729)

11.法人税(n=5729)

12.国際観光旅客税(n=5729)

3.05 

・税の名称と内容の認知理解度として平均点が最も高いのは、「7.消費税（3.15 ポイント）」。28.0%

の人が「内容を人に説明できるぐらい詳しい」と回答。 

・次に高いのは「1.所得税」「2.住民税」「3.健康保険料」でいずれも 3.00ポイント超。 

・認知理解度が低いのは「12.国際観光旅客税(2.00ポイント)」「11.法人税(2.82ポイント)」「5.介

護保険料（2.89ポイント）」「6.雇用保険料(2.89ポイント)」。 

3.03 

 
3.03 

2.89 

2.93 

2.89 

3.15 

2.92 

2.92 

2.91 

2.82 

各回答に付与する点数     1点          2点          3点          4点         平均点 

 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

2.00 
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Q17. あなたは、あなたご自身または世帯にかかる税と保険料についてどの程度、負担に感じていますか。

それぞれの税と保険料について、生活費を「とても圧迫する」から「全く圧迫しない」までの中であては

まるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
※未成年の方は酒税、たばこ税について「7.自分と関係ない／わからない」をお選びください。 

 

とても圧迫する

15.8

16.5

18.3

17.8

13.5

7.8

21.5

7.1

5.9

6.6

圧迫する

25.0

25.3

27.7

24.6

21.5

12.8

27.2

11.3

9.4

7.8

まあ圧迫する

33.2

35.6

34.7

30.6

31.0

24.9

33.8

17.1

20.4

10.9

あまり圧迫しない

15.2

14.3

13.2

12.2

16.9

24.2

12.4

22.1

23.9

9.8

圧迫しない

3.7

3.1

2.5

3.9

4.5

7.7

2.5

10.3

10.7

8.3

全く圧迫しない

2.0

1.6

1.2

2.4

2.8

4.8

1.1
7.2

10.7

15.9

自分と関係ない

／わからない

5.0

3.7

2.4

8.5

9.8

17.7

1.5

25.1

19.1

40.8

1.所得税(n=5632)

2.住民税(n=5628)

3.健康保険料(n=5611)

4.年金保険料(n=5560)

5.介護保険料(n=5552)

6.雇用保険料(n=5559)

7.消費税(n=5640)

8.相続税(n=5609)

9.酒税(n=5592)

10.たばこ税(n=5598)

・税の生活圧迫感が最も強いのは「7.消費税」。 

・これに次いで「3.健康保険料」「2.住民税」「1.所得税」「4.年金保険料」が続く。 

・「10.たばこ税」「8.相続税」「9.酒税」「6.雇用保険料」は「自分と関係無い／わからない」が

高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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Q18. あなたは毎月の給与明細について、次の金額項目を見ていますか。それぞれについて確認しているか

どうかをお選びください。（回答は各ひとつ） 
※「4.個別の税や保険料の金額」は、何か一つでも見ていたら「1.見ている」を選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
Q19. 毎月の税と保険料について、どの程度金額をご存知ですか。それぞれの税および保険料についてあて

はまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見ている

76.5

77.1

70.8

69.9

見ていない

23.5

22.9

29.2

30.1

1.総支給額(n=5353)

2.差引支給額（銀行振り込み金額、手取り金

額）(n=5353)

3.控除合計額(n=5353)

4.個別の税や保険料の金額(n=5353)

確認していない

（金額を答えることがで

きない）

20.2

19.3

18.9

23.6

29.6

31.4

ある程度把握している

（金額を答えることがで

きる）

59.8

59.6

60.4

57.5

52.8

53.1

詳細に把握している

（具体的に金額を答える

ことができる）

19.9

21.1

20.6

18.9

17.6

15.5

1.所得税(n=4089)

2.住民税(n=4088)

3.健康保険料

(n=4077)

4.年金保険料

(n=4057)

5.介護保険料

(n=4056)

6.雇用保険料

(n=4058)

・どの税や保険料についても「詳細に把握している」人は 20%程度かそれ以下。「詳細に把握してい

る」が最も多かったのは「2.住民税」で 21.1%、次いで「3.健康保険料（20.6%）」。 

・それぞれの税や保険料について最も高いのが「ある程度金額を把握している（50～60%）」。 

・「確認していない/金額を答えることができない」がどの税においても 20～35%ある。「6．雇用保険

料」「5.介護保険料」については約 30%が支払っている金額を把握していない。 

・明細項目で「見ている」が最も高いのは「2.差引支給額（77.1%）」、次いで「1.総支給額（76.5%）」。 

・「4.個別の税や保険料の金額」を見ている人は約 70%。約 3割はこれらを見ていない。 

※n=（職業が「自営業／自由業」「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別の税や保険料の

金額」を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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Q20. あなたは国に納める税と保険料について、どんなイメージを持っていますか。あてはまるものをすべ

てお答えください。(複数選択可） 

 
 
 
 
 
 
 
 

N

払
う
意
義
は
わ
か
る

国
や
社
会
づ
く
り
の

た
め
の
も
の

国
が
使
い
方
を
決
め

る 国
が
と
り
た
て
る

な
る
べ
く
払
い
た
く

な
い

払
え
る
な
ら
払
う

相
互
に
助
け
合
う
仕

組
み

弱
者
に
利
益
が
還
元

さ
れ
る

自
分
に
利
益
が
還
元

さ
れ
る

払
う
意
義
が
わ
か
ら

な
い

こ
の
中
に
は
一
つ
も

な
い

一
人
あ
た
り
の
平
均

回
答
項
目
数

1.税 6000 53.8 51.5 48.3 45.7 44.4 28.7 21.6 17.5 12.2 11.7 7.3 3.35

2.保険料 6000 49.7 20.3 15.0 19.1 28.9 28.9 43.8 17.5 25.9 7.5 8.9 2.56

53.8 51.5 48.3 45.7 44.4

28.7
21.6

17.5
12.2 11.7 7.3

49.7

20.3
15.0

19.1

28.9
28.9

43.8

17.5
25.9

7.5 8.9

0%

20%

40%

60%

80%

1.税(N=6000) 2.保険料(N=6000)

・「1.税」については、「払う意義はわかる」が 53.8%で最も高く、次いで「国や社会づくりのた

めのもの（51.5%）」。 

・「2.保険料」では、「払う意義はわかる」が 49.7%で最も高く、次いで「相互に助け合う仕組み

（43.8%）」。 

・「2.保険料」は「払う意義はわかる」「相互に助け合う仕組み」「自分に利益が還元される」と 

個人レベルでの負担と受給が認識されているのに対して、「1.税」は「国が使い方を決める」「国

がとりたてる」「なるべく払いたくない」が高く個人の自発性や受益の実感が弱い傾向。 
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Q21. 次の1～20の中から、税が自分の生活に還元されていると感じる公共サービスをすべてお選びくださ

い。また、そのなかからあなたが強く実感するものを３つまでお選びください。(複数選択可） 

 

 
 
 
 
 
 
 

N

医
療

公
共
事
業

（
道
路

、

ダ
ム
等
国
土
基
盤
整

備

）

警
察

教
育

公
衆
衛
生

（
ゴ
ミ
対

策
・
感
染
症
予
防

等

）

年
金

消
防

救
急
医
療

保
育
サ
ー

ビ
ス
等

、

子
育
て
支
援

介
護

防
災

生
活
保
護

（
障
害
や

困
窮
時
の
生
活
支

援

）

1.税が生活に活かされていると実感するもの（いくつでも） 6000 58.1 44.8 43.3 42.9 42.9 41.0 40.9 40.2 35.9 35.2 35.1 32.4

2.強く実感するもの（3つまで） 6000 34.1 17.4 15.0 14.6 14.0 18.1 11.0 12.2 12.6 11.3 8.7 9.0

58.1

44.8 43.3 42.9 42.9 41.0 40.9 40.2
35.9 35.2 35.1 32.434.1

17.4 15.0 14.6 14.0
18.1

11.0 12.2 12.6 11.3 8.7 9.0

0%

20%

40%

60%

80%

1.税が生活に活かされていると

実感するもの（いくつでも）

(N=6000)

2.強く実感するもの（3つまで）

(N=6000)

N

防
衛

地
方
へ
の
補
助
金

エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

（
石
油
ガ
ス
等
の
安

定
供
給

、
研
究
等

）

食
料
安
定
供
給
・
農

業
の
発
展

科
学
技
術
研
究

文
化
振
興

国
際
協
力
O
D
A

（
途
上
国
へ
の
経

済
・
技
術
協
力

）

ス
ポ
ー

ツ
振
興

特
に
な
し

一
人
あ
た
り
の
平
均

回
答
項
目
数

1.税が生活に活かされていると実感するもの（いくつでも） 6000 32.4 25.4 16.5 15.4 15.3 14.2 14.0 13.7 2.0 6.52

2.強く実感するもの（3つまで） 6000 10.3 5.4 2.2 2.7 1.6 1.5 2.1 1.8 6.8 2.20

32.4
25.4

16.5 15.4 15.3 14.2 14.0 13.7

2.0
10.3

5.4 2.2 2.7 1.6 1.5 2.1 1.8
6.8

0%

20%

40%

60%

80%

1.税が生活に活かされていると実感するもの

（いくつでも）(N=6000)

2.強く実感するもの（3つまで）(N=6000)

・「1.税が生活に活かされていると実感するもの」では、「医療」が 58.1%で最も高く、次いで「公共

事業（道路、ダム等国土基盤整備）（44.8%）」。 

・「2.強く実感するもの」では「医療」が 34.1%で最も高く、次いで「年金（18.1%）」。 
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Q22. 支払われた税により、Q21の公共サービスは賄われています。あなたの感覚に近いものをお選びくだ

さい。（回答はひとつ） 
 

 
 
 
 
 
 

2.8 6.1 13.4 15.0 35.4 16.5 10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

払う税に比べて、

公共サービスを

とても受けている

払う税に比べて、

公共サービスを

受けている

払う税に比べて、

公共サービスを

まあ受けている

払う税と受ける

公共サービスの

バランスは同じ

払う税に比べて、

公共サービスを

あまり受けていない

払う税に比べて、

公共サービスを

受けていない

払う税に比べて、

公共サービスを

全く受けていない

・「払う税に比べて、公共サービスをあまり受けていない」が 35.4%で最も高く、「受けていない

（16.5%）」と「全く受けていない（10.8%）」を合わせると、「受けていない」の総合は 62.7%ある。 

・「払う税に比べて、公共サービスを受けている」と感じている人は、総合で22.3%。 

N=6000s 
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Q23. 次の1～20のリストを見て、あなたがもっと国に税を投入して強化して欲しい公共サービス、逆に減

らしても良いと思う公共サービスをそれぞれいくつでもお選びください。（複数選択可） 
 

 

 
 
 

N

医
療

年
金

教
育

保
育
サ
ー

ビ
ス
等

、

子
育
て
支
援

介
護

防
災

救
急
医
療

公
衆
衛
生

（
ゴ
ミ
対

策
・
感
染
症
予
防

等

）

食
料
安
定
供
給
・
農

業
の
発
展

エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

（
石
油
ガ
ス
等
の
安

定
供
給

、
研
究
等

）

科
学
技
術
研
究

防
衛

1.国にもっと税を使って欲しい（いくつでも） 6000 50.4 45.9 42.2 39.8 39.0 37.0 35.2 27.7 26.5 22.7 22.4 19.5

2.税を使うのは減らして欲しい（いくつでも） 6000 6.5 9.0 5.9 8.2 7.6 2.5 3.1 3.7 5.4 7.5 8.7 24.2

50.4
45.9

42.2 39.8 39.0 37.0 35.2
27.7 26.5

22.7 22.4 19.5

6.5 9.0 5.9 8.2 7.6
2.5 3.1 3.7 5.4 7.5 8.7

24.2

0%

20%

40%

60%

80%

1.国にもっと税を使って欲しい（いくつでも）

(N=6000)

2.税を使うのは減らして欲しい（いくつでも）

(N=6000)

N

消
防

警
察

地
方
へ
の
補
助
金

公
共
事
業

（
道
路

、

ダ
ム
等
国
土
基
盤
整

備

）

生
活
保
護

（
障
害
や

困
窮
時
の
生
活
支

援

）

文
化
振
興

ス
ポ
ー

ツ
振
興

国
際
協
力
O
D
A

（
途
上
国
へ
の
経

済
・
技
術
協
力

）

特
に
な
し

一
人
あ
た
り
の
平
均

回
答
項
目
数

1.国にもっと税を使って欲しい（いくつでも） 6000 19.5 18.8 18.7 17.3 16.9 11.5 9.0 7.2 3.3 5.45

2.税を使うのは減らして欲しい（いくつでも） 6000 4.3 11.8 12.9 20.9 27.8 18.3 24.2 30.4 13.0 2.79

19.5 18.8 18.7 17.3 16.9
11.5 9.0 7.2

3.34.3
11.8 12.9

20.9
27.8

18.3
24.2

30.4

13.0

0%

20%

40%

60%

80%

1.国にもっと税を使って欲しい（いくつでも）

(N=6000)

2.税を使うのは減らして欲しい（いくつでも）

(N=6000)

・「1.国にもっと税を使って欲しい」と思う公共サービスは、「医療」が 50.4%で最も高く、次い

で「年金（45.9%）」「教育（42.2%）」「保育サービス等、子育て支援（39.8%）」「介護（39.0%）」

と続く。 

・「2.税を使うのは減らして欲しい」と思う公共サービスは、「国際協力 ODA(30.4%）」「生活保護

（27.8%）」「防衛(24.2%）」「スポーツ振興（24.2%）」「公共事業（20.9%）」の順。 
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Q24. 次の文章は、日本の財政と社会保障制度に関するものです。それぞれ、どの程度ご存知かお聞かせく

ださい。社会保障制度とは、国民からの税や保険料による収入を使って、国が医療費や介護費の大半を負

担する制度です。退職後の年金の支給や、子どもの出産・保育の支援なども行います。（回答は各ひとつ） 
 

 
 
 
 

N=6000

1.日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで国
債を発行して、主に日本国内から資金を調達し補填しています。

2.地方政府等を含めた借金の総額は約1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。
日本以外の主要先進7カ国（Ｇ７）の地方政府等を含めた借金はGDPの約1.4倍未満です。
日本の借金のGDP比率は先進国中最大です。

3.国民一人当たりの借金は約710万円と計算されます。

4.借金が増える最大の理由は社会保障費の増加です。寿命が延び高齢者人口が増えた
結果、年金・医療・介護の支出が急速に増えています。

5.現在の社会保障費のための借金は長期間かけて返していきます。子や孫の世代の税収
も返済に充てられるので、将来世代に借金の付け回しをすることになります。

6.近年、日本は年間予算の30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てています。
その結果、教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です。

7.2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者（75才以上）になります。社会保障に必要な
お金が更に増える見込みです。

8.2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の35％超が65才以
上の高齢者になる見込みです。

9.65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政府データによれば後期
高齢者の医療費は前期高齢者の5倍、介護費は10倍になります。

10.現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成
を目指す「社会保障と税の一体改革」を行っています。

知らない／

聞いたこと

が無い

26.5

43.3

41.6

23.9

25.7

45.1

22.6

27.2

34.3

39.0

聞いたこと

がある

48.5

42.0

43.4

50.3

51.2

43.4

50.4

50.4

49.6

50.2

よく知って

いる／よく

聞く

25.0

14.7

15.0

25.8

23.1

11.5

27.1

22.4

16.1

10.8

・「よく知っている/よく聞く」が高いのは、順に、 

1位「7.2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者（75才以上）になります。社会保障に必要な

お金が更に増える見込みです」の 27.1%。 

2位「4.借金が増える最大の理由は社会保障費の増加です。寿命が延び高齢者人口が増えた結果、

年金・医療・介護の支出が急速に増えています」の 25.8%。 

3 位「1.日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで

国債を発行して、主に日本国内から資金を調達し補填しています」の 25.0%。 

4位「5.現在の社会保障費のための借金は長期間かけて返していきます。子や孫の世代の税収も返

済に充てられるので、将来世代に借金の付け回しをすることになります」の23.1%。 

高齢者の増加と社会保障費の増加に関するセンテンスは認知者が多い。 

 

・「知らない/聞いたことが無い」が高いのは、順に 

1 位「6.近年、日本は年間予算の 30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てています。そ

の結果、教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です」の 45.1%。 

2位「2.地方政府等を含めた借金の総額は約 1,300兆円で、日本の GDPの約 2.4倍に相当します。

日本以外の主要先進 7カ国（Ｇ７）の地方政府等を含めた借金は GDPの約 1.4倍未満で

す。日本の借金の GDP比率は先進国中最大です」の 43.3%。 

 



36 
 

Q25. 前述の日本の財政と社会保障費に関する記述について、これらの記述を読んだときのインパクト感が

高かった情報（「へぇ」「なるほど」「そうなんだ」と言うような驚き、発見、関心の度合いが高かった情報）

をいくつでも選んでください。また、インパクトが弱いと感じた情報（驚き、発見、関心の度合いが低か

った情報）があれば、いくつでも選んでください。（複数選択可） 
 

 
 
 
 

N

6
5
～

7
4
才
を
前
期
高
齢
者

、
7
5
才
以
上
を
後
期
高
齢
者
と
呼
び
ま
す

。

政
府
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は
前
期
高
齢
者
の
5
倍

、
介
護

費
は
1
0
倍
に
な
り
ま
す

。

国
民
一
人
当
た
り
の
借
金
は
約
7
1
0
万
円
と
計
算
さ
れ
ま
す

。

2
0
4
0
年
頃

、
人
口
が
多
い
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
世
代
が
6
5
才
以
上
に
な
り

、

全
人
口
の
3
5
％
超
が
6
5
才
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
見
込
み
で
す

。

2
0
2
5
年

、
人
口
が
多
い
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者

（
7
5
才
以
上

）
に
な

り
ま
す

。
社
会
保
障
に
必
要
な
お
金
が
更
に
増
え
る
見
込
み
で
す

。

借
金
が
増
え
る
最
大
の
理
由
は
社
会
保
障
費
の
増
加
で
す

。
寿
命
が
延
び
高
齢

者
人
口
が
増
え
た
結
果

、
年
金
・
医
療
・
介
護
の
支
出
が
急
速
に
増
え
て
い
ま

す

。

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

の

総

額

は

約

1

,

3

0

0

兆

円

で

、
日

本

の

G

D

P

の

約

2

.

4

倍

に

相

当

し

ま

す

。
日

本

以

外

の

主

要

先

進

7

カ

国

（
Ｇ

７

）
の

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

は

G

D

P

の

約

1

.

4

倍

未

満

で

す

。
日

本

の

借

金

の

G

D

P

比

率

は

先

進

国

中

最

大

で

す

。

近
年

、
日
本
は
年
間
予
算
の
3
0
％
を
社
会
保
障
に

、
2
5
％
を
過
去
の
借
金

返
済
に
充
て
て
い
ま
す

。
そ
の
結
果

、
教
育
や
防
衛
等

、
他
の
予
算
を
ほ
と
ん

ど
増
や
せ
な
い
状
況
で
す

。

現
在
の
社
会
保
障
費
の
た
め
の
借
金
は
長
期
間
か
け
て
返
し
て
い
き
ま
す

。
子

や
孫
の
世
代
の
税
収
も
返
済
に
充
て
ら
れ
る
の
で

、
将
来
世
代
に
借
金
の
付
け

回
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

日
本
は
国
の
運
営
に
必
要
な
お
金

（
予
算

）
に
対
し
て
収
入

（
税
収

）
が
不
足

し
て
い
ま
す

。
そ
こ
で
国
債
を
発
行
し
て

、
主
に
日
本
国
内
か
ら
資
金
を
調
達

し
補
填
し
て
い
ま
す

。

現
在

、
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
と

、
そ
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政

健
全
化
の
同
時
達
成
を
目
指
す
「

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

」
を
行

っ
て
い

ま
す

。

特
に
な
し

一
人
あ
た
り
の
平
均
回
答
項
目
数

1.インパクトが強い情報（いくつでも） 6000 48.8 46.4 44.9 43.4 35.8 34.6 33.5 33.1 25.6 19.0 7.4 3.94

2.インパクトが弱い情報（いくつでも） 6000 15.4 20.9 19.2 18.3 19.1 24.4 21.2 21.1 27.2 38.3 17.9 2.74

48.8 46.4 44.9 43.4
35.8 34.6 33.5 33.1

25.6
19.0

7.4
15.4

20.9 19.2 18.3 19.1
24.4 21.2 21.1

27.2

38.3

17.9

0%

20%

40%

60%

80%

1.インパクトが強い情報（いくつでも）(N=6000)

2.インパクトが弱い情報（いくつでも）(N=6000)

・インパクトが最も強いのは、「65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政

府データによれば後期高齢者の医療費は前期高齢者の5倍、介護費は10倍になります」で48.8%。 

10のセンテンスの内、高齢化の影響や日本の借金が先進国中最大であることを示す5つのセン

テンスについては、35%以上の人がインパクトが強いと回答。 

・インパクトが弱いのは、「現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政

健全化の同時達成を目指す「社会保障と税の一体改革」を行っています」で38.8%。 
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Q26. 以下の5つの記述について、あなたの意見に近いものを選んでください。（回答は各ひとつ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

N=6000

1.日本の財政が苦しくなった
主な理由は社会保障費の増
加である

1.日本の財政が苦しくなった
理由は必ずしも社会保障費の
増加ではない

2.社会保障制度の充実を望む
2.社会保障制度に必ずしも充
実を望まない

3.社会保障に使われるなら、
私は税や保険料を今より多く
払っても良い

3.社会保障に使われるとはい
え、私は税や保険料を今より
多く払いたくない

4.今後、経済成長によって税
収は増えると思う

4.今後、経済成長によって税
収は増えないと思う

5.財源を補うために、国は借
金をしても良い

5.財源を補うためとはいえ、国
は借金をすべきでない

とても左

に賛成

5.9

10.6

2.5

3.6

2.7

左

に賛成

11.1

17.4

5.6

5.4

4.5

やや左

に賛成

19.5

27.9

16.0

13.5

11.8

どちらとも

いえない

37.2

30.7

37.5

32.6

36.6

やや右

に賛成

11.8

7.7

15.8

18.8

21.9

右

に賛成

7.4

2.9

10.4

14.5

12.0

とても右

に賛成

7.3

2.9

12.2

11.7

10.5

・「1．日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加である」は、「どちらともいえな

い」が最も多く 37.2%。「社会保障費の増加である」の総合は 36.5%、「社会保障費の増加ではな

い」の総合は 26.5%。 

・「2．社会保障制度の充実を望む」は、「どちらともいえない」が最も多く30.7%。「充実を望む」

の総合は 55.9%、「必ずしも充実を望まない」の総合は 13.5%。 

・「3.社会保障の為なら保険料を多く払っても良い」は、「どちらともいえない」が最も多く37.5%。

「今より多く払っても良い」の総合は 24.1%、「今より多く払いたくない」の総合は 38.4%。 

・「4．今後、経済成長によって税収は増えると思う」は、「どちらともいえない」が最も多く32.6%。

「経済成長によって税収は増えると思う」の総合は 22.5%、「経済成長によって税収は増えない

と思う」の総合は 45.0%。 

・「5．財源を補うために、国は借金をしても良い」は、「どちらともいえない」が最も多く 36.6%。

「国は借金をしても良い」の総合は 19.0%、「国は借金をすべきでない」の総合は 44.4%。 
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Q27. 財政状況を改善するには、「経済成長によって税収を増やしながら、支出の無駄の削減や効率化を行

い（歳出改革）、必要な増税を実施する（税制改革）」この３つを同時に行っていく必要があります。その

中で、もし一つ選ぶとしたら、 あなたはどれが現実的な策だと思いますか。（回答はひとつ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q28. あなたは、Q24にあった10個の日本の財政と社会保障費に関する記述のような情報を、今後も知っ

ておきたいと思いますか。(回答はひとつ) 
 

 
 
 
 
 
 
 

31.7 56.5 11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経済成長によって、

自然に税収を増やすのが良いと思う

歳出改革によって、

支出を減らすのが良いと思う

税制改革によって、

税収を増やすのが良いと思う

17.2 28.5 26.4 19.3 3.6

1.6

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いに知って

おきたい

知っておきたい まあ知って

おきたい

どちらともいえない あまり知りたいと

思わない

知りたいと思わない 全く知りたいと

思わない

N=6000s 

・「歳出改革によって、支出を減らすのが良いと思う」が56.5%で全体の 5割超。 

・「税制改革によって、税収を増やすのが良いと思う」は11.9%。 

・「経済成長によって、自然に税収を増やすのが良いと思う」は31.7%。 

 

・「大いに知っておきたい」が17.2%、「知っておきたい」が 28.5%、「まあ知っておきたい（26.4%）」

を合わせて 72.1%の人は、記述されていたような内容を知っておく必要を感じている。 

N=6000s 
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Q29. あなたの日ごろの情報源をすべてお選びください。また、「財政や社会保障、政治・経済等」に関す

る情報源も同様にすべてお選びください。(複数選択可) 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

N

テ
レ
ビ

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
広
告

ニ

ュ
ー

ス
・
情
報
サ
イ
ト

、
ニ

ュ
ー

ス
ア
プ
リ

新
聞

友
人
・
知
人
の
話

ラ
ジ
オ

家
族
・
親
せ
き
の
話

L
I
N
E

、
T
w
i
t
t
e
r

、

F
a
c
e
b
o
o
k
等
の
S
N
S
か

ら
の
情
報

雑
誌

官
公
庁

（
国

）
や
地
方
自
治
体

（
都

道
府
県

、
市
町
村

）
の
広
報
誌

交
通
広
告

屋
外
広
告

該
当
す
る
分
野
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

1.日ごろの情報源 6000 84.1 44.7 44.4 40.1 19.0 17.5 17.3 16.8 13.4 12.4 12.3 8.5 7.6

2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源 6000 69.4 25.1 32.2 34.3 7.2 9.1 7.4 8.1 6.1 10.3 3.3 2.2 4.8

84.1

44.7 44.4 40.1

19.0 17.5 17.3 16.8 13.4 12.4 12.3 8.5 7.6

69.4

25.1
32.2 34.3

7.2 9.1 7.4 8.1 6.1 10.3
3.3 2.2 4.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1.日ごろの情報源(N=6000)

2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関する

情報源(N=6000)

N

フ
リ
ー

ペ
ー

パ
ー

勤
務
先
の
イ
ベ
ン
ト
や
会
議

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会

専
門
家
に
よ
る
講
演
・
講
座
な
ど

該
当
す
る
分
野
の
専
門
書

官
公
庁

（
国

）
や
地
方
自
治
体

（
都

道
府
県

、
市
町
村

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ 学
校
の
授
業

パ
ン
フ
レ

ッ
ト

、
リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、

ポ
ス
タ
ー

な
ど

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

官
公
庁

（
国

）
や
地
方
自
治
体

（
都

道
府
県

、
市
町
村

）
が
発
信
し
て
い

る
S
N
S

そ
の
他

入
手
し
て
い
な
い

一
人
あ
た
り
の
平
均
回
答
項
目
数

1.日ごろの情報源 6000 6.5 5.9 4.0 3.6 3.2 2.0 2.0 1.9 1.7 0.8 0.1 3.9 3.70

2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源 6000 2.0 2.7 1.5 3.2 2.4 1.6 1.4 0.7 0.9 0.7 0.1 8.1 2.36

6.5 5.9 4.0 3.6 3.2 2.0 2.0 1.9 1.7 0.8 0.1 3.92.0 2.7 1.5 3.2 2.4 1.6 1.4 0.7 0.9 0.7 0.1
8.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1.日ごろの情報源(N=6000)

2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関す

る情報源(N=6000)

・「1.日ごろの情報源」では、「テレビ」が 84.1%で最も高い。 

・「2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源」では、「テレビ」が69.4%と最も高い。 

・「2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源」では、「入手していない」が8.1%。 
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Q30. あなたは、日本の財政、予算、税のしくみ、税の使い道等を理解してもらうために、どのような機会

を利用しての取り組み（広報活動）が必要だと思いますか。(複数選択可) 
 

 
 
 
 
 
  

%

全体 6000

テレビ 76.7

新聞 36.3

インターネット広告 31.3

ニュース・情報サイト、ニュースアプリ 30.9

LINE、Twitter、Facebook等のSNSからの情報 17.8

官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌 17.1

ラジオ 15.3

学校の授業 11.1

交通広告 10.9

雑誌 9.3

専門家による講演・講座など 7.3

該当する分野のホームページ 7.0

屋外広告 5.9

フリーペーパー 5.7

町内会・自治会などのイベントや集会 5.4

友人・知人の話 4.9

勤務先のイベントや会議 4.6

家族・親せきの話 4.3

官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）のホームページ 2.9

該当する分野の専門書 2.5

その他のイベント 2.2

官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）が発信しているSNS 1.7

パンフレット、リーフレット、ポスターなど 1.5

その他 0.7

取り組み（広報活動）は必要ない 5.6

一人あたりの平均回答項目数 3.13

76.7

36.3

31.3

30.9

17.8

17.1

15.3

11.1

10.9

9.3

7.3

7.0

5.9

5.7

5.4

4.9

4.6

4.3

2.9

2.5

2.2

1.7

1.5

0.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=6000s 

・「テレビ」が 76.7%で最も高い。次いで「新聞(36.3%)」。 

・「取り組み（広報活動）は必要ない」が 5.6%。 
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３ 性年齢別の結果 
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3-1 結果の要約 
 
 
 

  

 年齢別のブレークダウンは 10歳刻みで分析している。 

 「財政関連用語」や「財政と社会保障制度に関するセンテンス」などの知識は若年層で低く、年齢が上がる

につれて増加している。 

 中高年の「45～54歳」は税の受益感が薄く、負担感も強い。 

 知識が多く、現状を憂え、社会保障の充実を望むと同時に負担も必要と考えているのは「55～64歳」と「65

～74歳」。 

「65～74歳」の高齢層では「税と保険料のイメージ」において「自分に利益が還元される」と感じていたり、

「公共サービスに対する受益感」を感じている割合が他の年代より高い。 

 「社会保障に対するイメージ」や「税と保険料のイメージ」は 25～44 歳の年代で「なるべく払いたくない」

「払う意義がわからない」の割合が高く他の年代より否定的である。 

 

 

 

■ 18～24歳 

□ プロフィール 

職業は、大学生／大学院生が44％、会社員や公務員、自営業者は 38％。 

未婚が 88％。 ※親との同居が 50％以上、同居の家族はいない（一人暮らし）が 32％。 

世帯年収は、所得無し～500万円未満で 49％（「世帯年収はわからない」が 21％）。 

 

□ このグループに特徴的な傾向 

 「財政関連用語」の認知理解度は、以下の数多くのワードで他の年代より「言葉自体を知らない」割合が高

い。 

 ※「一般会計」「特別会計」「国債」「長期債務残高」「社会保障と税の一体改革」「消費税率引上げ分の使い

道」「将来世代への負担の先送り」「少子高齢化に伴う社会保障費増大」「受益と負担」「軽減税率」「幼児教育・

保育の無償化」「高等教育の無償化」「人生 100年時代」 

 ※加えて、「財政」「歳入と歳出」「財政健全化目標」「公共サービス」も、最も高い 25～34歳と同程度（-1.0

ポイント以内） 

 20 項目の認知理解度として、最も低い「プライマリーバランス」は、「聞いたことがある」＋「内容をまあ

知っている」＋「人に説明できるぐらい詳しい」の合計が50％。対して最も高い「軽減税率」は 91％。 

 「日本の財政状況」については、中間の「どちらともいえない」が他の年代より高く 21％。また「不安」は

68％で、こちらは他の年代より低い。対して「安心」は 11％。 

 「現在の日本の財政状況に不安を感じる理由」は、「自分の年金が減額される／受け取れない可能性がありそ

う」が最も高く55％を超える。なお、この傾向は 45～54歳まで続く。 

 「10年後の日本の財政」については「良い状態になっている」が他の年代より高く9％。 

 「毎月の税と保険料の金額の把握度」は「所得税」「住民税」「健康保険料」「介護保険料」で他の年代よりも

「確認していない（金額を答えることができない）」の割合が高い。 

 「国に治める税と保険料のイメージ」では、税と保険料のいずれにおいても「払う意義はわかる」「国や社会

づくりのためのもの」「国が使い方を決める」「国がとりたてる」「相互に助け合う仕組み」と感じている割合

が他の年代より低く、「払う意義がわからない」が他の年代より高い。 

 「払う税と受ける公共サービスのバランス」は、「払っているより受益が多い」と感じている割合 

が、「65～74歳（31％）」に次いで 24％と他の年代と比べて高い。また「受益は同程度」という中間層は 19％

とこちらも他の年代より高い。 

 「日本の財政と社会保障制度に関するセンテンス」は、ほぼすべての言葉で他の年代よりも認知度が低い。

10項目について「聞いたことがある」＋「よく知っている/聞いている」の範囲は 46％ 

～68％。 

 「財政についての改善策」としては、「歳出改革」「経済成長」「税制改革」の順だが、「税制改革によって、

税収を増やすのが良いと思う」が他の年代より高く 15％。 

 



43 
 

 
 
 

  

 「日ごろの情報源」は、「家族・親せきの話」「SNSからの情報」「交通広告」「屋外広告」「該当する分野の専

門書」「学校の授業」「その他のイベント」が他の年代よりも高い。「財政や社会保障、政治・経済等に関する

情報源」は、上記に加え「友人・知人の話」「勤務先のイベントや会議」「フリーペーパー」「町内会・自治会

などのイベントや集会」が高い。 

 「必要な広報活動への取り組み方」は、「SNSからの情報」「学校の授業」「交通広告」「雑誌」「屋外広告」「友

人・知人の話」「勤務先のイベントや会議」「家族・親せきの話」「該当する分野の専門書」「その他のイベン

ト」が他の年代と比べて高い。 

 

 

■ 25～34歳 

□ プロフィール 

職業は、会社員や公務員、自営業者は 71％。 

学歴は、大学/大学院卒業者が 55％。 

既婚者は 54％。 

※子どもとの同居は 37％、同居の家族はいない（一人暮らし）が 23％。 

世帯年収は、300万円～800万円未満で 57％を占める。 

 

□ このグループに特徴的な傾向 

 「財政関連用語」の認知理解度は、以下のワードで他の年代より「言葉自体を知らない」割合が高い。 

 ※「財政」「歳入と歳出」「財政健全化目標」「プライマリーバランス」「全世代型社会保障」「公共サービス」

「国民負担率」 

※加えて、「長期債務残高」「軽減税率」「高等教育の無償化」も、最も高い 18～24歳と同程度（-1.0ポイ

ント以内） 

 20 項目の認知理解度として、最も低い「プライマリーバランス」は、「聞いたことがある」＋「まあ内容を

知っている」＋「人に説明できるぐらい詳しい」の合計が47％。対して最も高い「軽減税率」は 91％。 

 「日本の財政状況」では、「安心」が 8％。「不安」は 74％。 

 「現在の日本の財政状況に不安を感じる理由」は、「今後も消費税率引き上げなど、増税がありそうだから」

「わかりやすい情報が不足しているから」が他の年代より高い。 

 「10年後の日本の財政」については、「厳しい状態になっている」が他の年代より低く75％。 

 「10年後の日本の財政が厳しい状態になると思う理由」は、「日本経済は良くならなさそうだから」「安定的

な税収を得るための税制改革が進まなそうだから」が他の年代より高い。 

 「税と保険料の負担感の度合い」は、「住民税」で「圧迫」が82％と、他の年代と比べて高い。 

 「税と保険料のイメージ」は、税と保険料の両方で「なるべく払いたくない」と感じている割合が他の年代

と比べて高い。 

 「税が生活に活かされていると実感するもの」は、「保育・子育て支援」が他の年代と比べて高い。 

 「国にもっと税を使ってほしいサービス」は、「教育」「保育・子育て支援」の割合が他の年代と比べて高く

50％を超える。 

 「日本の財政と社会保障制度に関するセンテンス」は、「聞いたことがある」＋「よく知っている/聞いてい

る」の範囲が 49％～71％。 

 社会保障に税や保険料が使われることに対して、「今より多く払っても良い」と「今より多く払いたくない」

の両極の回答選択肢の間で、「今より多く払いたくない」の割合が他の年代と比べて高く 43％。 

 「財政についての改善策」としては、「歳出改革」「経済成長」「税制改革」の順だが、「経済成長によって、

自然に税収を増やすのが良いと思う」が他の年代より高く35％。 

 「日ごろの情報源」は、「インターネット広告」「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ」「友人・知人の話」

「フリーペーパー」「勤務先のイベントや会議」が他の年代と比べて高い。「財政や社会保障、政治・経済等

に関する情報源」は、「インターネット広告」が他の年代と比べて高い。 

 「必要な広報活動への取り組み方」は、「インターネット広告」「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ」

「雑誌」が他の年代と比べて高い。 
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■ 35～44歳 

□ プロフィール 

職業は、会社員や公務員、自営業者は 70％、主婦・主夫やパート／アルバイトは 27％。 

学歴は、大学/大学院卒業者が 47％。 

既婚者は 63％。未婚者が 30％。 

※子どもとの同居は 52％（「45～54歳」とともに、最も子供がいる率が高い世代）。 

同居の家族がいない/一人暮らしが 16％。 

世帯年収は、400万円～1,000万円未満で 53％。 

 

□ このグループに特徴的な傾向 

 「財政関連用語」の認知理解度は、最も低い「プライマリーバランス」で「聞いたことがある」＋「まあ内

容を知っている」＋「人に説明できるぐらい詳しい」の合計が 50％。 

「言葉自体を知らない」+「言葉を聞いたことがある程度」でみると、「財政」「国債」「消費税率引き上げ分

の使い道」「全世代型社会保障」「公共サービス」「国民負担率」「軽減税率」「人生 100年時代」で他の年代と

比べて割合が高く、全体的に認知度が低い。 

 「現在の日本の財政状況に不安を感じる理由」については、「自分の年金が減額される／受け取れない可能性

がありそう」が最も高く 62％。これは年代別でも最も高い値。 

 「10 年後の日本の財政」については、「今よりとても厳しい状態になっている」割合が他の年代と比べて高

く 22％。 

 「税と保険料の負担感の度合い」は、「所得税」「住民税」「年金保険料」「雇用保険料」「消費税」「相続税」

「酒税」「たばこ税」で「とても圧迫する」割合が他の年代と比べて高く、大きな負担となっている。 

 「日本の財政と社会保障制度に関するセンテンス」は、すべての言葉で「よく知っている／よく聞く」の割

合が他の年代と比べて低い。 

 社会保障の充実、「充実を望む」と「必ずしも充実を望まない」の両極の回答選択肢の間で、「必ずしも充実

を望まない」の割合が他の年代よりも高く 15％。 

 

 

 

■ 45～54歳 

□ プロフィール 

職業は、会社員や公務員、自営業者は 67％、主婦・主夫やパート／アルバイトは 28％。 

学歴は、大学/大学院卒業者が 40％。 

既婚者は 77％（死別・離婚含む）。 

※子どもとの同居は 51％（「35～44歳」とともに、最も子供がいる率が高い世代）。 

同居の家族はいない（一人暮らし）が 16％。 

世帯年収は、600万円～1,500万円未満で 44％。 

 

□ このグループに特徴的な傾向 

 「財政関連用語」の認知理解度は、最も低い「プライマリーバランス」で「聞いたことがある」＋「内容を

まあ知っている」＋「人に説明できるぐらい詳しい」の合計が 59％。 

 「財政についての改善策」としては、「歳出改革」「経済成長」「税制改革」の順で、「経済成長」が25～34歳

と同様、他の年代と比べてやや高い。 

 「税と保険料の負担感の度合い」は、「所得税」「年金保険料」「たばこ税」で「圧迫」の割合が他の年代と比

べて高い。 

 「税と保険料のイメージ」は、保険料で「国がとりたてる」と感じている割合が他の年代と比べて高い。 

 「毎月の税と保険料の金額の把握度」は、「年金保険料」「雇用保険料」で「詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）」＋「ある程度把握している（金額を答えることができる）」の割合が他の年代

と比べて高い。 

 「払う税と受ける公共サービスのバランス」は、「払う税に比べて受益が少ない」と感じている割合が、他の

年代と比べて高い。 
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 「税を使うのを減らして欲しいサービス」は、「教育」「保育・子育て支援」の割合が他の年代と比べて高い。 

 

 

■ 55～64歳 

□ プロフィール 

職業は、会社員や公務員、自営業者は 51％、主婦・主夫は 20％、年金生活者・無職が 12％。 

学歴は、大学/大学院卒業者が 43％。 

既婚者は 87％（死別・離婚含む）。 ※子どもとの同居は 36％に低下。 

世帯年収は、200万円～1,500万円未満で 70％と金額範囲は広い。 

 

□ このグループに特徴的な傾向 

 「財政関連用語」の認知理解度は、最も低い「プライマリーバランス」で「聞いたことがある」＋「内容を

まあ知っている」＋「人に説明できるぐらい詳しい」の合計が 64％。 

 「現在の日本の財政状況に不安を感じる理由」は、「医療費の自己負担が増加しそうだから」の割合が他の年

代と比べて高い。 

 「10 年後の日本の財政が厳しい状態になると思う理由」は、「社会保障費の増加を抑える政策が進まなさそ

うだから」が他の年代と比べて高い。 

 「10 年後の日本の財政が良い状態になる／変わらないと思う理由」は、「無駄な支出（歳出）の削減が進み

そうだから」「国の収入（税収）が増えそうだから」が他の年代と比べて高い。 

 「税と保険料の負担感の度合い」は、「健康保険料」「相続税」「酒税」で「圧迫」の割合が他の年代と比べて

高い。 

 「社会保障制度の充実を望む」割合が 57％で、他の年代と比べて高い。 

 

 

■ 65～74歳 

□ プロフィール 

職業は、年金生活者・無職、主婦・主夫が 72％。 

学歴は、大学/大学院卒業者が 41％、高等学校卒業者が 37％。 

既婚者は 94％（死別・離婚含む）。 ※子どもとの同居は 30％に低下。 

世帯年収は、100万円～800万円未満で 72％と金額範囲は広い。 

 

□ このグループに特徴的な傾向 

 「財政関連用語」の認知理解度は、すべての言葉で他の年代よりも高い。最も認知理解度が低い「プライマ

リーバランス」で「聞いたことがある」＋「内容をまあ知っている」＋「人に説明できるぐらい詳しい」が

69％。対して、「国債」「公共サービス」「軽減税率」はこの数字が 97％。 

 「現在の日本の財政状況」については、「とても不安を感じている」＋「不安を感じている」＋「やや不安を

感じている」が他の年代と比べて高く 80％超。 

 「現在の日本の財政状況に不安を感じる理由」は、「国の予算の使い方に無駄が多そうだから」「財政赤字が

続いているから」「子供や孫などの将来世代に国の借金の負担を先送りしているから」「人口における現役世

代の割合が減っているから」「国の社会保障費が増大しているから」「このままでは借金を返せず財政破綻し

そうだから」「経済成長しておらず、税収が増えてなさそうだから」「社会のセーフティネットを維持できな

さそうだから」が他の年代と比べて高い。 

 「10年後の日本の財政」は、「今よりとても厳しい状態になっている」＋「今より厳しい状態になっている」

＋「今よりやや厳しい状態になっている」と悪化の予想層が他の年代と比べて高く 80％を超える。 

 「10 年後の日本の財政が厳しい状態になると思う理由」は、「少子高齢化で働く人の数が減って税収も減り

そうだから」「高齢者の増加が様々な影響を与えそうだから」「国の借金が増えそうだから」「無駄な支出（歳

出）を削減できなさそうだから」「国の支出（歳出）が増えそうだから」「国の収入（歳入）が減りそうだか

ら」の割合が他の年代と比べて高い。 



46 
 

   「10 年後の日本の財政が良い状態になる／変わらないと思う理由」は、「借金（国債）は日本国内で消化さ

れていて、財政破綻の懸念は少なそうだから」「働き方改革や技術革新などで生産性が向上しそうだから」「社

会保障の増加を抑えたり、減らしたりする政策が進みそうだから」「金利が低く維持され、経済に好影響を与

えそうだから」「国には有価証券や国有財産等の資産があって、そもそも借金は小さそうだから」の割合が他

の年代と比べて高い。 

 「税を使うのを減らして欲しいサービス」は、「教育」「保育・子育て支援」の割合が他の年代と比べて高い。 

 「税と保険料の負担感の度合い」は、「介護保険料」を負担と感じる割合が他の年代と比べて高い。 

 「払う税と受ける公共サービスのバランス」は、「払っているより受益が多い」と感じている割合が他の年代

と比べて高い。 

 「日本の財政と社会保障制度に関するセンテンス」は、すべてのセンテンスでどの年代よりも認知度が高い。

10項目について「聞いたことがある」＋「よく知っている/聞いている」の範囲は 62％～89％。 

 「日本の財政が苦しくなった理由は必ずしも社会保障費の増加ではない」と感じている割合が36％、「今後、

経済成長によって税収は増えない」と感じている割合が 51％、「財源を補うためとはいえ、国は借金をすべ

きでない」と感じている割合が 56％で、どれも他の年代と比べて高い。 

 「財政についての改善策」は、「歳出改革」「経済成長」「税制改革」の順だが、「歳出改革」が他の年代と比

べて高い。 

 「日ごろの情報源」は、「テレビ」「新聞」「友人・知人の話」「ラジオ」「雑誌」「官公庁や地方自治体の広報

誌」「町内会・自治会などのイベントや集会」「専門家による講演・講座など」「官公庁や地方自治体のホーム

ページ」「パンフレット・リーフレット・ポスターなど」が他の年代と比べて高い。「財政や社会保障、政治・

経済等に関する情報源」は、「テレビ」「新聞」「ニュース・情報サイト・ニュースアプリ」「官公庁や地方自

治体の広報誌」「ラジオ」「雑誌」「該当する分野のホームページ」「専門家による講演・講座など」「官公庁や

地方自治体のホームページ」「官公庁や地方自治体が発信している SNS」「パンフレット・リーフレット・ポ

スターなど」が他の年代と比べて高い。 

 「必要な広報活動への取り組み方」は、「テレビ」「新聞」「官公庁や地方自治体の広報誌」「ラジオ」「専門家

による講演・講座など」「該当する分野のホームページ」「町内会・自治会などのイベントや集会」「官公庁や

地方自治体のホームページ」「パンフレット・リーフレット・ポスターなど」が他の年代よりも高い。 
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3-2 性年齢別のプロフィール 
 
■ 都道府県 （Q1. あなたのお住まいの都道府県をお答えください。（回答はひとつ））
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重

県
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県

(6000) 4.3 1.0 0.9 1.9 0.8 0.9 1.5 2.3 1.6 1.6 5.9 5.0 11.1 7.4 1.8 0.8 0.9 0.6 0.7 1.6 1.6 2.9 5.8 1.5 1.1
男性 (2985) 4.1 1.0 0.9 1.9 0.8 0.9 1.5 2.3 1.7 1.6 6.0 5.1 11.2 7.5 1.8 0.8 0.9 0.6 0.7 1.6 1.5 3.0 6.0 1.5 1.1
女性 (3015) 4.4 1.0 0.9 1.8 0.8 0.8 1.5 2.2 1.5 1.5 5.7 4.9 10.9 7.3 1.8 0.8 0.9 0.6 0.7 1.6 1.6 2.9 5.6 1.5 1.1
18～24歳 (558) 3.9 0.7 0.7 2.0 0.7 0.7 1.4 2.0 1.6 1.3 6.3 5.0 12.4 7.7 1.6 0.7 0.9 0.5 0.7 1.4 1.4 2.7 6.1 1.6 1.3
25～34歳 (914) 3.9 0.9 0.9 2.0 0.7 0.8 1.3 2.3 1.6 1.4 5.7 4.9 13.2 7.7 1.6 0.7 0.9 0.5 0.5 1.4 1.6 3.0 5.9 1.5 1.1
35～44歳 (1203) 4.1 0.9 0.8 1.7 0.7 0.8 1.3 2.2 1.6 1.5 6.1 5.2 12.1 7.9 1.7 0.8 0.9 0.5 0.7 1.6 1.5 2.9 6.2 1.3 1.2
45～54歳 (1106) 4.2 1.0 0.9 1.8 0.7 0.8 1.4 2.3 1.5 1.5 6.0 5.1 11.6 8.0 1.7 0.7 0.9 0.5 0.7 1.6 1.6 2.9 5.9 1.5 0.9
55～64歳 (1064) 4.7 1.2 1.1 2.1 0.9 1.1 1.8 2.4 1.7 1.8 5.5 4.8 9.0 6.4 2.1 0.9 0.9 0.7 0.8 1.7 1.6 3.0 5.3 1.5 1.1
65～74歳 (1155) 4.6 1.1 1.0 1.6 1.0 0.9 1.5 2.4 1.6 1.6 5.9 5.2 9.0 6.8 1.8 0.9 1.0 0.7 0.7 1.7 1.6 3.0 5.5 1.5 1.0
男性　18～24歳 (285) 3.9 0.7 0.7 2.1 0.7 0.7 1.4 2.1 1.8 1.1 6.3 5.3 12.3 7.7 1.8 0.7 1.1 0.4 0.7 1.4 1.4 2.8 6.0 1.8 1.4
男性　25～34歳 (463) 3.9 0.9 0.9 1.9 0.6 0.9 1.3 2.4 1.7 1.5 5.6 5.0 13.2 7.8 1.7 0.6 0.9 0.6 0.6 1.5 1.5 3.0 6.3 1.5 1.3
男性　35～44歳 (608) 3.9 1.0 0.8 1.8 0.7 0.8 1.3 2.1 1.6 1.5 6.3 5.3 12.2 8.1 1.6 0.8 1.0 0.5 0.7 1.6 1.5 3.0 6.4 1.3 1.2
男性　45～54歳 (555) 4.0 0.9 0.9 1.8 0.7 0.9 1.4 2.3 1.6 1.6 6.1 5.2 11.9 8.3 1.6 0.7 0.9 0.5 0.7 1.6 1.6 2.9 6.1 1.6 0.7
男性　55～64歳 (525) 4.6 1.1 1.1 2.1 1.0 1.1 1.9 2.5 1.7 1.9 5.7 4.8 9.3 6.3 2.1 1.0 1.0 0.6 0.8 1.7 1.5 3.0 5.3 1.5 1.1
男性　65～74歳 (549) 4.4 1.1 1.1 1.6 0.9 0.9 1.5 2.6 1.6 1.6 6.0 5.3 8.9 6.7 1.8 0.9 0.9 0.7 0.7 1.8 1.6 3.1 5.6 1.5 1.1
女性　18～24歳 (273) 4.0 0.7 0.7 1.8 0.7 0.7 1.5 1.8 1.5 1.5 6.2 4.8 12.5 7.7 1.5 0.7 0.7 0.7 0.7 1.5 1.5 2.6 6.2 1.5 1.1
女性　25～34歳 (451) 4.0 0.9 0.9 2.0 0.7 0.7 1.3 2.2 1.6 1.3 5.8 4.9 13.3 7.5 1.6 0.7 0.9 0.4 0.4 1.3 1.8 2.9 5.5 1.6 0.9
女性　35～44歳 (595) 4.2 0.8 0.8 1.7 0.7 0.8 1.3 2.2 1.5 1.5 5.9 5.0 12.1 7.7 1.7 0.8 0.8 0.5 0.7 1.5 1.5 2.9 6.1 1.3 1.3
女性　45～54歳 (551) 4.4 1.1 0.9 1.8 0.7 0.7 1.5 2.2 1.5 1.5 5.8 4.9 11.3 7.8 1.8 0.7 0.9 0.5 0.7 1.6 1.6 2.9 5.6 1.5 1.1
女性　55～64歳 (539) 4.8 1.3 1.1 2.0 0.9 1.1 1.7 2.4 1.7 1.7 5.2 4.8 8.7 6.5 2.0 0.9 0.9 0.7 0.7 1.7 1.7 3.0 5.2 1.5 1.1
女性　65～74歳 (606) 4.8 1.2 1.0 1.7 1.0 0.8 1.5 2.3 1.5 1.7 5.8 5.1 9.1 6.8 1.8 0.8 1.0 0.7 0.7 1.7 1.7 3.0 5.4 1.5 1.0
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(6000) 2.1 7.0 4.3 1.1 0.8 0.4 0.5 1.5 2.2 1.1 0.6 0.7 1.1 0.5 4.0 0.6 1.1 1.3 0.9 0.8 1.2 1.1
男性 (2985) 2.1 6.9 4.2 1.0 0.7 0.4 0.5 1.4 2.2 1.1 0.6 0.7 1.0 0.5 3.8 0.6 1.0 1.3 0.8 0.8 1.2 1.1
女性 (3015) 2.1 7.1 4.4 1.2 0.8 0.4 0.5 1.5 2.2 1.1 0.6 0.7 1.1 0.5 4.1 0.7 1.1 1.4 0.9 0.8 1.3 1.1
18～24歳 (558) 2.5 7.3 4.1 1.1 0.7 0.4 0.4 1.4 2.3 1.1 0.5 0.7 0.9 0.4 4.3 0.5 0.9 1.4 0.7 0.7 1.1 1.1
25～34歳 (914) 2.1 7.1 4.0 1.0 0.7 0.4 0.4 1.3 2.2 1.0 0.5 0.7 1.0 0.4 4.0 0.7 1.0 1.3 0.9 0.8 1.1 1.3
35～44歳 (1203) 2.0 7.3 4.2 1.0 0.7 0.3 0.5 1.5 2.2 1.0 0.5 0.7 1.0 0.5 3.8 0.7 0.9 1.2 0.8 0.8 1.1 1.2
45～54歳 (1106) 2.1 7.1 4.4 1.1 0.9 0.4 0.5 1.4 2.2 0.9 0.5 0.7 1.0 0.5 3.7 0.5 1.1 1.3 0.8 0.7 1.2 1.1
55～64歳 (1064) 1.9 6.1 4.3 1.1 0.8 0.6 0.6 1.5 2.2 1.1 0.8 0.8 1.2 0.6 4.1 0.8 1.3 1.6 1.0 0.9 1.5 1.1
65～74歳 (1155) 2.2 7.2 4.6 1.2 0.8 0.4 0.5 1.6 2.3 1.3 0.7 0.9 1.1 0.6 3.9 0.6 1.1 1.3 1.0 0.9 1.3 0.9
男性　18～24歳 (285) 2.5 7.4 3.9 1.1 0.7 0.4 0.4 1.4 2.5 1.1 0.4 0.7 1.1 0.4 4.2 0.4 1.1 1.4 0.7 0.7 1.1 1.1
男性　25～34歳 (463) 1.9 6.9 3.9 0.9 0.6 0.4 0.4 1.3 2.2 1.1 0.6 0.6 0.9 0.4 3.9 0.6 0.9 1.3 0.9 0.6 1.1 1.3
男性　35～44歳 (608) 2.0 7.1 4.1 1.0 0.7 0.3 0.5 1.5 2.1 1.0 0.5 0.7 1.0 0.5 3.8 0.7 0.8 1.2 0.8 0.8 1.0 1.2
男性　45～54歳 (555) 2.2 6.8 4.3 1.1 0.9 0.4 0.5 1.3 2.2 0.9 0.5 0.7 0.9 0.5 3.4 0.5 1.1 1.3 0.7 0.7 1.1 1.1
男性　55～64歳 (525) 1.9 6.1 4.2 1.0 0.8 0.6 0.6 1.5 2.1 1.1 0.8 0.8 1.1 0.6 4.0 0.8 1.3 1.5 1.0 1.0 1.5 1.1
男性　65～74歳 (549) 2.2 7.1 4.6 1.1 0.7 0.4 0.5 1.6 2.4 1.3 0.7 0.9 1.1 0.5 3.8 0.5 1.1 1.3 0.9 0.9 1.3 0.9
女性　18～24歳 (273) 2.6 7.3 4.4 1.1 0.7 0.4 0.4 1.5 2.2 1.1 0.7 0.7 0.7 0.4 4.4 0.7 0.7 1.5 0.7 0.7 1.1 1.1
女性　25～34歳 (451) 2.2 7.3 4.2 1.1 0.7 0.4 0.4 1.3 2.2 0.9 0.4 0.7 1.1 0.4 4.2 0.7 1.1 1.3 0.9 0.9 1.1 1.3
女性　35～44歳 (595) 2.0 7.6 4.2 1.0 0.7 0.3 0.5 1.5 2.2 1.0 0.5 0.7 1.0 0.5 3.9 0.7 1.0 1.2 0.8 0.8 1.2 1.2
女性　45～54歳 (551) 2.0 7.3 4.5 1.1 0.9 0.4 0.5 1.5 2.2 0.9 0.5 0.7 1.1 0.5 4.0 0.5 1.1 1.3 0.9 0.7 1.3 1.1
女性　55～64歳 (539) 1.9 6.1 4.5 1.3 0.9 0.6 0.6 1.5 2.2 1.1 0.7 0.7 1.3 0.6 4.3 0.7 1.3 1.7 1.1 0.9 1.5 1.1
女性　65～74歳 (606) 2.1 7.3 4.6 1.3 0.8 0.5 0.5 1.7 2.3 1.3 0.7 0.8 1.2 0.7 4.0 0.7 1.2 1.3 1.0 0.8 1.3 0.8

性別・

年齢

全体
性別

年齢

2.1

7.0
4.3

1.1 0.8 0.4 0.5 1.5 2.2 1.1 0.6 0.7 1.1 0.5
4.0

0.6 1.1 1.3 0.9 0.8 1.2 1.1

0%

5%

10%

15%

20%

・「性別」での大きな差は見られない。 

・「年齢」での大きな差は見られない。 
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■ 職業 （Q2. あなたの現在のご職業をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

会社員

（正社員）

35.1

48.0

22.3

会社員

（契約／嘱託／

派遣社員）

5.6

6.2

5.1

公務員

（正規職員）

5.1

8.0

2.2

公務員

（非正規職員）

0.7

0.5

0.9

自営業／

自由業

6.3

9.0

3.5

高校生

0.3

0.4

0.3

大学生／

大学院生

4.2

4.8

3.5

パート／

アルバイト

13.7

5.2

22.1

主婦・主夫

15.7

0.6

30.7

年金生活

者・無職

12.9

16.6

9.1

その他

0.4

0.6

0.1

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

会社員

（正社員）

35.1

28.1

51.4

51.3

46.4

27.9

4.5

会社員

（契約／嘱託／

派遣社員）

5.6

2.7

6.1

5.1

6.0

8.6

4.2

公務員

（正規職員）

5.1

4.7

9.6

6.0

5.8

4.7

0.4

公務員

（非正規職員）

0.7

0.9

0.8

0.7

0.5

1.0

0.7

自営業／

自由業

6.3

1.3

2.8

6.7

7.9

8.3

7.6

高校生

0.3

3.0

0.2

0.0

0.1

0.0

0.0

大学生／

大学院生

4.2

43.5

0.8

0.0

0.0

0.1

0.0

パート／

アルバイト

13.7

7.7

12.5

14.5

17.3

16.6

10.6

主婦・主夫

15.7

5.0

11.3

12.1

11.1

19.8

28.8

年金生活

者・無職

12.9

3.0

4.2

3.5

4.7

12.1

42.7

その他

0.4

0.0

0.3

0.2

0.4

0.8

0.4

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

会社員

（正社員）

35.1

23.5

64.4

69.6

68.1

44.8

5.8

33.0

38.1

32.6

24.5

11.5

3.3

会社員

（契約／嘱託

／派遣社員）

5.6

2.8

4.8

4.1

3.6

13.1

7.3

2.6

7.5

6.1

8.3

4.3

1.3

公務員

（正規職員）

5.1

7.4

14.9

8.7

9.4

7.6

0.5

1.8 

4.2

3.2

2.2

1.9

0.3

公務員

（非正規職員）

0.7

0.4

0.0

0.3

0.2

1.0

1.3

1.5

1.6

1.0

0.7

1.1

0.2

自営業／

自由業

6.3

1.8

3.9

9.4

10.8

13.3

10.7

0.7

1.8

3.9

4.9

3.3

4.8

高校生

0.3

3.5

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.2

0.0

0.2

0.0

0.0

大学生／

大学院生

4.2

48.8

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

38.1

0.4

0.0

0.0

0.2

0.0

パート／

アルバイト

13.7

6.7

5.4

3.8

2.3

4.0

10.0

8.8

19.7

25.5

32.3

28.9

11.2

主婦・主夫

15.7

0.7

0.4

0.3

0.7

0.8

0.9

9.5

22.4

24.2

21.6

38.4

54.1

年金生活

者・無職

12.9

4.6

4.3

3.5

4.5

14.3

62.5

1.5

4.0

3.5

4.9

10.0

24.8

その他

0.4

0.0

0.6

0.3

0.4

1.1

0.9

0.0

0.0

0.0

0.4

0.4

0.0

・「性別」では、「男性」で「会社員（正社員）」、「女性」で「主婦・主夫」「パート／アルバイト」

が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」で「大学生／大学院生」、「25-34歳」「35-44歳」「45-54歳」で「会

社員（正社員）」、「65-74歳」で「年金生活者・無職」「主婦・主夫」が全体と比較して高い。 
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■ 職種 （Q3. あなたの現在の職種をお答えください。（回答はひとつ）） 
※職種が多岐にわたる場合は、あなたが従事する役割が最も大きいものをお選びください。 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (3992)

男性 (2296)

女性 (1696)

経営・管理職

10.3

15.9

2.7

専門・技術職

29.6

33.1

24.9

事務職

25.8

16.7

38.1

営業職

9.1

12.4

4.7

販売職

9.1

4.6

15.2

労務・技能職

12.0

14.6

8.6

その他

4.1

2.8

5.8

年齢

全体 (3992)

18～24歳 (253)

25～34歳 (761)

35～44歳 (1013)

45～54歳 (926)

55～64歳 (715)

65～74歳 (324)

経営・管理職

10.3

3.6

3.4

7.6

13.6

17.3

15.1

専門・技術職

29.6

28.5

34.8

32.7

27.6

25.2

24.1

事務職

25.8

27.7

27.5

26.6

27.9

23.2

17.6

営業職

9.1

9.1

11.6

10.0

9.4

6.4

5.6

販売職

9.1

15.4

9.6

7.9

7.8

9.0

10.8

労務・技能職

12.0

14.6

10.1

11.6

10.4

13.1

18.2

その他

4.1

1.2

3.0

3.7

3.3

5.7

8.6

性別・年齢

全体 (3992)

男性　18～24歳 (121)

男性　25～34歳 (432)

男性　35～44歳 (583)

男性　45～54歳 (524)

男性　55～64歳 (440)

男性　65～74歳 (196)

女性　18～24歳 (132)

女性　25～34歳 (329)

女性　35～44歳 (430)

女性　45～54歳 (402)

女性　55～64歳 (275)

女性　65～74歳 (128)

経営・管理職

10.3

4.1

5.3

11.5

21.4

26.8

20.4

3.0

0.9

2.3

3.5

2.2

7.0

専門・技術職

29.6

34.7

40.5

34.1

31.5

28.6

27.0

22.7

27.4

30.7

22.6

19.6

19.5

事務職

25.8

11.6

21.8

16.5

17.4

14.3

12.8

42.4

35.0

40.2

41.5

37.5

25.0

営業職

9.1

12.4

14.1

14.2

13.2

9.1

8.2

6.1

8.2

4.2

4.5

2.2

1.6

販売職

9.1

11.6

5.8

4.6

3.4

2.5

5.1

18.9

14.6

12.3

13.4

19.3

19.5

労務・技能職

12.0

24.0

11.6

16.6

12.0

13.9

17.9

6.1

8.2

4.9

8.2

12.0

18.8

その他

4.1

1.7

0.9

2.4

1.1

4.8

8.7

0.8

5.8

5.3

6.2

7.3

8.6

※n=（現役の生産労働人口に相当する人） 

・「性別」では、「男性」で「経営・管理職」、「女性」で「事務職」「販売職」が全体と比較して

高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」で「販売職」、「25-34歳」で「専門・技術職」、「55-64歳」で「経営・

管理職」、「65-74歳」で「労務・技能職」が全体と比較して高い。 
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■ 最終学歴 （Q4. あなたの最終学歴をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

大学院

5.0

7.8

2.2

大学

40.1

51.6

29.0

専修学校専門課程・短期大学、

高等専門学校

23.5

12.9

33.7

高等学校

29.3

25.2

33.3

小中学校

2.1

2.5

1.7

その他

0.0

0.0

0.1

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

大学院

5.0

3.0

7.0

6.6

4.8

4.2

3.0

大学

40.1

36.2

49.7

40.6

35.5

39.2

38.4

専修学校専門課程・短期大学、

高等専門学校

23.5

23.5

20.2

28.8

25.6

23.2

18.5

高等学校

29.3

33.9

20.3

21.8

32.0

32.5

37.3

小中学校

2.1

3.4

2.8

2.1

2.0

0.8

2.7

その他

0.0

0.0

0.0

0.1

0.1

0.0

0.0

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

大学院

5.0

5.9

10.5

10.4

6.7

6.7

5.3

0.6

3.3

2.7

2.9

1.9

1.0

大学

40.1

39.7

55.8

49.0

47.6

55.6

54.1

33.3

43.5

32.1

23.3

23.2

24.3

専修学校専門課程・短期大学、

高等専門学校

23.5

16.9

11.8

17.8

15.5

9.7

8.0

29.0

28.8

40.2

35.8

36.4

28.1

高等学校

29.3

33.1

19.3

20.1

27.0

27.0

30.2

34.6

21.4

23.5

37.1

37.9

43.7

小中学校

2.1

4.4

2.6

2.8

3.2 

1.0 

2.4

2.5

2.9

1.3 

0.7

0.6 

3.0

その他

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.2

0.0

0.0

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「性別」では、「男性」で「大学」、「女性」で「専修学校専門課程・短期大学、高等専門学校」

が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「25-34 歳」で「大学」、「35-44 歳」で「専修学校専門課程・短期大学、高等専

門学校」、「65-74歳」で「高等学校」が全体と比較して高い。 
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■ 未既婚 （Q5. あなたの婚姻状況をお答えください。（回答はひとつ）） 

 
 

 
 

 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

未婚

28.8

32.1

25.6

既婚（配偶者あり）

62.1

62.3

61.9

既婚（配偶者死別・離婚）

9.1

5.6

12.5

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

未婚

28.8

88.0

44.7

29.7

23.5

13.3

6.1

既婚（配偶者あり）

62.1

10.8

52.6

63.4

65.2

73.9

79.2

既婚（配偶者死別・離婚）

9.1

1.3

2.6

6.9

11.3

12.8

14.7

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

未婚

28.8

93.7

52.3

32.1

24.3

15.6

6.6

82.1

37.0

27.2

22.7

11.1

5.6

既婚（配偶者あり）

62.1

5.6

46.0

63.0

67.2

75.0

87.6

16.1

59.4

63.9

63.2

72.7

71.6

既婚（配偶者死別・離婚）

9.1

0.7

1.7

4.9

8.5

9.3

5.8

1.8

3.5

8.9

14.2

16.1

22.8

・「性別」では、男性で「未婚」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、年齢が低くなるにつれ「未婚」が高い。年齢が高くなるにつれ「既婚（配偶者

あり）」「既婚（配偶者死別・離別）」が高い。 
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■ 同居の家族 （Q6. あなたと同居しているご家族をすべてお答えください。（複数選択可）） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

同居の家族

はいない

（一人暮ら

し）

配偶者 子ども

父親（配偶

者の父親を

含む）

母親（配偶

者の母親を

含む）

祖父母 孫 兄弟姉妹 その他

(6000) 18.2 60.2 38.4 14.1 20.3 2.2 1.4 6.6 0.9
男性 (2985) 19.9 60.3 37.8 15.2 21.4 2.3 1.1 6.4 0.7
女性 (3015) 16.5 60.0 39.0 12.9 19.3 2.1 1.7 6.8 1.0
18～24歳 (558) 32.3 10.0 7.9 45.9 51.1 10.6 0.2 31.5 1.4
25～34歳 (914) 22.5 51.2 37.3 20.2 23.3 4.5 0.3 9.0 1.0
35～44歳 (1203) 15.6 61.8 52.0 17.0 20.9 1.9 0.0 5.0 0.9
45～54歳 (1106) 15.8 63.0 50.9 11.4 20.3 0.5 0.3 3.3 1.1
55～64歳 (1064) 15.7 71.1 35.8 5.1 16.9 0.2 1.9 2.4 0.4
65～74歳 (1155) 15.2 76.9 30.2 1.6 5.6 0.1 4.9 1.3 0.7
男性　18～24歳 (285) 39.3 4.9 3.5 43.5 46.3 9.5 0.4 30.2 0.7
男性　25～34歳 (463) 27.4 44.9 32.2 22.0 25.5 5.0 0.4 8.9 0.4
男性　35～44歳 (608) 17.3 61.3 49.8 18.8 22.5 2.1 0.0 5.3 1.3
男性　45～54歳 (555) 18.6 65.8 50.5 11.4 19.3 0.5 0.2 2.5 0.9
男性　55～64歳 (525) 15.8 71.4 39.8 7.2 20.2 0.4 0.6 2.3 0.4
男性　65～74歳 (549) 11.8 84.9 32.1 2.4 6.9 0.0 4.6 0.9 0.5
女性　18～24歳 (273) 24.9 15.4 12.5 48.4 56.0 11.7 0.0 33.0 2.2
女性　25～34歳 (451) 17.5 57.6 42.6 18.4 21.1 4.0 0.2 9.1 1.6
女性　35～44歳 (595) 13.9 62.4 54.1 15.3 19.2 1.7 0.0 4.7 0.5
女性　45～54歳 (551) 13.1 60.3 51.4 11.4 21.4 0.5 0.4 4.2 1.3
女性　55～64歳 (539) 15.6 70.9 31.9 3.0 13.7 0.0 3.2 2.6 0.4
女性　65～74歳 (606) 18.3 69.6 28.5 0.8 4.5 0.2 5.3 1.7 0.8

性別・

年齢

全体
性別

年齢

18.2

60.2

38.4

14.1
20.3

2.2 1.4 6.6
0.9

0%

20%

40%

60%

80%

・年齢が低くなるにつれ、「同居の家族はいない」「父親」「母親」「祖父母」「兄弟姉妹」が高い。 

・年齢が高くなるにつれ、「配偶者」が高い。 

・「子ども」は、「35～44歳」「45～54歳」で全体と比較して高い。 

・「兄弟姉妹」は、「18～24歳」で全体と比較して高い。 
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■ 同居の子供の年齢（Q7. あなたが同居している子どもの年齢をすべてお答えください。（複数選択可）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｎ)

０～２歳 ３～５歳

小学校低学

年（１～３

年）

小学校高学

年（４～６

年）

中学生 高校生 大学生

社会人年齢

以上（18歳

以上）

(2303) 19.6 20.1 15.5 13.9 13.7 13.8 10.0 34.5
男性 (1127) 17.5 20.1 16.9 15.1 13.9 16.4 11.1 34.2
女性 (1176) 21.6 20.2 14.1 12.8 13.5 11.3 8.9 34.9
18～24歳 (44) 72.7 25.0 2.3 6.8 13.6 0.0 2.3 0.0
25～34歳 (341) 71.3 45.7 14.4 5.0 1.5 0.6 0.0 1.2
35～44歳 (625) 25.4 40.5 35.8 28.5 22.2 11.4 1.4 3.0
45～54歳 (563) 1.6 5.2 12.8 18.8 25.4 35.5 22.7 27.9
55～64歳 (381) 1.0 2.1 1.0 2.9 4.5 10.5 21.8 75.6
65～74歳 (349) 1.1 1.7 2.0 1.4 1.7 1.4 2.6 93.7
男性　18～24歳 (10) 20.0 20.0 0.0 20.0 30.0 0.0 10.0 0.0
男性　25～34歳 (149) 71.8 44.3 16.8 4.7 2.0 0.7 0.0 2.0
男性　35～44歳 (303) 26.7 44.6 39.9 29.7 18.2 10.9 1.7 3.6
男性　45～54歳 (280) 1.8 6.8 14.3 21.8 28.2 41.4 21.4 23.9
男性　55～64歳 (209) 0.5 1.0 1.0 3.8 7.2 14.8 24.4 67.9
男性　65～74歳 (176) 0.6 1.1 1.7 1.1 1.1 2.3 4.5 92.0
女性　18～24歳 (34) 88.2 26.5 2.9 2.9 8.8 0.0 0.0 0.0
女性　25～34歳 (192) 70.8 46.9 12.5 5.2 1.0 0.5 0.0 0.5
女性　35～44歳 (322) 24.2 36.6 32.0 27.3 26.1 11.8 1.2 2.5
女性　45～54歳 (283) 1.4 3.5 11.3 15.9 22.6 29.7 24.0 31.8
女性　55～64歳 (172) 1.7 3.5 1.2 1.7 1.2 5.2 18.6 84.9
女性　65～74歳 (173) 1.7 2.3 2.3 1.7 2.3 0.6 0.6 95.4

性別・

年齢

全体
性別

年齢

19.6 20.1
15.5 13.9 13.7 13.8 10.0

34.5

0%

20%

40%

60%

※n=（子どもと同居の人） 

・年齢が低くなるにつれ、「０～２歳」が高い。 

・年齢が高くなるにつれ、「社会人年齢以上」が高い。 



54 
 

■ 個人年収（Q8. あなたご自身の個人年収をお答えください。（回答はひとつ）） 
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0
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0
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,

0
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0
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,

0

0

0

万

円

未

満 2

,

0

0

0

万

円

以

上

(6000) 11.8 15.9 14.0 13.6 11.9 10.0 6.9 7.9 4.2 2.9 0.5 0.7
男性 (2985) 4.2 7.8 8.2 12.9 14.4 14.2 10.7 13.5 7.3 5.1 0.8 1.0
女性 (3015) 19.3 23.8 19.7 14.3 9.4 5.8 3.2 2.3 1.0 0.6 0.2 0.3
18～24歳 (558) 16.3 34.9 12.7 15.6 12.0 4.7 0.7 1.1 0.5 0.5 0.4 0.5
25～34歳 (914) 11.3 9.1 9.3 14.1 18.1 16.0 11.1 6.8 2.3 1.2 0.3 0.5
35～44歳 (1203) 11.8 11.4 11.0 10.2 11.4 12.8 11.0 11.9 4.2 3.5 0.5 0.4
45～54歳 (1106) 10.9 10.5 12.5 9.8 10.6 10.3 8.6 12.5 7.5 5.0 0.6 1.3
55～64歳 (1064) 17.3 14.3 15.4 10.5 8.2 7.3 5.0 8.4 7.2 4.5 1.0 0.8
65～74歳 (1155) 5.7 23.2 21.6 22.3 12.2 6.8 2.5 2.9 1.4 1.0 0.1 0.3
男性　18～24歳 (285) 16.1 35.8 12.3 11.2 13.7 6.0 0.7 1.1 0.7 0.7 0.7 1.1
男性　25～34歳 (463) 3.5 4.5 6.0 10.2 19.9 19.7 17.7 11.7 3.5 2.4 0.4 0.6
男性　35～44歳 (608) 2.8 5.3 3.3 8.2 12.3 18.4 15.3 19.7 6.7 6.6 0.8 0.5
男性　45～54歳 (555) 2.3 3.1 5.2 4.3 11.0 13.9 13.0 21.8 13.9 8.6 0.9 2.0
男性　55～64歳 (525) 3.4 6.1 10.9 10.5 10.1 11.0 8.8 14.7 13.3 8.2 1.7 1.3
男性　65～74歳 (549) 2.6 5.1 13.7 32.2 20.2 12.4 4.4 4.9 2.4 1.6 0.2 0.4
女性　18～24歳 (273) 16.5 34.1 13.2 20.1 10.3 3.3 0.7 1.1 0.4 0.4 0.0 0.0
女性　25～34歳 (451) 19.3 13.7 12.6 18.2 16.2 12.2 4.2 1.8 1.1 0.0 0.2 0.4
女性　35～44歳 (595) 21.0 17.6 18.8 12.3 10.4 7.1 6.6 3.9 1.5 0.3 0.2 0.3
女性　45～54歳 (551) 19.6 18.0 19.8 15.2 10.2 6.7 4.2 3.1 1.1 1.3 0.4 0.5
女性　55～64歳 (539) 30.8 22.3 19.9 10.6 6.3 3.7 1.3 2.2 1.3 0.9 0.4 0.4
女性　65～74歳 (606) 8.6 39.6 28.7 13.2 5.0 1.8 0.8 1.2 0.5 0.5 0.0 0.2

性別・

年齢

全体
性別

年齢

11.8
15.9 14.0 13.6

11.9
10.0

6.9 7.9

4.2 2.9
0.5 0.7

0%

5%

10%

15%

20%

・「性別」では、「男性」で「600～800 万円未満」、「女性」で「100 万円未満」「所得無し」「100

～200万円未満」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」で「100万円未満」、「25-34歳」で「300～400万円未満」「400～500

万円未満」、「55-64歳」で「所得無し」、「65-74歳」で「200～300万円未満」「100～200万円未

満」「100万円未満」が全体と比較して高い。 
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■ 世帯年収 （Q9. あなたの世帯の年収をお答えください。（回答はひとつ）） 
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万

円

未
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,
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0

万

円

以

上 世

帯

年

収

は

わ

か

ら

な

い

世

帯

年

収

回

答

拒

否

(6000) 1.0 2.9 5.3 8.8 11.7 11.3 9.9 13.7 10.2 8.2 1.9 1.3 13.0 1.0
男性 (2985) 1.1 3.0 3.9 8.2 10.2 12.4 11.0 15.9 12.0 10.0 2.5 1.7 7.6 0.6
女性 (3015) 0.8 2.7 6.7 9.4 13.2 10.1 8.9 11.6 8.5 6.4 1.2 0.9 18.3 1.3
18～24歳 (558) 3.6 10.4 5.0 10.8 12.4 7.2 4.8 7.2 6.1 7.5 1.6 1.8 20.6 1.1
25～34歳 (914) 0.7 1.6 2.6 7.4 11.5 15.3 14.4 15.9 10.7 7.1 1.8 1.2 9.1 0.7
35～44歳 (1203) 0.6 1.4 3.3 6.0 10.8 13.3 11.2 17.6 11.0 9.2 1.8 1.3 11.6 0.7
45～54歳 (1106) 1.1 1.4 4.0 5.2 9.0 8.7 8.5 17.5 15.2 11.3 2.5 1.8 12.7 1.1
55～64歳 (1064) 1.1 2.5 7.3 9.0 8.9 9.4 8.3 12.8 11.4 10.5 2.3 1.2 13.7 1.4
65～74歳 (1155) 0.0 3.4 8.8 15.2 17.6 12.0 10.3 8.3 5.2 3.1 1.0 0.8 13.4 1.0
男性　18～24歳 (285) 4.9 12.6 6.0 9.8 9.5 9.5 5.3 6.7 5.3 7.7 2.5 2.1 16.8 1.4
男性　25～34歳 (463) 1.1 1.1 2.6 6.9 10.2 16.2 15.3 16.6 11.7 8.2 2.4 1.3 6.0 0.4
男性　35～44歳 (608) 0.7 1.6 1.6 4.1 9.2 14.8 10.0 21.9 12.8 11.7 1.8 1.8 7.2 0.7
男性　45～54歳 (555) 0.9 1.8 2.9 2.5 7.2 9.9 11.4 20.7 18.2 12.4 3.4 2.2 6.1 0.4
男性　55～64歳 (525) 0.8 3.0 5.9 8.0 6.7 8.6 9.5 14.5 14.9 14.7 3.2 2.1 7.4 0.8
男性　65～74歳 (549) 0.0 2.4 5.3 19.1 18.0 14.0 12.2 9.8 5.8 3.8 1.6 0.9 6.4 0.5
女性　18～24歳 (273) 2.2 8.1 4.0 11.7 15.4 4.8 4.4 7.7 7.0 7.3 0.7 1.5 24.5 0.7
女性　25～34歳 (451) 0.2 2.2 2.7 8.0 12.9 14.4 13.5 15.1 9.8 6.0 1.1 1.1 12.2 0.9
女性　35～44歳 (595) 0.5 1.2 5.0 7.9 12.4 11.8 12.4 13.3 9.1 6.7 1.8 0.8 16.1 0.8
女性　45～54歳 (551) 1.3 1.1 5.1 7.8 10.9 7.4 5.6 14.3 12.2 10.2 1.6 1.5 19.2 1.8
女性　55～64歳 (539) 1.5 2.0 8.7 10.0 11.1 10.2 7.1 11.1 8.0 6.5 1.5 0.4 19.9 2.0
女性　65～74歳 (606) 0.0 4.3 12.0 11.6 17.2 10.2 8.6 6.9 4.6 2.5 0.3 0.7 19.8 1.3

性別・

年齢

全体
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年齢

1.0
2.9

5.3
8.8

11.7 11.3 9.9
13.7

10.2
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1.9 1.3

13.0

1.0

0%

5%

10%

15%

20%

・「性別」では、「女性」で「世帯年収はわからない」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24 歳」で「世帯年収はわからない」「100 万円未満」、「65-74 歳」で「200

～300万円未満」「300～400万円未満」が全体と比較して高い。 
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3-3 性年齢別結果の詳細 

 
Q10. 日本の財政に関する以下の言葉について、それぞれ「言葉自体を知らない」から「内容を人に説明で

きるくらい詳しい」まで、どの程度ご存知ですか。あてはまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
1.財政 

 
 

 
 

 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

8.0

7.4

8.7

言葉を聞いたことがある程度

45.7

39.5

51.9

内容をまあ知っている

38.9

43.0

34.9

内容を人に説明できるくらい詳

しい

7.3

10.0

4.6

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

8.0

14.0

14.3

9.4

6.6

3.9

4.0

言葉を聞いたことがある程度

45.7

45.9

45.8

52.1

46.0

45.1

39.2

内容をまあ知っている

38.9

29.7

32.8

32.8

40.2

43.2

49.4

内容を人に説明できるくらい詳

しい

7.3

10.4

7.0

5.7

7.1

7.8

7.4

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

8.0

14.0

11.9

8.4

6.5

4.6

2.7

13.9

16.9

10.4

6.7

3.2

5.1

言葉を聞いたことがある程度

45.7

40.7

41.7

45.9

39.3

37.3

32.4

51.3

50.1

58.5

52.8

52.7

45.4

内容をまあ知っている

38.9

30.2

37.8

37.3

44.1

46.5

56.1

29.3

27.7

28.1

36.3

40.1

43.4

内容を人に説明できるくらい詳

しい

7.3

15.1

8.6

8.4

10.1

11.6

8.7

5.5

5.3

3.0

4.2

4.1

6.1

・「性別」では、「女性」で「言葉を聞いたことがある程度」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24 歳」「25-34 歳」で「言葉自体を知らない」、「35-44 歳」で「言葉を聞い

たことがある程度」、「65-74歳」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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2.一般会計 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

14.4

10.7

18.0

言葉を聞いたことがある程度

51.2

44.5

57.8

内容をまあ知っている

28.7

35.9

21.5

内容を人に説明できるくらい詳

しい

5.8

8.9

2.8

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

14.4

29.6

25.5

18.4

10.6

6.8

4.6

言葉を聞いたことがある程度

51.2

45.5

50.4

54.3

55.7

51.2

46.8

内容をまあ知っている

28.7

17.6

19.8

23.0

27.2

35.2

42.3

内容を人に説明できるくらい詳

しい

5.8

7.3

4.3

4.3

6.5

6.9

6.2

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

14.4

25.6

18.6

11.7

8.8

5.3

2.0

33.7

32.6

25.2

12.3

8.2

6.9

言葉を聞いたことがある程度

51.2

41.1

48.6

51.0

47.9

40.6

35.9

50.2

52.3

57.6

63.5

61.6

56.8

内容をまあ知っている

28.7

23.2

26.6

29.8

33.5

42.5

53.6

11.7

12.9

16.1

20.9

28.0

32.2

内容を人に説明できるくらい詳

しい

5.8

10.2

6.3

7.6

9.7

11.6

8.6

4.4

2.2

1.0

3.3

2.2

4.1

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉を聞いたことがある程度」

が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」で「言葉自体を知らない」、「55-64歳」「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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3.特別会計 

 
 

 
 

 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

21.5

15.5

27.3

言葉を聞いたことがある程度

50.9

46.9

54.9

内容をまあ知っている

22.8

30.2

15.4

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.9

7.4

2.4

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

21.5

41.6

35.2

26.9

17.2

12.4

7.5

言葉を聞いたことがある程度

50.9

38.0

45.8

50.7

54.0

56.1

53.8

内容をまあ知っている

22.8

13.4

15.3

18.8

22.9

25.6

34.5

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.9

7.0

3.6

3.6

6.0

5.9

4.2

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

21.5

31.6

25.7

18.6

13.2

9.1

3.6

52.0

45.0

35.5

21.2

15.6

11.1

言葉を聞いたことがある程度

50.9

42.5

48.2

49.5

47.4

45.7

46.1

33.3

43.5

51.9

60.6

66.2

60.7

内容をまあ知っている

22.8

16.1

21.2

25.8

30.8

35.4

44.3

10.6

9.3

11.6

14.9

16.0

25.7

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.9

9.8

5.0

6.1

8.6

9.7

6.0

4.0

2.2

1.0

3.3

2.2

2.5

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉自体を知らない」が全体

と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「55-64歳」で「言

葉を聞いたことがある程度」、「65-74歳」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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4.歳入と歳出 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

13.5

10.4

16.7

言葉を聞いたことがある程度

38.9

32.6

45.2

内容をまあ知っている

38.4

44.1

32.7

内容を人に説明できるくらい詳

しい

9.2

13.0

5.5

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

13.5

23.5

24.2

19.0

10.5

6.1

4.4

言葉を聞いたことがある程度

38.9

36.6

38.8

43.1

42.7

38.9

32.0

内容をまあ知っている

38.4

27.4

29.0

30.5

37.9

46.0

52.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

9.2

12.5

8.0

7.4

9.0

9.0

10.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

13.5

22.8

17.9

13.2

7.7

5.1

2.2

24.2

30.6

24.9

13.2

7.1

6.4

言葉を聞いたことがある程度

38.9

31.9

36.5

37.3

35.1

29.5

24.6

41.4

41.2

49.1

50.3

48.1

38.8

内容をまあ知っている

38.4

28.1

34.1

38.8

44.9

51.2

59.0

26.7

23.7

22.0

30.9

40.8

46.9

内容を人に説明できるくらい詳

しい

9.2

17.2

11.4

10.7

12.3

14.1

14.2

7.7

4.4

4.0

5.6

4.1

7.9

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉を聞いたことがある程度」

が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「55-64歳」「65-74

歳」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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5.国債 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

6.8

5.8

7.8

言葉を聞いたことがある程度

35.7

29.0

42.3

内容をまあ知っている

44.8

47.9

41.7

内容を人に説明できるくらい詳

しい

12.8

17.4

8.2

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

6.8

12.5

11.3

8.8

5.7

3.2

2.9

言葉を聞いたことがある程度

35.7

37.1

37.1

41.2

37.8

34.5

27.2

内容をまあ知っている

44.8

34.9

38.9

39.6

44.9

48.8

55.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

12.8

15.4

12.7

10.4

11.6

13.5

14.4

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

6.8

13.0

9.1

6.7

4.7

3.8

1.3

12.1

13.5

10.9

6.7

2.6

4.3

言葉を聞いたことがある程度

35.7

30.2

31.1

34.7

31.7

25.3

20.9

44.3

43.2

47.9

43.9

43.4

32.8

内容をまあ知っている

44.8

36.5

42.8

42.4

47.7

52.6

59.7

33.3

35.0

36.6

42.1

45.1

51.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

12.8

20.4

17.1

16.1

15.9

18.3

18.0

10.3

8.2

4.5

7.3

8.9

11.1

・「性別」では、「女性」で「言葉を聞いたことがある程度」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24 歳」で「言葉自体を知らない」、「35-44 歳」で「言葉を聞いたことがあ

る程度」、「65-74歳」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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6.長期債務残高 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

31.8

23.8

39.8

言葉を聞いたことがある程度

42.2

40.9

43.5

内容をまあ知っている

21.6

28.5

14.7

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.4

6.9

2.0

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

31.8

44.8

44.2

38.0

30.0

22.8

19.4

言葉を聞いたことがある程度

42.2

33.7

37.4

42.0

45.4

46.1

43.5

内容をまあ知っている

21.6

15.9

15.2

17.1

20.1

24.5

32.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.4

5.6

3.2

2.9

4.5

6.5

4.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

31.8

41.8

33.5

25.5

22.3

17.1

12.2

48.0

55.2

50.8

37.7

28.4

25.9

言葉を聞いたことがある程度

42.2

30.5

41.9

45.6

43.2

39.8

38.8

37.0

32.8

38.3

47.5

52.3

47.9

内容をまあ知っている

21.6

18.9

19.9

23.7

27.7

32.0

43.4

12.8

10.4

10.4

12.3

17.3

22.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.4

8.8

4.8

5.3

6.7

11.0

5.6

2.2

1.6

0.5

2.4

2.0

3.5

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉自体を知らない」が全体

と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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7.財政健全化目標 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

34.5

23.5

45.3

言葉を聞いたことがある程度

41.7

42.1

41.3

内容をまあ知っている

19.8

27.9

11.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.0

6.5

1.6

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

34.5

47.0

47.4

40.9

35.1

25.8

19.0

言葉を聞いたことがある程度

41.7

33.0

34.5

39.6

43.2

47.9

46.5

内容をまあ知っている

19.8

14.3

14.1

16.5

17.5

21.2

31.4

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.0

5.7

4.0

3.1

4.2

5.1

3.0

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

34.5

38.9

32.8

26.8

24.1

16.8

9.8

55.3

62.3

55.3

46.1

34.5

27.4

言葉を聞いたことがある程度

41.7

34.7

41.0

43.1

43.6

44.2

42.1

31.1

27.7

36.0

42.8

51.6

50.5

内容をまあ知っている

19.8

17.2

19.9

24.3

25.8

30.5

44.1

11.4

8.2

8.4

9.3

12.2

20.0

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.0

9.1

6.3

5.8

6.5

8.6

4.0

2.2

1.8

0.3

1.8

1.7

2.1

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉自体を知らない」が全体

と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「55-64歳」で「言

葉を聞いたことがある程度」、「65-74歳」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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8.プライマリーバランス 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

42.6

29.7

55.3

言葉を聞いたことがある程度

37.2

39.6

34.8

内容をまあ知っている

16.1

23.8

8.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.2

6.9

1.4

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

42.6

50.2

53.1

49.8

41.1

35.9

30.6

言葉を聞いたことがある程度

37.2

33.2

31.3

33.7

40.3

39.9

41.7

内容をまあ知っている

16.1

11.6

11.9

12.6

14.1

19.5

24.2

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.2

5.0

3.7

4.0

4.4

4.7

3.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

42.6

44.6

39.7

36.2

28.3

22.3

15.1

56.0

66.7

63.7

54.1

49.2

44.6

言葉を聞いたことがある程度

37.2

34.0

36.7

36.2

43.8

40.6

43.4

32.2

25.7

31.1

36.8

39.3

40.3

内容をまあ知っている

16.1

14.0

17.5

20.4

21.1

29.1

35.5

9.2

6.2

4.5

7.1

10.0

14.0

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.2

7.4

6.0

7.2

6.8

8.0

6.0

2.6

1.3

0.7

2.0

1.5

1.2

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉自体を知らない」が全体

と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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9.社会保障と税の一体改革 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

25.3

17.6

32.9

言葉を聞いたことがある程度

45.7

43.0

48.3

内容をまあ知っている

24.5

32.6

16.5

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.6

6.9

2.3

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

25.3

39.4

35.7

31.0

22.7

17.4

13.9

言葉を聞いたことがある程度

45.7

37.8

41.0

45.1

50.2

48.9

46.5

内容をまあ知っている

24.5

17.6

18.4

20.0

22.4

28.2

35.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.6

5.2

4.9

3.9

4.7

5.5

3.7

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

25.3

35.4

25.3

20.7

16.2

11.2

5.6

43.6

46.3

41.5

29.2

23.4

21.5

言葉を聞いたことがある程度

45.7

34.4

43.6

45.4

47.7

41.7

40.8

41.4

38.4

44.7

52.6

55.8

51.7

内容をまあ知っている

24.5

21.1

23.8

27.3

29.4

38.3

49.5

13.9

12.9

12.6

15.4

18.4

23.4

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.6

9.1

7.3

6.6

6.7

8.8

4.0

1.1

2.4

1.2

2.7

2.4

3.5

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉自体を知らない」が全体

と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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10.消費税率引上げ分の使い道 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

15.4

12.7

18.0

言葉を聞いたことがある程度

45.2

40.0

50.4

内容をまあ知っている

34.0

39.6

28.5

内容を人に説明できるくらい詳

しい

5.4

7.7

3.1

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

15.4

26.0

21.8

18.2

15.0

10.7

6.8

言葉を聞いたことがある程度

45.2

41.0

45.3

48.7

48.6

45.0

40.5

内容をまあ知っている

34.0

25.4

28.0

28.4

30.7

39.0

47.2

内容を人に説明できるくらい詳

しい

5.4

7.5

4.9

4.7

5.6

5.3

5.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

15.4

25.3

19.0

14.8

12.1

8.4

3.3

26.7

24.6

21.7

18.0

13.0

10.1

言葉を聞いたことがある程度

45.2

36.1

41.9

44.1

42.0

38.5

35.2

46.2

48.8

53.4

55.4

51.4

45.4

内容をまあ知っている

34.0

28.8

32.0

33.9

37.5

45.0

55.0

22.0

23.9

22.9

24.0

33.2

40.1

内容を人に説明できるくらい詳

しい

5.4

9.8

7.1

7.2

8.5

8.2

6.6

5.1

2.7

2.0

2.7

2.4

4.5

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉を聞いたことがある程度」

が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」で「言葉自体を知らない」、「55-64歳」「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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11.全世代型社会保障  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

35.7

27.6

43.8

言葉を聞いたことがある程度

41.4

41.5

41.2

内容をまあ知っている

19.0

25.1

12.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.0

5.8

2.2

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

35.7

42.7

45.0

41.8

36.5

29.9

23.3

言葉を聞いたことがある程度

41.4

36.6

35.2

39.7

43.3

43.5

46.5

内容をまあ知っている

19.0

14.0

15.9

15.0

16.7

22.5

26.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.0

6.8

3.9

3.5

3.4

4.1

3.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

35.7

36.8

33.3

31.6

28.6

23.4

16.4

48.7

57.0

52.3

44.5

36.2

29.5

言葉を聞いたことがある程度

41.4

34.7

39.7

41.6

43.8

41.1

44.6

38.5

30.6

37.6

42.8

45.8

48.2

内容をまあ知っている

19.0

18.2

21.6

20.6

22.7

29.0

35.5

9.5

10.0

9.4

10.7

16.1

18.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.0

10.2

5.4

6.3

4.9

6.5

3.5

3.3

2.4

0.7

2.0

1.9

3.5

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉自体を知らない」が全体

と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」「言葉を聞いたことがある程度」が全体と比較して高い。 
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12.将来世代への負担の先送り 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

17.4

13.0

21.8

言葉を聞いたことがある程度

37.1

32.6

41.5

内容をまあ知っている

36.8

42.6

31.1

内容を人に説明できるくらい詳

しい

8.7

11.8

5.7

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

17.4

29.4

25.3

22.5

15.4

11.2

7.6

言葉を聞いたことがある程度

37.1

32.4

36.3

38.2

40.0

38.0

35.1

内容をまあ知っている

36.8

26.7

30.3

32.1

35.5

41.2

49.1

内容を人に説明できるくらい詳

しい

8.7

11.5

8.1

7.2

9.1

9.7

8.2

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

17.4

27.7

18.1

14.3

12.3

9.3

3.6

31.1

32.6

30.9

18.5

13.0

11.2

言葉を聞いたことがある程度

37.1

28.1

34.3

35.2

35.7

29.5

30.4

37.0

38.4

41.2

44.3

46.2

39.3

内容をまあ知っている

36.8

29.5

36.5

39.1

40.2

47.2

56.5

23.8

23.9

24.9

30.9

35.3

42.4

内容を人に説明できるくらい詳

しい

8.7

14.7

11.0

11.3

11.9

13.9

9.5

8.1

5.1

3.0

6.4

5.6

7.1

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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13.少子高齢化に伴う社会保障費増大 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

13.5

11.0

16.0

言葉を聞いたことがある程度

35.5

31.3

39.6

内容をまあ知っている

40.9

44.3

37.5

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.1

13.4

6.9

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

13.5

21.1

19.9

17.0

12.6

9.4

5.9

言葉を聞いたことがある程度

35.5

33.7

33.7

37.3

37.3

34.8

34.7

内容をまあ知っている

40.9

32.1

34.9

35.7

41.0

46.2

50.1

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.1

13.1

11.5

10.0

9.1

9.6

9.3

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

13.5

22.8

15.6

12.8

9.9

7.6

3.5

19.4

24.4

21.2

15.2

11.1

8.1

言葉を聞いたことがある程度

35.5

31.2

30.9

33.9

35.3

27.2

28.8

36.3

36.6

40.8

39.4

42.1

40.1

内容をまあ知っている

40.9

29.1

38.2

38.8

43.1

50.7

58.5

35.2

31.5

32.6

38.8

41.9

42.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.1

16.8

15.3

14.5

11.7

14.5

9.3

9.2

7.5

5.4

6.5

4.8

9.2

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」で「言葉自体を知らない」、「55-64歳」「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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14.受益と負担 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

31.3

23.4

39.2

言葉を聞いたことがある程度

40.5

38.0

42.9

内容をまあ知っている

23.3

31.0

15.7

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.9

7.6

2.2

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

31.3

44.3

42.6

38.7

31.3

22.4

16.9

言葉を聞いたことがある程度

40.5

32.4

37.9

40.4

41.8

44.7

41.3

内容をまあ知っている

23.3

16.8

16.6

17.0

21.9

27.2

36.1

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.9

6.5

3.0

4.0

5.1

5.7

5.7

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

31.3

40.0

32.0

27.5

25.4

16.0

8.0

48.7

53.4

50.1

37.2

28.6

24.9

言葉を聞いたことがある程度

40.5

31.6

40.8

41.1

37.1

38.1

36.2

33.3

34.8

39.7

46.5

51.2

45.9

内容をまあ知っている

23.3

18.6

22.5

24.2

29.5

37.1

47.9

15.0

10.6

9.6

14.2

17.4

25.4

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.9

9.8

4.8

7.2

7.9

8.8

7.8

2.9

1.1

0.7

2.2

2.8

3.8

・「性別」では、「男性」で「内容をまあ知っている」、「女性」で「言葉自体を知らない」が全体

と比較して高い。 

「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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15.公共サービス 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

6.5

6.5

6.5

言葉を聞いたことがある程度

34.3

32.0

36.6

内容をまあ知っている

48.4

48.9

47.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.8

12.6

9.1

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

6.5

10.8

10.9

8.1

5.5

3.7

3.0

言葉を聞いたことがある程度

34.3

33.7

32.6

39.4

33.5

34.2

31.3

内容をまあ知っている

48.4

39.6

44.0

42.6

50.0

52.0

57.3

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.8

15.9

12.5

10.0

10.9

10.2

8.3

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

6.5

14.4

11.4

7.2

5.0

4.0

1.5

7.0

10.4

8.9

6.0

3.3

4.5

言葉を聞いたことがある程度

34.3

34.0

31.3

37.2

33.0

29.9

26.6

33.3

33.9

41.7

34.1

38.4

35.6

内容をまあ知っている

48.4

34.4

42.8

43.3

49.2

53.5

63.4

45.1

45.2

41.8

50.8

50.5

51.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.8

17.2

14.5

12.3

12.8

12.6

8.6

14.7

10.4

7.6

9.1

7.8

8.1

・「年齢」では、「18-24 歳」で「内容を人に説明できるくらい詳しい」、「35-44 歳」で「言葉を

聞いたことがある程度」、「65-74歳」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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16.国民負担率 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

24.9

21.7

28.2

言葉を聞いたことがある程度

48.2

44.6

51.7

内容をまあ知っている

22.7

27.7

17.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.2

6.0

2.4

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

24.9

31.7

33.2

28.4

24.4

19.7

16.8

言葉を聞いたことがある程度

48.2

43.4

44.1

48.9

49.1

49.8

50.6

内容をまあ知っている

22.7

18.5

18.3

19.9

22.8

25.0

29.1

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.2

6.5

4.5

2.8

3.7

5.5

3.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

24.9

31.2

28.5

24.5

19.5

18.5

13.1

32.2

37.9

32.4

29.4

21.0

20.1

言葉を聞いたことがある程度

48.2

40.0

42.8

44.9

47.4

42.7

47.4

46.9

45.5

52.9

50.8

56.8

53.6

内容をまあ知っている

22.7

19.6

22.5

25.7

27.6

31.0

35.5

17.2

14.0

13.9

18.0

19.1

23.3

内容を人に説明できるくらい詳

しい

4.2

9.1

6.3

4.9

5.6

7.8

4.0

3.7

2.7

0.7

1.8

3.2

3.0

・「年齢」では、「18-24 歳」「25-34 歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74 歳」で「内容をまあ

知っている」が全体と比較して高い。 
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17.軽減税率 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

5.3

5.4

5.2

言葉を聞いたことがある程度

27.8

24.4

31.1

内容をまあ知っている

49.7

50.2

49.2

内容を人に説明できるくらい詳

しい

17.3

20.1

14.5

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

5.3

8.8

8.5

5.5

5.6

3.0

2.7

言葉を聞いたことがある程度

27.8

25.4

25.3

30.0

30.0

26.4

27.6

内容をまあ知っている

49.7

38.9

47.6

46.8

49.5

55.3

54.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

17.3

26.9

18.6

17.7

14.9

15.3

15.1

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

5.3

10.9

8.4

5.6

5.0

3.4

1.8

6.6

8.6

5.4

6.2

2.6

3.5

言葉を聞いたことがある程度

27.8

23.9

23.5

27.1

27.6

22.9

20.6

27.1

27.1

32.9

32.5

29.9

34.0

内容をまあ知っている

49.7

33.3

47.9

45.7

49.9

57.0

59.6

44.7

47.2

47.9

49.0

53.6

50.2

内容を人に説明できるくらい詳

しい

17.3

31.9

20.1

21.5

17.5

16.8

18.0

21.6

17.1

13.8

12.3

13.9

12.4

・「年齢」では、「18-24 歳」で「内容を人に説明できるくらい詳しい」、「55-64 歳」で「内容を

まあ知っている」が全体と比較して高い。 
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18.幼児教育・保育の無償化 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

7.3

8.4

6.3

言葉を聞いたことがある程度

29.6

30.3

29.0

内容をまあ知っている

50.1

48.6

51.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

13.0

12.7

13.2

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

7.3

13.6

10.3

7.8

7.4

4.8

3.7

言葉を聞いたことがある程度

29.6

31.9

24.0

30.7

34.3

30.2

26.9

内容をまあ知っている

50.1

39.4

48.7

46.7

46.8

53.6

59.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

13.0

15.1

17.1

14.8

11.5

11.5

9.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

7.3

18.2

11.7

8.7

7.4

6.3

3.3

8.8

8.9

6.9

7.4

3.3

4.1

言葉を聞いたことがある程度

29.6

30.5

26.1

32.1

36.9

28.4

26.8

33.3

21.7

29.2

31.6

31.9

27.1

内容をまあ知っている

50.1

35.8

47.1

44.4

44.5

53.0

61.2

43.2

50.3

49.1

49.2

54.2

58.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

13.0

15.4

15.1

14.8

11.2

12.4

8.7

14.7

19.1

14.8

11.8

10.6

10.2

・「年齢」では、「18-24歳」で「言葉自体を知らない」、「65-74歳」で「内容をまあ知っている」

が全体と比較して高い。 
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19.高等教育の無償化 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

11.1

10.0

12.2

言葉を聞いたことがある程度

35.3

33.6

36.9

内容をまあ知っている

44.0

45.2

42.9

内容を人に説明できるくらい詳

しい

9.6

11.2

8.0

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

11.1

17.7

17.6

14.6

8.7

7.0

5.1

言葉を聞いたことがある程度

35.3

34.4

36.3

37.4

37.3

32.8

33.0

内容をまあ知っている

44.0

33.9

36.8

39.8

42.9

50.8

53.9

内容を人に説明できるくらい詳

しい

9.6

14.0

9.3

8.1

11.1

9.5

8.0

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

11.1

19.3

14.9

11.7

8.1

6.9

4.0

16.1

20.4

17.6

9.3

7.1

6.1

言葉を聞いたことがある程度

35.3

30.9

35.9

35.0

37.8

29.1

31.3

38.1

36.8

39.8

36.7

36.4

34.5

内容をまあ知っている

44.0

32.3

37.4

42.4

43.2

51.8

57.4

35.5

36.1

37.1

42.6

49.7

50.8

内容を人に説明できるくらい詳

しい

9.6

17.5

11.9

10.9

10.8

12.2

7.3

10.3

6.7

5.4

11.4

6.9

8.6

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」で「言葉自体を知らない」、「55-64歳」「65-74歳」で「内

容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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20.人生100年時代 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

言葉自体を知らない

11.2

11.2

11.2

言葉を聞いたことがある程度

38.4

36.3

40.5

内容をまあ知っている

40.0

40.7

39.3

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.4

11.8

9.0

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

言葉自体を知らない

11.2

18.3

15.5

15.6

11.1

6.6

4.2

言葉を聞いたことがある程度

38.4

33.9

35.9

39.8

41.1

39.0

37.9

内容をまあ知っている

40.0

31.0

36.1

36.0

38.2

45.5

48.1

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.4

16.8

12.5

8.6

9.5

8.9

9.8

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

言葉自体を知らない

11.2

20.4

14.0

14.6

12.1

6.7

3.6

16.1

17.1

16.6

10.2

6.5

4.6

言葉を聞いたことがある程度

38.4

30.2

34.8

38.3

39.8

35.6

35.7

37.7

37.0

41.3

42.5

42.3

39.9

内容をまあ知っている

40.0

29.5

36.3

36.2

38.7

45.9

52.1

32.6

35.9

35.8

37.7

45.1

44.6

内容を人に説明できるくらい詳

しい

10.4

20.0

14.9

10.9

9.4

11.8

8.6

13.6

10.0

6.2

9.6

6.1

10.9

・「年齢」では、「18-24 歳」で「言葉自体を知らない」「内容を人に説明できるくらい詳しい」、

「55-64歳」「65-74歳」で「内容をまあ知っている」が全体と比較して高い。 
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Q11. 国の収入と支出のバランスを「財政」と言います。あなたは現在の日本の財政状況について、どう感

じていますか。あてはまるものをお選びください。（回答はひとつ） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

とても安心している

1.1

1.6

0.6

安心している

1.7

2.6

0.7

やや安心している

3.8

5.0

2.7

どちらとも

いえない

16.1

17.6

14.6

やや不安を

感じている

25.3

24.4

26.2

不安を感じている

27.4

25.9

28.9

とても不安を

感じている

24.6

22.9

26.3

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

とても安心している

1.1

2.3

1.5

1.2

0.9

0.8

0.5

安心している

1.7

3.0

1.9

1.5

0.9

1.8

1.6

やや安心している

3.8

5.6

4.9

3.9

2.8

3.0

3.8

どちらとも

いえない

16.1

20.8

17.7

16.5

16.9

15.5

11.8

やや不安を

感じている

25.3

26.0

25.5

22.3

25.0

25.2

28.2

不安を感じている

27.4

21.7

25.7

25.1

27.4

30.6

31.1

とても不安を

感じている

24.6

20.6

22.8

29.4

26.0

23.1

22.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

とても安心している

1.1

4.2

2.6

1.6

1.1

1.1

0.5

0.4

0.4

0.8

0.7

0.4

0.5

安心している

1.7

3.9

3.0

2.1

1.6

3.2

2.6

2.2

0.7

0.8

0.2

0.4

0.8

やや安心している

3.8

7.4

7.1

5.3

4.0

3.8

3.8

3.7

2.7

2.5

1.6

2.2

3.8

どちらとも

いえない

16.1

25.6

19.4

17.3

19.5

17.7

10.2

15.8

16.0

15.8

14.3

13.4

13.2

やや不安を

感じている

25.3

23.2

23.5

21.9

24.3

24.2

28.6

28.9

27.5

22.7

25.8

26.2

27.9

不安を感じている

27.4

18.6

22.7

25.7

26.1

26.5

32.1

24.9

28.8

24.5

28.7

34.7

30.2

とても不安を

感じている

24.6

17.2

21.6

26.2

23.4

23.4

22.2

24.2

23.9

32.8

28.7

22.8

23.6

・「性別・年齢」では、「男性 18～24歳」で「どちらともいえない」、「女性 35～44歳」で「と

ても不安を感じている」、「女性 55～64歳」で「不安を感じている」が全体と比較して高い。 
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Q12. 現在の財政状況に不安を感じている理由をお選びください。（複数選択可） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

国

の

予

算

の

使

い

方

に

無

駄

が

多

そ

う

だ

か

ら

財

政

赤

字

が

続

い

て

い

る

か

ら 子

供

や

孫

な

ど

の

将

来

世

代

に

国

の

借

金

の

負

担

を

先

送

り

し

て

い

る

か

ら

自

分

の

年

金

が

減

額

さ

れ

る

／

受

け

取

れ

な

い

可

能

性

が

あ

り

そ

う

だ

か

ら

人

口

に

お

け

る

現

役

世

代

の

割

合

が

減

っ
て

い

る

か

ら

今

後

も

消

費

税

率

引

き

上

げ

な

ど

、
増

税

が

あ

り

そ

う

だ

か

ら

医

療

費

の

自

己

負

担

が

増

加

し

そ

う

だ

か

ら

国

の

社

会

保

障

費

が

増

大

し

て

い

る

か

ら

こ

の

ま

ま

で

は

借

金

を

返

せ

ず

財

政

破

綻

し

そ

う

だ

か

ら

経

済

成

長

し

て

お

ら

ず

、
税

収

が

増

え

て

な

さ

そ

う

だ

か

ら 国

が

何

か

隠

し

て

い

そ

う

だ

か

ら

社

会

の

セ
ー

フ

テ

ィ
ネ

ッ
ト

（
最

低

限

の

保

障

）
を

維

持

で

き

な

さ

そ

う

だ

か

ら

政

策

に

よ

る

税

収

の

増

加

が

見

込

め

な

さ

そ

う

だ

か

ら

わ

か

り

や

す

い

情

報

が

不

足

し

て

い

る

か

ら

教

育

や

治

安

対

策

等

、
生

活

に

直

接

影

響

す

る

予

算

が

減

り

そ

う

だ

か

ら

そ

の

他

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(4639) 58.4 55.0 54.3 52.9 52.0 45.2 43.1 40.3 36.0 34.0 31.1 26.7 25.0 23.9 16.8 1.7 5.96
男性 (2184) 54.3 53.4 51.9 46.4 51.6 40.2 39.2 44.3 37.2 35.9 29.4 26.6 25.1 22.2 15.6 1.9 5.75
女性 (2455) 62.0 56.5 56.5 58.6 52.2 49.7 46.6 36.7 34.9 32.3 32.6 26.9 24.9 25.4 17.9 1.5 6.15
18～24歳 (381) 51.2 44.6 44.6 56.2 44.9 47.0 36.2 33.6 28.1 28.9 37.5 20.5 23.1 26.8 21.0 0.8 5.45
25～34歳 (676) 58.4 48.1 51.9 61.5 50.3 50.3 38.8 37.4 33.0 32.8 35.2 26.3 24.3 30.0 22.9 1.8 6.03
35～44歳 (924) 58.0 51.8 52.4 60.4 48.5 47.0 42.0 36.5 33.4 31.9 32.1 27.6 23.6 25.1 16.9 2.3 5.90
45～54歳 (868) 55.5 51.4 49.1 58.5 50.9 44.8 42.4 40.8 34.2 33.1 29.3 26.7 22.6 22.1 15.2 1.2 5.78
55～64歳 (840) 58.1 61.5 56.0 50.5 53.1 41.4 47.5 43.1 39.6 34.6 28.3 25.8 25.6 22.1 13.9 2.0 6.03
65～74歳 (950) 64.4 64.7 65.3 34.9 59.3 42.9 46.8 45.7 42.0 39.3 28.7 29.5 29.3 20.4 14.7 1.8 6.30
男性　18～24歳 (168) 41.7 41.7 41.1 46.4 44.0 39.9 32.7 38.1 25.0 31.0 35.1 20.2 25.6 23.2 19.6 0.6 5.06
男性　25～34歳 (314) 53.2 43.0 48.4 54.1 52.2 44.6 36.6 43.0 31.8 36.0 31.5 28.0 24.8 26.8 19.4 1.3 5.75
男性　35～44歳 (448) 54.2 48.9 50.0 52.2 46.4 38.6 39.1 39.3 32.1 31.5 29.2 26.8 21.4 21.9 15.2 2.7 5.50
男性　45～54歳 (410) 50.5 51.2 47.1 49.8 50.7 38.3 36.8 42.9 37.6 34.1 28.3 25.1 22.4 22.9 15.1 0.5 5.53
男性　55～64歳 (389) 54.5 62.5 55.5 46.0 54.8 37.5 44.2 50.4 46.3 37.8 26.7 27.8 26.7 20.8 14.7 3.3 6.10
男性　65～74歳 (455) 63.1 63.5 61.5 32.7 57.4 42.6 41.5 48.4 42.2 42.0 29.2 27.9 29.7 19.6 13.2 2.2 6.17
女性　18～24歳 (213) 58.7 46.9 47.4 63.8 45.5 52.6 39.0 30.0 30.5 27.2 39.4 20.7 21.1 29.6 22.1 0.9 5.76
女性　25～34歳 (362) 63.0 52.5 55.0 68.0 48.6 55.2 40.6 32.6 34.0 30.1 38.4 24.9 23.8 32.9 26.0 2.2 6.28
女性　35～44歳 (476) 61.6 54.6 54.6 68.1 50.4 54.8 44.7 33.8 34.7 32.4 34.9 28.4 25.6 28.2 18.5 1.9 6.27
女性　45～54歳 (458) 60.0 51.5 50.9 66.4 51.1 50.7 47.4 38.9 31.2 32.1 30.1 28.2 22.7 21.4 15.3 1.7 6.00
女性　55～64歳 (451) 61.2 60.8 56.3 54.3 51.7 44.8 50.3 36.8 33.9 31.9 29.7 24.2 24.6 23.3 13.3 0.9 5.98
女性　65～74歳 (495) 65.7 65.9 68.7 37.0 61.0 43.2 51.7 43.2 41.8 36.8 28.3 30.9 28.9 21.2 16.2 1.4 6.42

性別・

年齢

全体
性別

年齢

58.4 55.0 54.3 52.9 52.0 45.2 43.1 40.3 36.0 34.0 31.1 26.7 25.0 23.9 16.8
1.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

・「性別」では、「女性」で「自分の年金が減額される／受け取れない可能性がありそうだから」

が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24 歳」で「国が何か隠していそうだから」、「25-34 歳」で「自分の年金が

減額される／受け取れない可能性がありそうだから」「わかりやすい情報が不足しているから」

「教育や治安対策等、生活に直接影響する予算が減りそうだから」「今後も消費税率引き上げな

ど、増税がありそうだから」、「35-44 歳」「45-54 歳」で「自分の年金が減額される／受け取れ

ない可能性がありそうだから」、「55-64歳」で「財政赤字が続いているから」、「65-74歳」で「子

供や孫などの将来世代に国の借金の負担を先送りしているから」「財政赤字が続いているから」

「人口における現役世代の割合が減っているから」が全体と比較して高い。 

※n=（Q11で「やや不安を感じている」「不安を感じている」「とても不安を感じている」を選択の人） 
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Q13. あなたは 10 年後の日本の財政はどうなっていると思いますか。あてはまるものをお選びください。

（回答はひとつ） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

今よりとても良い

状態になっている

0.6

0.9

0.2

今より良い

状態になっている

1.1

1.6

0.6

今よりやや良い

状態になっている

3.0

4.3

1.8

今と変わらない

16.4

18.0

14.9

今よりやや厳しい

状態になっている

31.1

28.7

33.5

今より厳しい

状態になっている

29.0

27.7

30.2

今よりとても厳しい

状態になっている

18.9

18.9

18.8

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

今よりとても良い

状態になっている

0.6

1.1

1.0

0.5

0.5

0.4

0.2

今より良い

状態になっている

1.1

2.5

1.0

1.2

1.1

0.9

0.4

今よりやや良い

状態になっている

3.0

5.0

5.1

3.0

2.4

2.1

1.9

今と変わらない

16.4

16.3

18.4

18.0

15.6

17.2

13.4

今よりやや厳しい

状態になっている

31.1

28.5

26.8

29.3

31.7

31.8

36.5

今より厳しい

状態になっている

29.0

27.1

27.8

26.1

28.5

30.8

32.5

今よりとても厳しい

状態になっている

18.9

19.5

19.9

22.0

20.2

16.8

15.1

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

今よりとても良い

状態になっている

0.6

1.8

1.9

1.0

0.4

0.8

0.2

0.4

0.0

0.0

0.7

0.0

0.2

今より良い

状態になっている

1.1

3.2

1.5

1.5

1.8

1.5

0.7

1.8

0.4

0.8

0.4

0.4

0.2

今よりやや良い

状態になっている

3.0

7.0

7.1

3.8

3.2

3.4

2.7

2.9

3.1

2.2

1.6

0.7

1.2

今と変わらない

16.4

22.1

19.4

17.6

16.8

18.5

15.7

10.3

17.3

18.3

14.3

16.0

11.4

今よりやや厳しい

状態になっている

31.1

24.6

24.0

27.8

32.6

28.4

32.4

32.6

29.7

30.8

30.9

35.1

40.3

今より厳しい

状態になっている

29.0

24.2

25.9

26.2

24.7

28.8

34.6

30.0

29.7

26.1

32.3

32.8

30.5

今よりとても厳しい

状態になっている

18.9

17.2

20.1

22.2

20.5

18.7

13.7

22.0

19.7

21.8

19.8

15.0

16.3

・「年齢」では、「65-74歳」で「今よりやや厳しい状態になっている」が全体と比較して高い。 
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Q14.厳しい状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

少

子

高

齢

化

で

働

く

人

の

数

が

減

っ
て

税

収

も

減

り

そ

う

だ

か

ら

高

齢

者

の

増

加

が

様

々

な

影

響

を

与

え

そ

う

だ

か

ら

国

の

借

金

が

増

え

そ

う

だ

か

ら

無

駄

な

支

出

（
歳

出

）
を

削

減

で

き

な

さ

そ

う

だ

か

ら

日

本

経

済

は

良

く

な

ら

な

さ

そ

う

だ

か

ら

社

会

保

障

費

の

増

加

を

抑

え

る

政

策

が

進

ま

な

さ

そ

う

だ

か

ら

国

の

支

出

（
歳

出

）
が

増

え

そ

う

だ

か

ら

国

の

収

入

（
税

収

）
が

減

り

そ

う

だ

か

ら

安

定

的

な

税

収

を

得

る

た

め

の

税

制

改

革

が

進

ま

な

さ

そ

う

だ

か

ら

金

利

が

上

昇

し

て

経

済

に

悪

影

響

が

出

そ

う

だ

か

ら

そ

の

他

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(4736) 67.1 60.9 55.0 48.7 42.3 38.7 38.4 37.6 24.5 13.6 1.6 4.29
男性 (2248) 66.1 58.7 54.0 47.9 40.0 40.6 40.7 40.3 25.8 12.5 1.9 4.29
女性 (2488) 68.1 62.9 55.9 49.5 44.4 37.0 36.3 35.2 23.3 14.5 1.4 4.28
18～24歳 (419) 59.9 57.8 46.5 42.5 44.2 27.9 31.7 31.3 21.2 15.5 0.5 3.79
25～34歳 (681) 63.6 59.0 51.2 46.8 48.9 37.9 38.0 38.0 27.8 18.9 1.5 4.32
35～44歳 (931) 64.9 59.5 52.5 44.6 45.8 36.8 36.7 38.0 25.3 16.0 1.7 4.22
45～54歳 (889) 65.8 58.9 51.2 48.7 41.3 40.6 36.0 35.5 22.4 13.2 1.6 4.15
55～64歳 (845) 69.8 62.0 60.5 48.0 39.2 42.4 40.7 38.1 25.9 12.4 2.0 4.41
65～74歳 (971) 73.7 65.7 62.6 57.3 37.3 40.8 43.4 41.2 23.4 8.0 2.0 4.55
男性　18～24歳 (188) 58.5 54.8 38.3 38.8 38.8 27.7 29.8 31.4 18.6 14.9 0.5 3.52
男性　25～34歳 (324) 64.5 59.6 46.0 45.1 45.7 40.4 40.7 40.1 29.9 16.7 1.2 4.30
男性　35～44歳 (463) 60.9 55.5 52.7 43.4 42.5 39.3 39.5 41.7 25.7 14.0 2.2 4.17
男性　45～54歳 (432) 64.4 56.3 51.9 47.5 38.9 40.5 37.5 40.3 23.4 11.8 1.4 4.14
男性　55～64歳 (398) 71.4 61.6 64.8 49.5 37.4 45.7 45.0 41.5 28.1 13.1 2.8 4.61
男性　65～74歳 (443) 72.7 63.0 60.5 57.3 37.2 43.1 46.0 41.8 26.2 7.2 2.5 4.58
女性　18～24歳 (231) 61.0 60.2 53.2 45.5 48.5 28.1 33.3 31.2 23.4 16.0 0.4 4.01
女性　25～34歳 (357) 62.7 58.5 56.0 48.5 51.8 35.6 35.6 36.1 25.8 21.0 1.7 4.33
女性　35～44歳 (468) 68.8 63.5 52.4 45.7 48.9 34.4 34.0 34.4 25.0 17.9 1.3 4.26
女性　45～54歳 (457) 67.2 61.5 50.5 49.9 43.5 40.7 34.6 31.1 21.4 14.4 1.8 4.17
女性　55～64歳 (447) 68.5 62.4 56.6 46.8 40.7 39.4 36.9 35.1 23.9 11.9 1.3 4.23
女性　65～74歳 (528) 74.6 68.0 64.4 57.2 37.3 38.8 41.1 40.7 21.0 8.7 1.5 4.53

性別・

年齢

全体
性別

年齢

67.1 60.9 55.0
48.7

42.3 38.7 38.4 37.6
24.5

13.6
1.6

0%

20%

40%

60%

80%

※n=（Q13で「今よりやや厳しい状態になっている」「今より厳しい状態になっている」「今よりとても厳しい状態になって

いる」を選択の人） 

・「年齢」では、「25-34歳」で「日本経済は良くならなさそうだから」「金利が上昇して経済に悪

影響が出そうだから」、「55-64歳」で「国の借金が増えそうだから」、「65-74歳」で「無駄な支

出（歳出）を削減できなさそうだから」「国の借金が増えそうだから」「少子高齢化で働く人の

数が減って税収も減りそうだから」が全体と比較して高い。 
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Q15. 今と変わらない／良い状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

借

金

（
国

債

）
は

日

本

国

内

で

消

化

さ

れ

て

い

て

、
財

政

破

綻

の

懸

念

は

少

な

そ

う

だ
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ら
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き

方

改

革

や

技

術

革

新

な

ど

で

生

産

性

が
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上

し
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だ
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社

会

保

障

費

の
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加

を
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え

た

り

、
減

ら

し

た

り

す

る

政

策

が

進

み

そ

う

だ

か

ら

日

本

経

済

が

良

く

な

り

そ

う

だ

か

ら 日

本

は

世

界

有

数

の

経

済

大

国

で

あ

り

続

け

そ

う

だ

か

ら

無

駄

な

支

出

（
歳

出

）
の

削

減

が

進

み

そ

う

だ

か

ら

金

利

が

低

く

維

持

さ

れ

、
経

済

に

好

影

響

を

与

え

そ

う

だ

か

ら

国

の

収

入

（
税

収

）
が

増

え

そ

う

だ

か

ら

国

に

は

有

価

証

券

や

国

有

財

産

等
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て

、
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も

そ

も
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金

は

小
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く
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金

は

小
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だ
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ら
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的

な

税

収

を

得

る

税

制

改

革

が

進

み

そ

う

だ

か

ら

国

の

支

出

（
歳

出

）
が

減

り

そ

う

だ

か

ら

そ

の

他

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(1264) 18.8 17.1 16.6 14.6 14.4 13.9 12.3 11.7 10.0 10.0 8.9 7.4 6.6 1.62
男性 (737) 25.5 15.9 14.7 15.6 14.5 11.9 13.7 12.3 13.3 11.8 8.0 7.7 5.3 1.70
女性 (527) 9.3 18.8 19.4 13.1 14.2 16.7 10.4 10.8 5.3 7.4 10.1 6.8 8.3 1.51
18～24歳 (139) 18.0 17.3 16.5 17.3 12.2 12.2 10.1 13.7 7.9 11.5 10.1 12.2 2.2 1.61
25～34歳 (233) 18.9 18.9 14.6 15.5 16.7 13.3 10.7 12.4 12.9 12.4 12.0 9.9 7.3 1.76
35～44歳 (272) 14.7 15.1 14.3 12.1 16.5 9.9 8.8 10.7 7.0 7.4 7.4 7.0 12.1 1.43
45～54歳 (217) 13.8 12.9 17.5 14.3 12.0 16.6 13.4 9.7 9.2 10.1 5.1 4.6 5.1 1.44
55～64歳 (219) 23.3 16.9 18.3 15.5 14.2 16.9 13.7 14.6 8.7 9.1 8.7 5.9 5.5 1.71
65～74歳 (184) 25.5 22.8 19.6 14.1 13.0 15.2 18.5 9.8 14.7 10.3 10.9 6.0 3.8 1.84
男性　18～24歳 (97) 20.6 17.5 15.5 16.5 14.4 15.5 11.3 13.4 6.2 9.3 10.3 9.3 1.0 1.61
男性　25～34歳 (139) 26.6 21.6 12.9 18.0 16.5 12.9 12.2 12.9 17.3 13.7 11.5 12.2 2.9 1.91
男性　35～44歳 (145) 21.4 11.7 11.7 13.8 17.2 8.3 10.3 11.7 11.0 9.0 9.0 6.2 11.0 1.52
男性　45～54歳 (123) 17.9 10.6 10.6 14.6 11.4 11.4 15.4 10.6 13.0 13.8 3.3 4.9 6.5 1.44
男性　55～64歳 (127) 33.9 13.4 19.7 13.4 13.4 13.4 12.6 15.0 10.2 11.0 5.5 7.1 4.7 1.73
男性　65～74歳 (106) 33.0 21.7 18.9 17.9 13.2 11.3 21.7 10.4 21.7 14.2 8.5 6.6 3.8 2.03
女性　18～24歳 (42) 11.9 16.7 19.0 19.0 7.1 4.8 7.1 14.3 11.9 16.7 9.5 19.0 4.8 1.62
女性　25～34歳 (94) 7.4 14.9 17.0 11.7 17.0 13.8 8.5 11.7 6.4 10.6 12.8 6.4 13.8 1.52
女性　35～44歳 (127) 7.1 18.9 17.3 10.2 15.7 11.8 7.1 9.4 2.4 5.5 5.5 7.9 13.4 1.32
女性　45～54歳 (94) 8.5 16.0 26.6 13.8 12.8 23.4 10.6 8.5 4.3 5.3 7.4 4.3 3.2 1.45
女性　55～64歳 (92) 8.7 21.7 16.3 18.5 15.2 21.7 15.2 14.1 6.5 6.5 13.0 4.3 6.5 1.68
女性　65～74歳 (78) 15.4 24.4 20.5 9.0 12.8 20.5 14.1 9.0 5.1 5.1 14.1 5.1 3.8 1.59

性別・

年齢

全体
性別

年齢

18.8 17.1 16.6 14.6 14.4 13.9 12.3 11.7 10.0 10.0 8.9 7.4 6.6

0%

10%

20%

30%

40%

※n=（Q13で「今よりとても良い状態になっている」「今より良い状態になっている」「今よりやや良い状態になっている」「今

と変わらない」を選択の人） 

・「性別」では、「男性」で「借金（国債）は日本国内で消化されていて、財政破綻の懸念は少な

そうだから」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「65-74 歳」で「借金（国債）は日本国内で消化されていて、財政破綻の懸念は

少なそうだから」「金利が低く維持され、経済に好影響を与えそうだから」「働き方改革や技術

革新などで生産性が向上しそうだから」が全体と比較して高い。 
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Q16. あなたは次の税と保険料の名称や納税の対象者、税率などの制度の内容をどの程度ご存知ですか。そ

れぞれの税および保険料についてあてはまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
1.所得税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

1.7

2.1

1.3

名前を聞いたことがある程度

13.3

13.5

13.1

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.0

60.6

65.4

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

22.0

23.8

20.2

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

1.7

5.4

2.9

2.2

1.6

0.7

0.3

名前を聞いたことがある程度

13.3

24.2

16.5

16.8

13.9

9.5

7.3

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.0

52.3

59.7

62.5

61.6

67.1

66.5

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

22.0

18.1

21.0

18.5

22.8

22.8

25.9

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

1.7

6.6

3.3

2.6

2.0

1.1

0.4

4.3

2.5

1.7

1.3

0.2

0.3

名前を聞いたことがある程度

13.3

25.0

16.2

18.1

15.0

9.1

6.2

23.5

16.7

15.5

12.9

9.9

8.3

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.0

47.1

57.5

58.1

60.9

63.4

66.1

56.8

61.8

67.1

62.4

70.6

66.8

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

22.0

21.3

23.0

21.2

22.2

26.3

27.3

15.4

19.0

15.8

23.5

19.3

24.6

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「年齢」では、「18-24歳」で「名前を聞いたことがある程度」が全体と比較して高い。 
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2.住民税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

1.8

2.1

1.4

名前を聞いたことがある程度

13.7

14.0

13.5

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.8

61.6

66.0

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

20.7

22.3

19.1

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

1.8

5.7

2.9

2.1

1.8

0.8

0.4

名前を聞いたことがある程度

13.7

26.2

16.4

17.1

14.7

10.3

7.2

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.8

51.0

60.1

62.8

62.5

68.0

68.6

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

20.7

17.1

20.7

18.0

21.0

21.0

23.8

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

1.8

7.4

3.3

2.5

2.2

1.1

0.4

4.3

2.5

1.7

1.5

0.4

0.5

名前を聞いたことがある程度

13.7

25.0

16.2

18.6

15.5

10.1

6.4

27.2

16.5

15.6

13.8

10.4

7.9

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.8

45.6

59.5

58.6

61.8

64.0

68.1

55.6

60.7

67.1

63.3

71.9

69.0

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

20.7

22.1

21.0

20.4

20.5

24.8

25.1

13.0

20.3

15.6

21.5

17.3

22.6

・「年齢」では、「18-24歳」で「名前を聞いたことがある程度」が全体と比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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3.健康保険料  

 
 

 
 

 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

2.1

2.5

1.6

名前を聞いたことがある程度

13.6

14.5

12.8

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.4

61.8

65.1

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

20.9

21.2

20.5

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

2.1

8.1

3.6

2.2

1.9

0.6

0.6

名前を聞いたことがある程度

13.6

23.2

17.7

16.5

14.7

10.4

6.9

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.4

52.7

58.5

63.3

62.5

66.6

68.2

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

20.9

16.1

20.2

17.9

20.9

22.4

24.2

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

2.1

11.0

3.9

3.0

2.2

1.0

0.5

5.6

3.3

1.5

1.6

0.2

0.7

名前を聞いたことがある程度

13.6

22.1

19.9

17.3

16.6

11.0

6.4

24.1

15.4

15.8

12.7

9.9

7.4

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

63.4

50.7

56.9

60.0

62.2

63.6

68.3

54.3

60.0

66.7

62.9

69.5

68.2

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

20.9

16.2

19.3

19.7

19.1

24.4

24.8

16.0

21.2

16.0

22.7

20.4

23.8

・「年齢」では、「18-24歳」で「名前を聞いたことがある程度」「名前自体を知らない」が全体と

比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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4.年金保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

2.9

3.0

2.9

名前を聞いたことがある程度

17.9

18.6

17.3

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

62.0

60.7

63.2

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

17.1

17.7

16.6

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

2.9

9.1

4.9

3.2

2.6

0.8

1.9

名前を聞いたことがある程度

17.9

30.9

21.4

21.3

17.9

13.5

12.5

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

62.0

47.7

57.0

60.8

61.8

67.4

66.1

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

17.1

12.4

16.7

14.7

17.6

18.3

19.6

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

2.9

13.2

3.9

3.3

2.5

1.0

1.6

5.6

5.8

3.0

2.7

0.7

2.1

名前を聞いたことがある程度

17.9

24.3

22.3

22.5

19.5

14.3

13.1

36.4

20.5

20.0

16.4

12.8

11.9

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

62.0

46.3

57.8

57.7

61.3

65.1

65.4

48.8

56.3

64.0

62.4

69.5

66.7

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

17.1

16.2

16.0

16.4

16.8

19.6

19.9

9.3

17.4

12.9

18.5

16.9

19.3

・「年齢」では、「18-24 歳」で「名前を聞いたことがある程度」「名前自体を知らない」、「55-64

歳」で「内容をまあ知っている（誰にかかる税か、等）」が全体と比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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5.介護保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

3.1

3.6

2.6

名前を聞いたことがある程度

20.7

21.4

20.0

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.7

59.2

62.2

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

15.5

15.8

15.2

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

3.1

13.4

6.4

3.2

2.5

0.7

0.5

名前を聞いたことがある程度

20.7

36.2

28.2

27.7

21.2

14.6

8.7

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.7

39.9

51.7

55.3

61.2

68.0

71.7

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

15.5

10.4

13.7

13.9

15.1

16.7

19.1

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

3.1

18.4

6.1

3.8

3.1

1.1

0.5

9.3

6.7

2.5

2.0

0.2

0.5

名前を聞いたことがある程度

20.7

31.6

29.1

28.9

21.4

16.8

8.4

40.1

27.2

26.4

20.9

12.5

8.9

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.7

36.0

51.2

51.0

62.5

64.2

72.5

43.2

52.2

59.7

59.8

71.7

71.0

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

15.5

14.0

13.6

16.3

13.0

17.9

18.6

7.4

13.8

11.4

17.3

15.6

19.6

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「年齢」では、「18-24 歳」で「名前を聞いたことがある程度」「名前自体を知らない」、「25-34

歳」で「名前を聞いたことがある程度」、「35-44歳」で「名前を聞いたことがある程度」、「55-64

歳」「65-74歳」で「内容をまあ知っている（誰にかかる税か、等）」が全体と比較して高い。 
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6.雇用保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

3.0

3.4

2.6

名前を聞いたことがある程度

21.4

21.0

21.9

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

59.3

59.0

59.5

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.3

16.6

16.0

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

3.0

11.4

4.8

3.4

2.8

0.8

1.1

名前を聞いたことがある程度

21.4

33.6

27.7

24.3

21.1

16.7

15.2

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

59.3

42.6

53.4

58.0

58.3

64.5

65.5

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.3

12.4

14.1

14.3

17.8

18.1

18.2

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

3.0

17.6

4.8

3.9

3.1

1.0

0.5

6.2

4.7

2.9

2.5

0.6

1.7

名前を聞いたことがある程度

21.4

26.5

27.6

24.0

22.7

16.4

13.3

39.5

27.9

24.5

19.5

16.9

16.8

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

59.3

41.2

54.0

56.9

58.4

62.3

67.6

43.8

52.7

59.2

58.2

66.7

63.7

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.3

14.7

13.6

15.1

15.9

20.4

18.6

10.5

14.7

13.4

19.8

15.8

17.8

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「年齢」では、「18-24 歳」で「名前を聞いたことがある程度」「名前自体を知らない」、「25-34

歳」で「名前を聞いたことがある程度」、「55-64歳」「65-74歳」で「内容をまあ知っている（誰

にかかる税か、等）」が全体と比較して高い。 
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7.消費税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

1.6

2.0

1.1

名前を聞いたことがある程度

10.2

10.8

9.6

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.3

58.4

62.1

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

28.0

28.8

27.1

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

1.6

6.0

2.3

1.7

1.6

0.7

0.4

名前を聞いたことがある程度

10.2

15.8

11.0

12.8

11.1

8.7

6.0

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.3

41.9

55.5

58.6

60.8

65.5

65.1

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

28.0

36.2

31.2

26.9

26.4

25.2

28.5

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

1.6

8.1

2.6

2.1

2.2

1.1

0.4

4.3

2.0

1.2

1.1

0.2

0.5

名前を聞いたことがある程度

10.2

16.2

10.5

14.0

13.0

8.8

6.0

15.4

11.6

11.6

9.3

8.6

5.9

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.3

41.9

57.3

55.8

59.1

61.3

62.7

42.0

53.6

61.5

62.5

69.5

67.3

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

28.0

33.8

29.5

28.1

25.8

28.8

31.0

38.3

32.8

25.7

27.1

21.7

26.2

・「年齢」では、「18-24歳」で「内容を人に説明できるくらい詳しい（誰にどのくらいかかるか、

等）」「名前を聞いたことがある程度」、「55-64 歳」で「内容をまあ知っている（誰にかかる税

か、等）」が全体と比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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8.相続税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

2.1

2.5

1.7

名前を聞いたことがある程度

20.3

19.7

20.8

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

61.3

59.5

63.0

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

18.3

14.5

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

2.1

8.1

4.0

2.3

1.8

0.7

0.4

名前を聞いたことがある程度

20.3

36.9

28.0

25.4

21.1

12.8

10.6

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

61.3

42.3

55.0

58.6

60.9

69.1

66.9

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

12.8

13.0

13.6

16.2

17.4

22.0

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

2.1

10.3

3.9

3.0

2.3

1.1

0.4

6.2

4.0

1.7

1.3

0.2

0.5

名前を聞いたことがある程度

20.3

30.9

26.3

25.0

20.2

13.5

10.9

42.0

29.7

25.9

22.0

12.1

10.4

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

61.3

41.9

55.4

55.1

60.9

65.5

65.0

42.6

54.7

62.2

60.9

72.7

68.6

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

16.9

14.4

16.9

16.6

19.8

23.7

9.3

11.6

10.3

15.8

15.1

20.5

・「年齢」では、「18-24 歳」で「名前を聞いたことがある程度」「名前自体を知らない」、「25-34

歳」「35-44歳」で「名前を聞いたことがある程度」、「55-64歳」「65-74歳」で「内容をまあ知

っている（誰にかかる税か、等）」「内容を人に説明できるくらい詳しい（誰にどのくらいかか

るか、等）」が全体と比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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9.酒税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

2.4

2.7

2.1

名前を聞いたことがある程度

19.4

18.0

20.7

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

61.8

61.4

62.3

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

17.9

14.9

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

2.4

9.4

4.0

2.7

2.4

0.7

0.6

名前を聞いたことがある程度

19.4

27.5

23.5

23.1

20.6

15.8

12.2

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

61.8

46.6

56.0

59.6

61.2

67.1

68.4

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

16.4

16.5

14.5

15.8

16.5

18.8

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

2.4

12.5

3.9

3.0

2.7

1.0

0.5

6.8

4.0

2.5

2.0

0.4

0.7

名前を聞いたことがある程度

19.4

24.3

22.5

22.4

19.6

14.3

9.8

30.2

24.6

23.9

21.6

17.3

14.4

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

61.8

43.4

56.9

58.2

60.5

65.7

69.8

49.4

55.1

61.0

61.8

68.4

67.2

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

19.9

16.6

16.4

17.1

19.0

19.9

13.6

16.3

12.6

14.5

13.9

17.8

・「年齢」では、「18-24 歳」で「名前を聞いたことがある程度」「名前自体を知らない」、「55-64

歳」「65-74歳」で「内容をまあ知っている（誰にかかる税か、等）」が全体と比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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10.たばこ税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

2.3

2.7

1.9

名前を聞いたことがある程度

20.5

18.9

22.0

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.8

59.8

61.8

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

18.7

14.2

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

2.3

9.4

3.5

2.4

1.9

1.0

0.9

名前を聞いたことがある程度

20.5

27.5

24.1

22.3

22.3

16.8

15.5

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.8

45.0

55.5

60.2

59.9

66.2

65.8

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

18.1

16.9

15.1

15.9

15.9

17.8

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

2.3

14.0

3.7

2.8

2.2

1.3

0.5

5.6

3.3

2.0

1.6

0.7

1.2

名前を聞いたことがある程度

20.5

25.0

23.9

20.4

20.2

15.6

13.3

29.6

24.3

24.2

24.4

18.0

17.5

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

60.8

36.8

56.0

58.7

60.2

63.4

66.1

51.9

54.9

61.7

59.6

69.0

65.5

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

16.4

24.3

16.4

18.1

17.5

19.6

20.0

13.0

17.4

12.1

14.4

12.3

15.8

・「年齢」では、「18-24 歳」で「名前自体を知らない」「名前を聞いたことがある程度」、「55-64

歳」で「内容をまあ知っている（誰にかかる税か、等）」が全体と比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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11.法人税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

2.8

2.5

3.1

名前を聞いたことがある程度

26.4

21.6

31.1

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

57.0

59.0

55.1

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

13.8

16.8

10.8

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

2.8

11.7

4.9

2.9

2.6

1.0

0.6

名前を聞いたことがある程度

26.4

37.2

35.2

32.1

26.3

21.2

15.7

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

57.0

40.6

48.0

53.0

56.8

63.6

66.7

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

13.8

10.4

11.9

12.0

14.2

14.2

17.1

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

2.8

14.0

4.4

2.3

2.2

1.0

0.4

9.9

5.4

3.5

3.1

1.1

0.8

名前を聞いたことがある程度

26.4

28.7

29.8

26.2

23.2

17.0

10.7

44.4

40.8

38.2

29.5

25.3

20.1

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

57.0

43.4

50.5

54.9

58.7

64.0

70.1

38.3

45.3

51.1

54.9

63.2

63.5

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

13.8

14.0

15.3

16.6

15.9

18.1

18.8

7.4

8.5

7.2

12.5

10.4

15.5

・「年齢」では、「18-24 歳」で「名前を聞いたことがある程度」「名前自体を知らない」、「25-34

歳」「35-44歳」で「名前を聞いたことがある程度」、「55-64歳」「65-74歳」で「内容をまあ知

っている（誰にかかる税か、等）」が全体と比較して高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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12.国際観光旅客税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5729)

男性 (2830)

女性 (2899)

名前自体を知らない

33.1

28.0

38.1

名前を聞いたことがある程度

38.0

39.1

36.9

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

24.5

27.6

21.4

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

4.5

5.4

3.6

年齢

全体 (5729)

18～24歳 (298)

25～34歳 (905)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1105)

55～64歳 (1063)

65～74歳 (1155)

名前自体を知らない

33.1

43.3

41.2

39.1

35.7

26.6

21.3

名前を聞いたことがある程度

38.0

28.5

35.0

36.0

37.2

41.4

42.3

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

24.5

21.5

19.1

21.0

22.4

27.8

31.9

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

4.5

6.7

4.6

3.9

4.6

4.2

4.5

性別・年齢

全体 (5729)

男性　18～24歳 (136)

男性　25～34歳 (457)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (162)

女性　25～34歳 (448)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (550)

女性　55～64歳 (538)

女性　65～74歳 (606)

名前自体を知らない

33.1

39.7

35.9

32.2

30.3

22.3

16.8

46.3

46.7

46.1

41.3

30.9

25.4

名前を聞いたことがある程度

38.0

28.7

35.4

38.8

38.2

42.1

43.0

28.4

34.6

33.1

36.2

40.7

41.7

内容をまあ知っている（誰にか

かる税か、等）

24.5

23.5

22.3

23.2

26.3

31.2

35.7

19.8

15.8

18.8

18.5

24.3

28.4

内容を人に説明できるくらい詳しい

（誰にどのくらいかかるか、等）

4.5

8.1

6.3

5.8

5.2

4.4

4.6

5.6

2.9

2.0

4.0

4.1

4.5

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「性別」では、「女性」で「名前自体を知らない」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」で「名前自体を知らない」、「65-74歳」で「内

容をまあ知っている（誰にかかる税か、等）」が全体と比較して高い。 
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Q17. あなたは、あなたご自身または世帯にかかる税と保険料についてどの程度、負担に感じていますか。

それぞれの税と保険料について、生活費を「とても圧迫する」から「全く圧迫しない」までの中であては

まるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
※未成年の方は酒税、たばこ税について「7.自分と関係ない／わからない」をお選びください。 
1.所得税 

 
 

 
 

 
 
 
 

性別

全体 (5632)

男性 (2771)

女性 (2861)

とても圧迫する

15.8

15.7

15.9

圧迫する

25.0

25.3

24.7

まあ圧迫する

33.2

31.4

35.0

あまり圧迫しない

15.2

16.9

13.6

圧迫しない

3.7

4.3

3.2

全く圧迫しない

2.0

2.5

1.6

自分と関係ない

／わからない

5.0

3.9

6.0

年齢

全体 (5632)

18～24歳 (282)

25～34歳 (879)

35～44歳 (1177)

45～54歳 (1087)

55～64歳 (1056)

65～74歳 (1151)

とても圧迫する

15.8

18.8

18.0

22.4

19.5

11.4

7.3

圧迫する

25.0

24.5

27.9

24.7

26.4

25.8

21.1

まあ圧迫する

33.2

31.2

33.7

31.4

35.6

37.4

29.2

あまり圧迫しない

15.2

15.2

11.5

13.2

10.7

16.5

23.3

圧迫しない

3.7

3.5

3.0

2.7

2.8

3.1

7.0

全く圧迫しない

2.0

1.4

1.7

1.7

1.2

1.8

3.8

自分と関係ない

／わからない

5.0

5.3

4.3

3.9

3.9

4.1

8.3

性別・年齢

全体 (5632)

男性　18～24歳 (127)

男性　25～34歳 (442)

男性　35～44歳 (592)

男性　45～54歳 (544)

男性　55～64歳 (519)

男性　65～74歳 (547)

女性　18～24歳 (155)

女性　25～34歳 (437)

女性　35～44歳 (585)

女性　45～54歳 (543)

女性　55～64歳 (537)

女性　65～74歳 (604)

とても圧迫する

15.8

17.3

20.1

22.8

18.2

12.3

4.9

20.0

15.8

22.1

20.8

10.4

9.4

圧迫する

25.0

21.3

26.5

24.3

25.9

27.0

23.9

27.1

29.3

25.1

26.9

24.6

18.5

まあ圧迫する

33.2

33.1

30.8

29.9

35.7

32.6

28.0

29.7

36.6

32.8

35.5

42.1

30.3

あまり圧迫しない

15.2

14.2

12.7

14.2

12.1

19.7

26.1

16.1

10.3

12.1

9.2

13.4

20.7

圧迫しない

3.7

4.7

3.2

3.0

2.9

3.3

8.8

2.6

2.7

2.4

2.6

3.0

5.3

全く圧迫しない

2.0

2.4

2.9

2.0

1.7

2.1

3.7

0.6

0.5

1.4

0.7

1.5

4.0

自分と関係ない

／わからない

5.0

7.1

3.8

3.7

3.5

3.1

4.6

3.9

4.8

4.1

4.2

5.0

11.8

・「年齢」では、「35-44 歳」で「とても圧迫する」、「65-74 歳」で「あまり圧迫しない」が全体

と比較して高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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2.住民税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5628)

男性 (2770)

女性 (2858)

とても圧迫する

16.5

15.7

17.2

圧迫する

25.3

25.2

25.3

まあ圧迫する

35.6

34.8

36.3

あまり圧迫しない

14.3

15.5

13.2

圧迫しない

3.1

3.7

2.5

全く圧迫しない

1.6

1.8

1.3

自分と関係ない

／わからない

3.7

3.3

4.1

年齢

全体 (5628)

18～24歳 (281)

25～34歳 (879)

35～44歳 (1178)

45～54歳 (1085)

55～64歳 (1055)

65～74歳 (1150)

とても圧迫する

16.5

18.1

19.7

22.9

18.8

11.4

9.6

圧迫する

25.3

24.6

26.6

25.3

25.9

25.9

23.2

まあ圧迫する

35.6

34.5

36.1

32.0

35.8

39.8

35.0

あまり圧迫しない

14.3

12.1

10.8

12.1

12.9

14.9

20.6

圧迫しない

3.1

2.1

2.6

2.3

2.8

3.2

4.6

全く圧迫しない

1.6

1.4

0.9

1.4

0.9

1.7

2.7

自分と関係ない

／わからない

3.7

7.1

3.3

3.9

2.9

3.1

4.3

性別・年齢

全体 (5628)

男性　18～24歳 (126)

男性　25～34歳 (442)

男性　35～44歳 (593)

男性　45～54歳 (543)

男性　55～64歳 (519)

男性　65～74歳 (547)

女性　18～24歳 (155)

女性　25～34歳 (437)

女性　35～44歳 (585)

女性　45～54歳 (542)

女性　55～64歳 (536)

女性　65～74歳 (603)

とても圧迫する

16.5

19.8

20.4

22.1

16.6

11.6

7.3

16.8

19.0

23.8

21.0

11.2

11.6

圧迫する

25.3

15.1

25.1

24.8

26.9

26.0

25.8

32.3

28.1

25.8

24.9

25.7

20.9

まあ圧迫する

35.6

35.7

33.7

32.0

34.4

37.6

36.0

33.5

38.4

32.0

37.1

42.0

34.0

あまり圧迫しない

14.3

13.5

12.2

12.6

14.7

16.4

21.4

11.0

9.4

11.6

11.1

13.4

19.9

圧迫しない

3.1

3.2

3.2

3.4

3.1

3.9

4.9

1.3

2.1

1.2

2.4

2.6

4.3

全く圧迫しない

1.6

2.4

1.6

1.5

0.9

2.3

2.6

0.6

0.2

1.4

0.9

1.1

2.8

自分と関係ない

／わからない

3.7

10.3

3.8

3.5

3.3

2.3

2.0

4.5

2.7

4.3

2.6

3.9

6.5

・「年齢」では、「35-44 歳」で「とても圧迫する」、「65-74 歳」で「あまり圧迫しない」が全体

と比較して高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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3.健康保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (5611)

男性 (2759)

女性 (2852)

とても圧迫する

18.3

16.9

19.7

圧迫する

27.7

27.0

28.3

まあ圧迫する

34.7

34.0

35.4

あまり圧迫しない

13.2

14.9

11.4

圧迫しない

2.5

3.3

1.7

全く圧迫しない

1.2

1.8

0.7

自分と関係ない

／わからない

2.4

2.1

2.8

年齢

全体 (5611)

18～24歳 (274)

25～34歳 (872)

35～44歳 (1176)

45～54歳 (1084)

55～64歳 (1057)

65～74歳 (1148)

とても圧迫する

18.3

15.3

16.5

20.3

21.3

16.1

17.6

圧迫する

27.7

24.1

25.2

26.0

26.8

30.3

30.6

まあ圧迫する

34.7

33.9

34.6

32.7

34.6

37.6

34.4

あまり圧迫しない

13.2

16.1

14.4

14.4

12.1

11.2

13.1

圧迫しない

2.5

2.2

4.4

2.5

1.7

2.4

2.0

全く圧迫しない

1.2

2.9

1.6

1.2

1.0

0.9

1.1

自分と関係ない

／わからない

2.4

5.5

3.2

3.0

2.5

1.7

1.2

性別・年齢

全体 (5611)

男性　18～24歳 (121)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (590)

男性　45～54歳 (543)

男性　55～64歳 (520)

男性　65～74歳 (546)

女性　18～24歳 (153)

女性　25～34歳 (433)

女性　35～44歳 (586)

女性　45～54歳 (541)

女性　55～64歳 (537)

女性　65～74歳 (602)

とても圧迫する

18.3

19.0

16.2

18.5

18.2

14.2

16.7

12.4

16.9

22.2

24.4

17.9

18.4

圧迫する

27.7

13.2

23.9

24.2

25.4

30.6

33.9

32.7

26.6

27.8

28.3

30.0

27.6

まあ圧迫する

34.7

37.2

33.5

33.4

34.8

35.4

32.1

31.4

35.8

31.9

34.4

39.7

36.5

あまり圧迫しない

13.2

17.4

15.3

16.8

14.5

13.8

13.6

15.0

13.6

11.9

9.6

8.6

12.6

圧迫しない

2.5

2.5

5.2

2.9

2.8

3.5

2.6

2.0

3.5

2.0

0.6

1.3

1.5

全く圧迫しない

1.2

5.8

2.7

1.7

1.3

1.3

1.1

0.7

0.5

0.7

0.7

0.4

1.2

自分と関係ない

／わからない

2.4

5.0

3.2

2.5

2.9

1.2

0.2

5.9

3.2

3.4

2.0

2.2

2.2

・「性別・年齢」では、「男性 65～74 歳」で「圧迫する」、「女性 45～54 歳」で「とても圧迫

する」が全体と比較して高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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4.年金保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (5560)

男性 (2746)

女性 (2814)

とても圧迫する

17.8

16.4

19.2

圧迫する

24.6

23.9

25.3

まあ圧迫する

30.6

30.3

31.0

あまり圧迫しない

12.2

13.9

10.4

圧迫しない

3.9

5.0

2.9

全く圧迫しない

2.4

2.9

1.8

自分と関係ない

／わからない

8.5

7.7

9.3

年齢

全体 (5560)

18～24歳 (271)

25～34歳 (861)

35～44歳 (1165)

45～54歳 (1076)

55～64歳 (1054)

65～74歳 (1133)

とても圧迫する

17.8

21.8

20.4

22.5

22.2

14.3

9.0

圧迫する

24.6

22.1

26.6

26.8

29.7

24.9

16.3

まあ圧迫する

30.6

29.2

30.8

30.5

33.2

34.9

24.7

あまり圧迫しない

12.2

12.9

13.1

11.9

8.9

12.2

14.5

圧迫しない

3.9

4.1

3.3

3.1

2.3

3.6

7.0

全く圧迫しない

2.4

2.6

0.5

1.3

0.8

2.5

6.2

自分と関係ない

／わからない

8.5

7.4

5.3

3.9

2.8

7.6

22.3

性別・年齢

全体 (5560)

男性　18～24歳 (118)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (588)

男性　45～54歳 (541)

男性　55～64歳 (520)

男性　65～74歳 (540)

女性　18～24歳 (153)

女性　25～34歳 (422)

女性　35～44歳 (577)

女性　45～54歳 (535)

女性　55～64歳 (534)

女性　65～74歳 (593)

とても圧迫する

17.8

22.9

19.6

20.1

20.1

13.8

6.9

20.9

21.3

25.0

24.3

14.8

11.0

圧迫する

24.6

20.3

24.6

27.0

29.2

23.1

15.9

23.5

28.7

26.5

30.3

26.6

16.7

まあ圧迫する

30.6

29.7

29.6

30.8

32.7

35.2

23.3

28.8

32.0

30.2

33.6

34.6

26.0

あまり圧迫しない

12.2

11.9

15.0

13.4

10.9

14.0

16.9

13.7

11.1

10.4

6.9

10.5

12.3

圧迫しない

3.9

6.8

5.2

3.4

3.0

5.0

8.0

2.0

1.2

2.8

1.7

2.2

6.1

全く圧迫しない

2.4

5.1

0.9

1.9

1.3

2.5

7.2

0.7

0.0

0.7

0.4

2.4

5.2

自分と関係ない

／わからない

8.5

3.4

5.0

3.4

2.8

6.3

21.9

10.5

5.7

4.5

2.8

8.8

22.8

・「年齢」では、「45-54 歳」で「圧迫する」、「65-74 歳」で「自分と関係ない／わからない」が

全体と比較して高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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5.介護保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5552)

男性 (2728)

女性 (2824)

とても圧迫する

13.5

12.8

14.2

圧迫する

21.5

20.6

22.4

まあ圧迫する

31.0

30.6

31.3

あまり圧迫しない

16.9

19.8

14.1

圧迫しない

4.5

4.9

4.1

全く圧迫しない

2.8

3.6

2.1

自分と関係ない

／わからない

9.8

7.7

11.8

年齢

全体 (5552)

18～24歳 (258)

25～34歳 (847)

35～44歳 (1165)

45～54歳 (1077)

55～64歳 (1056)

65～74歳 (1149)

とても圧迫する

13.5

6.6

7.2

13.2

14.9

11.6

20.4

圧迫する

21.5

15.5

12.3

16.6

22.8

25.0

30.3

まあ圧迫する

31.0

21.3

24.4

26.8

34.6

37.2

33.1

あまり圧迫しない

16.9

12.8

18.8

20.9

16.9

17.1

12.1

圧迫しない

4.5

7.4

7.1

5.5

4.0

3.7

2.1

全く圧迫しない

2.8

4.3

6.3

3.9

1.6

1.9

0.9

自分と関係ない

／わからない

9.8

32.2

24.0

13.1

5.1

3.4

1.2

性別・年齢

全体 (5552)

男性　18～24歳 (111)

男性　25～34歳 (429)

男性　35～44歳 (585)

男性　45～54歳 (538)

男性　55～64歳 (519)

男性　65～74歳 (546)

女性　18～24歳 (147)

女性　25～34歳 (418)

女性　35～44歳 (580)

女性　45～54歳 (539)

女性　55～64歳 (537)

女性　65～74歳 (603)

とても圧迫する

13.5

9.9

8.2

12.6

13.6

11.0

17.9

4.1

6.2

13.8

16.3

12.3

22.6

圧迫する

21.5

17.1

13.3

16.2

19.7

24.7

28.9

14.3

11.2

16.9

26.0

25.3

31.5

まあ圧迫する

31.0

23.4

24.7

26.3

35.7

33.5

33.5

19.7

24.2

27.2

33.6

40.8

32.7

あまり圧迫しない

16.9

13.5

20.0

23.6

20.3

20.8

15.2

12.2

17.5

18.1

13.5

13.6

9.3

圧迫しない

4.5

8.1

7.7

5.3

4.5

5.0

2.0

6.8

6.5

5.7

3.5

2.4

2.2

全く圧迫しない

2.8

4.5

7.2

5.1

1.7

2.9

1.5

4.1

5.3

2.8

1.5

0.9

0.3

自分と関係ない

／わからない

9.8

23.4

18.9

10.8

4.6

2.1

0.9

38.8

29.2

15.5

5.6

4.7

1.5

・「年齢」では、「18-24 歳」「25-34 歳」で「自分と関係ない／わからない」、「55-64 歳」で「ま

あ圧迫する」、「65-74歳」で「圧迫する」「とても圧迫する」が全体と比較して高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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6.雇用保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5559)

男性 (2735)

女性 (2824)

とても圧迫する

7.8

8.1

7.6

圧迫する

12.8

12.3

13.2

まあ圧迫する

24.9

24.6

25.1

あまり圧迫しない

24.2

24.8

23.8

圧迫しない

7.7

8.4

7.0

全く圧迫しない

4.8

5.8

3.9

自分と関係ない

／わからない

17.7

16.0

19.4

年齢

全体 (5559)

18～24歳 (264)

25～34歳 (862)

35～44歳 (1162)

45～54歳 (1074)

55～64歳 (1055)

65～74歳 (1142)

とても圧迫する

7.8

8.7

9.4

11.3

10.3

6.0

2.4

圧迫する

12.8

16.7

16.7

14.3

14.2

12.5

6.4

まあ圧迫する

24.9

33.7

29.9

28.3

27.8

26.4

11.3

あまり圧迫しない

24.2

20.1

23.4

26.9

26.2

25.0

20.7

圧迫しない

7.7

6.4

7.0

7.1

7.3

8.6

8.9

全く圧迫しない

4.8

3.8

3.0

4.0

3.4

4.5

8.9

自分と関係ない

／わからない

17.7

10.6

10.6

8.3

10.9

17.0

41.4

性別・年齢

全体 (5559)

男性　18～24歳 (112)

男性　25～34歳 (435)

男性　35～44歳 (584)

男性　45～54歳 (538)

男性　55～64歳 (520)

男性　65～74歳 (546)

女性　18～24歳 (152)

女性　25～34歳 (427)

女性　35～44歳 (578)

女性　45～54歳 (536)

女性　55～64歳 (535)

女性　65～74歳 (596)

とても圧迫する

7.8

12.5

9.9

10.3

10.6

6.5

2.4

5.9

8.9

12.3

10.1

5.4

2.3

圧迫する

12.8

13.4

14.3

13.9

14.5

12.7

6.4

19.1

19.2

14.7

13.8

12.3

6.4

まあ圧迫する

24.9

33.9

29.7

28.8

27.0

25.8

11.0

33.6

30.2

27.9

28.7

26.9

11.6

あまり圧迫しない

24.2

18.8

22.8

26.4

26.6

26.7

22.2

21.1

24.1

27.3

25.7

23.4

19.3

圧迫しない

7.7

6.3

9.0

7.5

7.2

9.4

9.7

6.6

4.9

6.6

7.3

7.9

8.2

全く圧迫しない

4.8

5.4

5.1

5.5

3.3

4.8

10.1

2.6

0.9

2.4

3.4

4.3

7.9

自分と関係ない

／わからない

17.7

9.8

9.4

7.7

10.8

14.0

38.3

11.2

11.7

8.8

11.0

19.8

44.3

・「年齢」では、「18-24 歳」「25-34 歳」で「まあ圧迫する」、「65-74 歳」で「自分と関係ない／

わからない」が全体と比較して高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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7.消費税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5640)

男性 (2774)

女性 (2866)

とても圧迫する

21.5

18.8

24.0

圧迫する

27.2

26.9

27.6

まあ圧迫する

33.8

32.1

35.5

あまり圧迫しない

12.4

15.4

9.6

圧迫しない

2.5

3.5

1.4

全く圧迫しない

1.1

1.6

0.6

自分と関係ない

／わからない

1.5

1.7

1.3

年齢

全体 (5640)

18～24歳 (280)

25～34歳 (884)

35～44歳 (1183)

45～54歳 (1087)

55～64歳 (1056)

65～74歳 (1150)

とても圧迫する

21.5

25.7

23.4

26.9

23.9

17.1

15.0

圧迫する

27.2

20.4

25.9

26.0

29.3

29.5

27.2

まあ圧迫する

33.8

33.2

33.1

31.4

32.3

35.7

36.7

あまり圧迫しない

12.4

10.4

11.2

10.9

9.9

13.5

16.9

圧迫しない

2.5

4.6

2.9

2.4

1.9

2.0

2.6

全く圧迫しない

1.1

2.5

1.2

0.8

0.8

1.1

1.0

自分と関係ない

／わからない

1.5

3.2

2.1

1.7

1.8

0.9

0.6

性別・年齢

全体 (5640)

男性　18～24歳 (125)

男性　25～34歳 (445)

男性　35～44歳 (595)

男性　45～54歳 (543)

男性　55～64歳 (519)

男性　65～74歳 (547)

女性　18～24歳 (155)

女性　25～34歳 (439)

女性　35～44歳 (588)

女性　45～54歳 (544)

女性　55～64歳 (537)

女性　65～74歳 (603)

とても圧迫する

21.5

23.2

22.5

24.5

18.4

15.2

12.2

27.7

24.4

29.3

29.4

19.0

17.4

圧迫する

27.2

14.4

25.4

24.7

29.8

29.1

28.3

25.2

26.4

27.2

28.7

30.0

26.2

まあ圧迫する

33.8

36.0

29.9

29.6

32.8

32.6

34.7

31.0

36.4

33.2

31.8

38.7

38.5

あまり圧迫しない

12.4

8.8

13.5

13.8

12.9

18.1

19.9

11.6

8.9

8.0

7.0

9.1

14.1

圧迫しない

2.5

8.8

4.0

3.7

2.8

2.5

3.5

1.3

1.8

1.0

1.1

1.5

1.8

全く圧迫しない

1.1

4.8

2.2

1.2

0.9

1.9

1.1

0.6

0.2

0.5

0.7

0.4

1.0

自分と関係ない

／わからない

1.5

4.0

2.5

2.5

2.4

0.6

0.2

2.6

1.8

0.9

1.3

1.3

1.0

・「年齢」では、「35-44歳」で「とても圧迫する」が全体と比較して高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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8.相続税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5609)

男性 (2759)

女性 (2850)

とても圧迫する

7.1

7.9

6.2

圧迫する

11.3

11.3

11.2

まあ圧迫する

17.1

17.4

16.7

あまり圧迫しない

22.1

23.1

21.1

圧迫しない

10.3

11.0

9.5

全く圧迫しない

7.2

8.3

6.1

自分と関係ない

／わからない

25.1

20.9

29.1

年齢

全体 (5609)

18～24歳 (274)

25～34歳 (869)

35～44歳 (1175)

45～54歳 (1085)

55～64歳 (1056)

65～74歳 (1150)

とても圧迫する

7.1

6.2

6.2

8.9

9.0

6.2

5.0

圧迫する

11.3

9.1

9.2

10.9

12.1

12.4

12.0

まあ圧迫する

17.1

17.9

16.0

15.6

17.0

19.9

16.7

あまり圧迫しない

22.1

17.9

20.4

23.7

19.7

23.7

23.5

圧迫しない

10.3

6.9

10.7

9.4

11.7

11.0

9.7

全く圧迫しない

7.2

6.9

8.3

7.7

6.8

6.4

6.8

自分と関係ない

／わからない

25.1

35.0

29.2

23.8

23.7

20.5

26.3

性別・年齢

全体 (5609)

男性　18～24歳 (122)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (590)

男性　45～54歳 (542)

男性　55～64歳 (519)

男性　65～74歳 (547)

女性　18～24歳 (152)

女性　25～34歳 (430)

女性　35～44歳 (585)

女性　45～54歳 (543)

女性　55～64歳 (537)

女性　65～74歳 (603)

とても圧迫する

7.1

9.8

7.5

9.8

9.4

7.5

4.8

3.3

4.9

8.0

8.7

4.8

5.3

圧迫する

11.3

7.4

9.8

10.7

13.7

11.9

11.3

10.5

8.6

11.1

10.5

12.8

12.6

まあ圧迫する

17.1

18.9

18.0

16.6

17.2

18.5

16.8

17.1

14.0

14.5

16.8

21.2

16.6

あまり圧迫しない

22.1

18.9

19.1

24.1

21.2

25.2

25.8

17.1

21.6

23.2

18.2

22.2

21.4

圧迫しない

10.3

6.6

11.4

9.5

11.6

11.9

11.9

7.2

10.0

9.2

11.8

10.1

7.6

全く圧迫しない

7.2

9.0

9.1

9.2

7.2

8.1

7.7

5.3

7.4

6.3

6.4

4.8

6.0

自分と関係ない

／わからない

25.1

29.5

25.1

20.2

19.7

16.8

21.8

39.5

33.5

27.5

27.6

24.0

30.5

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「年齢」では、「18-24歳」で「自分と関係ない／わからない」が全体と比較して高い。 
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9.酒税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5592)

男性 (2754)

女性 (2838)

とても圧迫する

5.9

6.5

5.3

圧迫する

9.4

9.3

9.4

まあ圧迫する

20.4

20.4

20.5

あまり圧迫しない

23.9

26.2

21.7

圧迫しない

10.7

10.7

10.7

全く圧迫しない

10.7

11.4

10.0

自分と関係ない

／わからない

19.1

15.6

22.4

年齢

全体 (5592)

18～24歳 (270)

25～34歳 (869)

35～44歳 (1170)

45～54歳 (1079)

55～64歳 (1056)

65～74歳 (1148)

とても圧迫する

5.9

5.9

5.2

8.5

7.0

5.0

3.4

圧迫する

9.4

8.1

8.6

8.7

11.1

9.9

8.7

まあ圧迫する

20.4

20.4

20.4

19.7

19.5

23.8

19.2

あまり圧迫しない

23.9

21.1

23.7

22.3

23.1

25.3

25.8

圧迫しない

10.7

8.9

12.3

10.6

10.0

10.0

11.1

全く圧迫しない

10.7

10.7

12.2

11.8

11.1

9.0

9.5

自分と関係ない

／わからない

19.1

24.8

17.6

18.4

18.2

17.0

22.3

性別・年齢

全体 (5592)

男性　18～24歳 (119)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (590)

男性　45～54歳 (540)

男性　55～64歳 (520)

男性　65～74歳 (546)

女性　18～24歳 (151)

女性　25～34歳 (430)

女性　35～44歳 (580)

女性　45～54歳 (539)

女性　55～64歳 (536)

女性　65～74歳 (602)

とても圧迫する

5.9

7.6

6.2

9.7

7.6

5.2

3.1

4.6

4.2

7.4

6.5

4.9

3.7

圧迫する

9.4

7.6

8.4

8.6

9.8

9.6

10.3

8.6

8.8

8.8

12.4

10.3

7.3

まあ圧迫する

20.4

23.5

18.7

18.5

20.9

23.7

19.4

17.9

22.1

20.9

18.0

23.9

18.9

あまり圧迫しない

23.9

21.0

24.8

24.1

24.8

28.1

30.2

21.2

22.6

20.5

21.3

22.6

21.8

圧迫しない

10.7

10.1

13.7

9.7

9.4

10.2

11.2

7.9

10.9

11.6

10.6

9.9

11.1

全く圧迫しない

10.7

10.9

12.3

12.9

12.2

9.4

10.3

10.6

12.1

10.7

10.0

8.6

8.8

自分と関係ない

／わからない

19.1

19.3

15.9

16.6

15.2

13.8

15.6

29.1

19.3

20.2

21.2

20.0

28.4

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「年齢」では、「18-24歳」で「自分と関係ない／わからない」が全体と比較して高い。 
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10.たばこ税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5598)

男性 (2755)

女性 (2843)

とても圧迫する

6.6

7.1

6.1

圧迫する

7.8

8.3

7.3

まあ圧迫する

10.9

11.1

10.7

あまり圧迫しない

9.8

10.9

8.7

圧迫しない

8.3

8.7

7.9

全く圧迫しない

15.9

16.7

15.2

自分と関係ない

／わからない

40.8

37.2

44.2

年齢

全体 (5598)

18～24歳 (270)

25～34歳 (873)

35～44歳 (1174)

45～54歳 (1084)

55～64歳 (1052)

65～74歳 (1145)

とても圧迫する

6.6

6.7

6.4

9.6

8.6

5.4

2.8

圧迫する

7.8

6.3

8.5

8.9

9.3

8.5

4.4

まあ圧迫する

10.9

11.9

11.8

10.0

11.5

11.8

9.3

あまり圧迫しない

9.8

7.4

9.5

10.8

8.3

10.5

10.3

圧迫しない

8.3

5.9

9.3

6.9

8.2

8.7

9.4

全く圧迫しない

15.9

12.2

16.0

17.5

14.8

16.6

15.5

自分と関係ない

／わからない

40.8

49.6

38.5

36.4

39.3

38.6

48.3

性別・年齢

全体 (5598)

男性　18～24歳 (117)

男性　25～34歳 (440)

男性　35～44歳 (591)

男性　45～54歳 (543)

男性　55～64歳 (518)

男性　65～74歳 (546)

女性　18～24歳 (153)

女性　25～34歳 (433)

女性　35～44歳 (583)

女性　45～54歳 (541)

女性　55～64歳 (534)

女性　65～74歳 (599)

とても圧迫する

6.6

6.8

6.6

10.8

9.0

6.0

2.7

6.5

6.2

8.4

8.1

4.9

2.8

圧迫する

7.8

6.0

8.0

8.8

10.3

9.1

5.7

6.5

9.0

8.9

8.3

7.9

3.2

まあ圧迫する

10.9

12.0

12.3

9.6

13.3

10.2

10.1

11.8

11.3

10.3

9.8

13.3

8.7

あまり圧迫しない

9.8

6.8

10.9

12.2

9.6

11.6

11.2

7.8

8.1

9.4

7.0

9.4

9.5

圧迫しない

8.3

7.7

10.2

6.6

8.1

9.1

10.3

4.6

8.3

7.2

8.3

8.2

8.7

全く圧迫しない

15.9

15.4

15.9

18.4

15.7

18.1

15.2

9.8

16.2

16.5

13.9

15.2

15.7

自分と関係ない

／わからない

40.8

45.3

36.1

33.5

34.1

35.9

44.9

52.9

40.9

39.3

44.5

41.2

51.4

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「年齢」では、「18-24歳」「65-74歳」で「自分と関係ない／わからない」が全体と比較して高

い。 
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Q18. あなたは毎月の給与明細について、次の金額項目を見ていますか。それぞれについて確認しているか

どうかをお選びください。（回答は各ひとつ） 
1.総支給額 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5353)

男性 (2561)

女性 (2792)

見ている

76.5

80.6

72.8

見ていない

23.5

19.4

27.2

年齢

全体 (5353)

18～24歳 (291)

25～34歳 (879)

35～44歳 (1123)

45～54歳 (1018)

55～64歳 (975)

65～74歳 (1067)

見ている

76.5

74.9

81.1

80.4

81.5

78.1

62.9

見ていない

23.5

25.1

18.9

19.6

18.5

21.9

37.1

性別・年齢

全体 (5353)

男性　18～24歳 (131)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (551)

男性　45～54歳 (495)

男性　55～64歳 (455)

男性　65～74歳 (490)

女性　18～24歳 (160)

女性　25～34歳 (440)

女性　35～44歳 (572)

女性　45～54歳 (523)

女性　55～64歳 (520)

女性　65～74歳 (577)

見ている

76.5

71.0

85.0

84.9

84.4

82.2

68.8

78.1

77.3

76.0

78.8

74.4

57.9

見ていない

23.5

29.0

15.0

15.1

15.6

17.8

31.2

21.9

22.7

24.0

21.2

25.6

42.1

※n=（職業が「自営業／自由業」「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「選択肢」ごとに見ると、「見ている」は「45-54歳」「男性 25～34歳」「男性 35～44歳」「男

性 45～54歳」「男性 55～64歳」で、「見ていない」は「65-74歳」「男性 18～24歳」「男性 

65～74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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2.差引支給額（銀行振り込み金額、手取り金額） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5353)

男性 (2561)

女性 (2792)

見ている

77.1

80.1

74.4

見ていない

22.9

19.9

25.6

年齢

全体 (5353)

18～24歳 (291)

25～34歳 (879)

35～44歳 (1123)

45～54歳 (1018)

55～64歳 (975)

65～74歳 (1067)

見ている

77.1

72.2

81.5

81.8

82.2

78.4

64.0

見ていない

22.9

27.8

18.5

18.2

17.8

21.6

36.0

性別・年齢

全体 (5353)

男性　18～24歳 (131)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (551)

男性　45～54歳 (495)

男性　55～64歳 (455)

男性　65～74歳 (490)

女性　18～24歳 (160)

女性　25～34歳 (440)

女性　35～44歳 (572)

女性　45～54歳 (523)

女性　55～64歳 (520)

女性　65～74歳 (577)

見ている

77.1

66.4

84.3

84.6

84.2

80.7

70.2

76.9

78.6

79.2

80.3

76.3

58.8

見ていない

22.9

33.6

15.7

15.4

15.8

19.3

29.8

23.1

21.4

20.8

19.7

23.7

41.2

※n=（職業が「自営業／自由業」「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「選択肢」ごとに見ると、「見ている」は「45-54歳」「男性 25～34歳」「男性 35～44歳」「男

性 45～54歳」で、「見ていない」は「65-74歳」「男性 18～24歳」「男性 65～74歳」「女性 

65～74歳」で全体と比較して高い。 
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3.控除合計額 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5353)

男性 (2561)

女性 (2792)

見ている

70.8

74.9

67.1

見ていない

29.2

25.1

32.9

年齢

全体 (5353)

18～24歳 (291)

25～34歳 (879)

35～44歳 (1123)

45～54歳 (1018)

55～64歳 (975)

65～74歳 (1067)

見ている

70.8

71.5

75.8

75.0

75.0

71.0

58.2

見ていない

29.2

28.5

24.2

25.0

25.0

29.0

41.8

性別・年齢

全体 (5353)

男性　18～24歳 (131)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (551)

男性　45～54歳 (495)

男性　55～64歳 (455)

男性　65～74歳 (490)

女性　18～24歳 (160)

女性　25～34歳 (440)

女性　35～44歳 (572)

女性　45～54歳 (523)

女性　55～64歳 (520)

女性　65～74歳 (577)

見ている

70.8

67.2

79.0

79.3

78.4

75.2

64.7

75.0

72.5

70.8

71.7

67.3

52.7

見ていない

29.2

32.8

21.0

20.7

21.6

24.8

35.3

25.0

27.5

29.2

28.3

32.7

47.3

・「選択肢」ごとに見ると、「見ている」は「男性 25～34 歳」「男性 35～44 歳」「男性 45～

54歳」で、「見ていない」は「65-74歳」「男性 65～74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較

して高い。 

※n=（職業が「自営業／自由業」「高校生」「大学生／大学院生」以外） 
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4.個別の税や保険料の金額 
※何か一つでも見ていたら「1.見ている」を選択してください。 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (5353)

男性 (2561)

女性 (2792)

見ている

69.9

73.2

66.9

見ていない

30.1

26.8

33.1

年齢

全体 (5353)

18～24歳 (291)

25～34歳 (879)

35～44歳 (1123)

45～54歳 (1018)

55～64歳 (975)

65～74歳 (1067)

見ている

69.9

68.0

72.7

71.8

73.1

69.9

63.0

見ていない

30.1

32.0

27.3

28.2

26.9

30.1

37.0

性別・年齢

全体 (5353)

男性　18～24歳 (131)

男性　25～34歳 (439)

男性　35～44歳 (551)

男性　45～54歳 (495)

男性　55～64歳 (455)

男性　65～74歳 (490)

女性　18～24歳 (160)

女性　25～34歳 (440)

女性　35～44歳 (572)

女性　45～54歳 (523)

女性　55～64歳 (520)

女性　65～74歳 (577)

見ている

69.9

61.1

75.6

76.2

75.6

75.2

66.5

73.8

69.8

67.5

70.7

65.4

60.0

見ていない

30.1

38.9

24.4

23.8

24.4

24.8

33.5

26.3

30.2

32.5

29.3

34.6

40.0

※n=（職業が「自営業／自由業」「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「選択肢」ごとに見ると、「見ている」は「男性 25～34 歳」「男性 35～44 歳」「男性 45～

54歳」「男性 55～64歳」で、「見ていない」は「65-74歳」「男性 18～24歳」「女性 65～74

歳」で全体と比較して高い。 
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Q19. 毎月の税と保険料について、どの程度金額をご存知ですか。それぞれの税および保険料についてあて

はまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
1.所得税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (4089)

男性 (2123)

女性 (1966)

確認していない（金額を答える

ことができない）

20.2

16.6

24.1

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

59.8

59.8

59.9

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

19.9

23.6

16.0

年齢

全体 (4089)

18～24歳 (200)

25～34歳 (659)

35～44歳 (880)

45～54歳 (826)

55～64歳 (765)

65～74歳 (759)

確認していない（金額を答える

ことができない）

20.2

28.5

21.9

21.0

19.0

17.4

19.9

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

59.8

55.5

61.5

62.3

63.4

59.9

52.8

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

19.9

16.0

16.7

16.7

17.6

22.7

27.3

性別・年齢

全体 (4089)

男性　18～24歳 (83)

男性　25～34歳 (345)

男性　35～44歳 (473)

男性　45～54歳 (430)

男性　55～64歳 (408)

男性　65～74歳 (384)

女性　18～24歳 (117)

女性　25～34歳 (314)

女性　35～44歳 (407)

女性　45～54歳 (396)

女性　55～64歳 (357)

女性　65～74歳 (375)

確認していない（金額を答える

ことができない）

20.2

24.1

18.6

16.3

16.7

15.9

14.3

31.6

25.5

26.5

21.5

19.0

25.6

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

59.8

51.8

62.0

63.2

63.3

57.1

54.2

58.1

60.8

61.2

63.6

63.0

51.5

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

19.9

24.1

19.4

20.5

20.0

27.0

31.5

10.3

13.7

12.3

14.9

17.9

22.9

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別の税や保険料の金額」

を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「選択肢」ごとに見ると、「確認していない（金額を答えることができない）」は「18-24歳」「女

性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」「女性 65～74歳」で、「詳細に把握し

ている（具体的に金額を答えることができる）」は「65-74 歳」「男性 55～64 歳」「男性 65

～74歳」で全体と比較して高い。 
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2.住民税 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (4088)

男性 (2124)

女性 (1964)

確認していない（金額を答える

ことができない）

19.3

15.9

22.9

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

59.6

60.2

59.1

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

21.1

23.9

18.0

年齢

全体 (4088)

18～24歳 (199)

25～34歳 (660)

35～44歳 (883)

45～54歳 (823)

55～64歳 (764)

65～74歳 (759)

確認していない（金額を答える

ことができない）

19.3

28.1

19.5

20.0

19.3

17.7

17.4

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

59.6

53.8

60.5

62.7

61.6

58.6

55.7

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

21.1

18.1

20.0

17.2

19.1

23.7

26.9

性別・年齢

全体 (4088)

男性　18～24歳 (82)

男性　25～34歳 (346)

男性　35～44歳 (474)

男性　45～54歳 (430)

男性　55～64歳 (408)

男性　65～74歳 (384)

女性　18～24歳 (117)

女性　25～34歳 (314)

女性　35～44歳 (409)

女性　45～54歳 (393)

女性　55～64歳 (356)

女性　65～74歳 (375)

確認していない（金額を答える

ことができない）

19.3

24.4

17.3

15.6

16.5

15.9

12.5

30.8

22.0

25.2

22.4

19.7

22.4

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

59.6

54.9

60.7

63.1

63.3

56.1

58.1

53.0

60.2

62.3

59.8

61.5

53.3

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

21.1

20.7

22.0

21.3

20.2

27.9

29.4

16.2

17.8

12.5

17.8

18.8

24.3

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別の税や保険料の金額」

を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「選択肢」ごとに見ると、「確認していない（金額を答えることができない）」は「18-24歳」「男

性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 35～44歳」で、「詳細に把握している（具体的に金

額を答えることができる）」は「65-74 歳」「男性 55～64 歳」「男性 65～74 歳」で全体と比

較して高い。 
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3.健康保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (4077)

男性 (2117)

女性 (1960)

確認していない（金額を答える

ことができない）

18.9

17.0

21.0

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

60.4

59.6

61.4

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

20.6

23.4

17.6

年齢

全体 (4077)

18～24歳 (196)

25～34歳 (654)

35～44歳 (881)

45～54歳 (824)

55～64歳 (765)

65～74歳 (757)

確認していない（金額を答える

ことができない）

18.9

26.0

22.6

21.1

18.4

16.7

14.1

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

60.4

57.7

60.9

62.7

63.1

60.0

55.7

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

20.6

16.3

16.5

16.2

18.4

23.3

30.1

性別・年齢

全体 (4077)

男性　18～24歳 (81)

男性　25～34歳 (343)

男性　35～44歳 (472)

男性　45～54歳 (430)

男性　55～64歳 (408)

男性　65～74歳 (383)

女性　18～24歳 (115)

女性　25～34歳 (311)

女性　35～44歳 (409)

女性　45～54歳 (394)

女性　55～64歳 (357)

女性　65～74歳 (374)

確認していない（金額を答える

ことができない）

18.9

24.7

22.7

17.8

15.8

16.2

11.5

27.0

22.5

24.9

21.3

17.4

16.8

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

60.4

56.8

59.8

61.9

64.9

57.1

53.8

58.3

62.1

63.6

61.2

63.3

57.8

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

20.6

18.5

17.5

20.3

19.3

26.7

34.7

14.8

15.4

11.5

17.5

19.3

25.4

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別の税や保険料の金額」

を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「選択肢」ごとに見ると、「確認していない（金額を答えることができない）」は「18-24歳」「男

性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 35～44歳」で、「詳細に把握している（具体的に金

額を答えることができる）」は「65-74 歳」「男性 55～64 歳」「男性 65～74 歳」で全体と比

較して高い。 
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4.年金保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (4057)

男性 (2114)

女性 (1943)

確認していない（金額を答える

ことができない）

23.6

21.1

26.4

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

57.5

57.1

58.0

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

18.9

21.8

15.7

年齢

全体 (4057)

18～24歳 (196)

25～34歳 (651)

35～44歳 (875)

45～54歳 (820)

55～64歳 (765)

65～74歳 (750)

確認していない（金額を答える

ことができない）

23.6

28.6

23.3

22.6

20.2

21.3

29.6

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

57.5

54.6

60.4

61.0

62.1

56.5

47.9

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

18.9

16.8

16.3

16.3

17.7

22.2

22.5

性別・年齢

全体 (4057)

男性　18～24歳 (81)

男性　25～34歳 (344)

男性　35～44歳 (471)

男性　45～54歳 (429)

男性　55～64歳 (409)

男性　65～74歳 (380)

女性　18～24歳 (115)

女性　25～34歳 (307)

女性　35～44歳 (404)

女性　45～54歳 (391)

女性　55～64歳 (356)

女性　65～74歳 (370)

確認していない（金額を答える

ことができない）

23.6

25.9

22.1

17.8

17.5

19.8

28.4

30.4

24.8

28.2

23.3

23.0

30.8

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

57.5

53.1

59.9

61.6

63.6

54.3

45.8

55.7

60.9

60.4

60.4

59.0

50.0

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

18.9

21.0

18.0

20.6

18.9

25.9

25.8

13.9

14.3

11.4

16.4

18.0

19.2

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別の税や保険料の金額」

を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「選択肢」ごとに見ると、「確認していない（金額を答えることができない）」は「65-74歳」「女

性 18～24歳」「女性 65～74歳」で、「ある程度把握している（金額を答えることができる）」

は「男性 45～54歳」で、「詳細に把握している（具体的に金額を答えることができる）」は「男

性 55～64歳」「男性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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5.介護保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (4056)

男性 (2106)

女性 (1950)

確認していない（金額を答える

ことができない）

29.6

25.6

33.9

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

52.8

54.1

51.3

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

17.6

20.2

14.8

年齢

全体 (4056)

18～24歳 (192)

25～34歳 (644)

35～44歳 (872)

45～54歳 (824)

55～64歳 (766)

65～74歳 (758)

確認していない（金額を答える

ことができない）

29.6

51.6

42.7

36.2

26.8

24.7

13.5

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

52.8

35.4

44.9

49.1

58.9

57.3

56.9

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

17.6

13.0

12.4

14.7

14.3

18.0

29.7

性別・年齢

全体 (4056)

男性　18～24歳 (78)

男性　25～34歳 (339)

男性　35～44歳 (468)

男性　45～54歳 (429)

男性　55～64歳 (409)

男性　65～74歳 (383)

女性　18～24歳 (114)

女性　25～34歳 (305)

女性　35～44歳 (404)

女性　45～54歳 (395)

女性　55～64歳 (357)

女性　65～74歳 (375)

確認していない（金額を答える

ことができない）

29.6

35.9

36.6

30.1

24.9

22.5

12.5

62.3

49.5

43.3

28.9

27.2

14.4

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

52.8

46.2

49.0

51.1

59.4

56.2

55.9

28.1

40.3

46.8

58.2

58.5

57.9

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

17.6

17.9

14.5

18.8

15.6

21.3

31.6

9.6

10.2

9.9

12.9

14.3

27.7

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別の税や保険料の金額」

を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「選択肢」ごとに見ると、「確認していない（金額を答えることができない）」は「18-24歳」「25-34

歳」「35-44 歳」「男性 18～24 歳」「男性 25～34 歳」「女性 18～24 歳」「女性 25～34 歳」

「女性 35～44歳」で、「ある程度把握している（金額を答えることができる）」は「45-54歳」

「男性 45～54歳」「女性 45～54歳」「女性 55～64歳」「女性 65～74歳」で、「詳細に把

握している（具体的に金額を答えることができる）」は「65-74歳」「男性 65～74歳」「女性 65

～74歳」で全体と比較して高い。 



112 
 

6.雇用保険料 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (4058)

男性 (2108)

女性 (1950)

確認していない（金額を答える

ことができない）

31.4

28.6

34.5

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

53.1

53.1

53.2

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

15.5

18.4

12.3

年齢

全体 (4058)

18～24歳 (194)

25～34歳 (651)

35～44歳 (873)

45～54歳 (819)

55～64歳 (765)

65～74歳 (756)

確認していない（金額を答える

ことができない）

31.4

34.0

29.2

27.6

26.3

29.4

44.7

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

53.1

51.0

57.0

58.2

59.2

52.8

38.2

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

15.5

14.9

13.8

14.2

14.5

17.8

17.1

性別・年齢

全体 (4058)

男性　18～24歳 (79)

男性　25～34歳 (343)

男性　35～44歳 (467)

男性　45～54歳 (427)

男性　55～64歳 (409)

男性　65～74歳 (383)

女性　18～24歳 (115)

女性　25～34歳 (308)

女性　35～44歳 (406)

女性　45～54歳 (392)

女性　55～64歳 (356)

女性　65～74歳 (373)

確認していない（金額を答える

ことができない）

31.4

25.3

28.6

24.6

24.1

28.4

39.2

40.0

29.9

31.0

28.6

30.6

50.4

ある程度把握している（金額を

答えることができる）

53.1

53.2

55.7

57.8

60.2

49.9

40.5

49.6

58.4

58.6

58.2

56.2

35.9

詳細に把握している（具体的に

金額を答えることができる）

15.5

21.5

15.7

17.6

15.7

21.8

20.4

10.4

11.7

10.3

13.3

13.2

13.7

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別の税や保険料の金額」

を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 

・「選択肢」ごとに見ると、「確認していない（金額を答えることができない）」は「65-74歳」「男

性 65～74歳」「女性 18～24歳」「女性 65～74歳」で、「ある程度把握している（金額を答

えることができる）」は「35-44歳」「45-54歳」「男性 45～54歳」「女性 25～34歳」「女性 35

～44歳」「女性 45～54歳」で、「詳細に把握している（具体的に金額を答えることができる）」

は「男性 18～24歳」「男性 55～64歳」で全体と比較して高い。 
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Q20. あなたは国に納める税と保険料について、どんなイメージを持っていますか。あてはまるものをすべ

てお答えください。(複数回選択可） 
1.税 
 

 
 
 
 
 
 

(ｎ)

払

う

意

義

は

わ

か

る

国

や

社

会

づ

く

り

の

た

め

の

も

の

国

が

使

い

方

を

決

め

る 国

が

と

り

た

て

る

な

る

べ

く

払

い

た

く

な

い

払

え

る

な

ら

払

う

相

互

に

助

け

合

う

仕

組

み

弱

者

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

自

分

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

払

う

意

義

が

わ

か

ら

な

い

こ

の

中

に

は

一

つ

も

な

い

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 53.8 51.5 48.3 45.7 44.4 28.7 21.6 17.5 12.2 11.7 7.3 3.35
男性 (2985) 54.9 52.1 46.9 44.6 41.4 29.6 23.6 18.7 14.0 10.4 8.5 3.36
女性 (3015) 52.7 51.0 49.6 46.9 47.3 27.8 19.7 16.4 10.4 12.9 6.1 3.35
18～24歳 (558) 46.1 45.0 44.1 37.8 43.5 23.8 19.7 18.6 14.7 17.6 10.2 3.11
25～34歳 (914) 50.4 48.7 45.7 45.6 50.9 25.8 22.2 16.6 12.8 13.3 6.7 3.32
35～44歳 (1203) 52.3 48.5 46.6 46.9 48.4 23.7 20.3 16.9 10.4 13.8 8.6 3.28
45～54歳 (1106) 54.0 48.7 46.5 45.2 43.1 28.8 20.0 17.6 10.0 11.3 8.9 3.25
55～64歳 (1064) 56.1 54.4 48.4 45.8 41.1 31.0 22.8 16.3 11.9 8.5 6.0 3.36
65～74歳 (1155) 59.5 60.1 55.5 48.9 39.6 36.4 23.8 19.5 14.8 8.5 4.8 3.66
男性　18～24歳 (285) 43.5 43.5 41.8 34.7 37.2 25.6 20.0 20.0 18.2 15.4 13.0 3.00
男性　25～34歳 (463) 51.2 47.9 41.9 42.5 46.4 28.5 25.7 17.3 15.6 12.1 7.1 3.29
男性　35～44歳 (608) 53.9 50.2 45.1 44.1 42.6 25.5 22.9 18.6 12.2 11.2 10.4 3.26
男性　45～54歳 (555) 53.0 48.5 44.5 42.9 42.9 28.5 22.0 18.2 10.8 10.8 11.5 3.22
男性　55～64歳 (525) 59.6 57.3 48.2 46.1 37.3 30.5 26.7 17.0 13.0 7.4 5.7 3.43
男性　65～74歳 (549) 62.5 60.7 57.0 52.3 40.3 37.3 23.0 21.7 16.8 8.0 4.9 3.79
女性　18～24歳 (273) 48.7 46.5 46.5 41.0 50.2 22.0 19.4 17.2 11.0 19.8 7.3 3.22
女性　25～34歳 (451) 49.7 49.4 49.7 48.8 55.4 23.1 18.6 16.0 10.0 14.6 6.2 3.35
女性　35～44歳 (595) 50.6 46.9 48.2 49.7 54.3 21.8 17.6 15.1 8.6 16.5 6.7 3.29
女性　45～54歳 (551) 55.0 49.0 48.5 47.5 43.4 29.0 18.0 17.1 9.3 11.8 6.2 3.28
女性　55～64歳 (539) 52.7 51.6 48.6 45.5 44.7 31.5 19.1 15.6 10.9 9.5 6.3 3.30
女性　65～74歳 (606) 56.8 59.6 54.1 45.9 38.9 35.5 24.6 17.5 13.0 8.9 4.6 3.55

性別・

年齢

全体
性別

年齢

53.8 51.5 48.3 45.7 44.4

28.7
21.6 17.5 12.2 11.7 7.3

0%

20%

40%

60%

80%

・「年齢」では、「18-24 歳」で「払う意義がわからない」、「25-34 歳」で「なるべく払いたくな

い」、「65-74歳」で「国や社会づくりのためのもの」「払えるなら払う」「国が使い方を決める」

が全体と比較して高い。 
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2.保険料 
 

 
 
 
 
 
 

(ｎ)

払

う

意

義

は

わ

か

る

相

互

に

助

け

合

う

仕

組

み

払

え

る

な

ら

払

う

な

る

べ

く

払

い

た

く

な

い

自

分

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

国

や

社

会

づ

く

り

の

た

め

の

も

の

国

が

と

り

た

て

る

弱

者

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

国

が

使

い

方

を

決

め

る 払

う

意

義

が

わ

か

ら

な

い

こ

の

中

に

は

一

つ

も

な

い

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 49.7 43.8 28.9 28.9 25.9 20.3 19.1 17.5 15.0 7.5 8.9 2.56
男性 (2985) 49.3 45.5 28.7 28.7 26.1 20.4 19.3 18.9 14.9 7.8 10.0 2.60
女性 (3015) 50.0 42.2 29.1 29.1 25.6 20.1 18.9 16.1 15.1 7.2 7.7 2.53
18～24歳 (558) 43.5 31.7 28.0 29.9 28.7 19.0 15.9 19.0 13.8 10.4 12.9 2.40
25～34歳 (914) 46.3 36.7 29.6 35.0 25.2 21.9 20.4 20.1 14.6 9.3 7.9 2.59
35～44歳 (1203) 49.0 37.4 26.8 32.0 24.9 21.4 19.4 16.7 15.0 8.1 10.6 2.51
45～54歳 (1106) 49.9 40.0 28.4 29.4 21.5 19.3 21.0 15.8 15.6 8.0 9.9 2.49
55～64歳 (1064) 51.3 49.2 29.0 23.8 25.4 19.5 17.1 16.5 13.9 5.3 7.7 2.51
65～74歳 (1155) 54.4 60.6 31.3 24.6 30.6 20.0 19.3 17.9 16.5 5.5 5.9 2.81
男性　18～24歳 (285) 37.2 29.8 26.0 29.1 28.1 17.2 15.8 18.2 13.7 12.6 14.4 2.28
男性　25～34歳 (463) 44.5 38.9 29.6 35.9 21.8 24.0 22.0 19.7 15.8 9.3 8.0 2.61
男性　35～44歳 (608) 49.3 39.3 27.1 29.8 23.0 21.1 18.4 17.1 14.3 7.9 12.8 2.47
男性　45～54歳 (555) 47.4 41.4 27.7 29.2 22.9 19.1 20.7 16.6 14.6 7.9 12.3 2.48
男性　55～64歳 (525) 54.3 52.2 29.0 23.0 26.5 19.8 17.5 19.0 15.0 5.7 7.8 2.62
男性　65～74歳 (549) 56.8 63.6 31.9 26.4 35.0 20.4 19.9 22.8 15.7 5.8 6.0 2.98
女性　18～24歳 (273) 50.2 33.7 30.0 30.8 29.3 20.9 16.1 19.8 13.9 8.1 11.4 2.53
女性　25～34歳 (451) 48.1 34.4 29.7 34.1 28.6 19.7 18.6 20.6 13.3 9.3 7.8 2.57
女性　35～44歳 (595) 48.6 35.5 26.4 34.3 26.7 21.8 20.3 16.3 15.6 8.2 8.2 2.54
女性　45～54歳 (551) 52.5 38.5 29.0 29.6 20.1 19.6 21.2 15.1 16.5 8.2 7.6 2.50
女性　55～64歳 (539) 48.4 46.4 29.1 24.5 24.3 19.1 16.7 14.1 12.8 4.8 7.6 2.40
女性　65～74歳 (606) 52.1 57.9 30.9 22.9 26.7 19.6 18.8 13.5 17.3 5.3 5.8 2.65

性別・

年齢

全体
性別

年齢

49.7
43.8

28.9 28.9 25.9 20.3 19.1 17.5 15.0
7.5 8.9

0%

20%

40%

60%

80%

・「年齢」では、「25-34 歳」で「なるべく払いたくない」、「55-64 歳」「65-74 歳」で「相互に助

け合う仕組み」が全体と比較して高い。 
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Q21. 次の1～20の中から、税が自分の生活に還元されていると感じる公共サービスをすべてお選びくださ

い。また、そのなかからあなたが強く実感するものを３つまでお選びください。(複数回選択可） 
1.税が生活に活かされていると実感するもの（いくつでも） 
 

 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

医

療

公

共

事

業

（
道

路

、
ダ

ム

等

国

土

基

盤

整

備

）

警

察

教

育

公

衆

衛

生

（
ゴ

ミ

対

策

・

感

染

症

予

防

等

）

年

金

消

防

救

急

医

療

保

育

サ
ー

ビ

ス

等

、
子

育

て

支

援 介

護

防

災

生

活

保

護

（
障

害

や

困

窮

時

の

生

活

支

援

）

防

衛

地

方

へ

の

補

助

金

エ

ネ

ル

ギ
ー

対

策

（
石

油

ガ

ス

等

の

安

定

供

給

、
研

究

等

）

食

料

安

定

供

給

・

農

業

の

発

展

科

学

技

術

研

究

文

化

振

興

国

際

協

力

O

D

A

（
途

上

国

へ

の

経

済

・

技

術

協

力

）

ス

ポ
ー

ツ

振

興

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 58.1 44.8 43.3 42.9 42.9 41.0 40.9 40.2 35.9 35.2 35.1 32.4 32.4 25.4 16.5 15.4 15.3 14.2 14.0 13.7 2.0 6.52
男性 (2985) 57.0 47.9 48.0 43.9 43.2 43.1 44.2 41.5 32.1 34.3 38.3 32.2 39.1 28.0 19.4 17.0 18.5 15.0 15.3 15.0 1.8 6.85
女性 (3015) 59.3 41.7 38.7 41.8 42.5 38.9 37.5 39.0 39.6 36.0 31.9 32.7 25.8 22.8 13.7 13.8 12.2 13.3 12.7 12.3 2.2 6.19
18～24歳 (558) 51.6 41.2 38.0 40.9 32.6 31.4 35.3 33.2 29.2 24.2 27.1 24.6 24.4 20.3 15.1 12.2 12.5 13.8 11.6 15.1 3.4 5.53
25～34歳 (914) 53.2 41.4 33.9 42.2 34.6 30.4 31.5 30.5 40.6 24.0 28.9 26.5 24.4 20.9 13.8 13.2 10.5 12.0 9.7 11.6 3.6 5.54
35～44歳 (1203) 57.4 39.7 39.2 41.8 38.7 31.8 36.2 36.0 40.1 28.8 30.6 29.3 29.4 20.8 12.8 14.0 12.9 12.1 10.1 11.8 2.5 5.88
45～54歳 (1106) 54.1 43.2 42.8 38.7 43.4 35.1 40.2 39.1 31.6 32.7 33.3 31.7 31.8 23.1 15.0 14.2 13.4 10.6 12.6 11.8 1.4 6.06
55～64歳 (1064) 59.6 48.3 47.3 43.0 48.6 45.4 44.8 45.0 32.1 42.1 38.8 36.1 36.7 29.2 16.4 13.6 16.3 15.7 16.1 14.7 1.4 7.00
65～74歳 (1155) 68.5 52.8 54.5 49.3 52.9 65.3 52.6 52.5 38.4 51.8 46.8 41.5 42.3 34.7 24.8 22.9 23.9 20.1 21.9 17.5 0.6 8.40
男性　18～24歳 (285) 48.1 44.9 41.4 38.9 32.3 32.6 36.5 32.3 26.3 24.9 31.6 25.3 31.2 24.6 19.3 14.4 17.9 16.1 14.7 17.9 3.2 5.90
男性　25～34歳 (463) 49.9 44.7 37.6 39.3 37.4 31.3 34.3 30.5 32.8 22.5 31.5 23.8 31.3 21.8 16.2 14.0 13.6 12.5 11.4 13.6 3.7 5.71
男性　35～44歳 (608) 54.6 42.3 45.4 44.4 41.0 32.7 40.8 37.7 35.2 28.0 32.4 28.3 36.0 24.2 15.3 16.1 17.1 14.0 12.7 14.6 2.1 6.26
男性　45～54歳 (555) 53.7 44.9 46.3 38.7 41.4 38.7 41.4 40.2 29.5 31.7 35.9 29.4 35.9 25.0 16.2 15.3 14.1 10.3 13.0 12.4 1.1 6.21
男性　55～64歳 (525) 59.6 54.3 53.0 45.5 48.4 49.0 49.9 47.2 27.6 40.2 43.8 37.3 45.1 33.0 20.0 15.2 21.9 18.3 18.5 15.0 1.0 7.50
男性　65～74歳 (549) 71.0 55.2 59.9 53.6 53.0 69.0 57.7 55.7 37.7 53.0 51.0 45.2 50.5 37.3 29.3 25.3 25.5 19.5 20.9 17.9 0.7 8.95
女性　18～24歳 (273) 55.3 37.4 34.4 42.9 33.0 30.0 34.1 34.1 32.2 23.4 22.3 23.8 17.2 15.8 10.6 9.9 7.0 11.4 8.4 12.1 3.7 5.14
女性　25～34歳 (451) 56.5 37.9 30.2 45.2 31.7 29.5 28.6 30.6 48.6 25.5 26.2 29.3 17.3 20.0 11.3 12.4 7.3 11.5 8.0 9.5 3.5 5.36
女性　35～44歳 (595) 60.3 37.0 32.8 39.2 36.3 30.8 31.6 34.3 45.0 29.7 28.7 30.4 22.7 17.3 10.3 11.8 8.6 10.3 7.6 8.9 2.9 5.49
女性　45～54歳 (551) 54.4 41.6 39.2 38.7 45.4 31.4 39.0 37.9 33.6 33.8 30.7 34.1 27.8 21.1 13.8 13.1 12.7 10.9 12.2 11.1 1.6 5.92
女性　55～64歳 (539) 59.6 42.5 41.7 40.6 48.8 41.9 39.9 42.9 36.5 44.0 34.0 34.9 28.6 25.6 12.8 12.1 10.8 13.2 13.7 14.3 1.9 6.50
女性　65～74歳 (606) 66.2 50.7 49.7 45.4 52.8 61.9 48.0 49.5 39.1 50.7 43.1 38.1 34.8 32.3 20.8 20.8 22.4 20.6 22.8 17.2 0.5 7.91

性別・

年齢

全体
性別

年齢

58.1
44.8 43.3 42.9 42.9 41.0 40.9 40.2 35.9 35.2 35.1 32.4 32.4

25.4
16.5 15.4 15.3 14.2 14.0 13.7

2.0

0%

20%

40%

60%

80%

・「性別」では、「男性」で「防衛」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「25-34歳」で「保育サービス等、子育て支援」、「55-64歳」で「介護」「公衆衛

生（ゴミ対策・感染症予防等）」、「65-74歳」で「年金」「介護」「救急医療」が全体と比較して

高い。 
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2.強く実感するもの（3つまで） 
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医

療
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共

事

業

（
道

路

、
ダ

ム

等

国

土

基

盤

整

備

）

警

察

教

育

公

衆

衛

生

（
ゴ

ミ

対

策

・

感

染

症

予

防

等

）

保

育

サ
ー

ビ

ス

等

、
子

育

て

支

援 救

急

医

療

介

護

消

防

防

衛

生

活

保

護

（
障

害

や

困

窮

時

の

生

活

支

援

）

防

災

地

方

へ

の

補

助

金

食

料

安

定

供

給

・

農

業

の

発

展

エ

ネ

ル
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ー

対

策
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石

油

ガ

ス

等

の

安

定

供

給

、
研

究

等

）

国

際

協

力

O

D

A

（
途

上

国

へ

の

経

済

・

技

術

協

力

）

ス

ポ
ー

ツ

振

興

科

学

技

術

研

究

文

化

振

興

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 34.1 18.1 17.4 15.0 14.6 14.0 12.6 12.2 11.3 11.0 10.3 9.0 8.7 5.4 2.7 2.2 2.1 1.8 1.6 1.5 6.8 2.20
男性 (2985) 33.0 18.7 18.7 18.1 15.0 13.2 9.3 11.4 9.5 11.6 14.1 7.4 10.1 6.2 3.0 2.7 2.2 2.1 2.5 1.5 6.2 2.25
女性 (3015) 35.1 17.5 16.1 11.8 14.2 14.9 15.7 12.9 13.0 10.3 6.6 10.5 7.2 4.6 2.4 1.6 2.0 1.4 0.8 1.4 7.4 2.16
18～24歳 (558) 31.4 12.9 18.5 13.8 17.6 12.2 10.9 10.4 6.5 10.2 8.6 8.1 7.9 4.8 2.3 2.5 2.7 4.3 3.2 3.0 7.9 2.08
25～34歳 (914) 30.6 10.9 16.0 12.4 18.2 10.8 19.9 11.4 6.7 9.1 6.9 8.6 8.1 5.0 2.0 2.8 1.6 2.4 1.9 2.1 9.2 2.06
35～44歳 (1203) 33.8 9.7 15.5 13.6 15.9 13.7 18.8 12.0 7.9 8.9 8.6 8.6 7.6 4.7 2.6 2.2 1.7 1.7 0.9 1.5 9.0 2.09
45～54歳 (1106) 31.8 13.3 19.2 17.5 12.1 16.2 10.3 11.4 10.3 12.8 10.7 9.9 7.7 4.7 3.5 1.5 2.4 1.3 1.5 0.5 7.0 2.14
55～64歳 (1064) 35.2 20.5 18.7 18.1 12.3 14.2 7.9 13.7 14.7 12.4 12.0 9.4 9.5 6.5 2.3 2.5 2.2 1.4 1.7 1.3 4.8 2.27
65～74歳 (1155) 39.4 37.3 17.1 13.6 13.6 15.6 7.4 13.2 18.5 11.8 13.9 8.8 10.7 6.4 3.1 1.7 2.4 0.9 1.5 1.1 3.8 2.48
男性　18～24歳 (285) 28.4 12.6 19.3 16.8 15.4 11.9 7.4 9.5 6.3 12.6 13.0 5.6 11.9 6.3 3.2 3.2 2.5 4.9 5.6 2.5 5.6 2.11
男性　25～34歳 (463) 28.9 10.8 18.6 14.5 16.4 10.8 14.0 11.2 7.1 11.2 10.4 7.6 9.1 5.4 2.4 3.0 1.9 3.2 3.2 2.2 8.2 2.09
男性　35～44歳 (608) 30.6 11.3 16.3 18.6 18.3 14.1 15.0 12.0 7.2 9.9 11.7 7.4 8.9 5.9 2.6 2.6 2.1 2.6 1.2 1.6 7.9 2.17
男性　45～54歳 (555) 32.4 14.4 21.4 21.3 11.9 14.4 9.2 10.1 8.1 12.4 13.2 7.2 9.4 5.4 4.5 1.8 2.3 1.8 2.0 0.4 5.8 2.16
男性　55～64歳 (525) 34.5 21.7 20.6 21.3 13.3 12.0 3.4 12.8 12.4 12.4 17.5 8.8 11.0 7.6 2.1 3.8 2.7 1.1 2.7 1.5 5.0 2.35
男性　65～74歳 (549) 40.6 37.9 16.6 14.9 14.9 14.6 6.0 12.0 14.6 11.8 18.4 7.3 11.3 6.7 3.5 2.4 2.0 0.5 2.0 1.3 4.6 2.51
女性　18～24歳 (273) 34.4 13.2 17.6 10.6 19.8 12.5 14.7 11.4 6.6 7.7 4.0 10.6 3.7 3.3 1.5 1.8 2.9 3.7 0.7 3.7 10.3 2.05
女性　25～34歳 (451) 32.4 11.1 13.3 10.2 20.0 10.9 25.9 11.5 6.2 6.9 3.3 9.8 7.1 4.7 1.6 2.7 1.3 1.6 0.4 2.0 10.2 2.03
女性　35～44歳 (595) 37.1 8.1 14.6 8.6 13.4 13.3 22.7 11.9 8.6 7.9 5.4 9.9 6.4 3.5 2.5 1.7 1.3 0.8 0.7 1.3 10.1 2.00
女性　45～54歳 (551) 31.2 12.2 16.9 13.6 12.3 18.0 11.4 12.7 12.5 13.2 8.2 12.7 6.0 4.0 2.5 1.3 2.4 0.7 1.1 0.7 8.2 2.11
女性　55～64歳 (539) 35.8 19.3 16.9 15.0 11.3 16.3 12.2 14.7 16.9 12.4 6.7 10.0 8.0 5.4 2.6 1.3 1.7 1.7 0.7 1.1 4.6 2.20
女性　65～74歳 (606) 38.3 36.8 17.7 12.4 12.4 16.5 8.7 14.2 22.1 11.7 9.7 10.2 10.2 6.1 2.8 1.2 2.8 1.2 1.0 1.0 3.1 2.45

性別・

年齢

全体
性別

年齢

34.1

18.1 17.4 15.0 14.6 14.0 12.6 12.2 11.3 11.0 10.3 9.0 8.7 5.4 2.7 2.2 2.1 1.8 1.6 1.5 6.8

0%

20%

40%

60%

80%

・「年齢」では、「25-34 歳」で「保育サービス等、子育て支援」、「35-44 歳」で「保育サービス

等、子育て支援」、「65-74歳」で「年金」「介護」が全体と比較して高い。 
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Q22. 支払われた税により、Q21の公共サービスは賄われています。あなたの感覚に近いものをお選びくだ

さい。（回答はひとつ） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

払う税に比べて、

公共サービスを

とても受けている

2.8

3.8

1.9

払う税に比べて、

公共サービスを

受けている

6.1

6.5

5.6

払う税に比べて、

公共サービスを

まあ受けている

13.4

14.6

12.1

払う税と受ける

公共サービスの

バランスは同じ

15.0

16.1

13.9

払う税に比べて、

公共サービスを

あまり受けていない

35.4

32.3

38.5

払う税に比べて、

公共サービスを

受けていない

16.5

15.1

17.9

払う税に比べて、

公共サービスを

全く受けていない

10.8

11.5

10.1

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

払う税に比べて、

公共サービスを

とても受けている

2.8

5.9

3.2

2.3

2.4

2.1

2.8

払う税に比べて、

公共サービスを

受けている

6.1

7.9

5.3

5.1

4.1

5.7

9.0

払う税に比べて、

公共サービスを

まあ受けている

13.4

14.3

13.6

12.4

9.7

11.6

18.9

払う税と受ける

公共サービスの

バランスは同じ

15.0

18.5

16.8

15.6

12.9

12.3

15.7

払う税に比べて、

公共サービスを

あまり受けていない

35.4

28.1

33.6

33.4

37.3

40.3

36.2

払う税に比べて、

公共サービスを

受けていない

16.5

12.9

17.7

17.1

19.3

17.8

12.9

払う税に比べて、

公共サービスを

全く受けていない

10.8

12.4

9.8

14.0

14.5

10.2

4.6

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

払う税に比べて、

公共サービスを

とても受けている

2.8

8.8

3.9

3.1

2.9

3.2

3.1

2.9

2.4

1.5

1.8

0.9

2.5

払う税に比べて、

公共サービスを

受けている

6.1

9.1

5.4

4.6

4.5

7.0

9.8

6.6

5.1 

5.5

3.6

4.5

8.3

払う税に比べて、

公共サービスを

まあ受けている

13.4

15.1

16.0

14.1

10.3

12.0

20.6

13.6

11.1

10.6

9.1

11.1

17.3

払う税と受ける

公共サービスの

バランスは同じ

15.0

21.8

18.8

16.6

15.3

12.0

15.1

15.0

14.9

14.6

10.5

12.6

16.2

払う税に比べて、

公共サービスを

あまり受けていない

35.4

21.4

27.2

30.9

34.1

38.9

35.9

35.2

40.1

36.0

40.5

41.7

36.5

払う税に比べて、

公共サービスを

受けていない

16.5

9.1

16.8

16.0

18.4

15.8

12.0

16.8

18.6

18.3

20.1

19.7

13.7

払う税に比べて、

公共サービスを

全く受けていない

10.8

14.7

11.9

14.6

14.6

11.0

3.5

9.9

7.8

13.4

14.3

9.5

5.6

・「年齢」では、「65-74 歳」で「払う税に比べて、公共サービスをまあ受けている」が全体と比

較して高い。 



118 
 

Q23. 次の1～20のリストを見て、あなたがもっと国に税を投入して強化して欲しい公共サービス、逆に減

らしても良いと思う公共サービスをそれぞれいくつでもお選びください。（複数選択可） 
1.国にもっと税を使って欲しい（いくつでも） 
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特
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し
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人

あ

た
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平

均

回

答

項

目

数

(6000) 50.4 45.9 42.2 39.8 39.0 37.0 35.2 27.7 26.5 22.7 22.4 19.5 19.5 18.8 18.7 17.3 16.9 11.5 9.0 7.2 3.3 5.45
男性 (2985) 47.1 45.0 43.2 39.2 36.1 38.5 34.2 27.6 26.8 25.9 27.1 24.8 21.3 22.1 20.4 20.8 16.7 12.8 10.8 7.9 3.2 5.66
女性 (3015) 53.5 46.8 41.2 40.4 41.8 35.6 36.2 27.8 26.3 19.5 17.7 14.3 17.8 15.5 16.9 13.9 17.0 10.1 7.2 6.5 3.3 5.24
18～24歳 (558) 43.9 31.7 45.5 45.3 28.7 31.0 30.1 25.6 24.7 21.9 22.4 18.8 18.3 16.3 21.1 22.2 16.8 14.7 12.5 10.0 3.8 5.21
25～34歳 (914) 45.8 32.6 50.3 55.1 29.1 31.8 34.0 26.4 27.1 21.0 21.8 19.5 17.6 15.6 21.3 20.0 13.7 11.6 10.3 8.6 5.1 5.41
35～44歳 (1203) 49.9 39.0 46.2 43.7 35.5 34.2 35.2 27.7 26.4 20.6 19.9 21.3 18.7 17.4 17.5 15.8 15.3 10.5 9.0 8.0 3.9 5.32
45～54歳 (1106) 47.9 46.4 37.2 31.0 40.5 35.2 32.9 26.6 23.5 19.0 17.9 17.5 18.9 19.1 15.5 15.1 16.6 9.9 9.0 5.0 3.9 5.04
55～64歳 (1064) 52.2 55.9 35.2 30.6 44.8 39.3 36.5 28.9 25.7 25.3 22.5 19.3 19.4 19.6 18.3 15.0 18.8 10.2 7.0 4.6 2.3 5.42
65～74歳 (1155) 58.2 61.0 41.3 37.6 48.5 46.8 39.7 30.0 30.8 27.5 29.5 20.3 23.2 22.7 20.0 18.5 19.5 13.4 8.1 8.3 1.1 6.12
男性　18～24歳 (285) 40.4 30.5 43.9 35.1 23.9 31.6 28.4 22.8 28.4 26.0 27.7 25.3 20.4 18.9 22.1 27.0 14.7 14.4 14.7 11.2 4.9 5.34
男性　25～34歳 (463) 41.5 29.6 47.7 49.9 27.0 32.2 32.6 27.4 31.5 26.1 28.1 25.9 20.3 18.4 22.9 26.6 13.8 14.5 13.8 10.2 5.6 5.72
男性　35～44歳 (608) 45.2 37.7 46.2 43.1 34.0 36.0 33.1 27.0 26.0 23.5 24.0 27.1 20.4 20.7 19.9 19.2 14.6 12.3 11.8 8.4 3.1 5.48
男性　45～54歳 (555) 43.8 45.2 37.1 31.9 35.1 34.8 29.9 25.2 21.1 20.0 21.1 20.4 18.0 21.4 15.5 15.1 14.6 10.1 10.8 4.9 3.4 4.93
男性　55～64歳 (525) 49.3 55.2 42.1 34.1 41.9 41.9 38.1 30.9 26.7 30.1 27.4 26.7 23.8 23.6 21.1 18.9 21.1 12.6 8.4 5.9 1.9 5.91
男性　65～74歳 (549) 58.8 63.8 43.0 40.1 47.7 50.5 40.3 30.4 28.8 30.1 35.0 23.9 24.4 27.5 22.4 21.9 20.4 14.2 7.3 8.6 1.3 6.47
女性　18～24歳 (273) 47.6 33.0 47.3 56.0 33.7 30.4 31.9 28.6 20.9 17.6 16.8 12.1 16.1 13.6 20.1 17.2 19.0 15.0 10.3 8.8 2.6 5.09
女性　25～34歳 (451) 50.3 35.7 53.0 60.5 31.3 31.5 35.5 25.3 22.6 15.7 15.3 12.9 14.9 12.9 19.7 13.3 13.5 8.6 6.7 7.1 4.7 5.10
女性　35～44歳 (595) 54.6 40.3 46.2 44.4 37.0 32.3 37.3 28.4 26.7 17.6 15.6 15.3 17.0 13.9 15.0 12.3 16.0 8.6 6.1 7.6 4.7 5.16
女性　45～54歳 (551) 52.1 47.5 37.2 30.1 45.9 35.6 35.9 27.9 26.0 18.0 14.7 14.7 19.8 16.7 15.4 15.1 18.7 9.8 7.1 5.1 4.4 5.16
女性　55～64歳 (539) 54.9 56.6 28.4 27.3 47.7 36.7 34.9 26.9 24.7 20.6 17.6 12.1 15.0 15.8 15.6 11.3 16.5 7.8 5.8 3.3 2.8 4.93
女性　65～74歳 (606) 57.6 58.4 39.8 35.3 49.2 43.4 39.1 29.5 32.7 25.2 24.6 17.0 22.1 18.3 17.8 15.5 18.6 12.7 8.9 8.1 1.0 5.80

性別・

年齢

全体
性別

年齢

50.4 45.9 42.2 39.8 39.0 37.0 35.2
27.7 26.5 22.7 22.4 19.5 19.5 18.8 18.7 17.3 16.9 11.5 9.0 7.2 3.3

0%

20%

40%

60%

80%

・「性別」では、「男性」で「防衛」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」で「保育サービス等、子育て支援」「公共事業（道路、ダム等国土基

盤整備）」、「25-34 歳」で「保育サービス等、子育て支援」「教育」、「55-64 歳」で「年金」「介

護」、「65-74歳」で「年金」「防災」「介護」が全体と比較して高い。 
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2.税を使うのは減らして欲しい（いくつでも） 
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特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 30.4 27.8 24.2 24.2 20.9 18.3 12.9 11.8 9.0 8.7 8.2 7.6 7.5 6.5 5.9 5.4 4.3 3.7 3.1 2.5 13.0 2.79
男性 (2985) 35.9 28.3 26.5 25.0 21.6 20.2 16.0 12.4 9.9 8.9 7.3 8.6 8.4 8.0 6.3 7.3 5.5 4.8 3.9 3.4 11.2 3.02
女性 (3015) 24.9 27.3 22.0 23.3 20.1 16.4 9.8 11.2 8.1 8.5 9.1 6.5 6.7 4.9 5.5 3.6 3.2 2.6 2.3 1.6 14.8 2.55
18～24歳 (558) 20.4 22.9 14.0 22.0 9.1 14.9 9.0 12.9 16.7 7.5 5.0 11.1 6.3 5.4 5.2 4.1 6.3 4.1 3.2 2.3 19.9 2.53
25～34歳 (914) 24.5 32.4 12.4 19.5 16.4 14.9 9.8 15.5 15.8 7.8 4.4 11.5 6.1 7.8 5.0 3.2 5.3 4.0 3.9 2.7 15.5 2.64
35～44歳 (1203) 29.5 33.1 17.4 27.3 20.4 19.5 13.3 13.8 10.6 10.4 8.8 8.1 7.3 7.8 5.7 5.7 4.9 4.2 3.6 2.3 14.0 2.95
45～54歳 (1106) 31.5 27.4 24.8 26.5 25.2 21.3 11.5 11.9 9.0 10.6 12.6 7.5 9.0 7.1 8.5 6.3 4.6 3.7 3.8 3.3 11.1 2.99
55～64歳 (1064) 34.5 23.5 30.8 23.7 23.9 19.4 15.0 9.5 4.2 8.6 9.3 3.6 7.2 5.8 6.0 6.5 2.8 2.9 2.3 1.9 11.5 2.73
65～74歳 (1155) 35.9 25.4 39.1 24.0 23.6 17.5 15.9 8.2 2.9 6.7 6.9 5.9 8.4 4.5 4.4 5.8 3.2 3.3 1.9 2.1 10.0 2.73
男性　18～24歳 (285) 22.8 25.6 12.6 18.9 8.1 15.4 10.2 11.9 17.9 7.4 4.6 12.3 6.0 5.3 7.0 4.9 7.4 5.6 3.9 3.2 18.6 2.59
男性　25～34歳 (463) 31.7 34.1 15.3 21.0 16.6 18.4 13.8 17.5 18.1 7.6 4.8 14.9 6.9 10.4 5.4 4.1 7.1 5.6 5.2 4.5 11.0 2.96
男性　35～44歳 (608) 35.5 33.1 19.9 26.8 20.7 21.9 15.0 13.7 11.5 10.7 6.9 8.9 7.7 10.0 5.8 7.6 6.1 5.6 4.6 3.3 12.5 3.14
男性　45～54歳 (555) 38.0 28.6 27.9 24.3 25.4 21.6 15.7 12.4 9.5 11.0 10.6 7.9 10.5 8.3 6.8 7.9 5.9 4.1 4.7 4.0 8.8 3.13
男性　55～64歳 (525) 38.7 23.0 33.7 26.7 25.3 20.6 18.7 9.9 3.8 9.3 7.8 4.8 9.0 7.4 6.7 9.5 3.2 4.0 3.0 2.7 11.0 3.01
男性　65～74歳 (549) 41.9 24.2 42.1 28.8 26.6 20.6 19.7 9.1 3.5 6.4 7.7 5.5 9.1 5.6 6.2 8.2 4.2 4.0 2.0 2.6 8.7 3.04
女性　18～24歳 (273) 17.9 20.1 15.4 25.3 10.3 14.3 7.7 13.9 15.4 7.7 5.5 9.9 6.6 5.5 3.3 3.3 5.1 2.6 2.6 1.5 21.2 2.46
女性　25～34歳 (451) 17.1 30.6 9.3 18.0 16.2 11.3 5.8 13.5 13.3 8.0 4.0 8.0 5.3 5.1 4.7 2.2 3.3 2.4 2.7 0.9 20.2 2.28
女性　35～44歳 (595) 23.4 33.1 14.8 27.7 20.0 17.1 11.6 13.9 9.6 10.1 10.8 7.4 6.9 5.5 5.7 3.7 3.7 2.7 2.5 1.3 15.6 2.75
女性　45～54歳 (551) 24.9 26.1 21.6 28.7 25.0 21.1 7.3 11.4 8.5 10.2 14.5 7.1 7.4 5.8 10.2 4.7 3.3 3.3 2.9 2.7 13.4 2.85
女性　55～64歳 (539) 30.4 23.9 28.0 20.8 22.4 18.2 11.5 9.1 4.6 7.8 10.8 2.4 5.6 4.3 5.4 3.5 2.4 1.9 1.7 1.1 11.9 2.45
女性　65～74歳 (606) 30.5 26.4 36.5 19.6 21.0 14.7 12.5 7.4 2.3 6.9 6.3 6.3 7.8 3.5 2.8 3.6 2.3 2.6 1.8 1.7 11.1 2.43

性別・

年齢

全体
性別

年齢

30.4 27.8 24.2 24.2 20.9 18.3 12.9 11.8 9.0 8.7 8.2 7.6 7.5 6.5 5.9 5.4 4.3 3.7 3.1 2.5
13.0

0%

20%

40%

60%

80%

・「性別」では、「男性」で「国際協力 ODA（途上国への経済・技術協力）」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24 歳」で「年金」「介護」、「25-34 歳」で「年金」「生活保護（障害や困窮

時の生活支援）」、「35-44歳」で「生活保護（障害や困窮時の生活支援）」、「55-64歳」で「防衛」、

「65-74歳」で「防衛」が全体と比較して高い。 
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Q24. 次の文章は、日本の財政と社会保障制度に関するものです。それぞれ、どの程度ご存知かお聞かせく

ださい。社会保障制度とは、国民からの税や保険料による収入を使って、国が医療費や介護費の大半を負

担する制度です。退職後の年金の支給や、子どもの出産・保育の支援なども行います。（回答は各ひとつ） 
1.日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで国債を発行して、

主に日本国内から資金を調達し補填しています。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

26.5

20.9

32.1

聞いたことがある

48.5

49.2

47.9

よく知っている／よく聞く

25.0

29.9

20.1

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

26.5

40.3

32.2

34.0

25.5

20.7

13.9

聞いたことがある

48.5

38.2

46.6

48.6

52.7

52.3

47.5

よく知っている／よく聞く

25.0

21.5

21.2

17.4

21.8

27.1

38.6

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

26.5

35.4

26.1

25.7

19.8

14.5

10.7

45.4

38.4

42.5

31.2

26.7

16.7

聞いたことがある

48.5

38.2

47.3

52.0

56.2

51.6

44.1

38.1

45.9

45.2

49.2

52.9

50.7

よく知っている／よく聞く

25.0

26.3

26.6

22.4

24.0

33.9

45.2

16.5

15.7

12.3

19.6

20.4

32.7

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「女性」「18-24歳」「25-34歳」「35-44

歳」「男性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」で、「聞いた

ことがある」は「男性 45～54歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「65-74歳」「男性 55

～64歳」「男性 65～74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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2.地方政府等を含めた借金の総額は約1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。日本以外の主

要先進7カ国（Ｇ７）の地方政府等を含めた借金はGDPの約1.4倍未満です。日本の借金のGDP比率は

先進国中最大です。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

43.3

33.2

53.3

聞いたことがある

42.0

46.8

37.2

よく知っている／よく聞く

14.7

20.0

9.5

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

43.3

53.6

50.3

50.3

43.9

39.3

28.7

聞いたことがある

42.0

31.5

37.5

38.1

45.5

45.0

48.4

よく知っている／よく聞く

14.7

14.9

12.1

11.6

10.6

15.7

22.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

43.3

46.3

38.9

38.2

34.1

29.3

19.1

61.2

62.1

62.7

53.9

49.0

37.3

聞いたことがある

42.0

33.7

43.6

46.2

50.8

47.6

51.9

29.3

31.3

29.7

40.1

42.5

45.2

よく知っている／よく聞く

14.7

20.0

17.5

15.6

15.1

23.0

29.0

9.5

6.7

7.6

6.0

8.5

17.5

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「女性」「18-24歳」「25-34歳」「35-44

歳」「女性 18～24 歳」「女性 25～34 歳」「女性 35～44 歳」「女性 45～54 歳」「女性 55

～64歳」で、「聞いたことがある」は「65-74歳」「男性 45～54歳」「男性 55～64歳」「男性 

65～74歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「男性」「65-74歳」「男性 18～24歳」「男性 

55～64歳」「男性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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3.国民一人当たりの借金は約710万円と計算されます。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

41.6

32.1

51.1

聞いたことがある

43.4

47.5

39.3

よく知っている／よく聞く

15.0

20.4

9.6

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

41.6

47.1

47.3

45.6

43.9

38.1

31.5

聞いたことがある

43.4

38.2

39.8

42.1

43.9

46.1

47.0

よく知っている／よく聞く

15.0

14.7

12.9

12.2

12.3

15.8

21.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

41.6

40.7

39.1

34.5

32.6

29.0

21.5

53.8

55.7

57.0

55.2

46.9

40.6

聞いたことがある

43.4

41.1

42.1

48.4

50.6

49.3

49.5

35.2

37.5

35.8

37.0

43.0

44.7

よく知っている／よく聞く

15.0

18.2

18.8

17.1

16.8

21.7

29.0

11.0

6.9

7.2

7.8

10.0

14.7

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「女性」「18-24歳」「25-34歳」「女

性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」「女性 45～54歳」「女性 55～64歳」

で、「聞いたことがある」は「男性 45～54歳」「男性 55～64歳」「男性 65～74歳」で、「よ

く知っている／よく聞く」は「男性」「65-74 歳」「男性 55～64 歳」「男性 65～74 歳」で全

体と比較して高い。 
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4.借金が増える最大の理由は社会保障費の増加です。寿命が延び高齢者人口が増えた結果、年金・医療・介

護の支出が急速に増えています。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

23.9

20.5

27.2

聞いたことがある

50.3

50.5

50.2

よく知っている／よく聞く

25.8

29.0

22.6

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

23.9

36.9

31.3

29.3

23.6

17.9

11.9

聞いたことがある

50.3

38.4

45.4

50.9

54.6

53.9

52.1

よく知っている／よく聞く

25.8

24.7

23.3

19.9

21.8

28.3

35.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

23.9

34.0

26.8

23.5

20.9

14.7

10.0

39.9

35.9

35.1

26.3

21.0

13.7

聞いたことがある

50.3

36.8

44.5

53.3

56.8

53.1

50.6

39.9

46.3

48.4

52.5

54.5

53.5

よく知っている／よく聞く

25.8

29.1

28.7

23.2

22.3

32.2

39.3

20.1

17.7

16.5

21.2

24.5

32.8

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」

「男性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」で、「聞いたこ

とがある」は「男性 45～54 歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「65-74 歳」「男性 55

～64歳」「男性 65～74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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5.現在の社会保障費のための借金は長期間かけて返していきます。子や孫の世代の税収も返済に充てられる

ので、将来世代に借金の付け回しをすることになります。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

25.7

21.7

29.7

聞いたことがある

51.2

51.8

50.6

よく知っている／よく聞く

23.1

26.5

19.6

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

25.7

38.9

32.2

31.1

24.8

20.2

14.6

聞いたことがある

51.2

39.1

48.0

51.5

56.2

54.2

51.8

よく知っている／よく聞く

23.1

22.0

19.8

17.4

19.0

25.6

33.6

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

25.7

36.8

26.1

25.0

20.9

17.5

11.1

41.0

38.4

37.3

28.7

22.8

17.8

聞いたことがある

51.2

40.4

48.8

52.5

58.9

52.8

51.5

37.7

47.2

50.6

53.5

55.7

52.0

よく知っている／よく聞く

23.1

22.8

25.1

22.5

20.2

29.7

37.3

21.2

14.4

12.1

17.8

21.5

30.2

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」

「男性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」で、「聞いたこ

とがある」は「45-54歳」「男性 45～54歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「65-74歳」

「男性 55～64歳」「男性 65～74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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6.近年、日本は年間予算の 30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てています。その結果、教育や

防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

45.1

35.6

54.5

聞いたことがある

43.4

48.6

38.3

よく知っている／よく聞く

11.5

15.7

7.3

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

45.1

52.7

50.7

51.4

46.4

41.9

32.2

聞いたことがある

43.4

33.7

38.0

40.0

44.9

46.2

52.0

よく知っている／よく聞く

11.5

13.6

11.4

8.6

8.7

11.8

15.8

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

45.1

44.6

41.5

41.0

35.9

31.4

24.0

61.2

60.1

62.0

57.0

52.1

39.6

聞いたことがある

43.4

37.5

43.6

46.9

52.8

50.5

54.6

29.7

32.2

32.9

37.0

42.1

49.7

よく知っている／よく聞く

11.5

17.9

14.9

12.2

11.4

18.1

21.3

9.2

7.8

5.0

6.0

5.8

10.7

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「女性」「18-24歳」「25-34歳」「35-44

歳」「女性 18～24 歳」「女性 25～34 歳」「女性 35～44 歳」「女性 45～54 歳」「女性 55

～64歳」で、「聞いたことがある」は「男性」「65-74歳」「男性 45～54歳」「男性 55～64歳」

「男性 65～74 歳」「女性 65～74 歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「男性 18～24

歳」「男性 55～64歳」「男性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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7.2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者（75才以上）になります。社会保障に必要なお金が更に増え

る見込みです。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

22.6

20.2

24.9

聞いたことがある

50.4

50.9

49.8

よく知っている／よく聞く

27.1

28.9

25.2

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

22.6

34.4

29.4

28.1

22.7

17.2

10.6

聞いたことがある

50.4

40.9

48.6

52.3

54.5

54.7

46.3

よく知っている／よく聞く

27.1

24.7

22.0

19.6

22.8

28.1

43.0

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

22.6

31.6

25.5

23.2

22.2

15.6

9.1

37.4

33.5

33.1

23.2

18.7

12.0

聞いたことがある

50.4

42.5

48.2

55.8

55.5

54.1

44.4

39.2

49.0

48.7

53.5

55.3

48.0

よく知っている／よく聞く

27.1

26.0

26.3

21.1

22.3

30.3

46.4

23.4

17.5

18.2

23.2

26.0

39.9

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」

「男性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」で、「聞いたこ

とがある」は「男性 35～44歳」「男性 45～54歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「65-74

歳」「男性 65～74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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8.2040 年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が 65 才以上になり、全人口の 35％超が 65 才以上の高齢者に

なる見込みです。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

27.2

23.9

30.5

聞いたことがある

50.4

51.5

49.4

よく知っている／よく聞く

22.4

24.6

20.1

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

27.2

37.6

33.0

33.1

27.6

22.5

15.6

聞いたことがある

50.4

39.8

47.9

49.6

53.2

56.1

50.5

よく知っている／よく聞く

22.4

22.6

19.0

17.3

19.3

21.4

33.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

27.2

33.3

28.3

29.4

25.0

19.0

12.8

42.1

37.9

36.8

30.1

25.8

18.2

聞いたことがある

50.4

40.7

48.4

50.8

56.0

57.7

49.7

38.8

47.5

48.4

50.3

54.5

51.2

よく知っている／よく聞く

22.4

26.0

23.3

19.7

18.9

23.2

37.5

19.0

14.6

14.8

19.6

19.7

30.7

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「18-24歳」「25-34歳」「35-44歳」

「男性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」で、「聞いたこ

とがある」は「55-64 歳」「男性 45～54 歳」「男性 55～64 歳」で、「よく知っている／よく

聞く」は「65-74歳」「男性 65～74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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9.65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政府データによれば後期高齢者の医療費は

前期高齢者の5倍、介護費は10倍になります。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

34.3

30.8

37.8

聞いたことがある

49.6

50.8

48.5

よく知っている／よく聞く

16.1

18.4

13.7

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

34.3

42.1

41.4

38.9

35.9

29.4

23.2

聞いたことがある

49.6

40.7

44.2

47.7

51.4

55.3

53.3

よく知っている／よく聞く

16.1

17.2

14.4

13.4

12.7

15.3

23.5

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

34.3

38.9

35.9

35.5

33.3

26.7

18.4

45.4

47.0

42.4

38.5

32.1

27.6

聞いたことがある

49.6

42.5

47.5

48.4

53.3

53.0

55.9

38.8

40.8

47.1

49.5

57.5

51.0

よく知っている／よく聞く

16.1

18.6

16.6

16.1

13.3

20.4

25.7

15.8

12.2

10.6

12.0

10.4

21.5

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「18-24歳」「25-34歳」「女性 18

～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」で、「聞いたことがある」は「55-64歳」「男性 

65～74 歳」「女性 55～64 歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「65-74 歳」「男性 65～

74歳」「女性 65～74歳」で全体と比較して高い。 
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10.現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成を目指す「社会保

障と税の一体改革」を行っています。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

知らない／聞いたことが無い

39.0

30.2

47.8

聞いたことがある

50.2

55.0

45.5

よく知っている／よく聞く

10.8

14.8

6.7

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

知らない／聞いたことが無い

39.0

50.9

46.0

43.9

41.3

33.5

25.7

聞いたことがある

50.2

37.5

42.7

47.5

49.8

56.1

60.0

よく知っている／よく聞く

10.8

11.6

11.4

8.6

8.9

10.4

14.3

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

知らない／聞いたことが無い

39.0

46.0

36.9

33.7

31.7

24.2

16.6

56.0

55.2

54.3

51.0

42.5

34.0

聞いたことがある

50.2

38.9

47.9

54.6

55.9

60.4

63.6

35.9

37.3

40.3

43.7

51.9

56.8

よく知っている／よく聞く

10.8

15.1

15.1

11.7

12.4

15.4

19.9

8.1

7.5

5.4

5.3

5.6

9.2

・「選択肢」ごとに見ると、「知らない／聞いたことが無い」は「女性」「18-24歳」「25-34歳」「男

性 18～24歳」「女性 18～24歳」「女性 25～34歳」「女性 35～44歳」「女性 45～54歳」

で、「聞いたことがある」は「55-64歳」「65-74歳」「男性 45～54歳」「男性 55～64歳」「男

性 65～74 歳」「女性 65～74 歳」で、「よく知っている／よく聞く」は「男性 65～74 歳」

で全体と比較して高い。 
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Q25. 前述の日本の財政と社会保障費に関する記述について、これらの記述を読んだときのインパクト感が

高かった情報（「へぇ」「なるほど」「そうなんだ」と言うような驚き、発見、関心の度合いが高かった情報）

をいくつでも選んでください。また、インパクトが弱いと感じた情報（驚き、発見、関心の度合いが低か

った情報）があれば、いくつでも選んでください。（複数選択可） 
1.インパクトが強い情報（いくつでも） 
 

 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

6

5
～

7

4

才

を

前

期

高

齢

者

、
7

5

才

以

上

を

後

期

高

齢

者

と

呼

び

ま

す

。
政

府

デ
ー

タ

に

よ

れ

ば

後

期

高

齢

者

の

医

療

費

は

前

期

高

齢

者

の

5

倍

、
介

護

費

は

1

0

倍

に

な

り

ま

す

。

国

民

一

人

当

た

り

の

借

金

は

約

7

1

0

万

円

と

計

算

さ

れ

ま

す

。

2

0

4

0

年

頃

、
人

口

が

多

い

団

塊

ジ

ュ
ニ

ア

世

代

が

6

5

才

以

上

に

な

り

、
全

人

口

の

3

5

％

超

が

6

5

才

以

上

の

高

齢

者

に

な

る

見

込

み

で

す

。

2

0

2

5

年

、
人

口

が

多

い

団

塊

世

代

が

後

期

高

齢

者

（
7

5

才

以

上

）

に

な

り

ま

す

。
社

会

保

障

に

必

要

な

お

金

が

更

に

増

え

る

見

込

み

で

す

。

借

金

が

増

え

る

最

大

の

理

由

は

社

会

保

障

費

の

増

加

で

す

。
寿

命

が

延

び

高

齢

者

人

口

が

増

え

た

結

果

、
年

金

・

医

療

・

介

護

の

支

出

が

急

速

に

増

え

て

い

ま

す

。

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

の

総

額

は

約

1

,

3

0

0

兆

円

で

、
日

本

の

G

D

P

の

約

2

.

4

倍

に

相

当

し

ま

す

。
日

本

以

外

の

主

要

先

進

7

カ

国

（
Ｇ

７

）
の

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

は

G

D

P

の

約

1

.

4

倍

未

満

で

す

。
日

本

の

借

金

の

G

D

P

比

率

は

先

進

国

中

最

大

で

す

。

近

年

、
日

本

は

年

間

予

算

の

3

0

％

を

社

会

保

障

に

、
2

5

％

を

過

去

の

借

金

返

済

に

充

て

て

い

ま

す

。
そ

の

結

果

、
教

育

や

防

衛

等

、
他

の

予

算

を

ほ

と

ん

ど

増

や

せ

な

い

状

況

で

す

。

現

在

の

社

会

保

障

費

の

た

め

の

借

金

は

長

期

間

か

け

て

返

し

て

い

き

ま

す

。
子

や

孫

の

世

代

の

税

収

も

返

済

に

充

て

ら

れ

る

の

で

、
将

来

世

代

に

借

金

の

付

け

回

し

を

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

日

本

は

国

の

運

営

に

必

要

な

お

金

（
予

算

）
に

対

し

て

収

入

（
税

収

）
が

不

足

し

て

い

ま

す

。
そ

こ

で

国

債

を

発

行

し

て

、
主

に

日

本

国

内

か

ら

資

金

を

調

達

し

補

填

し

て

い

ま

す

。

現

在

、
社

会

保

障

の

充

実

・

安

定

化

と

、
そ

の

た

め

の

安

定

財

源

確

保

と

財

政

健

全

化

の

同

時

達

成

を

目

指

す
「

社

会

保

障

と

税

の

一

体

改

革

」
を

行

っ
て

い

ま

す

。

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 48.8 46.4 44.9 43.4 35.8 34.6 33.5 33.1 25.6 19.0 7.4 3.94
男性 (2985) 46.1 41.9 43.0 42.9 34.6 36.6 35.2 32.1 27.6 20.7 8.7 3.95
女性 (3015) 51.5 50.8 46.6 44.0 37.0 32.6 31.8 34.1 23.6 17.3 6.1 3.93
18～24歳 (558) 44.1 42.7 41.0 36.2 30.6 28.9 30.1 29.9 22.4 21.3 8.4 3.57
25～34歳 (914) 46.4 47.0 42.5 42.0 33.7 33.4 36.5 34.4 24.2 21.0 9.4 3.99
35～44歳 (1203) 45.0 44.6 43.6 39.9 34.5 32.3 33.1 30.4 24.4 17.9 8.9 3.79
45～54歳 (1106) 46.8 46.9 43.1 42.8 33.3 32.8 32.1 30.4 24.2 17.7 7.0 3.76
55～64歳 (1064) 49.1 46.0 44.8 43.0 36.9 33.4 30.7 33.3 23.7 18.1 7.0 3.86
65～74歳 (1155) 58.6 49.5 51.5 52.7 42.8 43.7 37.0 39.0 32.7 19.6 4.4 4.47
男性　18～24歳 (285) 42.5 39.3 41.4 34.0 30.9 32.3 31.2 28.8 23.9 21.8 8.8 3.57
男性　25～34歳 (463) 44.7 39.7 41.7 41.5 34.6 33.7 36.9 31.5 26.8 24.6 10.4 3.97
男性　35～44歳 (608) 40.5 39.6 42.1 39.5 34.2 34.7 33.6 29.4 27.1 19.4 10.4 3.79
男性　45～54歳 (555) 45.4 44.1 41.1 42.2 30.8 35.5 34.1 30.3 25.2 20.4 7.4 3.77
男性　55～64歳 (525) 45.3 42.7 42.5 42.7 34.7 36.6 35.4 31.0 26.7 20.0 9.0 3.93
男性　65～74歳 (549) 56.8 44.8 48.6 53.4 40.8 44.8 38.4 40.3 34.1 19.3 6.4 4.50
女性　18～24歳 (273) 45.8 46.2 40.7 38.5 30.4 25.3 28.9 31.1 20.9 20.9 8.1 3.57
女性　25～34歳 (451) 48.1 54.5 43.2 42.6 32.8 33.0 36.1 37.3 21.5 17.3 8.4 4.00
女性　35～44歳 (595) 49.6 49.7 45.2 40.3 34.8 29.9 32.6 31.4 21.5 16.3 7.4 3.79
女性　45～54歳 (551) 48.3 49.7 45.2 43.4 35.8 30.1 30.1 30.5 23.2 15.1 6.5 3.76
女性　55～64歳 (539) 52.7 49.2 47.1 43.4 39.1 30.2 26.2 35.4 20.8 16.3 5.0 3.79
女性　65～74歳 (606) 60.2 53.8 54.1 52.1 44.6 42.7 35.6 38.0 31.5 19.8 2.6 4.44

性別・

年齢

全体
性別

年齢

48.8 46.4 44.9 43.4
35.8 34.6 33.5 33.1

25.6
19.0

7.4

0%

20%

40%

60%

80%

・「年齢」では、「65-74歳」で「65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政

府データによれば後期高齢者の医療費は前期高齢者の 5倍、介護費は 10倍になります。」「地方

政府等を含めた借金の総額は約 1,300兆円で、日本の GDPの約 2.4倍に相当します。日本以外

の主要先進 7カ国（Ｇ７）の地方政府等を含めた借金は GDPの約 1.4倍未満です。日本の借金

の GDP比率は先進国中最大です。」「2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者（75才以上）に

なります。社会保障に必要なお金が更に増える見込みです。」が全体と比較して高い。 
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2.インパクトが弱い情報（いくつでも） 
 

 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

現

在

、
社

会

保

障

の

充

実

・

安

定

化

と

、
そ

の

た

め

の

安

定

財

源

確

保

と

財

政

健

全

化

の

同

時

達

成

を

目

指

す
「

社

会

保

障

と

税

の

一

体

改

革

」
を

行

っ
て

い

ま

す

。

日

本

は

国

の

運

営

に

必

要

な

お

金

（
予

算

）
に

対

し

て

収

入

（
税

収

）
が

不

足

し

て

い

ま

す

。
そ

こ

で

国

債

を

発

行

し

て

、
主

に

日

本

国

内

か

ら

資

金

を

調

達

し

補

填

し

て

い

ま

す

。

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

の

総

額

は

約

1

,

3

0

0

兆

円

で

、
日

本

の

G

D

P

の

約

2

.

4

倍

に

相

当

し

ま

す

。
日

本

以

外

の

主

要

先

進

7

カ

国

（
Ｇ

７

）
の

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

は

G

D

P

の

約

1

.

4

倍

未

満

で

す

。
日

本

の

借

金

の

G

D

P

比

率

は

先

進

国

中

最

大

で

す

。

近

年

、
日

本

は

年

間

予

算

の

3

0

％

を

社

会

保

障

に

、
2

5

％

を

過

去

の

借

金

返

済

に

充

て

て

い

ま

す

。
そ

の

結

果

、
教

育

や

防

衛

等

、
他

の

予

算

を

ほ

と

ん

ど

増

や

せ

な

い

状

況

で

す

。

現

在

の

社

会

保

障

費

の

た

め

の

借

金

は

長

期

間

か

け

て

返

し

て

い

き

ま

す

。
子

や

孫

の

世

代

の

税

収

も

返

済

に

充

て

ら

れ

る

の

で

、
将

来

世

代

に

借

金

の

付

け

回

し

を

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

国

民

一

人

当

た

り

の

借

金

は

約

7

1

0

万

円

と

計

算

さ

れ

ま

す

。

2

0

4

0

年

頃

、
人

口

が

多

い

団

塊

ジ

ュ
ニ

ア

世

代

が

6

5

才

以

上

に

な

り

、
全

人

口

の

3

5

％

超

が

6

5

才

以

上

の

高

齢

者

に

な

る

見

込

み

で

す

。

借

金

が

増

え

る

最

大

の

理

由

は

社

会

保

障

費

の

増

加

で

す

。
寿

命

が

延

び

高

齢

者

人

口

が

増

え

た

結

果

、
年

金

・

医

療

・

介

護

の

支

出

が

急

速

に

増

え

て

い

ま

す

。

2

0

2

5

年

、
人

口

が

多

い

団

塊

世

代

が

後

期

高

齢

者

（
7

5

才

以

上

）

に

な

り

ま

す

。
社

会

保

障

に

必

要

な

お

金

が

更

に

増

え

る

見

込

み

で

す

。

6

5
～

7

4

才

を

前

期

高

齢

者

、
7

5

才

以

上

を

後

期

高

齢

者

と

呼

び

ま

す

。
政

府

デ
ー

タ

に

よ

れ

ば

後

期

高

齢

者

の

医

療

費

は

前

期

高

齢

者

の

5

倍

、
介

護

費

は

1

0

倍

に

な

り

ま

す

。

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 38.3 27.2 24.4 21.2 21.1 20.9 19.2 19.1 18.3 15.4 17.9 2.74
男性 (2985) 38.6 29.1 24.4 22.6 23.9 24.8 22.0 22.2 20.4 17.5 17.8 2.98
女性 (3015) 38.0 25.4 24.5 19.7 18.3 17.0 16.4 16.1 16.1 13.2 18.0 2.50
18～24歳 (558) 31.5 26.7 24.7 18.6 21.5 18.1 19.4 19.0 19.5 15.2 20.3 2.69
25～34歳 (914) 34.4 27.5 23.4 20.2 20.2 16.8 19.4 19.6 17.5 15.2 22.6 2.77
35～44歳 (1203) 37.6 25.7 24.4 18.9 20.4 20.2 18.4 18.5 19.0 14.5 21.3 2.76
45～54歳 (1106) 39.4 26.9 24.1 19.8 22.5 21.0 18.2 19.7 18.6 15.9 15.9 2.69
55～64歳 (1064) 38.3 26.7 25.8 23.3 20.3 21.8 19.0 18.5 18.8 17.5 14.1 2.68
65～74歳 (1155) 44.5 29.8 24.1 24.9 21.6 25.4 21.0 19.4 16.6 13.9 14.8 2.83
男性　18～24歳 (285) 29.8 25.6 21.8 20.4 21.4 18.9 18.2 20.4 20.4 16.1 21.8 2.72
男性　25～34歳 (463) 34.1 29.6 24.4 22.2 24.8 23.1 21.8 21.8 21.8 18.4 21.6 3.09
男性　35～44歳 (608) 38.5 26.0 22.9 20.4 20.9 24.2 21.2 20.2 20.4 16.9 21.1 2.93
男性　45～54歳 (555) 37.7 27.7 22.3 20.0 23.8 23.2 19.6 22.9 20.7 16.0 15.7 2.78
男性　55～64歳 (525) 38.3 29.3 26.3 24.2 24.2 25.3 24.0 21.7 20.6 21.1 14.7 2.99
男性　65～74歳 (549) 48.3 35.0 27.5 27.9 27.5 31.1 25.5 25.3 18.8 16.2 13.8 3.29
女性　18～24歳 (273) 33.3 27.8 27.8 16.8 21.6 17.2 20.5 17.6 18.7 14.3 18.7 2.65
女性　25～34歳 (451) 34.6 25.3 22.4 18.2 15.5 10.4 16.9 17.3 13.1 12.0 23.7 2.43
女性　35～44歳 (595) 36.6 25.4 26.1 17.3 20.0 16.1 15.5 16.8 17.5 12.1 21.5 2.59
女性　45～54歳 (551) 41.2 26.0 26.0 19.6 21.2 18.7 16.7 16.5 16.5 15.8 16.2 2.60
女性　55～64歳 (539) 38.2 24.1 25.4 22.4 16.5 18.4 14.1 15.4 17.1 13.9 13.5 2.38
女性　65～74歳 (606) 41.1 25.1 21.0 22.3 16.2 20.1 16.8 14.0 14.7 11.9 15.7 2.41

性別・

年齢

全体
性別

年齢

38.3
27.2 24.4 21.2 21.1 20.9 19.2 19.1 18.3 15.4 17.9

0%

20%

40%

60%

80%

・「性別」での大きな差は見られない。 

・「年齢」での大きな差は見られない。 
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Q26. 以下の5つの記述について、あなたの意見に近いものを選んでください。（回答は各ひとつ） 
1.左-日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加である 
右-日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加ではない 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

とても左に賛成

5.9

7.2

4.5

左に賛成

11.1

12.9

9.3

やや左に賛成

19.5

19.9

19.0

どちらともいえない

37.2

32.8

41.5

やや右に賛成

11.8

11.3

12.3

右に賛成

7.4

8.1

6.7

とても右に賛成

7.3

7.8

6.7

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

とても左に賛成

5.9

8.8

8.3

7.5

5.7

4.0

2.7

左に賛成

11.1

15.1

14.3

11.6

9.5

9.0

9.5

やや左に賛成

19.5

22.0

22.9

19.6

19.3

18.0

16.8

どちらともいえない

37.2

36.4

33.0

39.4

38.8

39.6

34.6

やや右に賛成

11.8

8.4

8.9

9.9

12.7

13.3

15.5

右に賛成

7.4

5.9

6.3

5.0

6.2

8.6

11.5

とても右に賛成

7.3

3.4

6.2

7.1

7.9

7.4

9.4

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

とても左に賛成

5.9

10.5

8.9

9.2

7.9

6.1

2.4

7.0

7.8

5.7

3.4

2.0

3.0

左に賛成

11.1

16.8

18.6

13.7

9.4

10.1

11.5

13.2

10.0

9.4

9.6

8.0

7.8

やや左に賛成

19.5

23.5

24.6

19.1

19.8

18.5

16.4

20.5

21.1

20.2

18.7

17.6

17.2

どちらともいえない

37.2

31.2

27.4

34.7

36.2

35.6

29.7

41.8

38.8

44.2

41.4

43.4

39.1

やや右に賛成

11.8

7.4

7.8

8.9

13.0

12.2

16.2

9.5

10.0

10.9

12.3

14.5

14.9

右に賛成

7.4

7.0

5.6

5.4

6.8

9.1

14.2

4.8

7.1

4.5

5.6

8.0

9.1

とても右に賛成

7.3

3.5

7.1

9.0

6.8

8.4

9.7

3.3

5.3

5.0

8.9

6.5

9.1

・「性別・年齢」では、「男性 18～24歳」で「左に賛成」、「男性 25～34歳」で「左に賛成」「や

や左に賛成」、「男性 65～74歳」で「右に賛成」、「女性 35～44歳」で「どちらともいえない」、

「女性 55～64歳」で「どちらともいえない」が全体と比較して高い。 
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2.左-社会保障制度の充実を望む 
右-社会保障制度に必ずしも充実を望まない 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

とても左に賛成

10.6

9.9

11.3

左に賛成

17.4

16.6

18.2

やや左に賛成

27.9

26.6

29.3

どちらともいえない

30.7

31.7

29.7

やや右に賛成

7.7

8.1

7.2

右に賛成

2.9

3.2

2.5

とても右に賛成

2.9

3.9

1.9

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

とても左に賛成

10.6

11.8

11.9

10.8

10.3

10.2

9.4

左に賛成

17.4

18.8

18.2

15.6

17.7

17.9

17.4

やや左に賛成

27.9

28.9

28.3

26.7

27.2

28.9

28.2

どちらともいえない

30.7

27.2

26.9

31.9

32.9

30.6

31.8

やや右に賛成

7.7

7.3

7.3

8.5

6.8

7.9

7.9

右に賛成

2.9

3.0

3.6

3.1

2.3

2.0

3.3

とても右に賛成

2.9

2.9

3.7

3.4

2.8

2.4

2.0

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

とても左に賛成

10.6

10.2

9.9

10.0

8.6

11.2

9.5

13.6

14.0

11.6

12.0

9.3

9.4

左に賛成

17.4

15.4

17.5

14.3

16.2

18.1

18.0

22.3

18.8

17.0

19.2

17.6

16.8

やや左に賛成

27.9

27.7

27.9

24.5

26.8

26.3

27.3

30.0

28.8

28.9

27.6

31.5

29.0

どちらともいえない

30.7

30.5

26.1

35.4

36.2

29.7

30.1

23.8

27.7

28.4

29.6

31.5

33.3

やや右に賛成

7.7

7.0

8.9

8.1

6.8

8.8

8.9

7.7

5.8

8.9

6.7

7.1

6.9

右に賛成

2.9

4.6

4.5

3.3

2.3

1.7

3.8

1.5

2.7

2.9

2.2

2.2

2.8

とても右に賛成

2.9

4.6

5.2

4.4

2.9

4.2

2.4

1.1

2.2

2.4

2.7

0.7

1.7

・「性別・年齢」では、「男性 45～54歳」で「どちらともいえない」が全体と比較して高い。 
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3.左-社会保障に使われるなら、私は税や保険料を今より多く払っても良い 
右-社会保障に使われるとはいえ、私は税や保険料を今より多く払いたくない 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

とても左に賛成

2.5

3.5

1.6

左に賛成

5.6

7.0

4.2

やや左に賛成

16.0

19.0

13.1

どちらともいえない

37.5

36.8

38.1

やや右に賛成

15.8

12.9

18.6

右に賛成

10.4

9.2

11.6

とても右に賛成

12.2

11.7

12.7

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

とても左に賛成

2.5

4.1

3.5

2.2

2.7

1.6

2.1

左に賛成

5.6

9.1

7.2

5.4

4.9

4.8

4.3

やや左に賛成

16.0

18.3

16.1

16.4

13.7

15.7

17.1

どちらともいえない

37.5

33.3

30.6

35.8

40.7

41.0

40.2

やや右に賛成

15.8

14.5

15.2

15.9

15.6

15.8

16.7

右に賛成

10.4

11.1

11.1

10.4

9.4

10.2

10.6

とても右に賛成

12.2

9.5

16.3

14.0

13.0

10.9

8.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

とても左に賛成

2.5

6.0

5.2

3.3

2.7

2.9

2.4

2.2

1.8

1.0

2.7

0.4

1.8

左に賛成

5.6

11.2

8.0

6.4

5.6

6.9

6.2

7.0

6.4

4.4

4.2

2.8

2.6

やや左に賛成

16.0

19.3

18.1

19.4

16.0

19.8

21.3

17.2

14.0

13.3

11.3

11.7

13.4

どちらともいえない

37.5

31.6

27.9

36.3

43.2

39.2

38.4

35.2

33.5

35.3

38.1

42.7

41.7

やや右に賛成

15.8

13.3

13.0

12.7

12.1

11.8

14.6

15.8

17.5

19.2

19.2

19.7

18.6

右に賛成

10.4

9.1

10.8

9.4

8.1

8.0

9.8

13.2

11.3

11.4

10.7

12.4

11.4

とても右に賛成

12.2

9.5

17.1

12.5

12.3

11.4

7.3

9.5

15.5

15.5

13.8

10.4

10.4

・「性別・年齢」では、「男性 18～24 歳」で「左に賛成」、「男性 45～54 歳」で「どちらとも

いえない」、「男性 65～74歳」で「やや左に賛成」、「女性 55～64歳」で「どちらともいえな

い」が全体と比較して高い。 
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4.左-今後、経済成長によって税収は増えると思う 
右-今後、経済成長によって税収は増えないと思う 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

とても左に賛成

3.6

3.9

3.2

左に賛成

5.4

6.2

4.5

やや左に賛成

13.5

13.8

13.2

どちらともいえない

32.6

31.1

34.1

やや右に賛成

18.8

17.8

19.9

右に賛成

14.5

14.4

14.6

とても右に賛成

11.7

12.9

10.5

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

とても左に賛成

3.6

5.9

5.3

4.5

3.5

2.2

1.4

左に賛成

5.4

7.0

7.9

6.4

4.9

4.1

3.0

やや左に賛成

13.5

15.2

16.1

15.5

13.4

11.8

10.2

どちらともいえない

32.6

30.5

28.1

31.2

33.1

36.7

34.3

やや右に賛成

18.8

18.1

15.9

16.1

18.8

20.5

22.9

右に賛成

14.5

12.9

13.0

14.4

13.7

13.4

18.4

とても右に賛成

11.7

10.4

13.8

12.0

12.6

11.2

9.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

とても左に賛成

3.6

6.3

5.2

4.8

3.6

3.4

1.3

5.5

5.3

4.2

3.4

0.9

1.5

左に賛成

5.4

8.1

8.9

6.9

5.9

4.8

3.8

5.9

6.9

5.9

3.8

3.5

2.3

やや左に賛成

13.5

17.5

16.8

14.8

13.7

11.6

10.4

12.8

15.3

16.1

13.1

12.1

10.1

どちらともいえない

32.6

30.5

24.4

30.8

31.9

36.4

31.3

30.4

31.9

31.6

34.3

37.1

37.0

やや右に賛成

18.8

14.7

14.9

16.1

16.8

18.5

23.9

21.6

16.9

16.1

20.9

22.4

21.9

右に賛成

14.5

11.9

12.3

13.3

15.7

12.8

19.1

13.9

13.7

15.5

11.8

14.1

17.7

とても右に賛成

11.7

10.9

17.5

13.3

12.4

12.6

10.2

9.9

10.0

10.6

12.7

9.8

9.6

・「性別・年齢」では、「男性 25～34 歳」で「とても右に賛成」、「男性 65～74 歳」で「やや

右に賛成」が全体と比較して高い。 
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5.左-財源を補うために、国は借金をしても良い 
右-財源を補うためとはいえ、国は借金をすべきでない 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

とても左に賛成

2.7

4.2

1.2

左に賛成

4.5

6.5

2.5

やや左に賛成

11.8

15.5

8.1

どちらともいえない

36.6

33.0

40.2

やや右に賛成

21.9

18.9

24.8

右に賛成

12.0

11.1

12.9

とても右に賛成

10.5

10.7

10.3

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

とても左に賛成

2.7

4.3

3.9

3.2

2.0

2.3

1.6

左に賛成

4.5

7.0

7.4

4.8

3.5

3.7

2.3

やや左に賛成

11.8

16.1

15.5

11.6

11.7

10.4

8.3

どちらともいえない

36.6

33.5

34.7

39.2

41.4

36.8

32.0

やや右に賛成

21.9

19.0

19.8

19.0

20.3

24.8

26.8

右に賛成

12.0

12.9

9.4

11.7

9.0

10.9

17.7

とても右に賛成

10.5

7.2

9.2

10.5

12.0

11.1

11.3

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

とても左に賛成

2.7

6.0

6.7

5.4

2.3

3.8

2.2

2.6

1.1

1.0

1.6

0.7

1.0

左に賛成

4.5

11.2

10.2

7.1

5.0

5.3

3.1

2.6

4.7

2.5

2.0

2.0

1.7

やや左に賛成

11.8

21.1

19.0

14.0

16.0

13.9

12.6

11.0

12.0

9.1

7.3

7.1

4.5

どちらともいえない

36.6

31.9

32.4

37.0

37.8

31.0

26.6

35.2

37.0

41.5

45.0

42.5

37.0

やや右に賛成

21.9

15.1

15.8

16.6

16.8

23.0

24.4

23.1

23.9

21.3

24.0

26.5

28.9

右に賛成

12.0

8.8

7.6

9.4

9.7

10.9

18.6

17.2

11.3

14.1

8.3

10.9

16.8

とても右に賛成

10.5

6.0

8.4

10.5

12.3

12.0

12.6

8.4

10.0

10.4

11.8

10.2

10.2

・「年齢」では、「65-74歳」で「右に賛成」が全体と比較して高い。 
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Q27. 財政状況を改善するには、「経済成長によって税収を増やしながら、支出の無駄の削減や効率化を行

い（歳出改革）、必要な増税を実施する（税制改革）」この３つを同時に行っていく必要があります。その

中で、もし一つ選ぶとしたら、 あなたはどれが現実的な策だと思いますか。(回答はひとつ) 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

経済成長によって、自然に税

収を増やすのが良いと思う

31.7

33.6

29.7

歳出改革によって、支出を減ら

すのが良いと思う

56.5

52.5

60.4

税制改革によって、税収を増

やすのが良いと思う

11.9

13.9

9.9

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

経済成長によって、自然に税収

を増やすのが良いと思う

31.7

32.6

34.6

32.3

30.2

31.2

30.0

歳出改革によって、支出を減ら

すのが良いと思う

56.5

52.5

52.8

55.7

58.1

58.0

59.1

税制改革によって、税収を増や

すのが良いと思う

11.9

14.9

12.6

12.0

11.7

10.8

10.9

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

経済成長によって、自然に税収

を増やすのが良いと思う

31.7

32.6

37.4

36.2

32.4

32.8

30.1

32.6

31.7

28.4

27.9

29.7

29.9

歳出改革によって、支出を減ら

すのが良いと思う

56.5

50.5

50.3

49.7

53.3

53.1

57.0

54.6

55.4

61.8

63.0

62.7

61.1

税制改革によって、税収を増や

すのが良いと思う

11.9

16.8

12.3

14.1

14.2

14.1

12.9

12.8

12.9

9.7

9.1

7.6

9.1

・「選択肢」ごとに見ると、「経済成長によって、自然に税収を増やすのが良いと思う」は「男性 

25～34歳」で、「歳出改革によって、支出を減らすのが良いと思う」は「女性 35～44歳」「女

性 45～54歳」「女性 55～64歳」で全体と比較して高い。 
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Q28. あなたは、Q24にあった10個の日本の財政と社会保障費に関する記述のような情報を、今後も知っ

ておきたいと思いますか。(回答はひとつ) 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

性別

全体 (6000)

男性 (2985)

女性 (3015)

大いに

知っておきたい

17.2

19.2

15.3

知っておきたい

28.5

27.3

29.7

まあ

知っておきたい

26.4

25.1

27.7

どちらともいえない

19.3

19.3

19.3

あまり

知りたいと思わない

3.6

3.6

3.6

知りたいと思わない

1.6

1.7

1.6

全く

知りたいと思わない

3.3

3.9

2.8

年齢

全体 (6000)

18～24歳 (558)

25～34歳 (914)

35～44歳 (1203)

45～54歳 (1106)

55～64歳 (1064)

65～74歳 (1155)

大いに

知っておきたい

17.2

17.9

17.9

17.7

15.9

14.9

19.2

知っておきたい

28.5

21.5

25.2

23.2

26.1

32.4

38.8

まあ

知っておきたい

26.4

26.0

24.6

26.4

27.5

30.0

23.6

どちらともいえない

19.3

21.3

19.7

21.8

21.7

17.2

15.1

あまり

知りたいと思わない

3.6

5.4

6.1

4.1

3.2

3.0

1.3

知りたいと思わない

1.6

3.0

2.7

2.2

1.5

0.5

0.7

全く

知りたいと思わない

3.3

4.8

3.7

4.7

4.1

2.0

1.3

性別・年齢

全体 (6000)

男性　18～24歳 (285)

男性　25～34歳 (463)

男性　35～44歳 (608)

男性　45～54歳 (555)

男性　55～64歳 (525)

男性　65～74歳 (549)

女性　18～24歳 (273)

女性　25～34歳 (451)

女性　35～44歳 (595)

女性　45～54歳 (551)

女性　55～64歳 (539)

女性　65～74歳 (606)

大いに

知っておきたい

17.2

20.7

20.7

19.6

16.8

19.4

18.9

15.0

15.1

15.8

15.1

10.6

19.5

知っておきたい

28.5

19.6

22.9

21.5

23.2

32.0

41.2

23.4

27.5

24.9

29.0

32.8

36.6

まあ

知っておきたい

26.4

26.0

23.5

26.0

26.1

25.7

23.1

26.0

25.7

26.7

28.9

34.1

24.1

どちらともいえない

19.3

22.1

19.7

20.9

23.1

17.1

14.0

20.5

19.7

22.7

20.3

17.3

16.0

あまり

知りたいと思わない

3.6

3.5

7.3

3.6

4.5

2.5

0.5

7.3

4.9

4.5

1.8

3.5

2.0

知りたいと思わない

1.6

3.5

2.2

2.1

1.4

0.6

1.1

2.6

3.3

2.2

1.6

0.4

0.3

全く

知りたいと思わない

3.3

4.6

3.7

6.3

4.9

2.7

1.1

5.1

3.8

3.2

3.3

1.3

1.5

・「年齢」では、「65-74歳」で「知っておきたい」が全体と比較して高い。 
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Q29. あなたの日ごろの情報源をすべてお選びください。また、「財政や社会保障、政治・経済等」に関す

る情報源も同様にすべてお選びください。(複数選択可) 
1.日ごろの情報源 
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体
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し

て

い

な

い

一

人
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た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 84.1 44.7 44.4 40.1 19.0 17.5 17.3 16.8 13.4 12.4 12.3 8.5 7.6 6.5 5.9 4.0 3.6 3.2 2.0 2.0 1.9 1.7 0.8 0.1 3.9 3.70
男性 (2985) 79.1 43.6 45.5 42.8 14.3 20.5 11.1 13.8 14.7 11.5 11.7 8.4 9.4 4.8 6.7 3.5 4.4 4.3 2.6 2.0 2.0 1.8 1.0 0.1 5.4 3.60
女性 (3015) 89.0 45.9 43.3 37.3 23.5 14.6 23.4 19.8 12.1 13.2 12.9 8.6 5.8 8.1 5.1 4.5 2.8 2.2 1.5 1.9 1.7 1.5 0.6 0.2 2.5 3.80
18～24歳 (558) 76.2 47.3 39.4 22.6 20.3 12.5 22.6 37.1 11.8 6.6 26.2 14.3 7.5 5.0 6.3 2.7 2.7 4.3 1.3 10.4 1.6 2.3 1.1 0.2 6.6 3.82
25～34歳 (914) 80.4 49.5 47.2 18.9 21.4 14.7 21.7 28.0 13.3 7.5 16.6 10.5 5.0 6.9 8.4 3.0 1.8 2.8 0.9 1.1 0.5 1.3 0.8 0.1 5.6 3.62
35～44歳 (1203) 80.9 46.6 45.1 27.7 18.0 18.0 16.6 17.2 13.1 7.3 11.1 7.7 8.1 6.7 7.4 2.0 2.8 2.7 0.9 0.7 1.4 1.5 0.7 0.0 5.0 3.44
45～54歳 (1106) 80.7 44.8 43.6 38.2 16.4 17.2 14.3 13.8 13.9 10.3 11.7 9.3 8.2 6.8 6.3 4.2 3.3 4.0 2.4 1.2 1.6 1.5 1.1 0.3 4.3 3.55
55～64歳 (1064) 88.5 41.7 42.9 53.5 16.7 19.3 14.7 9.2 12.8 14.7 9.1 6.7 8.1 6.2 5.4 4.7 3.5 3.1 2.3 1.5 1.9 2.2 0.6 0.1 2.7 3.69
65～74歳 (1155) 93.2 40.3 46.1 67.5 21.9 20.5 17.3 7.6 14.5 24.0 7.0 5.7 8.3 6.6 2.3 6.7 6.7 3.0 4.0 1.0 3.7 1.6 0.9 0.1 1.0 4.10
男性　18～24歳 (285) 69.1 42.5 37.9 26.3 17.2 14.4 16.8 29.5 12.3 8.4 24.6 13.3 9.5 4.6 7.4 2.8 3.9 5.3 2.1 10.2 2.1 2.8 1.4 0.0 9.1 3.64
男性　25～34歳 (463) 73.4 43.2 46.4 22.9 17.5 19.0 15.1 20.7 14.3 8.0 14.7 10.6 6.3 5.2 8.9 2.6 2.2 3.9 1.7 0.9 0.9 1.5 0.9 0.2 7.1 3.41
男性　35～44歳 (608) 73.2 45.2 45.4 32.1 14.6 21.5 10.7 13.0 14.0 7.2 10.2 6.9 9.4 4.9 8.2 2.1 3.6 3.6 1.3 0.7 1.3 2.0 1.0 0.0 7.9 3.32
男性　45～54歳 (555) 75.5 44.0 44.1 40.2 11.4 20.9 8.1 10.5 15.7 8.5 11.0 9.2 8.5 4.1 5.9 2.7 3.4 4.3 2.2 1.3 1.3 1.3 1.3 0.2 5.8 3.35
男性　55～64歳 (525) 85.7 41.5 45.1 56.0 12.4 23.8 8.4 9.1 13.9 13.0 10.7 7.0 10.7 4.2 7.0 3.2 5.1 4.8 1.9 1.7 1.9 1.7 0.4 0.0 3.4 3.69
男性　65～74歳 (549) 93.1 44.1 50.3 70.1 14.8 20.2 10.9 8.7 16.8 22.6 5.8 6.0 12.0 5.8 3.1 7.1 7.8 4.2 6.0 1.5 4.7 2.2 1.5 0.0 0.5 4.19
女性　18～24歳 (273) 83.5 52.4 41.0 18.7 23.4 10.6 28.6 45.1 11.4 4.8 27.8 15.4 5.5 5.5 5.1 2.6 1.5 3.3 0.4 10.6 1.1 1.8 0.7 0.4 4.0 4.01
女性　25～34歳 (451) 87.6 55.9 47.9 14.9 25.5 10.2 28.4 35.5 12.4 7.1 18.6 10.4 3.8 8.6 8.0 3.3 1.3 1.8 0.0 1.3 0.2 1.1 0.7 0.0 4.0 3.84
女性　35～44歳 (595) 88.7 48.1 44.9 23.2 21.3 14.3 22.7 21.5 12.3 7.4 11.9 8.6 6.7 8.6 6.6 1.8 2.0 1.7 0.5 0.8 1.5 1.0 0.3 0.0 2.0 3.56
女性　45～54歳 (551) 86.0 45.7 43.0 36.3 21.4 13.4 20.5 17.2 12.2 12.2 12.3 9.4 8.0 9.4 6.7 5.6 3.1 3.6 2.5 1.1 2.0 1.8 0.9 0.4 2.9 3.75
女性　55～64歳 (539) 91.3 41.9 40.6 51.0 21.0 14.8 20.8 9.3 11.7 16.3 7.6 6.3 5.6 8.2 3.7 6.1 1.9 1.5 2.6 1.3 1.9 2.6 0.7 0.2 2.0 3.69
女性　65～74歳 (606) 93.2 37.0 42.2 65.2 28.4 20.8 23.1 6.6 12.5 25.2 8.1 5.4 5.0 7.3 1.5 6.3 5.6 2.0 2.1 0.5 2.8 1.0 0.3 0.2 1.3 4.02

性別・

年齢

全体
性別

年齢

84.1

44.7 44.4 40.1

19.0 17.5 17.3 16.8 13.4 12.4 12.3 8.5 7.6 6.5 5.9 4.0 3.6 3.2 2.0 2.0 1.9 1.7 0.8 0.1 3.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

・「性別」では、「女性」で「家族・親せきの話」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24歳」で「LINE、Twitter、Facebook等の SNSからの情報」「交通広告」「学

校の授業」、「25-34歳」で「LINE、Twitter、Facebook等の SNSからの情報」、「55-64歳」で「新

聞」、「65-74 歳」で「新聞」「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌」「テ

レビ」が全体と比較して高い。 
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2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源 
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て
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答

項

目

数

(6000) 69.4 34.3 32.2 25.1 10.3 9.1 8.1 7.4 7.2 6.1 4.8 3.3 3.2 2.7 2.4 2.2 2.0 1.6 1.5 1.4 0.9 0.7 0.7 0.1 8.1 2.36
男性 (2985) 63.1 37.8 35.5 27.3 10.1 11.2 7.9 4.9 6.4 8.4 6.5 3.9 4.4 3.2 3.5 2.6 2.0 2.0 1.7 1.4 1.3 1.0 0.8 0.1 9.0 2.47
女性 (3015) 75.6 30.9 29.0 22.8 10.4 7.0 8.3 9.9 7.9 3.7 3.1 2.7 2.1 2.1 1.3 1.8 1.9 1.3 1.2 1.3 0.6 0.4 0.6 0.1 7.3 2.26
18～24歳 (558) 60.2 18.1 27.8 25.8 5.9 6.3 19.5 12.5 9.1 5.6 4.7 8.2 3.2 4.3 4.5 5.9 2.7 0.7 2.5 7.7 1.8 0.5 0.5 0.0 13.3 2.38
25～34歳 (914) 64.0 16.1 33.3 28.7 5.5 7.8 13.0 8.5 7.0 5.3 3.1 3.7 1.6 3.4 1.4 1.9 1.8 0.7 0.7 0.5 0.1 0.4 0.2 0.1 11.6 2.09
35～44歳 (1203) 66.7 22.0 32.6 26.7 7.1 9.1 6.8 7.6 7.1 5.5 4.5 2.7 2.7 2.7 2.4 1.6 1.4 1.2 1.2 1.1 0.7 0.5 0.4 0.0 10.8 2.14
45～54歳 (1106) 67.0 31.9 31.6 25.1 8.5 9.5 7.1 5.7 6.1 5.8 4.6 2.8 2.6 3.3 2.4 2.2 2.5 1.6 0.7 0.4 0.5 0.9 0.7 0.2 7.6 2.24
55～64歳 (1064) 73.7 46.2 32.3 22.7 12.4 9.7 4.4 5.7 5.6 6.2 5.4 2.1 3.1 1.8 2.0 1.4 1.5 1.5 1.7 0.4 0.9 0.5 0.6 0.2 5.2 2.42
65～74歳 (1155) 79.2 60.7 33.6 22.2 19.3 10.5 4.3 7.2 8.8 7.6 6.1 2.7 5.8 1.4 2.6 2.2 2.2 3.3 2.3 1.0 1.7 1.3 1.4 0.2 3.4 2.88
男性　18～24歳 (285) 54.0 22.5 29.5 26.7 7.0 8.8 17.2 9.8 9.5 6.7 5.6 9.8 4.6 4.9 6.7 6.7 3.9 0.7 3.5 6.3 2.1 0.7 0.7 0.0 15.4 2.48
男性　25～34歳 (463) 55.1 19.9 36.3 29.2 6.0 11.9 12.3 6.0 8.0 6.9 3.5 4.1 3.0 3.9 1.9 1.5 0.9 1.3 1.1 1.1 0.2 0.4 0.2 0.2 13.0 2.15
男性　35～44歳 (608) 59.2 26.0 36.0 29.8 9.0 11.0 6.4 5.9 6.7 7.7 6.7 3.5 4.4 3.3 3.6 2.0 2.1 2.0 1.6 1.2 1.5 0.8 0.7 0.0 12.5 2.31
男性　45～54歳 (555) 60.4 34.2 32.8 26.1 7.7 12.6 6.8 4.0 5.0 8.6 5.8 3.4 2.7 3.6 3.2 2.7 2.5 1.6 1.1 0.4 0.7 1.1 0.7 0.2 8.6 2.28
男性　55～64歳 (525) 66.3 50.3 36.4 25.0 10.7 11.2 5.0 2.3 4.2 8.6 7.6 2.1 5.1 2.5 2.9 1.7 1.0 1.3 1.0 0.4 1.3 0.6 0.4 0.2 5.5 2.48
男性　65～74歳 (549) 78.7 65.6 39.3 27.0 18.2 10.6 4.7 3.8 6.6 10.9 8.7 3.3 6.6 2.2 4.0 2.9 2.4 4.2 2.6 1.5 2.0 2.4 1.8 0.2 2.0 3.10
女性　18～24歳 (273) 66.7 13.6 26.0 24.9 4.8 3.7 22.0 15.4 8.8 4.4 3.7 6.6 1.8 3.7 2.2 5.1 1.5 0.7 1.5 9.2 1.5 0.4 0.4 0.0 11.0 2.28
女性　25～34歳 (451) 73.2 12.2 30.2 28.2 4.9 3.5 13.7 11.1 6.0 3.5 2.7 3.3 0.2 2.9 0.9 2.2 2.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.4 0.2 0.0 10.2 2.02
女性　35～44歳 (595) 74.5 18.0 29.1 23.5 5.0 7.1 7.2 9.2 7.6 3.2 2.2 1.8 0.8 2.2 1.2 1.2 0.7 0.5 0.7 1.0 0.0 0.2 0.2 0.0 9.1 1.97
女性　45～54歳 (551) 73.7 29.6 30.5 24.1 9.3 6.4 7.3 7.4 7.1 2.9 3.4 2.2 2.5 2.9 1.6 1.6 2.5 1.6 0.4 0.4 0.2 0.7 0.7 0.2 6.5 2.19
女性　55～64歳 (539) 80.9 42.3 28.4 20.6 14.1 8.2 3.9 9.1 7.1 3.9 3.2 2.0 1.1 1.1 1.1 1.1 2.0 1.7 2.4 0.4 0.6 0.4 0.7 0.2 4.8 2.36
女性　65～74歳 (606) 79.7 56.3 28.4 17.8 20.3 10.4 4.0 10.2 10.9 4.6 3.6 2.1 5.1 0.7 1.3 1.5 2.0 2.5 2.1 0.7 1.5 0.3 1.0 0.2 4.6 2.67
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性別

年齢

性別・
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8.1
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100%

・「性別」では、「女性」で「テレビ」が全体と比較して高い。 

・「年齢」では、「18-24 歳」で「LINE、Twitter、Facebook 等の SNS からの情報」「学校の授業」

「家族・親せきの話」「入手していない」、「55-64歳」で「新聞」、「65-74歳」で「新聞」「テレ

ビ」「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌」が全体と比較して高い。 
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Q30. あなたは、日本の財政、予算、税のしくみ、税の使い道等を理解してもらうために、どのような機会

を利用しての取り組み（広報活動）が必要だと思いますか。(複数選択可) 
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動

）
は

必

要

な

い

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

(6000) 76.7 36.3 31.3 30.9 17.8 17.1 15.3 11.1 10.9 9.3 7.3 7.0 5.9 5.7 5.4 4.9 4.6 4.3 2.9 2.5 2.2 1.7 1.5 0.7 5.6 3.13
男性 (2985) 72.5 38.0 32.5 31.9 15.8 15.7 17.0 10.3 9.0 10.6 7.3 7.6 5.3 4.5 4.4 4.2 5.2 3.4 3.3 3.0 2.2 1.9 1.3 0.8 6.8 3.07
女性 (3015) 80.9 34.7 30.2 29.9 19.7 18.4 13.6 11.9 12.7 8.1 7.3 6.4 6.4 6.9 6.5 5.6 4.1 5.1 2.6 2.0 2.3 1.5 1.8 0.6 4.5 3.19
18～24歳 (558) 63.6 20.8 32.6 22.0 36.9 7.0 10.2 15.4 19.5 10.2 5.6 4.8 10.8 5.9 3.8 8.4 6.6 7.5 0.9 3.6 2.7 1.3 0.7 0.2 8.6 3.01
25～34歳 (914) 71.7 20.1 34.4 34.1 29.8 9.6 12.8 9.7 15.9 10.0 5.1 5.5 7.5 7.3 4.0 5.7 5.4 6.1 1.5 2.6 2.1 1.8 1.1 1.1 7.1 3.05
35～44歳 (1203) 72.4 24.4 31.7 31.7 20.4 11.0 13.8 10.3 11.0 9.1 6.1 5.6 5.3 6.2 4.3 5.8 6.2 5.5 2.2 2.4 2.6 2.1 1.2 1.0 8.0 2.92
45～54歳 (1106) 75.8 34.4 30.8 31.3 14.4 15.5 15.0 9.4 9.9 9.4 6.0 6.9 5.5 5.6 4.5 3.3 5.2 2.5 2.7 2.6 1.7 1.7 1.4 0.8 5.4 2.96
55～64歳 (1064) 81.5 47.2 31.7 31.0 9.4 21.3 16.8 10.7 7.7 9.2 8.5 8.4 4.4 4.4 5.9 3.0 3.0 2.3 3.5 1.8 2.4 1.1 1.9 0.5 4.3 3.18
65～74歳 (1155) 88.1 61.0 28.1 31.4 7.2 31.9 20.1 12.8 6.7 8.7 11.4 9.5 4.3 5.1 8.9 4.9 2.5 3.4 5.5 2.4 2.0 1.9 2.4 0.3 2.0 3.61
男性　18～24歳 (285) 58.2 22.5 34.0 21.8 33.3 8.8 12.3 16.8 20.0 10.2 5.3 3.5 10.9 5.3 3.5 7.7 6.3 6.7 1.4 4.2 3.2 0.4 0.4 0.4 9.1 2.97
男性　25～34歳 (463) 65.0 22.5 34.3 35.2 25.1 11.7 15.1 8.4 12.7 11.7 6.3 6.3 7.1 5.2 4.1 5.4 5.8 5.0 1.9 3.7 2.2 1.9 1.1 1.1 7.1 2.99
男性　35～44歳 (608) 66.4 24.7 32.4 31.7 17.6 9.0 14.8 9.9 8.6 9.5 6.9 6.6 4.9 5.3 3.8 4.8 7.1 4.4 2.6 3.3 3.1 2.8 1.2 1.3 10.0 2.83
男性　45～54歳 (555) 72.6 35.3 30.1 32.4 11.7 13.5 16.9 8.8 7.7 10.1 6.3 6.3 5.0 4.0 3.4 3.1 5.8 2.0 2.3 2.5 0.7 1.4 0.5 0.7 7.6 2.83
男性　55～64歳 (525) 77.1 50.9 32.8 33.1 9.3 17.9 19.8 9.1 6.3 10.5 8.6 9.5 3.0 3.6 4.0 2.1 3.2 1.5 3.4 2.5 2.5 1.0 1.5 0.8 5.5 3.14
男性　65～74歳 (549) 88.2 64.1 32.2 33.0 7.3 30.4 20.6 11.3 4.7 11.5 9.7 11.5 3.5 4.0 7.1 4.0 3.1 2.4 7.1 2.4 1.8 3.1 2.7 0.2 2.0 3.66
女性　18～24歳 (273) 69.2 19.0 31.1 22.3 40.7 5.1 8.1 13.9 19.0 10.3 5.9 6.2 10.6 6.6 4.0 9.2 7.0 8.4 0.4 2.9 2.2 2.2 1.1 0.0 8.1 3.05
女性　25～34歳 (451) 78.5 17.7 34.4 33.0 34.6 7.5 10.4 11.1 19.1 8.2 4.0 4.7 8.0 9.5 4.0 6.0 4.9 7.3 1.1 1.6 2.0 1.6 1.1 1.1 7.1 3.11
女性　35～44歳 (595) 78.5 24.0 30.9 31.6 23.4 12.9 12.8 10.8 13.4 8.7 5.2 4.5 5.7 7.1 4.9 6.9 5.2 6.6 1.8 1.5 2.0 1.3 1.3 0.7 5.9 3.02
女性　45～54歳 (551) 78.9 33.4 31.6 30.1 17.1 17.4 13.1 10.0 12.0 8.7 5.6 7.4 6.0 7.3 5.6 3.6 4.5 3.1 3.1 2.7 2.7 2.0 2.2 0.9 3.3 3.09
女性　55～64歳 (539) 85.7 43.6 30.6 28.9 9.5 24.7 13.9 12.2 9.1 8.0 8.3 7.2 5.8 5.2 7.8 3.9 2.8 3.0 3.5 1.1 2.4 1.3 2.2 0.2 3.2 3.21
女性　65～74歳 (606) 88.0 58.3 24.4 30.0 7.1 33.3 19.6 14.2 8.4 6.1 13.0 7.8 5.1 6.1 10.6 5.8 2.0 4.3 4.0 2.5 2.1 0.8 2.1 0.5 2.0 3.56

全体
性別

年齢

性別・

年齢

76.7

36.3 31.3 30.9
17.8 17.1 15.3 11.1 10.9 9.3 7.3 7.0 5.9 5.7 5.4 4.9 4.6 4.3 2.9 2.5 2.2 1.7 1.5 0.7 5.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

・「年齢」では、「18-24歳」で「LINE、Twitter、Facebook等の SNSからの情報」「交通広告」、「25-34

歳」で「LINE、Twitter、Facebook等の SNSからの情報」、「55-64歳」で「新聞」、「65-74歳」

で「新聞」「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌」「テレビ」が全体と比

較して高い。 
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４ 時系列の結果 
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4-1 結果の要約 
 
 
 

  

 過去３年分の時系列結果を比較、増加・減少の傾向や有意な差がみられた項目には印を付与した。 

 「財政関連用語の理解度」は、「軽減税率」と「人生100年時代」で前回からの割合増のほか、僅

かながら「国債」と「全世代型社会保障」に増加傾向がみられた。 

 「現在の日本の財政状況」「10年後の日本の財政」について、前回よりもネガティブ層（不安層、

悪化層）が微増および増加となり、いずれも今までで最も高い結果となった。 

 「税と保険料の生活への負担度」では、「雇用保険料」で「圧迫層」が増加傾向となっていたが、

他は大きな変化はなかった。 
■ 比較結果 
□ 「財政関連用語」の認知理解度 

理解度増・増加傾向 
   5.国債            「内容を人に説明でいるくらい詳しい」が増加傾向。 
  11.全世代型社会保障      「内容を人に説明できるくらい詳しい」が増加傾向。 
  17.軽減税率          今年度の理解度が、前回と比べて高い。 
  20.人生 100年時代        今年度の理解度が、前回と比べて高い。 
 理解度減・減少傾向 
   2.一般会計          「言葉自体を知らない」が増加傾向。 
   3.特別会計          「言葉自体を知らない」が増加傾向。 

□ 「現在の日本の財政状況について」 
『不安』層が前回（H31）より微増 ※過去３年の『不安』層は 74～77％ 
不安の理由ではさまざまな項目で割合が増加、さらに１人あたりの回答項目数も増加傾向 
※「医療費自己負担」「社保の増大」「経済成長していない」「税収の増加が見込めない」が増
加傾向 

□ 「10年後の日本の財政」 
『悪化』層が前回（H31）より増加、「今よりとても厳しい状態」は約２割に達する 
※過去３年の『悪化』層は 71～79％ 
悪化の理由ではさまざまな項目で割合が増加、さらに１人あたりの回答項目数も増加傾向 
※「経済が良くならないから」「政策が進まないから」が増加傾向 
「不変・良化層」の理由においても、「経済が良くなりそう」「税収改革が進みそう」では割合
が減少傾向 

□ 「税と保険料の生活への負担度」 
「雇用保険料」は「圧迫層」が増加傾向 

□ 「国に治める税と保険料のイメージ」 
税・保険料ともに１人あたりの回答項目数も減少しており、「払う意義はわかる」が減少傾向 

□ 「税で受益を強く実感するもの」 
過去３年で増加傾向となっている公共サービスは【保育・子育て支援】のみ 

□ 「払う税と受ける公共サービスのバランス」 
『払う税に比べて、公共サービスを受けている（とても＋受けている＋まあ）』の割合が過去
３年で増加傾向 

□ 「もっと国に税を投入して強化して欲しい公共サービス」 
【公共事業】は過去３年で増加傾向、対して【防衛】は減少傾向 

□ ５つの記述 
「日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加」であると回答した割合は過去３年
で増加傾向 
同様に「今後、経済成長によって税収は増えないと思う」割合が増加傾向なのに対し、「税や
保険料を今より多く払いたくない」「社保制度の充実を望む」割合は増加傾向、また「国は借
金をすべきでない」が減少傾向 

□ 「財政についての改善策」 
【経済成長】の割合が過去３年で増加傾向、対して【歳出改革】の割合も増転 

□ 「日本の財政と社会保障費に関する情報の認知意向」 
大きな変化はなかった。 
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4-2 時系列のプロフィール 
 
■ 都道府県 （Q1.あなたのお住まいの都道府県をお答えください。（回答はひとつ）） 
 

 
 
 
■ 職業 （Q2.あなたの現在のご職業をお答えください。（回答はひとつ）） 
 

 
※R2年の選択肢は、「会社員（正社員）」「会社員（契約／嘱託／派遣社員）」「公務員（正規職員）」「公務員（非正規職員）」「自

営業／自由業」「高校生」「大学生／大学院生」「パート／アルバイト」「主婦・主夫」「年金生活者・無職」「その他」 
H31 年・H30 年の選択肢は、「会社員／公務員（正社員）」「会社員／公務員（契約／嘱託／派遣社員）」「自営業／自由業」「高校

生」「大学生／大学院生」「パート／アルバイト」「主婦・主夫」「年金生活者・無職」「その他」 
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R2年 (6000) 4.3 1.0 0.9 1.9 0.8 0.9 1.5 2.3 1.6 1.6 5.9 5.0 11.1 7.4 1.8 0.8 0.9 0.6 0.7 1.6 1.6 2.9 5.8 1.5
H31年 (6000) 4.3 1.0 0.9 1.9 0.9 0.8 1.5 2.3 1.7 1.6 5.9 5.0 11.3 7.3 1.7 0.8 0.9 0.6 0.7 1.6 1.6 2.9 5.9 1.4
H30年 (6000) 4.3 1.0 0.9 1.8 0.8 0.8 1.5 2.3 1.6 1.6 5.9 5.0 11.1 7.4 1.8 0.8 0.9 0.6 0.7 1.6 1.6 2.9 5.9 1.4
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R2年 (6000) 1.1 2.1 7.0 4.3 1.1 0.8 0.4 0.5 1.5 2.2 1.1 0.6 0.7 1.1 0.5 4.0 0.6 1.1 1.3 0.9 0.8 1.2 1.1
H31年 (6000) 1.1 2.1 7.0 4.3 1.1 0.8 0.4 0.6 1.4 2.3 1.0 0.6 0.7 1.0 0.6 3.9 0.7 1.1 1.3 0.9 0.9 1.2 1.1
H30年 (6000) 1.1 2.1 7.0 4.4 1.1 0.7 0.4 0.5 1.5 2.2 1.1 0.6 0.7 1.0 0.5 4.0 0.6 1.1 1.3 0.9 0.8 1.2 1.1
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R2年 (6000) 35.1 5.1 5.6 0.7 6.3 0.3 4.2 13.7 15.7 12.9 0.4
H31年 (6000) 7.0 0.3 4.1 13.2 16.2 12.3 0.6
H30年 (6000) 7.7 0.3 4.3 12.5 17.8 13.6 0.636.9

38.9 7.4
6.4

・「パート／アルバイト」が増加傾向。 

・「主婦・主夫」「自営業・自由業」が減少傾向。 
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■ 職種 （Q3.あなたの現在の職種をお答えください。（回答はひとつ）） 
※職種が多岐にわたる場合は、あなたが従事する役割が最も大きいものをお選びください。 

 
 

 
 
 
 
■ 最終学歴 （Q4.あなたの最終学歴をお答えください。（回答はひとつ）） 
 

 
 
 
 
 
 
■ 未既婚 （Q5.あなたの婚姻状況をお答えください。（回答はひとつ）） 
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・
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R2年 (3992) 10.3 29.6 25.8 9.1 9.1 12.0 4.1
H31年 (3991) 11.3 26.8 24.6 9.4 8.3 13.2 6.3
H30年 (3792) 11.5 26.3 25.4 9.1 9.0 12.8 5.9

(ｎ)
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校
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等
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R2年 (5729) 5.0 40.1 23.5 29.3 2.1 0.0
H31年 (5736) 4.8 39.1 24.0 29.8 2.3 0.0
H30年 (5722) 4.5 39.8 22.4 30.8 2.5 0.0

(ｎ)

未

婚

既

婚
（
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者

あ

り

）

既

婚

（
配

偶

者

死

別

・

離

婚

）

R2年 (6000) 28.8 62.1 9.1
H31年 (6000) 29.9 61.1 9.1
H30年 (6000) 30.1 60.3 9.6

・「専門・技術職」の「R2年（29.6%）」が高い。 

・特筆すべき傾向なし。 

・特筆すべき傾向なし。 

※n=（現役の生産労働人口に相当する人） 
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■ 同居の家族 （Q6.あなたと同居しているご家族をすべてお答えください。（複数選択可）） 
 

 
 
 
 
 
 
■ 同居の子供の年令（Q7.あなたが同居している子どもの年齢をすべてお答えください。（複数選択可）） 

 

 

 

 

 

 

 
 
■ 個人年収（Q8.あなたご自身の個人年収をお答えください。（回答はひとつ）） 
 

 
 
 
 

(ｎ)

同

居

の

家

族

は

い

な

い

（
一

人

暮

ら

し

）

配

偶

者

子

ど

も

父

親

（
配

偶

者

の

父

親

を

含

む

）

母

親

（
配

偶

者

の

母

親

を

含

む

）

祖

父

母

孫 兄

弟

姉

妹

そ

の

他

R2年 (6000) 18.2 60.2 38.4 14.1 20.3 2.2 1.4 6.6 0.9
H31年 (6000) 17.9 59.3 37.1 15.3 22.0 2.2 1.3 6.8 1.4
H30年 (6000) 18.2 58.4 37.0 14.8 21.3 1.7 1.2 7.9 1.4

(ｎ)

０
～

２

歳

３
～

５

歳

小

学

校

低

学

年

（
１
～

３

年

）

小

学

校

高

学

年

（
４
～

６

年

）

中

学

生

高

校

生

大

学

生

社

会

人

年

齢

以

上

（
1

8

歳

以

上

）

R2年 (2303) 19.6 20.1 15.5 13.9 13.7 13.8 10.0 34.5
H31年 (2226) 20.0 18.6 15.9 14.0 11.9 13.7 10.2 36.1
H30年 (2217) 20.5 19.9 14.5 12.4 11.8 11.6 10.6 37.2

(ｎ)

所

得

無

し

1

0

0

万

円

未

満

1

0

0
～

2

0

0

万

円

未

満

2

0

0
～

3

0

0

万

円

未

満

3

0

0
～

4

0

0

万

円

未

満

4

0

0
～

5

0

0

万

円

未

満

5

0

0
～

6

0

0

万

円

未

満

6

0

0
～

8

0

0

万

円

未

満

8

0

0

～

1

,

0

0

0

万

円

未

満

1

,

0

0

0

～

1

,

5

0

0

万

円

未

満

1

,

5

0

0

～

2

,

0

0

0

万

円

未

満

2

,

0

0

0

万

円

以

上

R2年 (6000) 11.8 15.9 14.0 13.6 11.9 10.0 6.9 7.9 4.2 2.9 0.5 0.7
H31年 (6000) 11.6 16.0 13.7 14.0 12.6 9.0 6.9 8.1 4.4 2.2 0.7 0.9
H30年 (6000) 14.1 15.8 13.1 13.7 12.2 9.4 6.8 7.7 4.0 2.2 0.5 0.7

・「兄弟・姉妹」の「H30年（7.9%）」が高い。 

・「高校生」の「H30年（11.6%）」が低い。 

 

・「1,000～1,500万円未満」の「R2年（2.9%）」が高い。 

※n=(子どもと同居の人) 
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■ 世帯年収 （Q9.あなたの世帯の年収をお答えください。（回答はひとつ）） 
 

  

 

  

(ｎ)

所

得

無

し

1

0

0

万

円

未

満

1

0

0
～

2

0

0

万

円

未

満

2

0

0
～

3

0

0

万

円

未

満

3

0

0
～

4

0

0

万

円

未

満

4

0

0
～

5

0

0

万

円

未

満

5

0

0
～

6

0

0

万

円

未

満

6

0

0
～

8

0

0

万

円

未

満

8

0

0

～

1

,

0

0

0

万

円

未

満

1

,

0

0

0

～

1

,

5

0

0

万

円

未

満

1

,

5

0

0

～

2

,

0

0

0

万

円

未

満

2

,

0

0

0

万

円

以

上

世

帯

年

収

は

わ

か

ら

な

い

世

帯

年

収

回

答

拒

否

R2年 (6000) 1.0 2.9 5.3 8.8 11.7 11.3 9.9 13.7 10.2 8.2 1.9 1.3 13.0 1.0
H31年 (6000) 0.9 2.9 4.6 9.0 11.6 11.4 10.2 14.2 10.3 8.2 1.9 1.6 12.5 0.8
H30年 (6000) 1.2 3.0 5.1 8.8 13.0 11.5 10.0 13.7 9.8 7.6 1.5 1.3 12.6 1.1

・「300～400万円未満」の「H30年（13.0%）」が高い。 
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R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

8.0

8.3

7.7

言葉を聞いたこと

がある程度

45.7

44.4

47.3

内容をまあ

知っている

38.9

39.9

38.8

内容を人に説明

できるくらい詳しい

7.3

7.4

6.3

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

14.4

13.9

11.8

言葉を聞いたこと

がある程度

51.2

51.0

52.9

内容をまあ

知っている

28.7

28.9

29.8

内容を人に説明

できるくらい詳しい

5.8

6.2

5.5

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

21.5

20.1

18.2

言葉を聞いたこと

がある程度

50.9

52.1

53.6

内容をまあ

知っている

22.8

22.6

23.5

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.9

5.2

4.7

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

13.5

13.4

12.2

言葉を聞いたこと

がある程度

38.9

38.8

40.2

内容をまあ

知っている

38.4

38.2

38.5

内容を人に説明

できるくらい詳しい

9.2

9.6

9.1

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

6.8

5.9

5.9

言葉を聞いたこと

がある程度

35.7

35.3

37.0

内容をまあ

知っている

44.8

46.4

45.8

内容を人に説明

できるくらい詳しい

12.8

12.4

11.3

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

31.8

32.2

30.7

言葉を聞いたこと

がある程度

42.2

41.8

43.3

内容をまあ

知っている

21.6

21.6

22.0

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.4

4.5

4.0

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

34.5

36.3

33.6

言葉を聞いたこと

がある程度

41.7

40.2

41.9

内容をまあ

知っている

19.8

19.5

20.6

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.0

4.0

4.0

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

42.6

43.1

40.4

言葉を聞いたこと

がある程度

37.2

37.0

39.2

内容をまあ

知っている

16.1

16.0

16.5

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.2

4.0

4.0

4-3 時系列結果の詳細 
 

Q10.日本の財政に関する以下の言葉について、それぞれ「言葉自体を知らない」から「内容を人に説明で

きるくらい詳しい」まで、どの程度ご存知ですか。あてはまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
1.財政                     2.一般会計 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
3.特別会計                   4.歳入と歳出 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
5.国債                     6.長期債務残高 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
7.財政健全化目標                8.プライマリーバランス 
  
  
 
  

 
 
 
 
 
 
 

・「内容を人に説明できるくらい詳しい」の「H30年（6.3%）」

が低い。 

・「言葉自体を知らない」が増加傾向。 

 

・「言葉自体を知らない」が増加傾向。 

・「言葉を聞いたことがある程度」が減少傾向。 

・特筆すべき傾向なし。 

 

・「内容を人に説明でいるくらい詳しい」が増加傾向。 

・「言葉自体を知らない」の「R2年（6.8%）」が高い。 

・特筆すべき傾向なし。 

 

・「言葉自体を知らない」の「H31年（36.3%）」が高い。 

 

・「言葉を聞いたことがある程度」の「H30年（39.2%）」

が高い。 

・「言葉自体を知らない」の「H30年（40.4%）」が低い。 



149 
 

R2年 (6000)

H31年 (6000)

言葉自体を

知らない

15.4

16.1

言葉を聞いたこと

がある程度

45.2

47.0

内容をまあ

知っている

34.0

31.6

内容を人に説明

できるくらい詳しい

5.4

5.4

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

25.3

26.8

23.6

言葉を聞いたこと

がある程度

45.7

46.0

48.2

内容をまあ

知っている

24.5

22.5

23.8

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.6

4.7

4.4

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

35.7

43.8

43.1

言葉を聞いたこと

がある程度

41.4

38.2

38.9

内容をまあ

知っている

19.0

15.0

15.6

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.0

3.0

2.5

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

17.4

20.3

18.5

言葉を聞いたこと

がある程度

37.1

36.0

36.6

内容をまあ

知っている

36.8

35.4

36.6

内容を人に説明

できるくらい詳しい

8.7

8.3

8.2

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

13.5

15.1

4.2

言葉を聞いたこと

がある程度

35.5

36.5

20.6

内容をまあ

知っている

40.9

39.0

53.1

内容を人に説明

できるくらい詳しい

10.1

9.4

22.1

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

31.3

32.9

30.3

言葉を聞いたこと

がある程度

40.5

39.8

41.6

内容をまあ

知っている

23.3

22.7

23.2

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.9

4.6

4.9

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

6.5

10.4

10.4

言葉を聞いたこと

がある程度

34.3

43.4

43.8

内容をまあ

知っている

48.4

38.6

38.9

内容を人に説明

できるくらい詳しい

10.8

7.7

6.9

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

言葉自体を

知らない

24.9

24.8

23.8

言葉を聞いたこと

がある程度

48.2

48.6

49.2

内容をまあ

知っている

22.7

22.9

23.5

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.2

3.7

3.5

9.社会保障と税の一体改革            10.消費税率引上げ分の使い道 
  
 
 
 
 
 
※項目「消費税率引上げ分の使い道」は、H31年では「消費税引上げ分の使い道」 
 
 
 
 
 
11.全世代型社会保障              12.将来世代への負担の先送り 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13.少子高齢化に伴う社会保障費増大       14.受益と負担 
 
 
 
 
 
 
※項目「少子高齢化に伴う社会保障費増大」は、H30年では「少子高齢化」 
 
 
 
 
15.公共サービス                 16.国民負担率 
  
 
 
 
 
 
※項目「公共サービス」は、H31年・H30年では「公的サービス」 
 
 
 

・「言葉を聞いたことがある程度」の「H30年（48.2%）」

が高い。 

・「内容をまあ知っている」の「H31年（22.5%）」が低い。 

・R2年の理解度が、H31年と比べて高い。 

・「内容をまあ知っている」が増加。 

※H31年では「消費税引上げ分の使い道」 

・「内容を人に説明できるくらい詳しい」が増加傾向。 

・「内容をまあ知っている」の「R2年（19.0%）」が高い。 

・「言葉自体を知らない」の「R2年（35.7%）」が低い。 

・R2年の理解度が、H31年H30年と比べて高い。 

※H31年H30年では「公的サービス」 

・特筆すべき傾向なし。 

・特筆すべき傾向なし。 

・H31年と比べると、R2年の理解度は高くなっている。 

※H30年では「少子高齢化」 

・特筆すべき傾向なし。 
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R2年 (6000)

H31年 (6000)

言葉自体を

知らない

5.3

9.7

言葉を聞いたこと

がある程度

27.8

43.4

内容をまあ

知っている

49.7

38.3

内容を人に説明

できるくらい詳しい

17.3

8.6

R2年 (6000)

H31年 (6000)

言葉自体を

知らない

11.2

19.0

言葉を聞いたこと

がある程度

38.4

40.2

内容をまあ

知っている

40.0

32.8

内容を人に説明

できるくらい詳しい

10.4

8.0

17.軽減税率                   20.人生100年時代 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 ・R2年の理解度が、H31年と比べて高い。 ・R2年の理解度が、H31年と比べて高い。 
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Q11.国の収入と支出のバランスを「財政」と言います。あなたは現在の日本の財政状況について、どう感

じていますか。あてはまるものをお選びください。（回答はひとつ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
Q12.現在の財政状況に不安を感じている理由をお選びください。（複数選択可） 
 

 
 
 
※項目「今後も 消費税率引き上げなど、増税がありそうだから」は、H31 年・H30 年では「消費税引き上げなど、増税がありそう

だから」 
 
 
 
 
 
  

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

とても安心している

1.1

1.0

1.0

安心している

1.7

1.7

2.1

やや安心している

3.8

3.7

4.4

どちらともいえない

16.1

17.6

18.6

やや不安を感じている

25.3

24.8

25.0

不安を感じている

27.4

27.7

27.0

とても不安を感じている

24.6

23.6

22.0

(ｎ)

国

の

予

算

の

使

い

方

に

無

駄

が

多

そ

う

だ

か

ら

財

政

赤

字

が

続

い

て

い

る

か

ら 子

供

や

孫

な

ど

の

将

来

世

代

に

国

の

借

金

の

負

担

を

先

送

り

し

て

い

る

か

ら

自

分

の

年

金

が

減

額

さ

れ

る

／

受

け

取

れ

な

い

可

能

性

が

あ

り

そ

う

だ

か

ら

人

口

に

お

け

る

現

役

世

代

の

割

合

が

減

っ
て

い

る

か

ら

今

後

も

消

費

税

率

引

き

上

げ

な

ど

、
増

税

が

あ

り

そ

う

だ

か

ら

医

療

費

の

自

己

負

担

が

増

加

し

そ

う

だ

か

ら

国

の

社

会

保

障

費

が

増

大

し

て

い

る

か

ら

こ

の

ま

ま

で

は

借

金

を

返

せ

ず

財

政

破

綻

し

そ

う

だ

か

ら

経

済

成

長

し

て

お

ら

ず

、
税

収

が

増

え

て

な

さ

そ

う

だ

か

ら 国

が

何

か

隠

し

て

い

そ

う

だ

か

ら

社

会

の

セ
ー

フ

テ

ィ
ネ

ッ
ト

（
最

低

限

の

保

障

）
を

維

持

で

き

な

さ

そ

う

だ

か

ら

政

策

に

よ

る

税

収

の

増

加

が

見

込

め

な

さ

そ

う

だ

か

ら

わ

か

り

や

す

い

情

報

が

不

足

し

て

い

る

か

ら

教

育

や

治

安

対

策

等

、
生

活

に

直

接

影

響

す

る

予

算

が

減

り

そ

う

だ

か

ら

そ

の

他

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (4639) 58.4 55.0 54.3 52.9 52.0 45.2 43.1 40.3 36.0 34.0 31.1 26.7 25.0 23.9 16.8 1.7 5.96
H31年 (4561) 58.3 56.5 53.9 53.3 49.2 40.2 38.0 38.7 39.0 27.7 28.9 26.0 24.3 23.5 17.5 2.5 5.78
H30年 (4439) 60.1 54.9 55.0 54.1 49.1 42.0 36.8 35.5 38.9 23.8 28.3 26.0 21.4 22.4 16.9 2.2 5.67

・「とても不安を感じている」が増加傾向。 

・「不安を感じている（やや＋不安＋とても）」が増加傾向。 

・「どちらともいえない」が減少傾向。 

※n=（Q11で「やや不安を感じている」「不安を感じている」「とても不安を感じている」を選択の人） 

・「医療費の自己負担が増加しそうだから」「国の社会保障費が増大しているから」「経済成長し

ておらず、税収が増えてなさそうだから」「政策による税収の増加が見込めなさそうだから」が

増加傾向。 

・「人口における現役世代の割合が減っているから」の「R2年（52.0%）」が高い。 

・「このままでは借金を返せず財政破綻しそうだから」の「R2年（36.0%）」が高い。 

・「国が何か隠していそうだから」の「R2年（31.1%）」が高い。 
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Q13.あなたは10年後の日本の財政はどうなっていると思いますか。あてはまるものをお選びください。（回

答はひとつ） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Q14.厳しい状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可） 
 
 

 
 
 
※選択肢「国の借金が増えそうだから 」は、H30 年では「借金総額が家計の金融資産総額を上回り、日本の財政への信頼が落ちそ

うだから」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

今よりとても良い

状態になっている

0.6

0.7

0.7

今より良い

状態になっている

1.1

1.7

1.7

今よりやや良い

状態になっている

3.0

4.4

5.2

今と変わらない

16.4

18.5

21.4

今よりやや厳しい

状態になっている

31.1

31.5

30.2

今より厳しい

状態になっている

29.0

26.7

25.8

今よりとても厳しい

状態になっている

18.9

16.6

15.0

(ｎ)

少

子

高

齢

化

で

働

く

人

の

数

が

減

っ
て

税

収

も

減

り

そ

う

だ

か

ら

高

齢

者

の

増

加

が

様

々

な

影

響

を

与

え

そ

う

だ

か

ら

国

の

借

金

が

増

え

そ

う

だ

か

ら

無

駄

な

支

出

（
歳

出

）
を

削

減

で

き

な

さ

そ

う

だ

か

ら 日

本

経

済

は

良

く

な

ら

な

さ

そ

う

だ

か

ら

社

会

保

障

費

の

増

加

を

抑

え

る

政

策

が

進

ま

な

さ

そ

う

だ

か

ら

国

の

支

出

（
歳

出

）
が

増

え

そ

う

だ

か

ら

国

の

収

入

（
税

収

）
が

減

り

そ

う

だ

か

ら

安

定

的

な

税

収

を

得

る

た

め

の

税

制

改

革

が

進

ま

な

さ

そ

う

だ

か

ら

金

利

が

上

昇

し

て

経

済

に

悪

影

響

が

出

そ

う

だ

か

ら

そ

の

他

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (4736) 67.1 60.9 55.0 48.7 42.3 38.7 38.4 37.6 24.5 13.6 1.6 4.29
H31年 (4487) 63.7 60.8 58.3 50.0 39.4 37.4 39.2 34.8 25.4 15.3 2.3 4.27
H30年 (4261) 66.7 62.7 31.1 52.3 34.9 35.4 40.6 35.2 24.4 13.6 1.8 3.99

・「日本経済は良くならなさそうだから」「社会保障費の増加を抑える政策が進まなさそうだから」

が増加傾向。 

・「無駄な支出（歳出）を削減できなさそうだから」が減少傾向。 

・「国の収入（税収）が減りそうだから」の「R2年（37.6%）」が高い。 

・「少子高齢化で働く人の数が減って税収も減りそうだから」の「H31年（63.7%）」が低い。 

・「今より厳しい状態になっている」「今よりとても厳しい状態になっている」が増加傾向。 

・「今より厳しい状態になっている（やや＋厳しい＋とても）」が増加傾向。 

・「今と変わらない」が減少傾向。 

・「今よりやや良い状態になっている」が減少傾向。 

・「今より良い状態になっている（とても＋良い＋やや）」が減少傾向。 

 

※n=（Q13で「今よりやや厳しい状態になっている」「今より厳しい状態になっている」「今よりとても厳しい状態になっ

ている」を選択の人） 
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Q15.今と変わらない／良い状態になると思う理由をお選びください。（複数選択可） 
 

 
※選択肢「働き方改革や技術革新などで生産性が向上しそうだから」は、H30年では「働き方改革等で生産性が向上しそうだから」。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(ｎ)

借

金

（
国

債

）
は

日

本

国

内

で

消

化

さ

れ

て

い

て

、
財

政

破

綻

の

懸

念

は

少

な

そ

う

だ

か

ら

働

き

方

改

革

や

技

術

革

新

な

ど

で

生

産

性

が

向

上

し

そ

う

だ

か

ら 社

会

保

障

費

の

増

加

を

抑

え

た

り

、
減

ら

し

た

り

す

る

政

策

が

進

み

そ

う

だ

か

ら

日

本

経

済

が

良

く

な

り

そ

う

だ

か

ら

日

本

は

世

界

有

数

の

経

済

大

国

で

あ

り

続

け

そ

う

だ

か

ら

無

駄

な

支

出

（
歳

出

）
の

削

減

が

進

み

そ

う

だ

か

ら

金

利

が

低

く

維

持

さ

れ

、
経

済

に

好

影

響

を

与

え

そ

う

だ

か

ら

国

の

収

入

（
税

収

）
が

増

え

そ

う

だ

か

ら

国

に

は

有

価

証

券

や

国

有

財

産

等

の

資

産

が

あ

っ
て

、
そ

も

そ

も

借

金

は

小

さ

そ

う

だ

か

ら

日

銀

が

買

い

取

る

国

債

に

は

利

息

も

返

済

義

務

も

な

く

、
そ

も

そ

も

借

金

は

小

さ

そ

う

だ

か

ら

安

定

的

な

税

収

を

得

る

税

制

改

革

が

進

み

そ

う

だ

か

ら

国

の

支

出

（
歳

出

）
が

減

り

そ

う

だ

か

ら

そ

の

他

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (1264) 18.8 17.1 16.6 14.6 14.4 13.9 12.3 11.7 10.0 10.0 8.9 7.4 6.6 1.62
H3１年 (1513) 14.7 16.5 15.3 17.0 14.7 15.6 10.6 14.5 10.2 8.1 10.8 7.5 9.1 1.65
H30年 (1739) 15.4 12.5 15.4 19.8 11.8 15.2 12.9 12.8 9.2 7.2 13.7 6.8 9.0 1.62

・「日本経済が良くなりそうだから」「安定的な税収を得る税制改革が進みそうだから」が減少傾

向。 

・「借金（国債）は日本国内で消化されていて、財政破綻の懸念は少なそうだから」の「R2年（18.8%）」

が高い。 

・「日銀が買い取る国債には利息も返済義務もなく、そもそも借金は小さそうだから」の「R2 年

（10.0%）」が高い。 

・「日本は世界有数の経済大国であり続けそうだから」の「H30年（11.8%）」が低い。 

※n=（Q13で「今よりとても良い状態になっている」「今より良い状態になっている」「今よりやや良い状態になっている」

「今と変わらない」を選択の人） 
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Q16.あなたは次の税と保険料の名称や納税の対象者、税率などの制度の内容をどの程度ご存知ですか。そ

れぞれの税および保険料についてあてはまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
1.所得税                    2.住民税 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.健康保険料                  4.年金保険料 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
5.介護保険料                  6.雇用保険料 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.消費税                    8.相続税 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・特筆すべき傾向なし。 ・特筆すべき傾向なし。 

・「内容を人に説明できるくらい詳しい」の「H30 年

（20.3%）」が低い。 

・「内容を人に説明できるくらい詳しい」の「H30 年

（19.1%）」が低い。 

・特筆すべき傾向なし。 ・特筆すべき傾向なし。 

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

1.7

1.4

1.7

名前を聞いたこと

がある程度

13.3

12.6

13.7

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

63.0

63.3

64.3

内容を人に説明

できるくらい詳しい

22.0

22.6

20.3

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

1.8

1.5

1.7

名前を聞いたこと

がある程度

13.7

13.1

14.0

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

63.8

64.1

65.1

内容を人に説明

できるくらい詳しい

20.7

21.3

19.1

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

2.1

2.0

2.1

名前を聞いたこと

がある程度

13.6

13.2

14.6

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

63.4

63.3

63.7

内容を人に説明

できるくらい詳しい

20.9

21.5

19.6

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

2.9

3.0

3.1

名前を聞いたこと

がある程度

17.9

18.2

18.7

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

62.0

60.7

61.7

内容を人に説明

できるくらい詳しい

17.1

18.1

16.4

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

3.1

3.1

3.1

名前を聞いたこと

がある程度

20.7

20.5

21.8

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

60.7

60.2

60.5

内容を人に説明

できるくらい詳しい

15.5

16.2

14.6

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

3.0

3.3

3.7

名前を聞いたこと

がある程度

21.4

20.5

21.5

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

59.3

59.3

59.6

内容を人に説明

できるくらい詳しい

16.3

17.0

15.2

・特筆すべき傾向なし。 ・「内容を人に説明できるくらい詳しい」の「H30 年

（15.2%）」が低い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

1.6

1.4

1.8

名前を聞いたこと

がある程度

10.2

9.4

10.6

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

60.3

61.1

61.1

内容を人に説明

できるくらい詳しい

28.0

28.1

26.5

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

2.1

2.0

2.4

名前を聞いたこと

がある程度

20.3

19.5

19.0

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

61.3

61.7

63.3

内容を人に説明

できるくらい詳しい

16.4

16.8

15.3
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9.酒税                     10.たばこ税 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11.法人税                    12.国際観光旅客税 
 
 
 
 
 
 
 
  

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

2.4

2.4

2.4

名前を聞いたこと

がある程度

19.4

17.9

18.1

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

61.8

64.3

64.8

内容を人に説明

できるくらい詳しい

16.4

15.4

14.8

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

2.3

2.1

2.1

名前を聞いたこと

がある程度

20.5

18.6

17.3

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

60.8

62.7

64.6

内容を人に説明

できるくらい詳しい

16.4

16.7

16.1

・「内容をまあ知っている」の「R2年（61.8%）」が低い。 ・「名前を聞いたことがある程度」が増加傾向。 

・「内容をまあ知っている」が減少傾向。 

R2年 (5729)

H31年 (5736)

H30年 (5722)

名前自体を

知らない

2.8

3.1

2.6

名前を聞いたこと

がある程度

26.4

26.2

25.5

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

57.0

57.1

59.4

内容を人に説明

できるくらい詳しい

13.8

13.6

12.5

R2年 (5729)

H31年 (5736)

名前自体を

知らない

33.1

35.5

名前を聞いたこと

がある程度

38.0

36.6

内容をまあ

知っている（誰に

かかる税か、等）

24.5

23.6

内容を人に説明

できるくらい詳しい

4.5

4.3

・H31年と比べて、R2年の理解度が高い。 ・「内容をまあ知っている」の「H30年（59.4%）」が高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 



156 
 

Q17.あなたは、あなたご自身または世帯にかかる税と保険料についてどの程度、負担に感じていますか。

それぞれの税と保険料について、生活費を「とても圧迫する」から「全く圧迫しない」までの中であては

まるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
※未成年の方は酒税、たばこ税について「7.自分と関係ない／わからない」をお選びください。 
1.所得税 

 
 
 
 
2.住民税 

 
 
 
 
 
3.健康保険料 

 
 
 
 
4.年金保険料 

 
 
 
 
 
  

R2年 (5632)

H31年 (5653)

H30年 (5627)

とても圧迫する

15.8

16.6

16.0

圧迫する

25.0

24.9

24.0

まあ圧迫する

33.2

33.3

32.8

あまり圧迫しない

15.2

15.5

16.8

圧迫しない

3.7

3.7

3.9

全く圧迫しない

2.0

1.7

1.7

自分と関係ない

／わからない

5.0

4.3

4.7

R2年 (5628)

H31年 (5648)

H30年 (5622)

とても圧迫する

16.5

17.6

16.5

圧迫する

25.3

24.5

24.9

まあ圧迫する

35.6

35.2

34.4

あまり圧迫しない

14.3

14.7

16.1

圧迫しない

3.1

3.2

3.3

全く圧迫しない

1.6

1.3

1.4

自分と関係ない

／わからない

3.7

3.5

3.4

R2年 (5611)

H31年 (5622)

H30年 (5603)

とても圧迫する

18.3

19.0

19.0

圧迫する

27.7

26.8

27.3

まあ圧迫する

34.7

35.5

34.9

あまり圧迫しない

13.2

12.4

12.7

圧迫しない

2.5

2.5

2.7

全く圧迫しない

1.2

1.4

1.0

自分と関係ない

／わからない

2.4

2.4

2.4

R2年 (5560)

H31年 (5564)

H30年 (5542)

とても圧迫する

17.8

17.9

17.6

圧迫する

24.6

24.3

23.8

まあ圧迫する

30.6

32.0

31.5

あまり圧迫しない

12.2

12.3

12.4

圧迫しない

3.9

3.2

3.9

全く圧迫しない

2.4

2.4

2.3

自分と関係ない

／わからない

8.5

7.8

8.5

・特筆すべき傾向なし。 

・特筆すべき傾向なし。 

・「あまり圧迫しない」の「H30年（16.1%）」が高い。 

・「圧迫しない（あまり＋圧迫しない＋全く）」の「H30年（20.8%）」が高い。 

・「あまり圧迫しない」の「H30年（16.8%）」が高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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5.介護保険料 

 
 
 
 
6.雇用保険料 

 
 
 
 
 
 
7.消費税 

 
 
 
 
 
 
8.相続税 

 
 
 
 
 
  

R2年 (5552)

H31年 (5561)

H30年 (5545)

とても圧迫する

13.5

13.7

13.2

圧迫する

21.5

20.9

21.3

まあ圧迫する

31.0

31.5

31.2

あまり圧迫しない

16.9

16.3

17.3

圧迫しない

4.5

5.1

4.8

全く圧迫しない

2.8

2.8

2.5

自分と関係ない

／わからない

9.8

9.6

9.7

R2年 (5559)

H31年 (5549)

H30年 (5512)

とても圧迫する

7.8

7.6

7.6

圧迫する

12.8

12.2

12.0

まあ圧迫する

24.9

24.1

23.3

あまり圧迫しない

24.2

25.6

25.2

圧迫しない

7.7

8.4

8.0

全く圧迫しない

4.8

5.0

5.0

自分と関係ない

／わからない

17.7

17.1

19.0

R2年 (5640)

H31年 (5656)

H30年 (5621)

とても圧迫する

21.5

25.2

24.2

圧迫する

27.2

26.8

26.5

まあ圧迫する

33.8

32.4

33.2

あまり圧迫しない

12.4

11.4

11.4

圧迫しない

2.5

2.0

2.4

全く圧迫しない

1.1

0.9

0.8

自分と関係ない

／わからない

1.5

1.4

1.5

R2年 (5609)

H31年 (5619)

H30年 (5587)

とても圧迫する

7.1

7.4

7.6

圧迫する

11.3

11.6

11.9

まあ圧迫する

17.1

17.0

17.6

あまり圧迫しない

22.1

22.1

21.7

圧迫しない

10.3

10.5

9.5

全く圧迫しない

7.2

7.7

7.0

自分と関係ない

／わからない

25.1

23.7

24.7

・「圧迫する（とても＋圧迫＋まあ）」の「R2年（45.5%）」が高い。 

・「自分と関係ない／わからない」の「H30年（19.0%）」が高い 

・特筆すべき傾向なし。 

・「圧迫しない（あまり＋圧迫しない＋全く）」の「R2年（16.0%）」が高い。 

・「圧迫する（とても＋圧迫＋まあ）」の「R2年（82.5%）」が低い。 

・特筆すべき傾向なし。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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9.酒税 

 
 
 
 
 
10.たばこ税 

 
 
 
 
 
 
 
※注釈「※未成年の方 は酒税、たばこ税について「7.自分と関係ない／わからない」をお選びください。」は、H30 年では「※お酒

を飲まない方は酒税、たばこを吸わない方はたばこ税について「7.自分と関係ない／わからない」をお選びください。」 
 
 
 
 
  

R2年 (5592)

H31年 (5597)

H30年 (5583)

とても圧迫する

5.9

6.2

6.8

圧迫する

9.4

10.0

9.7

まあ圧迫する

20.4

20.0

21.0

あまり圧迫しない

23.9

24.3

22.5

圧迫しない

10.7

10.5

10.5

全く圧迫しない

10.7

10.8

8.8

自分と関係ない

／わからない

19.1

18.3

20.8

R2年 (5598)

H31年 (5618)

H30年 (5604)

とても圧迫する

6.6

7.9

7.9

圧迫する

7.8

7.9

8.6

まあ圧迫する

10.9

10.0

10.8

あまり圧迫しない

9.8

9.3

8.8

圧迫しない

8.3

7.1

6.3

全く圧迫しない

15.9

17.2

13.2

自分と関係ない

／わからない

40.8

40.7

44.3

・「全く圧迫しない」の「H30年（8.8%）」が低い」 

・「圧迫しない」が増加傾向。 

・「圧迫しない（あまり＋圧迫しない＋全く）」の「H30年（27.3%）」が高い。 

※n=（Q16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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Q18.あなたは毎月の給与明細について、次の金額項目を見ていますか。それぞれについて確認しているか

どうかをお選びください。※「4.個別の税や保険料の金額」は、何か一つでも見ていたら「1.見ている」を

選択してください。（回答は各ひとつ） 
 

 
 
 
 
 
 
Q19.毎月の税と保険料について、どの程度金額をご存知ですか。それぞれの税および保険料についてあて

はまるものをお選びください。（回答は各ひとつ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

R2年 H31年 H30年 R2年 H31年 H30年
(ｎ) (5353) (5314) (5267) (5353) (5314) (5267)

1.総支給額 76.5 78.9 75.9 23.5 21.1 24.1
2.差引支給額（銀行振り込み金額、手取り金額） 77.1 79.5 77.0 22.9 20.5 23.0
3.控除合計額 70.8 72.8 69.9 29.2 27.2 30.1
4.個別の税や保険料の金額 69.9 72.1 69.7 30.1 27.9 30.3

見ている 見ていない

R2年 H31年 H30年 R2年 H31年 H30年 R2年 H31年 H30年
1.所得税 20.2 21.3 21.5 59.8 59.8 58.7 19.9 18.9 19.8

(ｎ) (4089) (4235) (4099) (4089) (4235) (4099) (4089) (4235) (4099)
2.住民税 19.3 20.0 20.2 59.6 59.5 58.4 21.1 20.5 21.4

(ｎ) (4088) (4233) (4097) (4088) (4233) (4097) (4088) (4233) (4097)
3.健康保険料 18.9 19.4 19.3 60.4 60.3 59.4 20.6 20.3 21.3

(ｎ) (4077) (4219) (4092) (4077) (4219) (4092) (4077) (4219) (4092)
4.年金保険料 23.6 23.5 24.9 57.5 57.1 55.5 18.9 19.4 19.6

(ｎ) (4057) (4185) (4062) (4057) (4185) (4062) (4057) (4185) (4062)
5.介護保険料 29.6 31.4 33.3 52.8 52.0 49.3 17.6 16.6 17.4

(ｎ) (4056) (4189) (4073) (4056) (4189) (4073) (4056) (4189) (4073)
6.雇用保険料 31.4 32.4 34.1 53.1 52.0 50.4 15.5 15.7 15.5

(ｎ) (4058) (4188) (4051) (4058) (4188) (4051) (4058) (4188) (4051)

確認していない

（金額を答えることができない）

ある程度把握している

（金額を答えることができる）

詳細に把握している

（具体的に金額を答えることがで

きる）

・全体的に「H31年」の「見ている」が高い。 

※n=（職業が「高校生」「大学生／大学院生」以外） 

・「5.介護保険」の「確認していない」が減少傾向。「ある程度把握している」の「H30年（49.3%）」

が低い。 

・「6.雇用保険」の「確認していない」の「H30年（34.1%）」が低い。 

※n=（職業が「自営業／自由業」でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人 または Q18「個別

の税や保険料の金額」を「見ている」選択でQ16で「名前自体を知らない」以外を選択の人） 
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Q20.あなたは国に納める税と保険料について、どんなイメージを持っていますか。あてはまるものをすべ

てお答えください。(複数回答可） 
1.税 
 

 
 
 
 
 
 
2.保険料 
 

 
 
 
 
 
  

(ｎ)

払

う

意

義

は

わ

か

る

国

や

社

会

づ

く

り

の

た

め

の

も

の

国

が

使

い

方

を

決

め

る 国

が

と

り

た

て

る

な

る

べ

く

払

い

た

く

な

い

払

え

る

な

ら

払

う

相

互

に

助

け

合

う

仕

組

み

弱

者

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

自

分

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

払

う

意

義

が

わ

か

ら

な

い

こ

の

中

に

は

一

つ

も

な

い

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 53.8 51.5 48.3 45.7 44.4 28.7 21.6 17.5 12.2 11.7 7.3 3.35
H31年 (6000) 55.5 55.0 51.3 49.7 45.9 31.0 23.5 18.4 13.0 12.4 6.1 3.56
H30年 (6000) 56.1 53.4 51.1 48.7 44.3 31.2 23.1 18.3 13.3 11.4 6.7 3.51

(ｎ)

払

う

意

義

は

わ

か

る

相

互

に

助

け

合

う

仕

組

み

払

え

る

な

ら

払

う

な

る

べ

く

払

い

た

く

な

い

自

分

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

国

や

社

会

づ

く

り

の

た

め

の

も

の

国

が

と

り

た

て

る

弱

者

に

利

益

が

還

元

さ

れ

る

国

が

使

い

方

を

決

め

る 払

う

意

義

が

わ

か

ら

な

い

こ

の

中

に

は

一

つ

も

な

い

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 49.7 43.8 28.9 28.9 25.9 20.3 19.1 17.5 15.0 7.5 8.9 2.56
H31年 (6000) 53.5 46.8 32.4 30.2 28.5 23.3 19.7 18.2 15.2 7.7 7.5 2.75
H30年 (6000) 52.3 47.3 31.8 29.5 28.1 22.0 20.5 18.6 16.5 7.4 8.2 2.74

・全体的に R2年が低い。 

・「相互に助け合う仕組み」が減少傾向。 

・「自分に利益が還元される」の「R2年（25.9%）」が低い。 
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Q21.次の1～20の中から、税が自分の生活に還元されていると感じる公共サービスをすべてお選びくださ

い。また、そのなかからあなたが強く実感するものを３つまでお選びください。（複数選択可） 
1.税が生活に活かされていると実感するもの（いくつでも） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2.強く実感するもの（3つまで） 
 

 
 
 
 
  

(ｎ)

医

療

公

共

事

業

（
道

路

、
ダ

ム

等

国

土

基

盤

整

備

）

警

察

教

育

公

衆

衛

生

（
ゴ

ミ

対

策

・

感

染

症

予

防

等

）

年

金

消

防

救

急

医

療

保

育

サ
ー

ビ

ス

等

、
子

育

て

支

援

介

護

防

災

R2年 (6000) 58.1 44.8 43.3 42.9 42.9 41.0 40.9 40.2 35.9 35.2 35.1
H31年 (6000) 60.5 47.9 46.9 45.0 47.0 41.8 44.3 43.4 33.4 37.3 38.7
H30年 (6000) 59.2 45.9 47.2 44.1 46.3 41.2 45.3 44.1 31.2 35.5 36.4

(ｎ)

生

活

保

護

（
障

害

や

困

窮

時

の

生

活

支

援

）

防

衛

地

方

へ

の

補

助

金

エ

ネ

ル

ギ
ー

対

策

（
石

油

ガ

ス

等

の

安

定

供

給

、
研

究

等

）

食

料

安

定

供

給

・

農

業

の

発

展

科

学

技

術

研

究

文

化

振

興

国

際

協

力

O

D

A

（
途

上

国

へ

の

経

済

・

技

術

協

力

）

ス

ポ
ー

ツ

振

興

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 32.4 32.4 25.4 16.5 15.4 15.3 14.2 14.0 13.7 2.0 6.52
H31年 (6000) 35.9 33.9 27.8 17.7 16.4 17.3 14.9 14.7 14.4 2.2 6.94
H30年 (6000) 34.6 35.0 27.1 17.2 16.7 17.6 15.7 15.8 13.7 2.1 6.84

(ｎ)

医

療

年

金

公

共

事

業

（
道

路

、
ダ

ム

等

国

土

基

盤

整

備

）

警

察

教

育

公

衆

衛

生

（
ゴ

ミ

対

策

・

感

染

症

予

防

等

）

保

育

サ
ー

ビ

ス

等

、
子

育

て

支

援

救

急

医

療

介

護

消

防

防

衛

R2年 (6000) 34.1 18.1 17.4 15.0 14.6 14.0 12.6 12.2 11.3 11.0 10.3
H31年 (6000) 34.7 18.0 17.5 15.8 14.3 14.6 10.3 12.5 11.3 11.9 10.3
H30年 (6000) 33.2 17.5 17.4 16.6 14.7 15.3 8.6 13.7 10.4 12.5 11.0

(ｎ)

生

活

保

護

（
障

害

や

困

窮

時

の

生

活

支

援

）

防

災

地

方

へ

の

補

助

金

食

料

安

定

供

給

・

農

業

の

発

展

エ

ネ

ル

ギ
ー

対

策

（
石

油

ガ

ス

等

の

安

定

供

給

、
研

究

等

）

国

際

協

力

O

D

A

（
途

上

国

へ

の

経

済

・

技

術

協

力

）

ス

ポ
ー

ツ

振

興

科

学

技

術

研

究

文

化

振

興

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 9.0 8.7 5.4 2.7 2.2 2.1 1.8 1.6 1.5 6.8 2.20
H31年 (6000) 10.0 9.1 5.1 2.1 2.4 2.3 1.6 1.7 1.2 8.6 2.26
H30年 (6000) 9.5 8.0 4.7 2.6 2.5 2.5 1.5 1.7 1.4 7.7 2.22

・「保育サービス等、子育て支援」が増加傾向。 

・「警察」「消防」「救急医療」「防衛」が減少傾向。 

・「医療」の「H31年（60.5%）」が高い。 

・「介護」の「H31年（37.3%）」が高い。 

・「地方への補助金」の「R2年（25.4%）」が低い。 

・「科学技術研究」の「R2年（15.3%）」が低い。 

・「保育サービス等、子育て支援」が増加傾向。 

・「救急医療」の「H30年（13.7%）」が高い。 

・「消防」の「R2年（11.0%）」が低い。 

・「食料の安定供給、農業の発展」の「H31年（2.1%）」が低い。 
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Q22.支払われた税により、下記の公共サービスは賄われています。あなたの感覚に近いものをお選びくだ

さい。（回答はひとつ） 
 

 
 
※選択肢「払う税に比べて 、公共サービスをとても受けている」は、H30 年では「払う税以上に 、公共サービスをとても受けてい

る」 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

払う税に比べて、

公共サービスを

とても受けている

2.8

3.3

2.6

払う税に比べて、

公共サービスを

受けている

6.1

5.2

3.7

払う税に比べて、

公共サービスを

まあ受けている

13.4

13.1

8.5

払う税と受ける

公共サービスの

バランスは同じ

15.0

15.6

18.2

払う税に比べて、

公共サービスを

あまり受けていない

35.4

37.8

40.1

払う税に比べて、

公共サービスを

受けていない

16.5

16.1

16.5

払う税に比べて、

公共サービスを

全く受けていない

10.8

9.1 

10.4

・「払う税に比べて、公共サービスを受けている」が増加傾向。 

・「払う税と受ける公共サービスのバランスは同じ」「払う税に比べて、公共サービスをあまり受

けていない」が減少傾向。 

・「払う税に比べて、公共サービスを受けていない（あまり＋受けていない＋全く）」の「H30 年

（67.0%）」が高い。 

・「払う税に比べて、公共サービスを全く受けていない」の「H31年（9.1%）」が低い。 

・「払う税に比べて、公共サービスを受けている（とても＋受けている＋まあ）」の「H30年（14.8%）」

が低い。 
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Q23.次の1～20リストを見て、あなたがもっと国に税を投入して強化して欲しい公共サービス、逆に減ら

しても良いと思う公共サービスをそれぞれいくつでもお選びください。（複数選択可） 
1.国にもっと税を使って欲しい（いくつでも） 
 

 
 
 
 
 
 
 
2. 税を使うのは減らして欲しい（いくつでも） 
 

 
 
 
 
 
  

(ｎ)

医

療

年

金

教

育

保

育

サ
ー

ビ

ス

等

、
子

育

て

支

援

介

護

防

災

救

急

医

療

公

衆

衛

生

（
ゴ

ミ

対

策

・

感

染

症

予

防

等

）

食

料

安

定

供

給

・

農

業

の

発

展

エ

ネ

ル

ギ
ー

対

策

（
石

油

ガ

ス

等

の

安

定

供

給

、
研

究

等

）

科

学

技

術

研

究

R2年 (6000) 50.4 45.9 42.2 39.8 39.0 37.0 35.2 27.7 26.5 22.7 22.4
H31年 (6000) 52.8 46.3 45.5 43.9 43.8 39.9 39.1 31.0 30.3 24.1 25.8
H30年 (6000) 48.8 44.2 42.8 41.2 41.9 34.6 36.3 26.9 28.0 23.8 21.4

(ｎ)

防

衛

消

防

警

察

地

方

へ

の

補

助

金

公

共

事

業

（
道

路

、
ダ

ム

等

国

土

基

盤

整

備

）

生

活

保

護

（
障

害

や

困

窮

時

の

生

活

支

援

）

文

化

振

興

ス

ポ
ー

ツ

振

興

国

際

協

力

O

D

A

（
途

上

国

へ

の

経

済

・

技

術

協

力

）

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 19.5 19.5 18.8 18.7 17.3 16.9 11.5 9.0 7.2 3.3 5.45
H31年 (6000) 21.1 23.4 20.9 21.6 16.6 17.8 12.7 11.0 6.9 3.4 5.94
H30年 (6000) 22.8 21.2 19.6 18.6 14.5 16.1 11.6 9.7 6.6 3.5 5.50

(ｎ)

国

際

協

力

O

D

A

（
途

上

国

へ

の

経

済

・

技

術

協

力

）

生

活

保

護

（
障

害

や

困

窮

時

の

生

活

支

援

）

防

衛

ス

ポ
ー

ツ

振

興

公

共

事

業

（
道

路

、
ダ

ム

等

国

土

基

盤

整

備

）

文

化

振

興

地

方

へ

の

補

助

金

警

察

年

金

科

学

技

術

研

究

保

育

サ
ー

ビ

ス

等

、
子

育

て

支

援

R2年 (6000) 30.4 27.8 24.2 24.2 20.9 18.3 12.9 11.8 9.0 8.7 8.2
H31年 (6000) 38.3 30.9 27.4 25.5 27.1 18.7 14.0 13.9 10.3 9.4 8.0
H30年 (6000) 37.0 32.0 23.3 25.6 28.1 19.6 15.2 12.9 10.1 11.0 8.0

(ｎ)

介

護

エ

ネ

ル

ギ
ー

対

策

（
石

油

ガ

ス

等

の

安

定

供

給

、
研

究

等

）

医

療

教

育

食

料

安

定

供

給

・

農

業

の

発

展

消

防

公

衆

衛

生

（
ゴ

ミ

対

策

・

感

染

症

予

防

等

）

救

急

医

療

防

災

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 7.6 7.5 6.5 5.9 5.4 4.3 3.7 3.1 2.5 13.0 2.79
H31年 (6000) 8.0 9.3 6.9 5.4 6.9 5.5 4.5 3.8 4.0 10.9 3.11
H30年 (6000) 7.7 8.4 8.0 6.6 7.4 4.8 4.7 4.0 4.2 10.1 3.09

・「公共事業」が増加傾向。 

・「防衛」が減少傾向。 

・全体的に、H31年が高い。 

・「生活保護」「公共事業」「地方への補助金」「科学技術研究」「医療」「食料安定供給・農業の発

展」「防災」が減少傾向。 

・全体的に、R2年が低い。 
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Q24.次の文章は、日本の財政と社会保障制度に関するものです。それぞれ、どの程度ご存知かお聞かせく

ださい。社会保障制度とは、国民からの税や保険料による収入を使って、国が医療費や介護費の大半を負

担する制度です。退職後の年金の支給や、子どもの出産・保育の支援なども行います。（回答は各ひとつ） 

 
※選択肢「2.地方政府等を含めた借金の総額は1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。日本以外の主要先進7カ国（G7）
の地方政府等を含めた借金は GDP の約 1.4 倍未満です。日本の借金は先進国中最大です。」は、H31 年では「2.借金の総額は 883
兆円で、日本の GDP の約 2.4倍に相当します。米国、英国等の借金は GDP の約 1.2 倍です。日本の借金は先進国中最大です。」、

H30 年では「2.借金の総額は 865兆円で、日本の GDP の約 2.3倍に相当します。米国、英国等の借金は GDP の約 1.2 倍です。日

本の借金は先進国中最大です」 
※選択肢「3.国民一人当たりの借金は約710万円と計算されます。」は、H31年では「3.国民一人当たりの借金は約700万円と計算さ

れます。4人家族の世帯では約2,798万円の借金となります。」、H30年では「3.国民一人当たりの借金は約668万円と計算されます。3
人家族の世帯では約2000万円の借金となります」 
※選択肢「8.2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の35％超が65才以上の高齢者になる見込みです。」

は、H31年H30年では「8.2060年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の40％が65才以上の高齢者になる

見込みです。」 
※選択肢「10.現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成を目指す「社会保障と税の一体改

革」を行っています」は、H31年では「10.消費税による税収はすべて社会保障に使われています。平成29年度の税収58兆円のう

ち、消費税収は17兆円です。」、H30年では「10.消費税による税収はすべて社会保障に使われています。平成28年度の税収58兆

円のうち、消費税収は17兆円です」 
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R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

6.近年、日本は年間予算の30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てています。
その結果、教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です。

7.2025年、人口が多い団塊世代が後期高齢者（75才以上）になります。社会保障に必要な
お金が更に増える見込みです。

8.2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の35％超が65才以
上の高齢者になる見込みです。

9.65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政府データによれば後期
高齢者の医療費は前期高齢者の5倍、介護費は10倍になります。

10.現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成
を目指す「社会保障と税の一体改革」を行っています。

5.現在の社会保障費のための借金は長期間かけて返していきます。子や孫の世代の税収
も返済に充てられるので、将来世代に借金の付け回しをすることになります。

1.日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで国
債を発行して、主に日本国内から資金を調達し補填しています。

2.地方政府等を含めた借金の総額は約1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。
日本以外の主要先進7カ国（Ｇ７）の地方政府等を含めた借金はGDPの約1.4倍未満です。
日本の借金のGDP比率は先進国中最大です。

3.国民一人当たりの借金は約710万円と計算されます。

4.借金が増える最大の理由は社会保障費の増加です。寿命が延び高齢者人口が増えた
結果、年金・医療・介護の支出が急速に増えています。
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・「2」「3」で「知らない／聞いたことが無い」が増加傾向。 

・「10」で「よく知っている／よく聞く」が増加傾向。 
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Q25.前述の日本の財政と社会保障費に関する記述について、これらの記述を読んだときのインパクト感が

高かった情報（「へぇ」「なるほど」「そうなんだ」と言うような驚き、発見、関心の度合いが高かった情報）

をいくつでも選んでください。また、インパクトが弱いと感じた情報（驚き、発見、関心の度合いが低か

った情報）があれば、いくつでも選んでください。（複数選択可） 
1.インパクトが強い情報（いくつでも） 
 

 
 
※選択肢「地方政府等を含めた借金の総額は1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。日本以外の主要先進7カ国（G7）
の地方政府等を含めた借金は GDP の約 1.4 倍未満です。日本の借金は先進国中最大です。」は、H31 年では「借金の総額は 883兆
円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。米国、英国等の借金はGDPの約1.2倍です。日本の借金は先進国中最大です。」、H30
年では「借金の総額は 865兆円で、日本の GDP の約 2.3倍に相当します。米国、英国等の借金は GDP の約 1.2 倍です。日本の借

金は先進国中最大です」 
※選択肢「国民一人当たりの借金は約 710万円と計算されます。」は、H31 年では「国民一人当たりの借金は約 700万円と計算され

ます。4人家族の世帯では約2,798万円の借金となります。」、H30年では「国民一人当たりの借金は約668万円と計算されます。3
人家族の世帯では約2000万円の借金となります」 
※選択肢「2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の35％超が65才以上の高齢者になる見込みです。」

は、H31 年 H30 年では「2060年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が 65 才以上になり、全人口の 40％が 65 才以上の高齢者になる

見込みです。」 
※選択肢「現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成を目指す「社会保障と税の一体改革」

を行っています」は、H31 年では「消費税による税収はすべて社会保障に使われています。平成 29 年度の税収 58 兆円のうち、消

費税収は17兆円です。」、H30年では「消費税による税収はすべて社会保障に使われています。平成28年度の税収58兆円のうち、

消費税収は17兆円です」 
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回
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項

目

数

R2年 (6000) 48.8 46.4 44.9 43.4 35.8 34.6 33.5 33.1 25.6 19.0 7.4 3.94
H31年 (6000) 46.6 48.5 43.7 40.5 35.3 42.3 33.7 33.3 24.9 30.1 7.3 4.09
H30年 (6000) 45.4 47.7 45.6 39.0 32.3 40.7 30.9 31.7 23.1 29.4 6.7 3.92

・「65～74才を前期高齢者、75才以上を後期高齢者と呼びます。政府データによれば後期高齢者

の医療費は前期高齢者の 5 倍、介護費は 10 倍になります。」「2025 年、人口が多い団塊世代が

後期高齢者（75才以上）になります。社会保障に必要なお金が更に増える見込みです。」「借金

が増える最大の理由は社会保障費の増加です。寿命が延び高齢者人口が増えた結果、年金・医

療・介護の支出が急速に増えています。」が増加傾向。 

・「近年、日本は年間予算の 30％を社会保障に、25％を過去の借金返済に充てています。その結

果、教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です。」の「H30年（30.9%）」が低い。 

・「日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで国債

を発行して、主に日本国内から資金を調達し補填しています。」の「H30年（23.1%）」が低い。 
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2.インパクトが弱い情報（いくつでも） 
 

 
 
※選択肢「地方政府等を含めた借金の総額は1,300兆円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。日本以外の主要先進7カ国（G7）
の地方政府等を含めた借金は GDP の約 1.4 倍未満です。日本の借金は先進国中最大です。」は、H31 年では「借金の総額は 883兆
円で、日本のGDPの約2.4倍に相当します。米国、英国等の借金はGDPの約1.2倍です。日本の借金は先進国中最大です。」、H30
年では「借金の総額は 865兆円で、日本の GDP の約 2.3倍に相当します。米国、英国等の借金は GDP の約 1.2 倍です。日本の借

金は先進国中最大です」 
※選択肢「国民一人当たりの借金は約 710万円と計算されます。」は、H31 年では「国民一人当たりの借金は約 700万円と計算され

ます。4人家族の世帯では約2,798万円の借金となります。」、H30年では「国民一人当たりの借金は約668万円と計算されます。3
人家族の世帯では約2000万円の借金となります」 
※選択肢「2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が65才以上になり、全人口の35％超が65才以上の高齢者になる見込みです。」

は、H31 年 H30 年では「2060年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が 65 才以上になり、全人口の 40％が 65 才以上の高齢者になる

見込みです。」 
※選択肢「現在、社会保障の充実・安定化と、そのための安定財源確保と財政健全化の同時達成を目指す「社会保障と税の一体改革」

を行っています」は、H31 年では「消費税による税収はすべて社会保障に使われています。平成 29 年度の税収 58 兆円のうち、消

費税収は17兆円です。」、H30年では「消費税による税収はすべて社会保障に使われています。平成28年度の税収58兆円のうち、

消費税収は17兆円です」 
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日

本

国

内

か

ら

資

金

を

調

達

し

補

填

し

て

い

ま

す

。

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

の

総

額

は

約

1

,

3

0

0

兆

円

で

、

日

本

の

G

D

P

の

約

2

.

4

倍

に

相

当

し

ま

す

。

日

本

以

外

の

主

要

先

進

7

カ

国

（
Ｇ

７

）
の

地

方

政

府

等

を

含

め

た

借

金

は

G

D

P

の

約

1

.

4

倍

未

満

で

す

。

日

本

の

借

金

の

G

D

P

比

率

は

先

進

国

中

最

大

で

す

。

近

年

、
日

本

は

年

間

予

算

の

3

0

％

を

社

会

保

障

に

、
2

5

％

を

過

去

の

借

金

返

済

に

充

て

て

い

ま

す

。
そ

の

結

果

、
教

育

や

防

衛

等

、
他

の

予

算

を

ほ

と

ん

ど

増

や

せ

な

い

状

況

で

す

。

現

在

の

社

会

保

障

費

の

た

め

の

借

金

は

長

期

間

か

け

て

返

し

て

い

き

ま

す

。
子

や

孫

の

世

代

の

税

収

も

返

済

に

充

て

ら

れ

る

の

で

、
将

来

世

代

に

借

金

の

付

け

回

し

を

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

国

民

一

人

当

た

り

の

借

金

は

約

7

1

0

万

円

と

計

算

さ

れ

ま

す

。

2

0

4

0

年

頃

、
人

口

が

多

い

団

塊

ジ

ュ
ニ

ア

世

代

が

6

5

才

以

上

に

な

り

、
全

人

口

の

3

5

％

超

が

6

5

才

以

上

の

高

齢

者

に

な

る

見

込

み

で

す

。

借

金

が

増

え

る

最

大

の

理

由

は

社

会

保

障

費

の

増

加

で

す

。
寿

命

が

延

び

高

齢

者

人

口

が

増

え

た

結

果

、
年

金

・

医

療

・

介

護

の

支

出

が

急

速

に

増

え

て

い

ま

す

。

2

0

2

5

年

、
人

口

が

多

い

団

塊

世

代

が

後

期

高

齢

者

（
7

5

才

以

上

）
に

な

り

ま

す

。
社

会

保

障

に

必

要

な

お

金

が

更

に

増

え

る

見

込

み

で

す

。

6

5
～

7

4

才

を

前

期

高

齢

者

、
7

5

才

以

上

を

後

期

高

齢

者

と

呼

び

ま

す

。
政

府

デ
ー

タ

に

よ

れ

ば

後

期

高

齢

者

の

医

療

費

は

前

期

高

齢

者

の

5

倍

、
介

護

費

は

1

0

倍

に

な

り

ま

す

。

特

に

な

し

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 38.3 27.2 24.4 21.2 21.1 20.9 19.2 19.1 18.3 15.4 17.9 2.74
H31年 (6000) 29.0 29.7 20.3 23.2 21.5 18.2 20.4 20.4 19.9 16.2 21.7 2.79
H30年 (6000) 28.2 29.4 20.6 22.8 21.0 18.1 18.6 20.4 19.5 15.8 20.1 2.68

・「地方政府等を含めた借金の総額は 1,300 兆円で、日本の GDP の約 2.4倍に相当します。日本

以外の主要先進 7カ国（G7）の地方政府等を含めた借金は GDPの約 1.4倍未満です。日本の借

金の GDP比率は先進国中最大です。」の「R2年（24.4%）」が高い。 

・「国民一人当たりの借金は約 710万円と計算されます。」の「R2年（20.9%）」が高い。 

・「2040年頃、人口が多い団塊ジュニア世代が 65才以上になり、全人口の 35％超が 65才以上の

高齢者になる見込みです。」の「H31年（20.4%）」が高い。 

・「日本は国の運営に必要なお金（予算）に対して収入（税収）が不足しています。そこで国債

を発行して、主に日本国内から資金を調達して補填しています。」の「R2年（27.2%）」が低い。 

・「近年、日本は年間予算の 30％を社会保障費に、25％を過去の借金返済に充てています。その

結果、教育や防衛等、他の予算をほとんど増やせない状況です。」の「R2年（21.2%）」が低い。 
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Q26.以下の5つの記述について、あなたの意見に近いものを選んでください。（回答は各ひとつ） 
1.左-日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加である 
右-日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加ではない 
 

 
 
※選択項目「1.左-日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加である－右-日本の財政が苦しくなった 主な理由は社会

保障費の増加ではない」は、H30年では「1.左-日本の財政が苦しくなった主な理由は社会保障費の増加である－右-日本の財政が苦

しくなった理由は必ずしも社会保障費の増加だけではない」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.左-社会保障制度の充実を望む 
右-社会保障制度に必ずしも充実を望まない 

 

 
 
 
 
  

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

とても左に賛成

5.9

5.2

3.4

左に賛成

11.1

9.2

6.1

やや左に賛成

19.5

19.2

13.2

どちらともいえない

37.2

36.7

32.2

やや右に賛成

11.8

14.8

19.6

右に賛成

7.4

7.8

13.7

とても右に賛成

7.3

7.1

11.9

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

とても左に賛成

10.6

8.3

7.8

左に賛成

17.4

14.0

13.2

やや左に賛成

27.9

27.9

26.9

どちらともいえない

30.7

34.4

35.8

やや右に賛成

7.7

10.1

10.3

右に賛成

2.9

2.6

3.4

とても右に賛成

2.9

2.9

2.7

・「とても左に賛成」「左に賛成」が増加傾向。 

・「左に賛成（とても＋左＋やや）」が増加傾向。 

・「やや右に賛成」が減少傾向。 

・「右に賛成（やや＋右＋とても）」が減少傾向。 

・「右に賛成」の「H30年（13.7%）」が高い。 

・「とても右に賛成」の「H30年（11.9%）」が高い。 

・「どちらともいえない」の「H30年（32.2%）」が低い。 

・「とても左に賛成」「左に賛成」が増加傾向。 

・「左に賛成（とても＋左＋やや）」が増加傾向。 

・「どちらともいえない」が減少傾向。 

・「やや右に賛成」が減少傾向。 

・「右に賛成（やや＋右＋とても）」が減少傾向。 

・「右に賛成」の「H30年（3.4%）」が高い。 
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3.左-社会保障に使われるなら、私は税や保険料を今より多く払っても良い 
右-社会保障に使われるとはいえ、私は税や保険料を今より多く払いたくない 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.左-今後、経済成長によって税収は増えると思う 
右-今後、経済成長によって税収は増えないと思う 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

とても左に賛成

2.5

1.8

1.6

左に賛成

5.6

3.9

3.5

やや左に賛成

16.0

14.2

14.1

どちらともいえない

37.5

39.3

39.6

やや右に賛成

15.8

19.6

19.4

右に賛成

10.4

10.4

10.3

とても右に賛成

12.2

10.9

11.5

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

とても左に賛成

3.6

2.7

2.5

左に賛成

5.4

4.5

4.8

やや左に賛成

13.5

14.4

14.8

どちらともいえない

32.6

34.6

37.5

やや右に賛成

18.8

21.3

19.9

右に賛成

14.5

12.8

11.7

とても右に賛成

11.7

9.8

8.8

・「とても左に賛成」「左に賛成」が増加傾向 

・「左に賛成（とても＋左＋やや）」が増加傾向。 

・「やや左に賛成」の「R2年（16.0%）」が高い。 

・「どちらともいえない」の「R2年（37.5%）」が低い。 

・「右に賛成（やや＋右＋とても）」の「R2年（38.4%）」が低い。 

・「とても左に賛成」が増加傾向。 

・「右に賛成」「とても右に賛成」が増加傾向。 

・「右に賛成（とても＋右＋やや）」が増加傾向。 

・「どちらともいえない」が減少傾向。 
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5.左-財源を補うために、国は借金をしても良い 
右-財源を補うためとはいえ、国は借金をすべきでない 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q27.財政状況を改善するには、「経済成長によって税収を増やしながら、支出の無駄の削減や効率化を行い

（歳出改革）、必要な増税を実施する（税制改革）」この３つを同時に行っていく必要があります。その中

で、もし一つ選ぶとしたら、 あなたはどれが現実的な策だと思いますか。（回答は各ひとつ） 
 

 
 
 
 
 
Q28.あなたは、Q24にあった10個の日本の財政と社会保障費に関する記述のような情報を、今後も知っ

ておきたいと思いますか。(回答はひとつ) 
 

 
 

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

とても左に賛成

2.7

2.2

1.6

左に賛成

4.5

2.8

2.5

やや左に賛成

11.8

10.0

8.8

どちらともいえない

36.6

37.2

37.9

やや右に賛成

21.9

26.0

26.1

右に賛成

12.0

12.1

13.4

とても右に賛成

10.5

9.7

9.8

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

経済成長

31.7

30.5

28.9

歳出改革

56.5

53.1

54.2

税制改革

11.9

16.4

16.9

R2年 (6000)

H31年 (6000)

H30年 (6000)

大いに

知っておきたい

17.2

19.1

18.3

知っておきたい

28.5

27.8

28.2

まあ

知っておきたい

26.4

25.7

25.8

どちらともいえない

19.3

19.4

18.9

あまり

知りたいと思わない

3.6

3.4

3.5

知りたいと思わない

1.6

1.5

1.5

全く

知りたいと思わない

3.3

3.2

3.7

・「とても左に賛成」「やや左に賛成」が増加傾向。 

・「左に賛成（とても＋左＋やや）」が増加傾向。 

・「右に賛成（とても＋右＋やや）」が減少傾向。 

・「左に賛成」の「R2年（4.5%）」が高い。 

・「右に賛成」の「H30年（13.4%）」が高い。 

・「やや右に賛成」の「R2年（21.9%）」が低い。 

・「経済成長」が増加傾向。 

・「税制改革」の「R2年（11.9%）」が低い。 

・「大いに知っておきたい」の「R2年（17.2%）」が低い。 
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Q29.あなたの日ごろの情報源をすべてお選びください。また、「財政や社会保障、政治・経済等」に関する

情報源も同様にすべてお選びください。（複数選択可） 
1. 日ごろの情報源 
 

 
 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌」は、H31年では「都道府県や市町村の広報誌」 
※選択肢「インターネット広告」は、R2年では「インターネット広告（Yahoo！JAPANのような検索サイトのトップページに掲載

されたり、キーワード検索に連動して配信される広告、また動画広告など）」とした。 
※選択肢「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ」は、R2 年では「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ（東洋経済オンライ

ン、Yahoo!ニュース、LINE NEWSなどのパソコンやスマートフォンから閲覧可能なニュース）」とした。 
※選択肢「交通広告」は、R2年では「交通広告（電車やバス、タクシーなどのスペースを利用した広告）」とした。 
※選択肢「屋外広告」は、R2年では「屋外広告（電柱広告、広告塔、ネオン、電気看板など）」とした。 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）のホームページ」は、R2年より追加。 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）が発信しているSNS」は、R2年より追加。 
※選択肢「検索サイト」は、R2年では削除。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(ｎ)

テ

レ

ビ

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

広

告

ニ

ュ
ー

ス

・

情

報

サ

イ

ト

、
ニ

ュ
ー

ス

ア

プ

リ

新

聞

友

人

・

知

人

の

話

ラ

ジ

オ

家

族

・

親

せ

き

の

話

S

N

S

か

ら

の

情

報

雑

誌

官

公

庁

や

地

方

自

治

体

の

広

報

誌

交

通

広

告

屋

外

広

告

該

当

す

る

分

野

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

フ

リ
ー

ペ
ー

パ
ー

R2年 (6000) 84.1 44.7 44.4 40.1 19.0 17.5 17.3 16.8 13.4 12.4 12.3 8.5 7.6 6.5
H31年 (6000) 86.1 31.6 48.9 44.4 21.0 19.5 19.0 18.5 15.1 19.4 9.2 7.3 12.4 8.6

(ｎ)

勤

務

先

の

イ

ベ

ン

ト

や

会

議

町

内

会

・

自

治

会

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

や

集

会

専

門

家

に

よ

る

講

演

・

講

座

な

ど

該

当

す

る

分

野

の

専

門

書 官

公

庁

や

地

方

自

治

体

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

学

校

の

授

業

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

、
リ
ー

フ

レ

ッ
ト

、
ポ

ス

タ
ー

な

ど

そ

の

他

の

イ

ベ

ン

ト

官

公

庁

や

地

方

自

治

体

が

発

信

し

て

い

る

S

N

S

検

索

サ

イ

ト

そ

の

他

入

手

し

て

い

な

い

一

人

あ

た

り

の

平

均

回

答

項

目

数

R2年 (6000) 5.9 4.0 3.6 3.2 2.0 2.0 1.9 1.7 0.8 - 0.1 3.9 3.70
H31年 (6000) 6.9 5.1 6.1 5.4 - 3.4 8.7 3.7 - 27.6 0.2 3.4 4.28

・全体的に「R2年」が低い。 
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2.「財政や社会保障、政治・経済等」に関する情報源 
 

 
 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌」は、H31年では「都道府県や市町村の広報誌」 
※選択肢「インターネット広告」は、R2年では「インターネット広告（Yahoo！JAPANのような検索サイトのトップページに掲載

されたり、キーワード検索に連動して配信される広告、また動画広告など）」とした。 
※選択肢「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ」は、R2 年では「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ（東洋経済オンライ

ン、Yahoo!ニュース、LINE NEWSなどのパソコンやスマートフォンから閲覧可能なニュース）」とした。 
※選択肢「交通広告」は、R2年では「交通広告（電車やバス、タクシーなどのスペースを利用した広告）」とした。 
※選択肢「屋外広告」は、R2年では「屋外広告（電柱広告、広告塔、ネオン、電気看板など）」とした。 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）のホームページ」は、R2年より追加。 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）が発信しているSNS」は、R2年より追加。 
※選択肢「検索サイト」は、R2年では削除 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(ｎ)

テ

レ

ビ

新

聞

ニ

ュ
ー

ス

・

情

報

サ

イ

ト

、
ニ

ュ
ー

ス

ア

プ

リ

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

広

告

官

公

庁

や

地

方

自

治

体

の

広

報

誌

ラ

ジ

オ

S

N

S

か

ら

の

情

報

家

族

・

親

せ

き

の

話

友

人

・

知

人

の

話

雑

誌

該

当
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H31年 (6000) 71.0 37.3 35.6 12.3 12.0 9.2 7.9 7.8 7.2 6.7 6.8 2.1 4.2 3.2
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い

な

い

一

人
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の
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均
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答

項

目

数

R2年 (6000) 2.4 2.2 2.0 1.6 1.5 1.4 0.9 0.7 0.7 - 0.1 8.1 2.36
H31年 (6000) 3.6 1.7 2.0 - 1.7 2.0 1.6 - 2.3 13.1 0.2 7.7 2.51

・「新聞」「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ」「官公庁や地方自治体の広報誌」「該当分野

のホームページ」「専門家による講演・講座など」「該当分野の専門書」「その他のイベント」「パ

ンフレット、リーフレット、ポスターなど」の「R2年」が低い。 

・「入手していない」は、「H31年（7.7%）」から「R2年（8.1%）」に増加。 
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Q30.あなたは、日本の財政、予算、税のしくみ、税の使い道等を理解してもらうために、どのような機会

を利用しての取り組み（広報活動）が必要だと思いますか。（複数選択可） 
 

 
 
※選択肢「LINE、Twitter、Facebook等のSNSからの情報」は、H31年では「LINE、Twitter、Facebook等のSNS」 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）の広報誌」は、H31年では「都道府県や市町村の広報誌」 
※選択肢「パンフレット、リーフレット、ポスターなど」は、H31年では「ポスターやリーフレットなど」 
※選択肢「学校の授業」は、H31年では「小・中・高等学校の授業」と「大学の講義」 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）のホームページ」は、H31 年では「その他の国の公的機関 のホームペ

ージ」と「地方自治体のホームページ」 
※選択肢「インターネット広告（Yahoo！JAPAN のような検索サイトのトップページに掲載されたり、キーワード検索に連動して

配信される広告、また動画広告など）」は、R2年より追加。 
※選択肢「ニュース・情報サイト、ニュースアプリ（東洋経済オンライン、Yahoo!ニュース、LINE NEWS などのパソコンやスマ

ートフォンから閲覧可能なニュース）」は、R2年より追加。 
※選択肢「フリーペーパー」は、R2年より追加。 
※選択肢「町内会・自治会などのイベントや集会」は、R2年より追加。 
※選択肢「友人・知人の話」は、R2年より追加。 
※選択肢「勤務先のイベントや会議」は、R2年より追加。 
※選択肢「家族・親せきの話」は、R2年より追加。 
※選択肢「その他のイベント」は、R2年より追加。 
※選択肢「官公庁（国）や地方自治体（都道府県、市町村）が発信しているSNS」は、R2年より追加。 
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H31年 (6000) 80.5 42.5 - - 20.3 26.4 16.8 24.6 14.8 9.8 10.3 8.9 14.3 5.4
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項

目

数

R2年 (6000) 5.7 5.4 4.9 4.6 4.3 2.5 2.2 1.7 1.5 0.7 5.6 3.13
H31年 (6000) - - - - - 0.5 15.9 2.7 - - 0.3 0.9 6.0 2.95
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・全体的に「R2年」が低い。 


